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II林業試験場 70年のあゆみ II によせて

林業試験場は，創立されて以来今年で70年のよわいを重ねることとなった。人間でいえば

にあたるが，おもえ 、年月 きたものである。しかも， これはあくまでも林業

試験所の官制が公布された年からかぞえてのことであって，し、わば名前がついてから 70年た

ったのであり，その前身の西ケ原樹木試験場は 1878年に設立されているのだから， 97i手とい

う見方もできょう。これはすくなくとも農林省関係の毘立試験場研究機関のなかではもっとも

古い歴史を訪れることを意味している。もちろん研究機関の歴史：土台いばかりが能ではない。

生育に長期間を要する樹木や森林を対象；こした仕事のうえで；立， 70年はむしろ短きにすぎよ

う。創立のときに槌えられた高木が，そろそろきり倒してもいい木；こ成長したかどうかという

程度でしかない。 1年生の作物ならば70世代も経ていようというときにで、ある。しかし，それ

にもかかわらず林業試験場はこの 70年｜習を林業の試験研究に打込んできた。そして多くの曲

折を経ながらも幾多の蹄やかしい成果をうみ出してきている。 101手前までのその内容は60週

年を記念、して出版された「林業試験場60年のあゆみJに詳細にのべられているので， l~工

ふれられていない。

目黒の森で林業試験場の 60週年記念式典が盛大にあ；アられたのは，つい昨日のことのような

気がするが，それから卒くも 10年の歳月；列車れている。そのfir]林業試験場が大いに活臨して

きたことは，林試研究報告がこの 10年間で 105JTI]-出販され， 391編の論文が発表されている

みてもわかるであろう。林業試験場開設以来 102手前までの研究報告は 171刑（集線を含

めて 235冊）であり，戦前を除いて［土132JTI]-(141丹JJ-)であることを考えるとこれはかなりの活

動であるO なお，この 10年間に，鑑定・分析試験を英雄して成績舎を発行したものは1,112件，

した件数は 2,498件に達していて． 研究報告等によらないで、社会（こ辺元してい

る成果の設の一端を示している。受託研究は 51件；こ止まっているが，これは謂査・鑑定などに

くらべて内容が一段と複雑であり，また受入れに制限因子がともなうからである。研究者の交

流も活発で，やはりこの 10年聞に受入れた受託研修者数は 848名に達しているし，昭和36年

度から新しく発足したコロンボ許酪による海外からの研修生の受入れは 187名に達し， 海外

親善や発展途上国援助の大きい柱となっている。これにくらべて，当場員の海外留学は10年間

に27名に過ぎず，海外への調査，会議出席等の海外出張は 95名にとどまっている。これは梅

外旅費の阪で厳しい制約があるからで，研究面での林業試験場の国際的協力のうえで，いささ

か欠けるところのあるのは，まことに残念であり，今後改善すべきことの一つであろう。つい

でに， この 10年罷，あらたまった形での本場への来場者数は年期約2,000名；こ達するが， i図別
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の，あるいは各研究室等への直接訪問者を入れれば，この数倍には達するものとおもわれる。

また外人の来場者は 233件， 559名であった。

このような活動を裏づけるように，林業試験場の組織もより充実してきた。このかんに木場

総務部，北海道支場，東北支場にそれぞれl課が新設され，関西支場と九州支場に研究2部制

がしかれたほか， 全体として 15室， 9係が新設された。これは宮崎分場および司ii路，野l院試験

地を廃止し，岡山分場を試験地に切換えてのうえではあるが，一連の組織整備は林業試験場を

より機能的に活動できるものとしている。しかしその反面，林業試験場も，公務員の総定員法

にもとづく定員削減の波を避けることはできず，昭和41年度の 830人の定員は昭和 50年度に

は800名に減ってしまっている。また昭和49年度の予算は昭和 40年度予算の 3,4倍になって

はいるが，その聞の経済成長にくらべれば必ずしも満足すべきものではなく，人件費比率は

64.496'から 72.1%に増大しており，昭和 50年度決算ではさらに大きくなる見込である。このよ

うな状況のもとでなお多くの成果をあげてきたのは，ひとえに場員の熱情と機能的な活動によ

ってであったことをここに銘記しておきたい。

この 10年聞の世情のうつ りかわりはま ことに激しいものであった。昭和40年の不況のあと

を受けてわが国の経済は息の長い好況時代をつづけた。昭和43年には GNPは世界第 2位と

され，一次産業の影は；5，［くなり二次産業のひとり舞台がつづいてきたわけで、ある。工業化が日

本の津々浦々にまでゆきわたり はじめる と，その大きい副作用と しての公害問題が都市周辺に

生じはじめ，昭和44年には一時的に公害疎開をする学校があらわれ，昭和47年には光化学ス

モッグの被害が新聞紙上を賑わした。 水俣病をはじめとする公害訴訟が次々と企業側を敗訴に

追込んでいったのも同じ時期である。公害問題が全国的広がりをみせるのと反比例して，無制

限な開発に対する批判と反省が高まり，それとともに緑化に対する関心が大きくなってきた。

昭和48年の 10月になって突然全世界を覆った石油ショッグは，国産資源の少いままに高度成

長をつづけていたわが国の経済を大混乱におとしいれ， その影響はなお今日に引きつづいてい

るが，資源問題に対する再認識は一段と深まってきている。

このような世情の動きは林業にも無縁ではあり得なかった。肥大してゆく経済活動のなかで

増大する木材需要に，限られた林地からの木材生産は追っくことが出来ず， しかも正常な林業

活動さえややもすると批判の対象になりがちな伐採規制の与論の動きもあって昭和49年度の

国産材供給量は10年前の 78%にまで低下した。これにはも ちろん，強力な人工造林の推進に

もかかわらずいまだに幼齢林の多い林分構造や，賃金上昇や労働力の流出等による伐出コスト

の増大も大きい原因になっているのだが，とにかく昭和40年には 28.6%にとどま っていた輸

入材率は昭和49年には実に 64.6%にまで達している。このように増大した外材需要量と木材

資源保有国の厳しい対応姿勢とから，外材は今後これまでのように容易には入手できなくなる

とみられており，林業自体の国際化の機運も高まってきている。国産材の生産原価の高騰をお
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さえるための省力化，いっぽう機械化や薬部散布の悪影響とも隣合せており，森林の効用：土木

材供給以外の多方商にわたることが認識されて多目的の林業がとなえられ，者rim林に対する論

も盛んである。あれもこれもこの 10年の世情の勤きにつれてである。

林業試験場のおこなってきたこの 10年間の試験研究の成果にも，この林業事情の推移は反映

している。機械化，薬剤防除，環境汚染，未利用材，林地保全等々木書の内容に盛られた研究

動向や業績の記載のいたるところにそればにじみ出ている筈である。もとより試験研究は註の

移り変りにふり回されるべきものではないが，しっかりした基盤研究のうえに立っていてこ

そ，この対応が出来たのだと解していただきたい。 吋本業試験場60年のあゆみJ以後

のこの 10年間の林業試験場の試験研究の動向，経逸や業績を主体とした林業試験場の活動の

あゆみをとりまとめたものである。内容に自主ど通していただいてこの動きに遠慮のないご批判

をいただき，そしてそれをまたわれわれの明尽の糧としてゆくことを切に期待したい。

林業試験場本場はいま筑波研究学園都市への移粧が決定しており，建設も進行中である。年

を経ずしてわれわれは永年住みなれた自黒の地をあとにして新しいキャンパスへと移り住まね

ばならない。戦後のf夏興建築で現在ではパラック［こ近い散在した庁舎で仕事をつづけてきた林

業試験場は，新しい近代的設舗を装踊した新庁舎でさらに仕事を発展させることになる。多少

の心残りはあっても，多少の地理的不便さはあっても，これ；土一つの大きい転機である。北海

道支場は新庁舎に既に移較を完了しているし，その他の支場も移転こそ計画されてはいないが

遂次設備そ更新されてゆく予定である。林業試験場は過去70年の歴史をふまえて新しい前進

を始めるであろう。どうか，米長く林業試験場を見守っていただき，ご指導とご教示を賜りた

い。この書がその発展の一里塚となってほしいとおもいつつ発刊の言葉とする次第である。

昭和 50年 11月1臼

農林省林業試験場長

農学博士上村 武
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I. 林業試験場の沿革

1. 試験研究の背景とねらい

この 10年間は，大きな変動の時期であったといえる。戦後の混乱期を脱して，経済成長が

しく進展し，その頂点；こ達すると何時に，そのひずみが顕在化し，あわせて石油シヨヮグに

端を発した不況により，安定的低成長時代へと移行を始めた時期にあたる。そのため研究の背

も大きく袈勤し，研究の動向に大きな影響さと与へた 10年であった。

工業化を基幹とした急激な経済成長；こ一次産業としての林業が遅れをとらないよう，林業

（昭和39年法律第 161号）に基づき各種の施筑が実行にうつされたが， 産業界の発展

しいため，これに農林業が追いつくためには，大量生産方式による生産性の向上が必要で、

あった。大面積一斉逮林，伐採搬出作業の機械化，除草，病虫害防除のための薬剤使用，杷¥1-

の林地への導入などが必要となり，林業研究も，増産と開時lこ生産性の向上；こ重点がおかれ

た。 このころに総合研究として重点的にとりあげられた研究課題として，合理的短期育成技

術，林地生産力に関する研究，カラマツ造林地の実態調査，寒害防止に関する研究，豪雪地帯

における造林技街に関する研究などは，その特散的なものといえよう。

戦後における林力増強は，有用針葉樹を新惜して行くいわゆる拡大造林を中心とする必要

があり，そのにない予として小部積山林所有者の役割が大きかった。合理的短期育成技術は，

このような背景のもとに組立てられた研究であり， その実験の場として各地の毘有林が利用

された。拡大造林の進壌は， 透次経験の少ない地域への新l協が増加して行った。戦争箆後開

始された林野土i哀調査の知識と統計A手法の進歩は，既往造林地の成識と自然環境との相関性

を解析することによって，未経験の地域における造林水の成長予測を試みるまでに発壊し，

林地生産力の研究が大きな成果をあげた。

カラマツは，燐酸肥料の施吊技術の開発により育苗が容易となり，語子の貯蔵法も確立され

たが，土地条件をあまり選ばす，寒冷地においても成長良好で，とくに幼時の成長が旺盛なた

め，拡大造林樹径として広く活用され，その人工造林面積は急激に増大した。そのために，掻

端な不成績造林地も各所にみ、られるようになり，将来の拡大造林に対する懸念、から，その原田

を明らか：こする必要が生じた。涼因究明にあたっては，樹木生理学，病理学，昆虫学，気象条

件，土壌条件，林分構造等各分野にわたる知識を必要とするため，各分野の専門家による総合

調査が計路実施された。いままで，林業試験；ま，専門化，細分｛じが進展してきたが，林地にお

ける新しい現象の解明や，これにともなう社会の要請に答えるためには，…専門分野のみに頼
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ることは不能になりつつあり，各専門分野にわたる総合的判断が必要となって来つつあった。

カラマツ造林地の実態調査は，まさにその実例であって，いわゆるプロジェグトリーダー制に

よる研究が試みられ，成果をあげたと同時に，ブロジェグトワーダ制による研究体制の発展へ

の試金石としての役割が大きかった。現在では，ブロジェグト制による研究は一般化し，すで

に国際化するに主っているが，専門を異による研究者間の協力にはいまだ解決を要する開題

が残されている。

カラマツ造林地の実態調査により，今までほとんど未知であったカラマツの特性について

多くの知見が得られ，その発展として，カラマツの多くの病害に関する一連の研究，およびカ

ラマツ材の材質に関する研究へと発展した。

拡大造林の進展にともない，気象害も多発するようになった。茶話：，雪害も重要な研究課題

となり，その実態に関する調査研究が進み，被事：発生の各種メカニズムについての知見が多く

得られるとともに，その対策として樹木または林分としてこの耐性強化に主眼をおいた保育

技術の開発が進展したのも，この 10年間の特徴とゴうえられる。

この間，すでに体制の整備が進んでいた，育種事業，林業薬剤研究，除草剤研究，林業機械

化研究等は人工造林による林力増強のための技術開発には大きな投桝を果していた。

人工造林の推進は，森林資源を充実して森林のもつ多角的機能を総合的かつ；：：：；皮に発fiHさ

せるために欠かすことのできないものであって， 「蕊林資話；＼ 1こ｜到する五1~＊nHilliJ におし、て， H日

和96年まで、に人工林而積を 1,314万ヘクターノしにすることを7Eめ，これに法ずさ年々

推進されて来ており，昭和47:ff:二4月現在の人工林凶積は， 911万ヘグタ…ルで、呂棋人工林而

積の96%に達している。しかし近年においては， ;11林をめぐる厳しい経済的社会的諸情勢の

なかで造林面積は年々停滞傾向をみせ，一時は年間40万ヘクタールに及んだものが昭和48年

には268,722ヘグタールとなっている。 このことは，過疎化などによる林業労働力の激減に

よるところが大きいが，いっぽう，開発容易にして土地生産力の大きな林地が減少して来たこ

とも大きな要因となっていると考えられる。

伺i待に，異常なまでに進展して来た経済成長は，しだいにその歪みをみせはじめ，人口，工

場の集中化は，いわゆる公害を生み，物的充足感は，反対に心理的不安感を生じ，自然への新

しい目を関かせた。自然保護運動は急速に発展するとともに，森林のもつ環境保全への期待が

大きくなって来た。

林業研究にたずさわるものは，すでに森林のもつ諸機能の解明とその機能増進についての

研究を積みかさねてきており，招和44年より天然資源の開発利用にll,!;Jする日米会議森林専門

部会でも，木村生産と環境保全との調和の問題は，共通の認識のもとに繰り返えし論議されて

きfこ。

木材増産技術に重点をおいて行なわれてきた研究はしだいに，環境保全との調和を指向した



- 13 -

研究へと修行しつつあった。薬剤のみに頼る病虫答訪i注は，林業の経i資性と必ずしも一致しな

いのみならず，生態学的にも不合理が多いことから，病虫容の生態的防除にIYilする研究は森林

保護部門における重要な研究課題として戦前より研究が進められており， 昭和42ij'.には天敵

数生物研究1i'.が新設されている。除草剤の研究については，研究室の館設とともに除幕効果の

試験と並行して，地表他生の変化過程の追跡を始めるとともに，総合研究としての除草剤の;tt

t也生態系におよほす影響調査が行なわれた。 i訪災者｜；門においては古くから森林の国土｛系金機

能の研究が続げられており，近年は保全機能を発強させるための林地の地帯区分の研究が開始

されていた。林地施杷についても，その／j主主力調査とあわせて，肥料成分の行方についての研究

が進められた。林業の機械化も，作業の能率化と同時に，作業の安全性の研究が重視され，チ

エンソ…等の振動問題は今期の重点課題として進められてきた。

国民の豊かな生活への；願望が，物量から質へと：伝換するとともに，研究員擦も大きく転換し

ているが，研究は~·i＼＇に原理原則の発見とその)t,w] にあるので，研究そのものの流れはT~·述のよ

うに進んでいた。

今期後半の総合Tiff究のなかから特徴的なものをひろってみると，畜産利用が林地保全；こ及ぼ

す影響，連作障害要因の相互関連性の究明，害虫の総合的i坊除法iこ関する研究，農用地土壌の

特定有者物質による汚染の解析に関する研究，農林漁業における環境保全的技術に関する研

究，農林水産生態系における汚染物質の桔環と出襟生物に関する研究，などがあげられる。こ

れらの多くは，基礎的研究分m-r-において，成果の出始めたものを，これらの新しい毘探に対応

して体系づけようとしているものである。

森林航iftljの研究は，森林調査の能率化のために空中写真の利用法を開発するために研究が進

められてきたが，波長男IJ写真持影法の開発および宇宙写真の開発にともなって，捕物の活力，j'll

大気仁j=1 の物質の濃度判定などが出来るようになり，現在では公'.y~＇.研究の有力な手法となっ

表－1 オミ材供給量の推移 (l]i佼：千ぱ）

I I 用 材 i

l総 数 l i… ｜総 数 製 材：パノレフ ~i その／ill ! 

国産：輸入｜国産l総入！悶産l総入）臨｜総入 国産；総入（臨｜総入；翻；輸入

4年！49,5中 8 : !4 I I ! : I I 21 I i I 准 I ・ 9, 8021 2, 7511 566 2, 7381 77 

-: !5斗iii許認111；~：4381.：二213::64)i15: 7::1 9，副斗2,2」2,36511 判1,9~;1 3邸
I I /(45.0)I I I I I I I I i I I 

46 !47, 674156, 057!45, 966155 439126 325:33 476叩 64419, 0711 855¥12, 50引2,1421 385! 1, 70創 618

I. I le仏 3（’ C’T’l’1 I I J i ] 
:4 －ー沢 12 37, 180114, 4111 5 i 9 11 191 1, 9241 i 1, 303¥ 791 
f’ I ’ J4i.3（’ 【41.6)1 1c56.1)1 I （叫｜ ｝剖・8)1 I c位以
法 914 I 但，10241,368;13,426!16, 9891 310116 JI I i 科
l’ i l35.9)I lcs8.7)¥ (44.1) I (4.7)1 173.5)1 IC59.8)J 

林野庁「木村需給表J
1) （）内の数値は自給率である。 2) 材績は素材「丸太j に換算したものである。
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ている。これら，林業研究の背景は急激な変動をみせたが，これに対応で、きるためには， f五い

専門分illtにわって積みあげられた基礎的な研究が充実していることが必要であり，当場も，こ

の大きな変動のなかで，常にその立任を果たすべく努力を重ねてきた 10年間であったっ

最近における木材供給量と木材輸入金の推移は（表…1）のとおりで，国産材の供給量が漸減

しているのに対し，漸増している需要量を満たすための輸入材は急激に増加し，その割合は

60%をはるかに超える状態となっている。これに対応するため，林産研究においては，木材の

有効利用と未利用料の活用研究に終始した。 とくに木質パネルとそれに関連する部門の研究

は重点的に行なわれた。また；広大造林にともない，間伐材利用開発のために未成熟付の材質特

性とその改良の研究が進め

昭和49年オ…プン化されたツーパイプ才一（2×4吋）材による建築は，木村多j自白ではあ

るが，きわめて単純化された規格材を用いた枠組壁工法で，わが国の在来法のような多額類の

寸法の材を用いる工法に対して，多くの利点を持っているが，わが国の風土に定着するか否か

は末だ不明な点が多い。しかし，間伐材等小径材の多いわが国の造林木にとっては不利な木取

りであるので，この簡での対策研究が必要になっている。

輸入量の増大にともない，外材とくに南方材の研究が必然的｛こ増大し， この 10年間におけ

る研究蓄積は大きなものがあった。

表－2 村手E別木村総入室の推移 はは立：千m')

メL
総数

うち製材 ラワン材 えと 材 lソ述材
木 材フ点H 、 j茨
チッ

44年 39,923 2,066 15,685 9,782 6,151 4,115 6,571 

45 47,397 3,011 17,639 12,511 7,095 5,031 63,642 

46 46,271 2,129 18,619 9,332 7,071 5,946 14,134 

47 52,838 2,422 18,677 12,523 7,922 8,076 33,489 

48 64,374 3,679 22,538 13,313 9,155 12,094 194,266 

49 61,284 3,637 20,999 11,469 8,306 13,580 104,677 

資料：大蔵省「臼本貿易月表」

今期は大きな経済成長にともなって，林業研究面でも，わが罰独自の発展が認められ，明治

以来の海外技術の導入から，逆に海外への技能協力へと転換したときでもある。資源に乏しい

わが国としては，天然資掠の有効利用， とくに森林については， その再生産技術の研究にお

いて，国際協力の必要性が認められ，これに対応して，熱帯降雨林における更新に関する研究

が開始され， 在外研究員も派遣されている。 また， 天然資源の開発利用に関する日

さらに IUFRO （国際林業試験機関連合）などを通じた研究協力が活発になってきた。

（松井光磁）
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2. 年 表

昭和40年（1965) o 9 J=J 7臼北海道支場釧路試験地廃止。

昭和41年（1966) o 3月総務部に用度課を新設，四課制となる。関西支場に有林部，保護部の

部制を設誼。関阪支場関山分場を！発止し岡山試験地を設置。

0 4月造林部研究室の編成替を行なう。林産化学部｛こ林業薬部研究室を新設。 4月米自

関西支場｛こ事務連絡所（洛南寮）開設。

0 8月22日から約3週間にわたり第 11回大平洋学宇野会議開龍される。

昭和42年（1967) o 6月総務部人事謀に職員誌を設置，木材部材禁改長科に難燃科研究室を

新設。浅JII実験林：こ実験林長，庶務課，天敵微生物研究室を設置し， l諜2研究室と

する。

北海道支場および東北支場に会許課を新設， 2課制と

2係とする。

関西支場保護研究室を分離し樹病，昆虫2研究室とする。

え州支場宮崎分場を溌止する。

九州、｜支場；こ育林部，探護部の部制

総務部，経営部，保護部，林謹化学部及び関西支場，九州支場の｛系，研究室の編成替

係

および名称変更を行なう。

0 9丹5日筑波研究学麗都市の建設について移転を予定する機関として林業試験場を

含む邸機関が部議了解決定される。

昭和43年（1968) o 3月 11日九州支場整備計画の一環として公務員詣舎（鉄筋コングリート

3階建RC-C12世帯）が完成。

0 4月総務部人事課給与採を廃止する。調査室企画科に研修係を新設。

0機域化部に庶務係を設置，林産化学部成務｛系を廃止。木材部材質改良科に集成材研

究室を新設する。九州支場成務課に摺度係を新設し 3i系となる。

010丹北海道支場創立60逓年となる。

。ぇj、！？支場共同実験室（鉄筋コンクリート 2指 1部3階建，延 1,868m2）完成する。

011月5臼罰符農林大臣視察のため来場される。

昭和44年（1969) o 4月調査室を龍査部に土壌調査部を土じよう部に名称変更。調査部に調査

広報課を新設し刊行係，f都民係の2係を霞き刊行主を廃止する。機様化部：こ林道研究

北海道支場造林部造林研究室を造林第l，造林第2研究室に分離，東北支場保護

第し第2研究室を樹病，昆虫，鳥獣の3研究窓に分離名称変車。
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本場直轄の試験地として小笠原試験地を新設。

o 5月おお常陸宮殿下浅川実験林をご視察。

0 6月l臼竹原秀雄林業試験場長となる。

0 8月27臼～9月5日天然資源の開発利用に関する日米会議（第 1回森林専門合伺部

会）が東京において開催される。

olO月東北支場創立10週年となる。

昭和45年（1970) o 3月赤部試験地共同実験室竣工作ンクリート平家建291.34m2）。

o5J:j北海道支場経営部に治山研究室を分離増設する。

0筑波研究学関都市建設法公布（昭和45年5月四日付法律第73

0 8月31日～9丹2臼天然資源の開発利用に関する日米会議（第 2出森林専門合同部

会）が米聞において開催される。

昭和 46年（1971) o 3月高萩試験地共同実験室竣工（鉄筋コンクリート二階建266.70m2）。

o 4月総務部人事課に人事第2係を分離場設する。防災部治山科に理水第2研究室宏

分離増設。

011月浅川実験林創立50逓年となる。

昭和47年（1972) o 4月総務部用疫課に検収｛系を新設。

0 5月北海道支場に実験林室を分割u説設。北海道支場野幌試験地を廃止。

0筑波研究学臨都市に建設する機関として林業試験場を含む 43機関をと 5月 16日間

決定。

0 5月24日～ 6丹4B天然資源の開発利用に関する日米会議（第3限森林専門合同部

会々議）が東京において開催される。

0 6月5臼皇太子同妃殿下干し宮殿下浅川実験林ご視察。

0筑波研究学園都市の移転機関等の建設を昭和50年度までに概成することを 8月15日

閣議口頭了解される。

010月4日～18日第7回世界林業会議アルゼ、ンチン・ブエノスアイレスにおいて開催

される。

olO月5B～20日IUFROj宣伝部会が東京（合旅行）において開催される。

昭和48年（1973) o 4月保護部樹病科防疫薬剤研究室を改め林業薬剤第1研究室，林業薬剤第

2研究室を新設。

本場誼轄試験地として千代田試験地を新設。

0 4月27日筑波研究学園都市への移転はおおむね昭和50年度末をめどに行なう旨閣

議決定される。

o7月23日棲内農林大臣林業試験場視察のため来場。
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o 10 Jj 13臼中田政府林業技能規察団来場。

011月1I］～12日天然資源の開発手日間に！認するお米会議（第4回森林専門会問部会々

米国におし、て開催される。

招和49i手（1974) o 4 f-J 林産化学部研究室の編成替，名称変更~行なう c 関西支場庶務諜；こ

用度係を

o 4 月 19 日筑波農林研究団地ほ場造成工事地iM，~l予行。

0 6月7日筑波農林研究団地林業試験場建設工事起工式挙行c

011月木俊分場創立20避与となる。

011月15日北海道支場新庁舎開設される0

012月1日上村武林業試験場長となる。

昭和50年（1975) o 4 R北海道支場保護部野鼠研究室を鳥獣研究室に名祢変更。

。筑波研究学協都市移転機関等の移松時期及び施設の概成時期につき昭和50年琵求を

昭和54年度なめどに変更する旨3月14日間議決定。

0 2月22釘林業試験場の筑波移転を推進するため，筑波建設本部（建設の涼案を作成し

建設の実行にあたる）筑波対策委員会 (l隊員の厚生移転問題等について場長のi諮問

に応じ答申するとともに，委員会で必要と認められた事項についても協議し，場長に

具申する）建設事務局（建設本部・対策委員会の事務を行なう）が設けられた。

(1Pfl谷正ニ）





IT. 専門別試験研究の動向
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II. 専門別試験研究の動向

1. 林業経営経済に関する研究

昭和40年代は，われわれの研究分野にとって，まことに詰まぐるしい環境変化のおこった時

i－＼＇.：であった。いま， その主なものを列記すると， 1）日 自ざましく発展した反間，都市

では過密， 山村地域ではきびしい追跡；現象があらわれ，所得較差を中心｛こいわφる地域摺題が

注目をあびたこと， 2）木村需要の増大｛こともない外材輸入が激増し，木材供給の主役を奪いと

るとともに，基本法林政の施行にもかかわらず、盟内林業が急速に停滞しはじめたこと， 3)

生活が豊かになるにつれて， レジャ fじが進展し，林t訟の転用や森林の破壊が？主目されたこと，

4）規開発地域での公害の激化と患然探全の要請をうけて， しだいに経済成長第一主義の路線か

ら福祉優先の路線へと政策転換が図られようとしていること， 5）石油シ zッグと世界的食糧難

カ〉ら， インフレと資源問題が国際レベ れ，森林資源の利用にも もつようにな

ってきfここと， 々があげられる。

このような情勢変化は， さまざまな研究需要をもたらすc われわれは， 積みあげてきた研究

きあげながら， それを駆使し，

ともに林業の実務的な分野に対しても，

を林業ないし森林利用の 1)

成果を述べる。

1. 経済問題の研究

しい林政的課題に対して，先導的な役割を果たすと

実銭的な寄与をなしてきたc 以下，主として研究分野

2) 3）地域問題， 4) 区分し経過と

われわれが行なっている林業経済の研究は， 市場1設備さと媒介として， 日本林業と臼本経済と

のかかわり合いを解明し，林政の基本課題を提起することを目的としている。そのために，従

来から として林産物の市場構造を分析し，価格形成のメカニズムの解明を中心に研究を

してきた。昭和40年代の特色は，何といっても，白木の木材市場に外材のシェプーが増大して

きたのであるから，外材との関連を十分に配意して，林産物の需要構造を数量的に把援する必

要があり， そのため計量経済学的研究をいっそう推進したc 現在木村需要のなかで最も霊要な

建築吊材と普通合板の需給lこ隠する デノレを作成し発表するとともにその後， モデノLの改

し， 理論的により自捧震の高いそデノLを提出することに努めている九 林産物市場構

造；こ関する研究分野は，実務的には髄格予測の照題と関係しているので， その方法として，短

期と中期における予測モデルを作成した2）へまた，昭和47年後半には木材価格が暴騰し，物部i

上昇のきっかけとしてさわがれたことがあったが，本・支場合同してその要因の科学的解明を
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はじめることにした。調査の重点を主要市場における流通の各段措の在庫調整機能におき，髄

格の不安定性に与える要因を分析した。その結果，麗直的な供給体告IJiこインパグトな与えた需

要構造，なかんずく末端の零細な小売・大工・工務店などのおくれた体制に問題点を見いだし

ている針。

市場構造の分析とともに，外材の生産構造の解明のため，産地の生産事情の調査を行なった。

現地調査は東南アジア を中心としてP 南米， アメリカ合衆国やカナダにまでおよび生産国

の森林資源構造，土地和用や諸制度の状況，流通構造や商社等の活動の事情などの資料の蒐集

整理を行なった5）～8）。 なお，その過程で現地の森林開発：こ関して若干の提言そしている9)10)0 

日本の資本主義経済の発展過糧のなかで，林業経営がいかなる経過をたどったかを代表的林

業地帯である吉野林業について分析し， そこに林業資本のとった行動と論理を見出すことによ

って，資本主義的林業経営の成立条件を実証したI九

しj'pし， このような展望は， 一部の地域ないし ：こ限られているものであって， 日本林業

は，そのもつ相対的に劣弱な生産および流通構造から，日本の資本主義社会のなかにおいては，

t,l罵的な展開を強いられてきたといえるω。 これは，戦後過程における林業の足どりを民本経

済との関連で詳さいに分析した結論である。林業の位置づけを明らかにする全貌作業として，

より長期の（1879～1963), かつ計iJ!lj可能な経済諸霊 消費泣，価格，所得な につ

いて， すう勢変化の分析がなされた ここで、も， §らの産l±lif:jのfrjiびにもかかわら

招対的；こ；土衰退産業であることを明らかにしている13＼また， 1970

第 2居間のセンサスが実施されたことから， 60年センサスと対比する

も林業；土地域的にも， i時摺的にもかなりの停滞をみせている1心。

には，材；~むことっては，

なされた。
....,_ ....,_ _,-_ 

」」に

日本経済のなかにおける林業のこのような地盤抵下の原因は，何といっても， 資本主義経済

の異常な高度成長にあり，林業はその縁の下的役割を強i!ll）されていたのではあるが，いっぽう

林業自体の内部的な構造にも原因の一端がある。 とりわけ，林業のもつ独特の技術構造に自を

つけ， 有名林業地などの地方林業技術史同－17', 積出技術の展開1ベ磨丸太等の鈴木技f,jlfの仕

組ωや林道密度20）の研究：こ従事した。 また，長期にわたる生産技術の部分過程を経営悶擦に即

して統合化し， 体系｛じするための提案は古くからなされていた21）が，電算機を利用したシステ

ム的研究が本・支場共同で開始された紛2九文献22）では造林事業計闘を多段線型問題として定

式化し，電算機によるi育報処理と最適計画立案のためのシステムを開発した。すなわち，各年

度の利用可能資掠量や経営技術上の配意事項さと制約条件として与え， この制約の範囲内で全体

の施業効果が最大となるような鱈別林分ごとの施業紹院を求めるのである。 この研究はさらに

開発した計毘そデル；こ要する各撞の技術清報を整情し，具体的に地域別に造林計画合作成して

その実用性をたしかめた。 このような林業技摘のシステム的な研究とともに，森林所有者の兵

体的な施業行動に行動科学的な分析を加わえ，施業の決定基準（森林施業行動モデル）を作成し
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たことも大きな成果である24）。 この研究では，森林施業さと森林の液り扱いに~Jするいっさいの

と行動であると規定し， 人！苦j として ら森林姥業~多くの境目：こ分

し，森林所有者（対象として関東山地に所在する中規模のxr.；；林家）がいかなる決定を下して

いるかを，施業の；制約条件と関連させて

デノレで、ある。

したもので， 文章をもって様成された施業行動モ

2. 経営問題の研究

われわれの行なっている林業経営の研究は， 目的合理的な経営情遣さと段索し，管理運営の改

ることを司自守としている。そのため， おいて絶対多数を占めかっ，

経営構造のーよ成熟；ま農家林業を主たる対象として萌究をすすめてきた。

昭和40年代における農家林業研究の特色は，簿記等の経営記録：こもとづいた資料分析を利用

した経営診断の方法を研究することと，経営指導上のモデルを出来るだけ地域別，｜諮問別：こ作

成することであった。前者は府県立林試との共同研究として され，記銭Mt式の適用可能性

について倹，Hを重ねたお）。後者についても普及職員等の協力をえて 5ヘクタール内外の な

小規模林家 しし、？と 経営記録にもとづいてその実態をそノグラブイツ

ク：こ捕さ出すことによって，経営改装指導用のケースブックさと作成したものである26)2九
＂＂＇！ 、？デーJ,'」 γ ～，
一，--・ 

専業的な林業経営の実践において重要な役割を果たす経営；i"I企誌の研究にも成果があ

Jコ／」0
｝ 

c.. 損益すp;r，財産計算，原｛iili計算，経営分析，経営計闘~'faのもつ林業経営改善上

の意義を明らかにしたうえで，経営の共fjiffl比較や， i：の特徴＇l¥:

損益計算や原信i計算における特別の処理方法について具体的な提案をしている28)29）。 、ユ，
｝ 

°' 

；こ合理的指針を与えるために原価計J~：上の計算組織を開発した。そのなかで原

fflli計算と財務計算とを有機的に結合する方法として， 行Jlj簿記の隊式を提案した3ぺ
以上のような経営改善のためのツール る諸成果とともに， ［図別経営の地I波別， i；皆f目別

分析がセンサス もと このうちtl!!.域別分析は後記文献 14）な

ど されている 階層別分析は簿記記録をもとに林家経営の生産性を多面的な制点から

明らかにし， 階層rrnの比較有利性について しい問題を提起した3九

ilfil別的な林業経営の研究が体系的な林業経営論としてまとまりつつあるのが40年代の大き

な成果である32らまたその研究過程において， 林業における諸捜念のII今＇＊ 33）や戦後四ドイツの

教科書として定評のあるスパイデルの林業経営経済学が紹介された34）。 また，ほとん
、~

色ゴ

見なかった林業経営者論に注目すべき されているお｝。

3. 地域問題の研究

この期tm：こ， 研究需要の最も多かったのが地域問題の研究である。 これは，林業的造改善事



- 24ー

業や山村振興事業などの実施にともなって，関連調査機関から依託調査の形でもちこまれたも

のである36）。 したがって， 地域研究の方向は必ずしも一定していないが， 可能なかぎ り，対象

地域の発展課題を林業を含めた全体構造のなかで模索しようとする態度で臨んだ。もちろん，

よりマクロ的な，仔ljえば日本経済のなかで対象地域の位置づけ，その果すべき役割から地域問

題を摘出する接近の方法もあるが，参加した研究者を通じて，ローカルベースにより強く立脚

していたように思われる。

自主的な地域研究は，昭和30年代から引き つづいて実施している土地利用区分の研究があ

り，区分の経済的指標として「土地純収益」と「地域純生産」の概念、が検討されている。また

土地利用研究が，よりいっそう現実的要請に答えるためには地域の総合開発計画のなかでの位

置づけを考えるべきであるという提言がなされている37）。そのために，地域産業連関分析によ

って林業及び関辿部門における地域間結合の態慌を明らかにしたり 38），林業と畜産利用との比

較有利性について具体的な検討をしているω。

地域問題に関する関心の一つに，東北地方など林業的におくれた地域の振興対策に関係する

ものがある40）～42）。また， 40年代の高度経済成長につれて，過疎開題が山村問題の重要な内容

を形成するにいたった叫。そこで過疎化と林業生産との関連性を明らかにした凶。また過疎化

にともなって生じた山村集落の再編成計画について，マス タープラン作成に従事した制。ここ

での研究課題としては，移転対象にとりあげる集落の選定基準，新しい就労圏や生活困を形成

するための基本的要因の摘出，移転後の跡地管理の体制のあり方などがあり， 他研究機関の専

門家と共同して具体的な提案をした。その他山村問題の特別課題の研究として山村の資源開発

の方向や資源管理上の問題点などについて関連機関と共同研究を行な った制。

地域開発の進行にともなって，さまざまな影響を山村ないし林業がうけることになるが，こ

れらの地域や林業の診断や立村計画のためビジ三ンの提示が研究分野に求められてきた品）47）。

これらの研究需要に符えるためには，地域林業の総合診断の方法や振興目標設定に科学的論理

的手法を盛 りこむことが必要になってくる。 きのこの産地診断48）や熊野川流域49）や福井県下の

謂査附ではこれらの課題に対する研究の結果がもられている。また林業の主産地形成の努力を

人間的な側面から取り扱った報告も出された5九

このように，地域研究はしだいに成熟し，研究の体系化が図られるようになってきた。その

成果は，林業経済闇設定のそテ、ルとその現実適用を目的とした研究ωや， 地域の林業経済問題

に環境問題を加味した森林利用のゾーニングの方法を提示した報告などがあらわれた53）。あわ

せて国等の行政機関の地域責任も討議され門地域研究は，経済，経営の両研究部門から独立

した分野を確立しつつある。
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環境問題の研究4. 

その評舗や生産技術の J再検討がなされているお｝。農林漁業のもつ環境課全機能が注留され，

される公森林の諜境効果の多くは対｛屈の支払とは無罷係：こ，多数の人々によって集団的

この前江市場機構を経由しないため，経済的な尺度で

需給や資源配分を調整することが国難なものである。

森林の環境効果に対する社会的需要が増大すればするだけ，経i斉性と公益性との調和を居る

必要があり，これからの森林の利吊計画｛こはそれだけ公共部門の果たすべき役割jがましてくるつ

しかも，共財に近い性笠をもっている。

れる森林利用がまず環境効果の経済的性質を明らかにし，そのための理論的被犯として，

満たすべき条件やその｛受益の評舘，守るべき保全の安全基準などの設定に欝し経済的な接近を

また阿武［；民J11流域について公益機能をとりい試み公的規制のあり方について考察を加えた56）。

れた森林計画そデルを作成した57）。

山村地域における観光開発許障の基礎

また公害処理技術として汚

環境問題に対する以上のごとく新しい接近とともに，

として観光に関誌する行動主体の行動モデルの追究を行なった58）。

染水の地下水としての循環利用を図るためのシステム化につい さらに森林している59）。

の公益的機能と木材生産の調和をもとめて，森林施業のあり方に再：検討を加えた60）。

ひーすむ5. 

すぐれて実際的な要請をこなわ

しかも現実的な提言が意義をもつためには社会科学としての葱

それだけ萌究として深化されなければならない。しかもなお技

以上，経営経済関係の研究は非常に幅拡い分野にわたって，

してきたのである。さ~＇して

｛設が必要なことが当然であり，

山村社会の再編成問題など新し術研究部門との総合化や環境問題に対する社会的制御の問題，

く研究部門として取り組まなければならぬ問題も山積している。

（紙野伸二）

高t文

i認：建築用材および普通合ほの計量的研究，林試研報， 245, (1972) 

：林主主物需給構造の計量的研究，経営部資料，（Olc"l48)
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V} ：木材需~の動向と問題点，林業科学技術援鼠l所，（1968)

；怒ら：建築用材価格変動要因の終明，経営部資料，（昭 50)

一一一一一一つ世界の森林資源問題とわが習の対応，農林出版，（昭49)

~： [!l:界の森林資源問題をさぐる，普及双f!_!:, 60, （日目 49)

段：アメザカ合衆国におけるt,,1;1宝物の需要と価絡の動向，林業経済， 291, （日B47) 
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40) 熊崎 笑ら：後進地林業の諮問題，林業調査会，（日夜手口 39)

41) 安永｝；労i毎ら：未開発地域開発と林業問題，東北支場経営部資料，（1968),
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52) 絞野（IJ1二ら：土地の林業（1＇］高度手ljf託金目的とする林地の利用区分および地域設定；こ［対する調査研究，

［ヨ｛本？ふ（ff246) 

53) 紙野／rj1二ら：森林資源の総合的手umのための地在；：区分：こ関する研究，科学校侭庁， (rJ{J,48) 

54) 太田b万太郎：｜誌の地域i主任と林業，林業研究wm査会，（1971)

55) IJiil 次郎ら：保健保全林，林試f,Jff[I,239, (1971) 

56) 熊総尖：森林寺IJ用計測にj渇する研究IH，林試続殺， 262, (1974 ), 270, (1975) 

57) 松下波1'2：森林の公主主的機能の発阪にたjずる森林iii-阪のモデルについて調査研究報告，日林協，（昭

49) 

58) 初次郎： LL!村地域の観光行［VJ，林試ivr報， 243, (1972) 

59) 有水 5ID：汚水再利用の循環後慌のシステム化 I,II,1J（利科学，（11{3 48 ), (11(:l 49) 

60）大内晃ら これからの森林施ささ，全国林業改良普及会，（flf]50) 

2. 森林資源調査に関する研究

森林資源調査研究の動向は，空中写真利用技指開発：こもとづく森林の数量解祈法，標本調査

法の発展と，標本地測定法の二者：こ大別される。

空中写真利用について，中，島らは，森林を写真観測による樹穣群熔成，前湾ii若，疎密度i筏に

よって林型i玄分間として整理，集計する基本方法を明らかにした既忠の研究に引きつづき 1965

年以後福島県出河国有林に試験中本分約 2000ヘクタールを設定し各種ブイノLムによる季節別，縮

尺別保影と池上調査試験を実施した結果にもとづき写真材料と森林判読，標本調査法の基礎研

究の取りまとめを開始するとともに，写真濃度測定法による森林観測機械化の研究を促進し

ふ、、 I）～4)
J」。

また森林資源調査には，立木材積童のみならず，成長，枯損，更新等の森林推移の憤報の効

果的な把慢の必要’性を重視し，従来林況のみであった写真観測項間に地況等の立地環境要国を

加え，これらの相互の関連を数量的に明らかにする手法として多変量解析理論による演算法の
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導入を計った5)6)0

1968年からは赤外カラー写真の植物，地床現象の捕そくに対する効果に着目，森林調査への

応用実験を開始した7）。

これらの新技術を総合した資源調査法の研究は，白河国有林に加えて帯広営林局管内におい

て進められた脚）。

1970年より，中島はこれら一連の研究成果を集約，検討するとともに，さらに映像技術と情

報解析を主要課題として森林調査を実施する具体的方法を取りまとめ9l, 空中写真判読を併用

する森林資源調査法の理論と実際，またその体系化を明らかにし，この分野での技術開発の一

時期を区切った。

この報告において，著者は，まず調査目的に応じた最適写真撮影法の基準を明確にし，つい

で森林を類型化し区分する写真観測項目を，樹種や樹群形，樹高階，樹冠層構成型，疎密度，

立木本数型等の林況要素と，標高，位置，局所地形等の地況要素により設定，また，これらを

数量化する方法を示した。そして， との林型区分基準による日本森林の範例の整備を全国規模

で実施する設計をおこない，その実行を国有林野業務に移し発足させた1ヘ「森林が写真観測に

より林況，地況の一定規準によって類型化されたとき，各要素の組合せと相互の関係は，それ

ぞれの森林の特性を示す有力な指標である」として， ζれに数量化情報理論を適用，森林の量

的， 質的性格を数孟測定する新たな森林測定法を展開，全国 12地域の国有林についてそれぞれ

の森林の成立，推移の状況が，各観測要素の相互相関係数や，材積，成長，枯損などに対す

る偏相関値を参照として数値

これらの結果を北海道の二

地域の天然林に適用した効果

は，すべての推定値について

広域的にも局地的にも十分に

満足しうることが証明され，

森林の数量化による資源調査

法の信頼性を明らかにしてい

図ー1 空中写真利用にによる森林資源開発体系 る。
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上から求められることを実証

し，また各森林の，材積，成

長，枯損の各量や立木本数，

平均直径等を写真像よ り推定

する数値表の演算法を研究し

fこ。



一部一

この研究と

この調査体系の模式は図－1のごとくである。

して，西沢ら11）は効率の良い地上調査法として，空中写真の樹種別躍化にも

とづく探本点、の上ヒ割前当で， 2f尽の 0.08ヘグタール長方形ブロットを対；こした部次抽出法を採

用し，対照のヘクターノL当り将積の相関銘数；y；有意であることから，対としたプロットの測定

臨をこみにした単純抽出法で主要樹怒別，針広加の材積推定を行なった。その薄化効果は，樹

は1.5倍，針葉樹では 2飽，広葉街では 3倍を示している。

またヘリコブタ一利用の大縮尺写真による様本点沸i定の研究もおこなわれ12i, 写真利用によ

るJ詰窓測定の可能性を関し、た。

外地，未開発天然林の調査についての研究；こ対する具体的要望も多く，これに対する基礎的

研究13)14りまた樋渡らによる

現地調査にもとづく地域森林

資源認査報告15)16）の取りまと

われた0

1971年以後，前記の国有林

として整備を見つつある

全箇森林写真判読資料にもと

づき，樹種別，地域別写真材

積推定表の作成と検討が実施

され，とくに推定表作成演算，

資料チェッグ，他地域数｛直表

の適用などについての体系

叱とブログラム作成がおこな

われた。この様式図を民一2,

E喜一3, 間－4；こ示す。

この調査法は， ひきつづ

き，更新条件の判定，あるい

は伐木，運材設計など森林資

源諦査結果と資源利用，保全

計画等との結びつきの展開が

はかられている17）。（図…5)
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/)A データ
Ko. V (DATS (J) ,J=J,ITEM) 

（プロット番号）（材秘）（各潟立1,1予の依）

v－一変致データ 布lll1l;<J
}[illの

l!ziii:データ一一一l!,:j立データ 者11¥'Jf;H主ヨミ

存11］ヨ「・のカテゴ：）－

1H手

各悶子，各カテゴ一色iI j反応パターン主主総公
のVMAX, VMI N 

反応偶数， Vi¥lEAN

標準｛高治，分／l:(

数f主化ni-tr.

写工工材干rt茨（スコアー表）
:mおlWI係数

桜if淡をき
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プロット4Vc；主主1%在と1/t主主総
のlt絞君主

II!差（V-V）／：変益データ
との布日間図

口入力口市カ

反応パターン数位表のチェック

)5[/;'C.:ft司主主が一定の大きさ以下の
ものがある場合に，干草カテゴリ
ー［主分を行ない，パターン委主催
まとを打＇It己Li在す

主号泣iこ関しての各自ヨ子各カテゴ1)-Jj｝の反
応分布図
RMAX, RMIN, [Z応偶数， RMEAN

ぉ：i~；f品益分立士

図－3 森林数量化のための原データの検討，刀テゴリ一区分基準の険討mプログラム概要

モートセンシング技術の導入と開発が研究され，今後の待i星写真を含む空中探査技舗の資源調

査への活用が期待されている川19）。

標本調査法による標本地測定法についてはプロットレスサンプリングの理論的解明と実行上

起ると思われる問題点の解決に重点を置いた研究が行なわれた。

大友20）は， これまでに発表された各種のプロットレスサンプリングの方法について，標本理

論の立場から，統一的な理論を検討，従来から論議されていた諸開題を解明した。この研究は

函積A(m2）の林地にある N木の木に対して，形状は任意であるが，境界が明確な一定面積 αj

をもっ拡大領域を考え，そのなかの各点は xj／αjの値をもっとし，いくつかの領域が震設して

いる地点の債を，これらの各領域に与えた xj／αjの和とすると，次式で示される ykは， zの単

位面積あたりの合計の不備推定値を与えることを示し，併せてその母分散と推定子を示した。



N 

Yk＝ミミok;X;/a,
;ol 

ここで okjはh地点がj番目の

額域に含まれるときは l，そうで

ないときはOをとるものとする。

xj （土木の大きさをど表わす任意の

由子であるが，本数の場合は 1を

とる。

大友は，この一般理論により従

来の各磁のプロットレスサンプリ

ングの方法に新しい解釈を与え，

さらに LI法， L2法どを提案，さら

に，この調査法案行上問題となっ

ていた林縁効果による陥りの修正

方法として， 1）木と林縁までの距

離を半径とする内面積を拡大領域

σjのものと， 2）拡大領域の林内面

積を αjとする 2通りの方法を提

キ主キ1m
小波~u 1/rr，主総
中ねまE~IJ
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図－4 他地区での「スコプ｛表J活用による推定流れ図

し，いずれも不縮推定植を与えることを示し，主主修正の場合に比して1）の方法：土精度は低下

するが， 2）の方法ではほとんど差がなく，実測舗との偏差は，いずれの方法でも著しく小とな

ることを示している。いっぽう樋渡ら21）のポイントサンプリングでの試験結果では，小関積の

林分については，増山の方法と 1）の方法とを比較し，前者の方が良い結果を得ており，設も

小而棋では， 2）の方法の採用を提唱，さらに 10ヘグタール以上の面積では，修正の必要はな

いとしている。またラインサンプリングの代表としての LI法とポイントサンプリングによる

林分間子の推定値の比較により，増山法で林縁修正した場合は，実m~値に近い推定｛直が得られ

るが，精度が低下するのに対して， LI法では，精度は良好で、あるが，ラインの設定方向によっ

て推定殖が不安定になることを示している。

さらにプロットレスサンプジングが，プロットサンプリングに比して精度が幾分低いと云わ

れていることに対して，円形プgロット面積に対応する平均拡大面積の得られる拡大定数を用い

て調べた結果，ヘクタール当り断面積の推定精度には優劣のないことが認められ，西JIIら22）は，

同係な調査により，本数推定では円形プロット法，ヘクタール当り使！？蕊穣では，ポイントサン

プリングおよび円形プロット，断面積と樹高の積のヘクタール当り合計ーでは LI法が推定精度

が高く，ヘクタール当り材積，平均直径，平均樹高については三者の問に差のないことを認め
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関－5 ~中写：爽，資源調査↑静Rをj舌用した森林作業青1-rrお例

た本数をnとすれば，次式で求められる。

V= (RE）・Jh•n=Cn

ている。

樋j度23）はプロットレスサンプリ

ングによる林分材積の推定を簡易

｛とするため，胸函直径，樹高およ

びこの両者を変重とする念表お

よび Jh表を作成，薬袋24）らは，

断面積と樹高の積のヘクターノレ当

り合計から林分材騒を推定するた

めに必要な林分形数の推定方法に

ついて，平均直径からt'f分形数を

推定する方法が実用的に満足のゆ

くことを示し，関東地方ヒノキ林

について，直径階別の林分形数表

を作成した。

また西沢25）は， ワイド悶盛のレ

ラスコープを用いてヘグタールあ

たり材綴を誼接推定する方法な提

した。すなわち，ヘクタールあ

たり材結 Vは林分形状高をfh，レ

ラスコーブ単位 REでカウントし

彼は Cを材積定数と呼び， Cを一定とする場合には（RE)=v'C;ヲ瓦により林分形状高に対

応するレラスコープ単位さと求め，一定のレラスコープc単位を用いる場合は C=(RE）ザんで，林分

形状高に対j；忘する材積定数を求めることで，カウント数からへグタールあたり材:flミの推定でき

ることを示した。

札上で面積を測定する方法として広く用いられているドットグリッド法とブラニメータ法の

精度と功程を描i度26）；三 0.5cm2～400 cm2の各種の図形について比較した結果， ドットグリッド

法は熟練度に関係なく，かたよりのない植を与えるが，精度は幾分低下し， 1%精度なら150点

2%精度なら 50点が対象図形に含まれるような点関陥が適当であり， 5mm間隔で 5%の精度

で推定するには 20cm2以上の面積ならば 1由の測定で良いことを示している。

現在は連続調査法を取り入れた森林資源、の推移の推定方法や森林情報の収集方法，データの

バンキング，更新の方法について研究を進めつつある。 （中島 厳）
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門で開発された本数密度による逆数式の推定精度を向上させるため上層木の平均樹高（上層高）

の諮問数で表わされる逆数式の係数を Marquardtの方法を用いて逐次近似法で求め，さらに林

分形状高を上層高と立木本数の1*］数で表わし，次いで推定林分布とこの逆数式で推定されるヘ

クタールあたり村積から控！？間結平均笹径，平均誼箆を求め，さらに推定直径と現実直窪の上じ

ならびに推定村積と現実材積の比とのi誌に線型関係のあることが認められるのT'.＇，この関係を

利用して推定村誌を補正することで，推定精度が著しく改善されることがnJJらかにされた。こ

の方法を用いて，北海道地方のカラマツおよびトドマツの密度管理閣を作成したかへさらに

別の立場から？を度，地位，および林［拾を変主に含む玄関1'ii｝式によるllizf笠予/J!IJ方法が提案された。

これは密度の尺度としては， J)i木あたりの平均占有雨宮iが比較的小である林分についての林分

と立木本数との開館から求めた基準本数と現実林の立木本数を百分比で表わしたものを用

い，また地位と林齢の代りに林分高を用いて，断面積平均直径，林分形状記；jを推定し，村部！j文

を求める予減表の作成方法を示している。

さらにp 林分高とヘクタールあたり断面積を変量とする林分材積式の微分方程式で、表わされ

る成長iii:推定式を求め，その積分［霞で~又接室を推定する方式を検討し，良好な結果を得ているへ

また茶袋ら5）；ヱ，密度の尺度として， 次式に示す相対！~宇距に府いて，断面積平均産径の推定式

を求め，収穫liti土，ヘクタール当り新在日iミ，地位指数，林齢などを変泣とする林分村民式から

推定している。

相対幹距（%） =10000/ v立木本数・林分i['.:j

さらに，正規分布を仮定して直径/Wi'5.JIJ本主主を推定し，林齢ごと とを用い

て，径級加の収穫予測の方法も示している。

またp いっぽうにあっては， このような静的な続開銀から林分成長過担の動態を解析するの

ではなく，直接的に動態解析をするため，述立常｛数分ブJ摂式による方法の検討も進められてい

る6）。

また単木の成長過程から，林分モデノLを用いたシニミレーシ s ンで林分の成長過程の解明さと

行なうため，同一林分内で単木の各麗因子の成長in:または現在室と密接な関係を示す

の尺度を探究している。西沢ら7）は，ランク 10の角度加算法で求めた標本木を中心とする単位

面積あたりの本数，またはlffr関誌が， E室経成長室；と＊接な関係のあることから，これを

度測定の尺度として用いて， ij'i木の直径成長室から林分の成長過程が推定できることを示し，

架藍~4）は向齢単純林内の林木の成長差は，主として受光f1I：の差によって生じるとの想定を立て，

ヒノキ苗による実験結果から立木の相対的受光金が受光角，すなわち際本木の樹幹上の点と問

題木の街頭とを結ぶ線が，桧！？幹の中心線とのなす角の値で、表わされることを明らかにし，東北

東から西南西に至る方位を 5または3等分したうえ，各方位医に含まれる周囲木に対する受光

角を求め，そのうち最小のものを用いて， mtiミの鹿佳，材積を臭好な精i支で推定のできること
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を示した。

底径一樹高曲線の経年変化について，本自ら8）；土，連合；ぷ良いと云われているネズルンド式

そ用いてその採数を林齢と関連させた推定式を導び25, また小坂ら9）；三平均読密と平均註径木

の樹高とから各係数を推定する

ては，主林木平均1芸品日立，

ついて，それによ

した。いっ；まう，地位判定の基準となる林分高とし

されることから， これをさげるfこめ

いるべきであるという Hummelの

しているO t;: 

算出方法として，平均fM高とメディブンのうち，大きL とし，それ以上の

木について基滋樹高のまわワの標準原差を用いると

とを示した10)O 

i工るこ

さらに，地泣判定の規準となる地位指数曲線を樹幹解f}Tをし ら作成する場合多項

地泣指数のかたよりを徐式による分散分析10，主成分分析法12）樹高成長型を ることで，

く必要のあることを指摘した。

これらの研究結果を利用し数理的手段によって保続表の作成ぬなど経営計画への遊府国の研

究が進められている。

2. 問齢単純林の構造と成長

として人工林を対象として，

き，支分場，営林局共用

定を継続，現在まで ） 

面で利用されている。また詔和34

は，各自子ごとの諮査時における

び，主として若齢期における

よる るため

により，林分構成記子の/J!IJ

として既に刊行い各方

した試験地について

一、r = 

りまとめられた10）。

匂シふ－;;::;:__, れだ北海道在来Hit種および外器産樹種の探準地の長期間にわたる

とりまとめ，各樹醸の林分構成と成長：こ対するi；会， およ

子との関係を解明し，さら

の育林技術の開発；こ有力

また，

の研究業騒が発表され，

するに留めることとする。

い，北j毎j設における人工林

なし；三14）。

く林分の構造と成長との罷係解析については，多く

しく進められている。ここでは，その一端を紹介

東北地方のスギ人工林の毘定試験地の資料のうち，林齢30年で，林分条件（林分前：j,

数，ヘクタールあたり材積）のほ去、等しいものを用いて，開仁！と効果を解析した結果， 20年後の

について，紋章一定（680～870m3),20年間の材結成長については成長議一定（440～
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ある本数密560m3）の法則が成立することが実証され15＞，さらに伺齢，同地位の林分において，

収穫量一それ以上の密度に対しては，度までは，密度の泊加につれて総収穫量も増加するが，

定期成長室を一定とする

ためには，期首材穣をその林齢における最大材積の 65%にあたる限界材積に保つ必要のあるこ

間伐効果は，収穫量より直径成長におよ；ます影響が大きく，中庸度の間伐（寺崎式

また賠［二！吋ノドでは間伐によって

』シム

~I一，人工林に対しでも成立することを明らかにしペ定の法則が，

とを示し，

量生産：こ共：こ適していることを改めて実証した7）。賠伐）が質，

間伐林では立級木の大部分が I級木立木間の競争が援和されるため，斡級の降級は防止され，

とくに育ちの遅れている班級木のに昇級したのに対し， j夜間伐林では，相当数の砕扱を生じ，

在主f圭級別護径成長室は下位斡級ほど差の大きいことが示さ大部分が降級することが認められ，

中拘 18)n；穴」 0

林分をその隣遣で分類し，林分成長法則性をいっそう明篠：こするために，主成分分析法など

の多変量解析の手法の適用を試みている 19)0 

例えば貯水能力として粗孔関室を，多変量解析のまた森林の持つ各種の公益的接能の指標，

手法で，林分構成田子および環境因子から推定および分類できることを示した20)

天然生j玄葉樹林の構造と成長3. 

る後継樹すなわ｛余分の永続性をさjもるのJ
も

アれ＿，＿‘ー’
め心。としては分布状態と

~, 
’て樹の保育方法であり，

までに数多く ‘！ ，－ 
'-と！日JI持法に大；JIJL, こ3.－しをコドラートさiつしている

分げて体系｛ヒを，ii'V)，さらに

数密度と集中度の把担が可能である Catanaのf)j箆四分法，森下のfl¥iFi司法， Batchelerの方法p

（または集中度）れぞれについて分布判定法と

天然林のランダムから極度の集中分布を示す各種の車新樹

これらの方法の基礎となった分布以外のものにその結果を適用

分布判定法：こより分布型を確めて適用すれば，本数密度，集1=11度

ストックドコドラート法について，

位置閣を用いて検討した結果，

さらに東北地方ブナ林について，土じ之

る

およびその状態は適確に把出できることを示した21)。

う型で地位を分原し，林分言iと相対幹距の関係を用いて伐期における利用材積

するとかたより

ぞれ
、－

-~ 《コ，

その集団内での成林可能な更新樹のが最大となる本数密度を満す更新樹集団が存在するとし，

人為的など新補助手段を施すことが天然更新を成功さ

を求とふる手段としては Catanaのf}jfljl四分法が

、て，

このよう

これらの情傾

せる第一歩であることを示し，

適していることを提案した22）。

もしだいに解明されつつあるc

をtEJhi：し，

よび異樹掻聞との競争関係についてまた更新補助手段，

：こ影響しあって複雑な

している。そしてその類型化が構造と成長を解析する重要な手段となる。多変金解1斤

それらそれを構成する要屈が多数であり，天然生活葉樹林は，
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この解析のために有力

型およびノト裂の更新樹について

その手法の有効性を実証した23）。工、
' ' 

これについて北海道の天然林；こおいて，マ
句。

よび江主立：こよる よび51I、立
レ
〈会、

大

よる林分様造む それが成長， およ Zド いて解析

し， Meyerの分布式， y=keax ことができ，

さら Y=a十blog t(Y立係数， tごと伐課後の経過年）でJ設定されることをえとし，この式か

ら択｛え率が；誌なっても 11年後；こは支の ることを明らかにし，さら のこ

理分布をあてはめ， その部数で樹麗を炭材{il]iと

数， どの；住移を解析し， あり方を明らか し

また東北地方のクヌギ林についても，その分布， ｝て方を日月らかにし， 1支

大密度の林分の丸木本殺と ら，
、--C:' さらにコナラ

との｛<Jj）支！享，幹曲線の比較で， その特性さと明らかにし25¥ クヌ をJ:Jljj主し， ---
::;:: J、一

方程肥効果は収笹i立については地位により る られず，

ょっ長さにより強く していることをiGしたおら γ 

｝ 

さらに無施肥の場合と対比させて ている。

こんごは， 合理的な手段で類型｛とを行ない，各型ごと を解明し，

予測を行なうこととしている。

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 

8) 

9) 

10) 

11) 

12) 

13) 

14) 

15) 
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4. j毘牧林施業に関する研究

1. 混牧林施業の基礎的研究

',' ,~ と家議の 3幼齢林地lこ放牧された家畜の行動を中心：こして，

ついての基縫的な研究を進めようとして，

これが林木と

とI抗議と

び北海道地方において 1952年から開始した。

は林試研報No.139と148(62,63 i:手），問じく

ょとして

4型とし，東北およ

とJfJJfj牛の組合せについて

と No. 173(65 ifミ）， 針葉樹幼齢

人工林と縮羊については No.172(65年）にそれぞれ発表した。 したがっていま一つの控である

「針葉樹幼齢人工林と肉用牛jが残されていたが， ここ 10年閣のうちにこの研究も終了しn,

礎的な研究は一応終了した。 したがって以上を一括して本研究についての総括論議を行なった

のであるがzi,つぎにこれらについて概略を述べる。

カラマツの 3～6年生の人工林；こ，放牧強度と放牧季節を変えて黒毛和種牛の放牧を行なった

が，放牧強震をヘクターノL当りの COWdayでみれば軽度が 31～39平均 36，重度が 49～69

均 59となり， カラマツ1.6倍の強さで放牧された。このような放牧状況下で

の被害木の発生率は程変で 3（秋）～10,%＇（春），重j立では 4（秋j～21%（玄と と金季）~示し，被

害率と放牧強度との！刻銘が深く， また放牧季節も

に重度はコンディション健康震についても

牛の発育についても重度は悪影響をおよぼし，臼

すぎなかった。

い要毘であることを示した。 f窓生の

せ，鰐料草の哀退を招き， さらに放牧

0.51 kg重度では 0.18kgに

基礎的研究の第l～第5報を総括して試験結果について考察してみればつぎのようである。

なすりつけの 3行動によって発生するが，広葉樹探食，踏付，ヲ
,;;) 放牧牛が林木
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すりつ

されい

針葉樹幼齢林については「踏付Jほうが幼齢＊＊を対象としては「保全」に限定され，

ところで認食による被害は放牧牛のlifi好性によって(:J-J；こよるものが圧倒的に多い。

を調節することは不可能

経～仁川？度の放牧の場合はぽ

ll苦好投高位の樹麗については放牧強震や放牧季節などによって

し，しかし中位の樹磁については放牧強震が大きく一 ｝勺

にどり 80

る

路付によることはない。つぎに針葉樹幼齢林について

（林齢）との関係の涼いことが明らかとなり，結局放牧牛の体rtiぶ

ことになり，成雌牛の場合はもっとも

、ぶ
l
h
o
 

つ

しかしなすりつけに

され，造林地全域

0.7～l.lmであっ

発生場所が休息地問沼などるカ：，l.lmを控えてもザザ

d-- /~ 

を単位：こナれ；ま率；土非常に｛尽かった。つぎに放牧強度との関係については法葉樹の場合と同持

これは放牧牛が乏しい銅fl植物を｝%食しようとして拶：こ，重度放牧；之被害率三とI；立大させる

動歩行ずる距離や時間との関係が深いように観察された。放牧季節については，林木の成長；y;

1圧感で樹幹や側伎の柔軟な春～初夏の時期；こ被害木が多発する傾向がみられ， この季節にはと

傾くにi/!i～中日？度の欣牧：：；1要求される。なお放牧強度と挺i生推移や家Tfi発育とのFIilに

いずれも重度放牧は植生をど不健康とし，放牧牛のI自体重量も低かった。同jがみられ，

i昆牧林施業の応用的研究2. 

床上巾
r

s
t
A
1
 

(1）アカマツ林内人工培地の放牧利用と林地採全について3）：プカマツ：jj強制本をlf¥Hえし，

を不緋造成による人工草地とし，緩傾斜地（平均5～7度）と急傾斜地（向 20～27度）の 2地IR

（向 7536内外）とし，

HJ，毛利種牛を 3年rm放牧した。はじぬ；こ草地の受けた放牧，':Eについて

611で，重度は軽震のk:"J1.3 f音を示したが， lcow dayの消費

このような状態で放牧された人工:q1地の受触状況

Ji, clうたヘクタ

それぞ、れ放牧EEを変えて軽度（草の利用率 55%内外）とし，

465 りCOWday 

；出：；工河強震は 53～58kgで大差はなかった。

平均5～7度の援館斜地においては放牧強度とi克i系なく，いずれも放牧による棟地について

ゃil百かいt患の発生はみられなかった。つぎに 20～27I交の急傾斜地においては部分的に 30～40

ような放牧庄で度の急斜地も分布するために，裸地やil1iかい地の発生をみたが，

ライン法によって探地の分：｛［j如度と

裸地長の全長に対する比率（裸地率）さと測定した結果によればつぎのようである。まず脱皮率：こ

ところで傾斜角度と侵訟の状況を，
，.、一，
7エエ）＇った。の部

20～25 B¥tでは急増して 405)6内

外となり， 25～30

では約4%であったが， 20～25度で；土8～165)6, 25～30度では 18～3396, 30～35度では 37～

つぎに探地主告についても同保で 20度ま

に1096内タトであった

80961今外と急激：こ上昇し

ついては，傾斜茂が 20度までで

どとみられる人工草地における放牧と侵蝕との関誌では 20～23585)6とJュ昇し，

ょうであった。

(2）広葉樹人工林の放：伐について4）：シラカンノちウ〆イカンパ，ケヤマハンノキなどの地裁包



40 

と産指区とを設け，林床植生さと自然草地と改良草地（牧草地）の 2種類とし，放：i女地医右iを 1: 2 

の2区として乳用育成牛を放牧した。広葉樹の被害は探食が主であっ と林床植生

との関1系が比較的問努にあらわれ， 自然草地における照食害は を占め，改良草地で；訂正率

本試験地における自然草地はフキのような晴

好性の非常に低い草木揺が主体となり，状態診間上からは poorconditionと判定されることか

この原悶については判然としないが，であった。

ら，広葉棋の樹誌に対する依存度を高くしたものと jもる。 しかし改良市地においては被

害E容は比較的低く， しかも牧護力が高いうえに）官地としての利用年限も ので， このような

施業も一つの方向として考えられるであろう。

(3)q文京導入による共用林野の改詰＝について5）：；幼齢造林地へ牧草会導入し， これを 11lftrilllと

して探：f；〔利用しようという複合利用法をとりあげ，館怒とWi木の描栽方法について検討した。

すなわちカラマツ（市馬）とアカマツ（岩手）を対象として，方形とJU状と若手状の 3地栽法をとり

5年間測定した。牧草類のJj文章についてみれば， カラマツJ本ではヘクタールあたり 1 

年あたり平均21.5～25.2トンであったが， 収量の推移｛立方形h立がもっとも早期に減収となり，

1列列状植が終始高位収量を維持し 4f手自においても 26.7トンをあ 各i泊栽方法の中ではも

っとも収量が多かった。アカマツ林においては 27.0～28.1トンの成主を示したが， llヌf1Hft.移と

植栽方法との関 なかった。 しかし 1列;J!W＇.描がやや優れていf合 林木のIJX:］ミしれぺ

れも牧1下地にHU殺し で，とく

から牧平地のNi本の成長がさかんになり

1～4年liil

:JJラマツ

ツの場合はi!£!に牧 1＼＇〔上自の 45cmに対し野五日自；之 39cmであるG

、。しかし 5'r手段こら

50cm＇’ し44cm, T ;iJ寸

(4）他生およひ/ii;[栽t,11式を異にした針葉樹人工林の牧主力について．相応としてアカマツとス

ギ、とヒノキをとりあげ， （オーチヤードグラス）とfi:Jlj;也主！牧i'j'f（ダリスグラス）

と 4』主；nとし，方形とヲj状とlt料犬の 3／戸家主法をとった。アカマツについては一応放牧試

験を終了し， ｛l!i.については現在放牧を継続中である。 アカマツについて

牧とくにJI,';'£Yi~牧草地においては決定的なt＊食害にあい， 翌年改撞したけれども

成長が大幅にjqL

におし、て

ない。

1,1., t:こ。 とl境地型牧草地においては改i遣の必要はなく，

もなく疋常な成ffをつづけた。なおスギとヒノキについて

年の牧草地放

く

とく；こ日＇｝ J;'U也

みられ

(5）トドマツ造林地の乳用育成牛の放牧について：トドマツの2～5 幼齢造林池を対象

とし，林床；fll生を牧草地と野市池：こ区分して， ホルスタイン題育成牛の放牧試験を続：ナている

が， トドマツと アカマツと長l！／！型牧草の場合と 係の傾向を示し，

トーマツの被害が大きくあらわれたが林齢（樹高）との関係が深いようにみられ，実｜僚には林治：ニ

応じて了川也の麗穎 ることが必要のように忠われる。

以上述べたj昆牧M乙／j主主：のほかに，原野施業：二関する研究も間保に実行中であるが，＠シ
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ついてはLB.P.による研究；こ引きつづいて，シパ草原の生産力につい〉，涼の 2

については，放牧げる放牧牛の一プ門ソと茨城で実施中であり，
〕ι 、

6) と発症とのi謁｛系についておどをより
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文

育菌・育林技術に関する研究5. 

－育林技術研究の動向に；ヱげしい変動は，

手f林の技間的研究分野と，

；最近 10年miにおける林業をとりまく

として
ーテ

ておよぼしている。以下育1hlr,も大き

それらの主要な研究の動向について述べる。られている林水の生現生態的研究の分野；二分：久

資苗設fおの研究1. 

造林J抗議についての育笛技術についてはすでに多くの業績があるが， Wir-1!1作業の機械

て多く行なわれている。当場イヒ，省力｛七を千円？として実用的な

近付；部［l(:J 誌では，保密林・；：;fif霊園における種子生産技術，主！~性紫殖技手Irr, 1お：HI除草剤の使用技

術などの研究が主：こ行われてき

林木の種子生産はこれまでの自然結果：二依存する方舟から， にともなって

したがって， r~ る方舟へとむかっている。より抜された材料により仕立てら

となる。間伐，方毎日巴などによる

とともに，後記する手nnH支f;IJ：二

～よって調節する技指は今接ますま

る研

究の項においてふれることとする。

Witlllにおける省力技街の開発において，除草剤の和用技術は 1つの重点とし

種子生産の調節技術の研究は，

メF
グられ，

が可能となり，

：こトノLブノLラジン， CFNPなどの苗畑適用性

ともに薬剤除c:::士シ J「= C: ノすでに床がえ作業，

薬剤として大脇な省力｛ヒがはかられてき

くの研究がすすめら



また防除が悶j1症であった世界的害慕であるハマスゲ｛こ対しても， TFP

との混用によるきわめて効果的な薬剤訪除法2）が発見され，今後の利用が期待さ

と
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が確認されたI）。

glyphosate 

れている。

育林技術の研究2. 

単：こ専門分野に限らず，森林の賀新および保育技指設中心とするこの分野の技街的研究は，

｛，的研究として推進されることが多くなっ関連する技術分野をふく

造林地は奥地｛とし，不良環境下での造林が多くなり不成

このような不良環境地帯で、の造林技能について研究

拡大造林政策の進展：こともなって，

綴地の出現も問題とされるようになった。

もすすめられたが，とくに寒古：常習地帯および多雪地帯の造林技術の研究江総合的に推進され，

よとの詳細fま第3掌において記述する。多くの成果をあげてきた。

また森林開発の奥地化にともなって， 天然林施業の重要性も再認識

されてきている。天然林諸業とくに更新技能について新らた

な観点から研究が進められ，盟寒帯および亜高山帯の針葉樹林やヒパ林，

人工林造成だけでなく，

施業技術の確立が強くさ ~1.,,

アカマツヒノキ林，

さらにダケカンパ林やブナ林なと、の広葉樹林についても多くの成果がまとめられた制。と’r
P
 

4
s
q
 

おいて記述する。

森林の更新技街において，林地｜治事剤の利用技術の開発；玄省力化の闘でもっとも期待され，

多く研究が進められた。

くに亜高山帯およびブナ帯の更新については詳細を7]Jjj会第3

林地においては多年生雑草木が多く，有効な除草剤とその使用技術の開発；こは問主誌が多いが，

ススキ：こ対する TFPによる冬～早春の出芽前処理， るi坊除法を確立低菜量処理という

ずることができた九

微量のピクロラムを木全iーに吸着させて

TFPと抹；こ挿入する木主十法の際立6), さらに2・4・5T剤にかわるクズの茎葉処理剤として，

DPAの混合剤処理法の確立7）など新しい発展をつづけている。

林地の有害なツルの一つであるクズの防除法として，

タゃによって処理されてきたが，林地においても関競となるササの枯殺はこれまで塩素酸ソ

多く使用するなどの開題点もなお絞ってい

？こ。林地除幕の基本的考え方が完全な枯殺でなく抑制であり，｛ま薬量処理の方向であるので，

このためTFPの使用が検討され，処理によって数年賠出芽を抑制することが明らかとなっ

場所；こより完全な枯殺が関員長であったり，

ふ抑8)
J」。

除草剤の使用はそれが森林生態系をほ乱することがあるので，除草剤使用が生態系におよぼ

す影響についての総合的研究が技術会議により企画推進された。掠草剤が林床植生， 土じよう

土じようの性質などに与える影響を明らかにし，薬剤の残留と転流の

水質などにおよ；ます影響も精査し，林｝lgにおけるさらに野生鳥獣，淡水魚，

動物，土じよう徴生物，

実慈を調査した。
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の適正止をほかる基本的資料を集積した8）。

除草剤使用ともからんで林地の雑草木の生態的特徴や群洛構造を明らかにすることは基本的

ことであるが，全閣の林床の主要な植生型ごとに薬剤処王室や下刈方法と組合せて，損

して省力的な下刈体く調査されてきたがト1ベ今後これら

まj〆してし、る。ることず
日
州

戸、人工林における保育技術の研究は，林フドi習の競争，密度効果さら

る生態学的研究の進展とともに，大きい発p畏さとと 中心ともいえ？ラ’
旬、ー

についてその量的

r.tじた11主主交か

～いたる林分の密度管理の問題についてな，ら間｛に
切

もコ

目その成果によりとの定量的関誌が解析さと

すなわち保育形式の符失を明らかにすることができ，ら(ltitflまでの一貫した密度管理の方針，

じてとるべき保育形式の選択を合理的に判定することが可能となった15-19）。ま間的

た列状間 されている20）。ど省力的賠伐法についても

して研究質材生産のための枝打技能についても，林木成長の物資生産の研究と－♂ 戸ぐっ

しつつあるcられ2ト23＼密度管理技指とともに人工林の保育技術の改善

るため，また生産力増強のための短期育成用の樹穫の選択とその合理的育成技街を

コパノヤマハンノキをあげ，モリシマアカシア，ブサアカシア，カラマツ，アカマツ，スギ，

l －守、マ 24～27)
レに ，1・9  0 しその生育どを組合せて，全宙；こ 56試験地施RE,

近年， とくに問題とされる自然環境の破壊と公害の激｛むこともなって，森＊＊のもつ各種の公

益的援能：こ対する期待ぷ高まり，社会的に森林施業：こ対する関心力：強くよせられている。

ら厳しい批判が加わえられる現状であした大面積皆｛文施業などに対して

ノト荷積施業さらしたがってこれまでの森林の施業法も環境保全の部かる。

といってもその内容はきわめて多様であり，択

これらの施業を

；こ非皆f立施業へと指向されている。

はじ；う傘伐作業や保残木作業もあり， まれよう。ニ段林作業なども

そのといえ現在の林業経営の諸条件の下で行なうにはなお技雨的裏付け

ヒノキ人工林における林内更スギ，いる。最近ニ段林造成技街を中心として，

九日付支場造林分野の共同課題として推四恩，とくに関西，新法の研究会2進みつつあり 2ト29¥

進がはかられている。

より「農林漁業における環境保全的技能；二隠する総合研究Jが技術会議にまた昭和48

造林部門でも，森林おいて発足しており，本場支場の各部門が参加して研究を進めている

環境保全的土地利用技術と管理方式の確立などの分野に力をそそいでい生態系の実態解析，

ザ

心。

らみ大気汚染や土じよう汚染と船木の生育との関連も近年推進されている研究

とその機構，指標生物の検索，樹木の耐性限界に関分野である。大気汚染の樹木：こ対する
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する研究なと成果をあげつつある（第3章参招）。さらに大規模な都市開発などにともなう環境

破壊を間援するため，環境緑化技術の開発も強く要請され，従来からの技術的集積の再検討と

ともに新らたに研究を進める方向にある。

3. 林木の生理・生態の研究

林業技術ほ自然力と林木の性質を巧みに組合せ利用することによって発達してきた。新しい

造林技術の開発には林木の生理，生態的な基礎的研究の成果を袋詰することが必要であり，多

くの研究が行なわれている。

林木種子生産技術に関連して，開花，結実の謂節機惜の研究がのぞ、まれている。このた

成と環境条件との関保が基礎的に検討された。スギ、における実験では大型水初装置による

条件と花成の関係では， N•P•K 相互の比率をかえても花成反応にほとんど影響がみられな

かった。しかし N源として NOs態を用いると NH4態、を用いた場合より花成反応がつよめら

れた。スギの花成反応は培地の水分調節により影響をうける。すでに過湿条件下で花成がおこ

ることは明らか｛こされていたが，乾i毘をある幅で周期的にくりかえすと花成が誘導されること

が明らかになった30）。また特殊なクローンであるがカラマツの花成が日長条件によって影響さ

：！もることも明らかとなった31)。 てみ あるが，ま

原因を解明するため，カラマツ｛こっし、て ら種子形成まで している

受粉した！臣Z去の約80，%＇は充実したタネに発育しており，シイナ（不位性）の形成；九

分iこ行なわれないことが最大の原因であることがわかった。

林木の成長と環境との関誌を明らかにしてゆく過程として， の林木の反応を

解析した。苗木の掘取り，移描の過程を通じて苗木がうける生J:!J！的ストレスを実験的条件下お

よび現場での両臣から解明した。移植後光合成や呼吸の低下， 遊説fアミノ酸類の増

力日， 14c－炭素化合物の転流・分配の異常などが明らかにみられた3ト 40）。 これらの生理的スト

レスを引起す主要因として水分条件があるが，林水の水分条件の解明を寒害や天然更新におけ

る稚樹の枯損原田に関連させて進めた。水分状態の解明のためには測定手法の開発が重要であ

るが， PressureChamberによる方法が有効であり，野外測定においても短利であることを明

らかにした4九また狂eatPulus法による樹液流測定法42）をもあわせて，林木の水分；／jt慈の季

節変化，日変化を観測し，環境条件との関連を追究している。

基礎的な林木生理の研究として，林木の休眠および休眠打破の僚機の生化学：的研究生3）ベ ス

ギ苗木の窒素代謝におけるシトノレリンの役割についての研究45）品）， さらに林木の肥大成長の研

究などが進められている。アカマツを材料とした肥大成長の研究47-49）で、は， まず形成層：こイ

ンドーノレ酢酸（IAA）の存在を確認し，形成層活動と内生 IAAの消長との関係， IAAのi反導

管の直径成長；二対する役割などを明らかにした。芽から転流する IAAの量は形成層活動を支



る また IAAの消長は形成屠そのものの IAA

れるとL、う

またlilt体内

と

とと

られるようである。

ポリブニノー

われ50～55),

し弘 、み56～58)りべられ～ 。
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よっても支配さ

ロイコアントシアンなとと生理的反r,L:

についても 施把な

この｛也 げる光賀利用技南北：こ る研究J CtrO および「永年生木

本作物の有用生殖質の長期保存と利用 る研究二

められ，林木部門の生玉虫的，基礎的研究を分担しているc

として進

林木の花粉，種子，

ととも：こ，

究，休ll間企と貯蔵官1：との関誌の究明な

j本木の生態学的7i}f究では前述したよう

究の基記的役’会lj ' J合

レ／｝。

iヰ：lffでの街宣効果の法知性は，林水のような

戸 ，λ ふ偽

ιコペし，、－o

され，

この法則性を和府して

生産機構の解明についてもilr4-多く

われている。

、J 夕、
J、F

る研究ジ，保育技術研

作物やウキクサな された同級制

もきわめてよく適合することが

宅3 らもその漉用性

られたc また森林の物質

一次生産

力な 樹強， j木製， 林齢， 土地条件など～ して解祈され， 天然林および

函 1965～人工林の物笠生産機械の大絡が明らかにされた5s-ss>o IBP計闘

1972）にも林試より多くの研究者が参加し，森林の生産力解明の部門；こおいて大き

ている。森林の物民生産は森林生器系をささえる あるが， さらに物質循環の動態さと明ら

かにすることによって，森林生態系の楼構解明；こ大きく
v，、
Q こ

ザ

80  

る調査研究も多くの成果を得ている制。モデル林分による実験的研究》－

4」

ととも fョ：i「る

的：こすすめられた。人工林およ

との関部などが明らかにされ，
よr 戸

ごピコ

されつつある。

多くの貢献

これまで十分の集積のなかっ

ものとj記、われる。

この地森林組生のllH喜学的研究，

的研究70～九）としてすすめられている。

文

とその分布，

とともに精力

地上部各部現存

どとの関連も解明

ごついての知識は造林技指全般：Jこ

る研究，樹木の分布， る研究も

語大

2) 

nお1五六ら： CFNP( .M0-500）による休業部郊iの~\ft率防ra：，雑等研究， 13, (1972) 

干リUiげやら：ハマスゲ、の祭政と TFP；こよるi坊！氏雑草研究， 12, (1971) 
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誌， 50, (11), (1968) 

59) 只木｛！むら：九州スギ林の物質生産7], i*iitJiJf符， 173, (1964) 

60) TADAKI, Y. : Some discussions on the leaf biomass of forest stands and tr巴es,i'本試研毅， 184,(1965) 

61) 只木災自ら：森林の生産構造；こ関する研究（VII）民生態誌， 15, (1965); (VIII）臼林誌， 47, (ll), 

(1965); (IX)(X)Iヨ林；ふ48,(2),(11),(1966); (XI）林試研手段， 199,(1967); (XII)臼1おき，49,(12),

(1967): (XIII)(XIV）日林；ふ 50, (1), (3), (1968); (XV)Elt本誌， 51, (12), (1969); (XVI)林

ゑmm.229, (1970); (XVII）日休誌， 52, (9), (1970) 

62) 玲侵Ji丈一ゐら：ブカマツ林の林分成長の解析一岩手地方社長；：人ヱ林のー~I]-, 176, (1965) 

63) 虫干§ifr？：二ら：肖節度のカラマツ；，，）J鈴林の生長解析， S林誌， 48, (12), (1966) 
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64) 峰医欣二ら：プカマツ幼鈴林の葉支および誌禁足の季節変化，林試/i}f手段， 191, (19bbJ 

65) 藤森陰口i；ら：ブサアカシア林の生II/i:カ－ド｛；］山地方 4，年生林の一例 ， 日林誌， 49, (1967) 

66) 安藤 iせら：人工二段林における物質主主fff[i：：のii¥lJ定例， 民ff誌， 51, (4), (1969) 

67) 千葉春夫ら：テーダマツとアカマツ林分における落葉泣とこヒ擦について，日林誌， 51, (11), (1969) 

68) 河原郡彦： litterfallによる養分還元主について（II ), 1:1林誌， 53, (8), (1971) 

69) KARIZU~n. N. : The Mechanism and Function of Tree Root in the Process of Forest Production 

I, II, ~ネ；／iUi]f:/iil, 259, 267, ( 197 4) 

70) 林 弥栄ら：浅川尖験林内天然林の生態学研究， H：試政宗fl, 177, (1965) 

71) 小林義/;fit：日本jrrkj:1-葉樹の球果の成奈良習性とその外部形態について，林試li]f涼， 188, (1963) 

72) 小林義治ら： ir:;rr山天然林の生態ならびにブロラの研究，林試研報， 196, (1966) 

遺伝脊種に関する研究6. 

国全体の動1964年から 1974ip：までに印刷発表された業績を通覧，要約する。本来なら

その1:1:1で当場の果した役割を述べるべきだがそれば不可能で，ただ林木育種場向をふまえて，

当場との人の交流も多く，業務実行上も緊密な連携があるので，

これらを含めて記述することにした。

対象とする範聞も，狭義の遺伝育穏のみでなく，

と放射線脊穣場について

ねヤリミしてし、る

などにまで広げてとりあっかうこととする。栽培手段，

1960 って推進されI)'フいわゆる

ツギキ

1950年代後半にはじまった林木育種事業は

年代前半：こは精英樹の選出をほぼ終わり，

サシキ，1. 

と探径回，訳出i詔の造成サシキによるツギ、キ，

がかなりひろまった。

前期にひとわたり終わってしまい，わずかに，落ち穂拾い的な研究がみら

れる。多数針葉樹の異種，異同間ツギキの継続観察2i, 高寒地樹穣3）や広葉tM4）～6）のツ

ツギキ成果の向上のためガラス安を利用する秋つぎ7＼マツのみどり接ぎ8¥

ツギ、キの研究は，

カラマツのノト？占

さらにツギ出生産のためのマツの不定子発生の捉進ωなどの研究もおこなわれている。台木9）フ

されることが観く，：mt木によってほマツ属の積間ツギキで，成長への台木の影響

ツギキご数年たってから明らかになる不i括和性の問題が外国で騒がれているが，iもf世 11)」。

しないj盟ill＇］｝政にヒノキなお，スギで例外的に報告されているにすぎない12)13）。日本では，

されている14)15）。サワラ台；こヒノキをつヒノキを仕立てるために，

レ
従〉

った16）～20）。精英樹涼個体からのFY，の発担にくらべて，採諮問の閣でも目立った向上のないこ

前期から引き継しスギ精英樹の発後不良とそサシキについては，
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'-16）＞、、
」＇＂＇、， 子JVJ るfl音いニニースであっ 発tf：不良グロ ンがとくに乾燥し易いのではな

L、念、 というわfll¥J：こ対L, セぞ， UJ ) ν「 1、三 21) 
｛｝トL）レ＼.... V ' <,J 。 としては， インドー

ノ！.｝i;i絞およびその製剤がこのころに供給されるようになり，他のすーヂシン類よりも 効

ヨミを；j三した22ト33）。 ～一ν戸 p句－ J士、，＿
c.:0¥c..ζζ ／」，

、~, 
品
」

発以不良クロ).1.,iこ- '-34)35）之
、－♀“－ 't.) 

ン れfこと

しく向上する

必ff;ン、。発Hミ不良クロ

ンのサシ 6、ーや

唱d、3 ピニーノLマルチ36）やビニーノL トンネノr,,3＼よとの｛也さまざまな

、－38）～42)
イ＂」，三五 1コ1,1.,；；、ー 。iむとりti'木の栄建条f'j:の についても研究がおこな

カリ施用の効果は見られなかっわれ43）～，！6)'

マツ

カリ ものがよいとも搾告された

7Jラてtツ？ζ とする について，発以現象の研究が引きつづきお

、 47）～長9)
」 i，ふ1コ；｛l., ' とく：こ JVJ50）：；ヨよじて日 i共におよ れた。対象出掻

;JU；こ；ま， マツ；Jj19）～53¥ カラマツ出ト5τL ヒノキ58)59), サワラ帥L
64) などについての研究がある。サシキー立if悶｛本ごとの発恨のJ"J:否がその）

、ザ吉、、、－
kーこっ

•• J ,65) 
,_;i ;J ' またサシツケにあたっての

lit的研究側も毘 しいものである。

条件がサシキ）官の品質にどう るかについての計

総説や論説としては， fft益事業発足後10年間の研究成果の要約67 El おけるマツのサ

シキの研究の民望osi, サシキ；，H症の日本林業での発j民経過とそ ついての

2. 

》

Q。

採穂園，採謹菌，採種林

結英樹系さし砲の発m不込という
， ， う悶 芝〉 、、、 F、
ヱJ＇之）＇；こ Jぷ：コ〉りミ〉， スギ訟能i援の造成は， この晃~Imは

じ ・h. -ヤエ拘 70)71)
い ノ ノ J」 。出とり台木の育成にはいろいろ となえられてい

7こ 北方型の低台仕立て72）～75）と， 九州四国型の正；iti'式76), 山｜；会型の高台円f;,j型77）にほ

約されるようになった。肥培管理78），寒害防iお79)80¥ も切実な問題であった。発！投不良クロー

ンをJ包え どうするか， というのがこの期間後期：こ各地で記っ あるが，対議

の一歩Jj叫が淑告されてL、る。 テ＇.）、’d、.n, ヒノキ:fti英樹のサシ

ずと， くからj求額｜翠方式；こ切換えられていた。ち：いミシ

はじめから非常に悪かったの

ら応出合水をしたてる方法が

民llilでおこなわれていることを

できないと忠われる。

t5lH歪i援については これが今ま

必要が大きかった83）～85）。

iふ；fff86)87) 
iムII＞｛＿ ’ とそのため

し， :J!i'i英樹クローンl¥!]YJ[jへの出用を示唆した例82）がある

ないものだけに， この期！誌の初期まではま 0) 

として林木育緩場でおこなわれ，

（マツ；Jl87）～90¥ カラマツ87)91ト94¥ スギ95¥ トト、、マ

ッ87)), 土淡管理と把出96）～1001, 作業の機械［ヒ101)，病虫害防i添削）～1附， などについて述べられ

ている。 ミキ切断後の伎の立ちよりを妨ぐ処理の技効1001, カラマツ採種木の大きさと
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を理論的に算出しようとする試み107）～109), の報告もある。球果探取と種子調整110）について

は， f），：在rrlililに特有な問題は出ていない。

造成された限額闘の実街のtJl;J1tもj主次おこなわれ，マツ類11I)112i, スギ113)114), ヒノキ 115)1凶，

カラマツ117)118>, トド、マツ11si, についての賊告がある。変わったところでは， ill口県産アカマ

ツ精英樹クローンが関西rr磁場でつけた］ボ果とタネよりも，県内のti種i拐でつけたものの方が

大きかったという観察119）があるが，そのような現象が普通に認められるものかどうか，今後に

興味を践している。

j哀種材；については， jJ種間がお花j切にはいるのが遅いトドマツ120）山），カラマツなど122）：こっ

いて主：こ調査されているが，ス ヒノキについても全く無関心であったわげではなL、123）。な

お， j喜下して来るタネ るだけで十分の霊が確保できるという撮告124）や，天然史術研究に

ともなうものではあるが，法下節子fi}:125）の研究には，もっと関心がもたれてよい。

探穣林， Vklilllililの造！？止と して，雌花や幼球果の被害が注目された。気象'gfとしてはスギ

の寒害問），カラマツのおそ~＼；害127)tこついての被告があり，虫害はスギ山），マツ悶）～凶）， カラ

マツ133）～135), トド、マツ136>, カラマツ137）で報告されている。

3. 開花結実，結実促進

開花結実習性については，当；場とす在fi:l易の共同調査がおこなわれ，＋Ml丞ごとに，

uHg雄花若gミのかたよりの傾向，などが明らかにされた138)-1日）。告；：;m；こは4～7年生の

の短技にしか雌花芽をつけないカラマツに， 1 るいは2～4年生長校1羽）に雌花さと

つける館体が見出され，その利用がはかられている。カラマツの受：i分から孫子になるまでの解

剖学的観察，成熟割合の調査もおこなわれた146ト148）。な九 fifJ重のJ/Jt}/,i,；），らではないが，成熟

に2年以上かかる針葉桜（マツを除く）の球果の成熟経過の調査もおこなわれている附）。

開花結実に対する外界の影響としては，受光量削151），光の波長則153），光周条i牛15ベ肥料要

素出)156＼水分条件157）など、；7＇しらべられた。

開花促進については，スギととノキに対するジベレリン処理法の発展が大きい。この陥題に

ついての発表は非常に多いので，文献抄録集158）をあげるだけにとどめておく。処理時期や出度

などの研究にとどまらず，樹幹注入や駅粒剤の樹長下埋込みなど新しい処斑法の開発，また幼

市から老大木にまで有効なことのi詑認，毎年処理をくりかえしても著しし、

と，などが明らかにされた。

じないこ

ジベレリンの効来がないマツ類1悶）160＼カラマツ161）～168），では，環状まlj皮などによる強制荒花

の効果が確認された。マツでは，努定によって着花童をふやし得るとの報告がなされたI印）が，

これには追試が必要であろう。カラマツの強制着花では土佐花の着生は比較的容易なので，薬品

処理による性転換がはかられたが，結果は否定的であった170）問）。
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タネの生産と発芽についてのそ／グラフが出版されている172）。

タネの採取，貯蔵，発芽4. 

1 なと球果の大きさとの~＇§関，ごとにタネがどうついているか，

との弱｛系山），温度

あるのみで176＼研究発表はな

がスギについておこなわれた173）。タネの活力の維持と

る。貯蔵については l処理の影響17へな
1，、
, 0 

p
，ノ

ムノシ
作

deウヨンセ？ヮヰノわち，ものの萌究，休眠打破のについて

これまであまり研究されなかった亜高山性期種ISi)問），コパハンノキ印）I刊についても，発芽促

進法の研究がおこなわれたc

るクロマツの発~キ178＼ヤチダモ179＼についての研究がある。また，

れた180）。

林木育撞の考え方の変化と体系イヒ5. 

この期のはじめころまでにはか
一守、
‘℃，， きわめて乏しい情報にもとづいて出発し

1963年；二 FAO-IUFRO共催のIll-界協議会が持たれた

ヂ十ノキ？とどと関係：二｛愛良グローンの

にともなって，

タネが地栽材料と

としてもミショウの方がサシキよりも適して

し185＞，世界的にも，なりの情報

ほど，関心の盛りあがりがあった。はじめにー

とく｛二日育成毛ど理想とする

このような品種が林業には適せず，

し？こがって，して最も適していること，

って強まり 187)188），とく：こ当

もあって，林水育種の考え方も

などが表明された186らこの傾向し、ること，

よって推進さ

ら「森林の遺伝的管理jへと， より広い観点へ移行した。

じ選択や交雑など各種の育磁手段の相対的価値

-i1uJ 

この間，林木育種における育種霞

や適用場揺を考築し，林木育種｛こ一応の体系を与えることができた190)19九しかしながら，行政

1971年：こおこなこのような変化を反映させることは的；こ進められている

われた「林木育種事業指針J も問），気象害抵抗性育箆の規定を加えたのみで，「長良品

稜Jの字｛i]を削除することはできなかった。

おける育題発展の歴史もまとめられた193)194）。日この時期にはまた，

量的遺伝選抜育撞，違｛云パラメータ…，6. 

今期にはス

ギ天然林からの選抜について若干の考察195）がおこなわれ，また早期選抜の可能性がシラカンパ

っていて，個体の選出の方法についてはすで［こ前期までにおおかた
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で検討1附されたにすぎない。前者については，選抜の目的がいろいろあり得るので，統一的な

選抜基準は立てられないだろう，

おこなわれた197)198）。

と結論されている。選抜育種についてはまた， 若干の解説が

；立伝パラメーター， 特：こj宣伝率については，かなり多くの明究がおこなわれた。 スギ、で

交配ミショウ家系を用いて苗高などのj立伝率I側 2附とその推定値の変動，向じく交配家系を用い

た高高，恨元産径の遺伝子分散と優劣性分散との分担J201l，のほか， サシキ ヤ

ブクグリの摂dおり 203りなどの遺伝率，在来サシスギ品種の残存遺伝変動支の推定204＼などがお

こなわれた。 ヤナセスギの母樹別家系を用いた研究では，苦の植栽密度によって泣缶率推定｛直

に変化がみられている205）。

レノ七206)207)
」ノ「

〆＇ ' 
アカマツ208）～211)についても若干の遺伝率推定値が得られ， シイについて H時

！￥の株内変動が株間変動にくらべて小さいことが観察された212）。フサアカシヤでは，

径の選択効果は小さく， ミキの分岐などはよく遺伝することが観察されている213）。関連事項と

して， 間伐による林分内変動量の変化214）と，これにともなう遺伝率のユガミ 215）が関 にされ

γこC また，変動因としての競争効果についての追求もおこなわれていて216)-218），個体部の競争

i土地下部よりも地上部によっておこなわれるらしいことが観察された。｛問｛本の占有面積は等し

い遺伝子型で再造林した場合の主主立本数を決める あるカ＇， これを個体ごとに測定しようと

する試み219）は，ポイントデンシティ 法の利用で発！誌の可能性さと持っている。 しカ〉し， このTi}f

究は，手をつけただけで中慨している。

酒井寛一博士によって導入された，遺伝率の新推定法は，当場での追試で、ばよい結果を示さ

なかった220）。

近親交自己の影響も， クロマツの球果， タネについて観察された221)222）。材料の養成に長年月を

要する研究だけに， この結果は貴重である。プカマツ1；毒英樹の自 についても報告があり 223¥

結果Z容がやや劣ること， きなクローン間差があることが報告されている。

選抜育怒と関連して，遺伝子ブールの保全がきわめて重要であって，育種場ではすで

に移している224）～227）が，未造林樹種；こ及んでいない点、（こ不満がある。

7. 選抜の成果，次代検定

精英樹選抜の結果として，

られるようになっfこ。

探種関， 保Ht.¥［弱産の種芭の主主産がすこしづつはじまり， その成績

タネの性状についてのものは比較的すくなく， スギ、229), トドマ

ッ230）についての報告があるにすぎない。 トドマツでは， タネ グローンによって し

く異なるので，選別のさいに一部の系統が除かれる7出演があるという。この問題に関連し， タ

ネ と菌の成長との関係の研究がくりかえしおこなわれている231）～234）。苦の成長について

寸 」J、235)236)
〈寸

’＇ ' 
ヒノキ237¥ トドマツ238)239), プカエゾマツ240¥ での例が，造林後の成績につい
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がある。いずれについての報しゃ , 248) 
「トマノ ， クロマツ2471,ヒノキ2461,目！日i-,241）～245)

ハ「
’‘’  

ャ r，ふ
」•＝，

している。精英樹系の種苗の生して 1ハることを

も，

造林材料に泣伝的多保住の保持が要請されるので

しだいに実舟規模に近づきつつある249）。

も，供試家系の多くが非常によし

なかでの次代検定の意味はi専

有種事業の努力はやはり次代検定

る立地差の処理法につい

のった後：こは，

とくにブロック舟林の造成にむけられた251）～2日）。検定林の設計，

ての提案もおこなわれている255ト258）。

j来援臨，れた250）が，

早期検定については，畏樹やチャノキなど，他分野との共同研究がおこなわれた259）。耐寒i全

、ての老幼やカラマツ落葉病抵抗性についてはある程度平期倹定が可能となっ

なお，早期検定の意味が，次代検定の結くないことが明らかにされた260ト262）。手目関はあまり

ある確率で早期に推定すということでは必ずしもなく，伐期における果をはやく出す，

という指摘263）もおこなわれた。むしろ竿期選抜？こ利用できるだろう，ると，る方法だと

ヤセ士也抵抗性膏謹一気象害，8. 

精英桜選抜育議事業の仕事が一段落したので，＊＊：木育種のもうひとつの柱である抵抗性育種

とりあえず、ので，つけることになった。ただし，病虫害抵拡性；こはいろいろ

気象害低抗性のみを目指して発足した山）。

は最も徹底的に研究された問題のひとつで，精英#itのク

などの究明がしきりにおこなわれた。しかし，

スギの寒害（寒風害，

ローン間差264）～270＼産地開差m川町

耐来性の［間体を識別するためのくない。注呂すべきことに，体の選出272)275）の報告併はま

しくないものである。

どの観察

るも

形強的特徴がかなり強調された出）277）が，この傾向はあきらか：こ

あらわれ方，産地や在来品種なスギの耐雪性については，

が，多くおこなわれた278ト282）。抵抗’i出国体の選出は，

そのほかに，冠雪災害の発生あるいは医避に遺伝の影のを求めておこなわれている283）～287）が，

させる実例の報告があり 2881,

る努力も払われた289）。

また，冠雪大被害の発生にあたって無被害個体を選出す

トウヒ類292）のツ刊ー 、リ 291)
「 i、 J ';/ ' トド、マツなどの苗木の鰐凍性2901,その他の樹穣については，

カラマツの凍裂のグローン間変動2叫がある。ンの関葉期の変動（鋭霜害に関連），ギキグロ

ふ～？レ

れていない2制。適

さ；！1いている296）。ヤセ

スギの不成路地から

ある29心が，試耳＊＇Hti.ではま

のグローン選抜の例は他にも

気象害ではないが，類似の育段目標：こヤセ地抵抗1'1:がある。

クローンのいわゆるカゲヤマス

吃、性の大きいスギ（ヤセ地，

地の問題は関西地域で最も スギ、品穆の9:iからヤセ地に樹えるも

グロマツのヤセ地適応性をたかめる方向2J7）の研究

この地域である

のを選び，外国マツとの交雑でアカマツ，
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、 i 札、
かおこなわれ，

、，
，’ー伊、 ゐる。

スギ：￥＇t49~t占jクローン心部乾性パクロ試験もおこなわれた298）。

9. 抵抗性音器一病虫害

病虫害対策として くから要望されてき 林水には農作物のそれとは異

なった困難があり，

うかを疑わせるほ

実施は慎重に，

とくに加寄生物の開の遺志変異の問題；玄，抵抗性脊麗がはたして可能かど

30ユ）。この間，

308）～311）ムミふ
,Pel!) つi、ーミコ

｛間々 の病E包容について

地の異なるミショ

をめぐって

つつ実行すべきだ，

ったが299＼結論としては，

という線におちついたようである300）一

m告303＼解説304）～相），いろいろの樹種の抵抗性，感受性の実例の紹介

まずスギのサシキ品種や精英樹クローン間，あるいはj主

に，赤枯病（みぞ腐病を含む）：こ対する感受性の差が検出され，

るなら

と

くに弱いクローンの指協がおこなわれている312）～316）。当年生ミショウ苦に自然感染をおこさせ

て耐病性個体を発見しようとする試みは， を用いたにもかかわらず， 不成功であっ

fこ31九校枯性諾病害；こ対する反応'1:1の変異についても，観

スギ、タマノ〈エ322），スギカミキ ）323＼スギ、ノノ＼ダニ32,l),iJ、
が積まれている318）～321)0 そのほ

スギメムシガ325）の被害について，

とすふるす1・問問）もあった。よる変動が見られた。ノワサ ないス

句

,;;:, カラマツについては，落葉病327）～3制，先t~i約331)-336）；二

性と先枯病抵抗性とはネガチブ；こ相関しているといわれている 北海道で

落菜子f)ij低抗

互に

独立だと結論されている如）。落葉病抵抗性の近｛去禄式 るための研究338）が， 1970if三から 5

か年計画でおこなわれたが，結果はまだはっきりはしていなし、。ほかに いくつかの病虫害に

この批判は，抵抗対する精英樹クローンの反r,t339¥ ネズミ：こ強いカラマツへの批判340）がある。

'l:tJ:iJ：絶対ではなく，

マツ類で

病，葉ふる

してはやはり あるだろう， というものである。

レベ／しでの葉十t病抵抗性の差異341), グロマツ， アカマツの産地問にコブ

守二 'Z. 342）、， 1-
改J、J '-乙占 1.c, グロマツ， プカマツで，マツパノタマノ〈コニ

抵抗性個体が選出 れている343)344）。シンクイムシと呼ばれる小蛾類の被害lこも，クロ…ン前lの

感受性の差が検出され345)346¥ 遺伝試験が開始されている347）。しょうけつをきわめたマックイ

ムシについては， よとの本態がマツノザイセンチュウを病原とする病害であることがわかったの

で，感受性のj宣伝変動の究明制）349）や抵抗性有罷3紛の途がひらげた。ー撞のカイガラムシの寄

生によってマツの技が垂れる異常が九州、｜で認められているが，異常:iミを出した精英樹クローン

の頻度は， リュウキュウマツ も高く， クロマツ， アカマツの！！！員に低くなった35九

その｛也の樹穫では， ヤツガタケトウヒとヒメマツハ夕、、がエソさマツカサアブラの被害左受け去最

いこと352）が報告されている。ポプラ さび病J底抗性とその楼｛乍については徹底した研究
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キリの高・Uおとする，テングス約と炭損病ぷおこなわれた353)354）。最近になって，

ら開始された355)356）。や
〉人

J謹

材質育種，広葉樹青議10. 

貝探としての「材質Jは，技術的思難から，いまだに見すごされている

しない357）～360）。東北地方と閑語地方にアカマツの試験林をとっ，材質諸；言問：の変

その重要さ

》ヂ ！＂－
g」電品

よび｛也の生理的，形態的諸形立とのmiにどの程度の相関がぞれどれくらいあり，

ウツギキとミシこなわれた361)362）。

して， i反選管長363）と

みとめられるかについて，大がかり

j支364）の:j:,jtf本ヲー
」出されている。-e: 

内変動と あたっての試、＇fl・のとり方との研究がおこなわれた。

トウヒ属各種の解剖学的特性の研究がおこなわれ365），またカラ

マツ幼壮鈴木の材のネジレを起す旋回木理の変異が明らかにされ3附～368），織維傾斜のすくない

方向への育極力：開始されている。

このほか，について：ヱ，

王子育種研以外で

交雑や倍数性

については古くからその必要がとなえられてい

は，多くの種を集めて，

利用の脊鰻が構想されているが369)370），実用的育種の途ではない。最近になってようやく若干

の勤きがあらわれ，ハゼについて既存品種の特性調査と相互交雑がおこなわれ371うシイでは林

内能良木からの天然更新による改良372）ぷ試みられている。広葉樹一般について，従来の広葉樹

とんどおこなわれなかった。ハンノ

まず容易に人工造林され得ることと樹型の改良を

でにキリの荷j病i生育種について↓ふ－373)
喧＇.） -0 I、ー。

造林がおおむね失敗であったことを反省L.,

目標とする，選抜育騒をおこなうよう

述べた355）。

産地問題，外臨題種導入

日本の林木i'J種の最大の弱点である。

11. 

周到な材料収集計踊とこの種の試験：土，

十分な埼械をもたらすものである。間ドイツのランつてはじとりて，

わが国：こは

し，説査結果が発表

によって計闘されたカラマツ産地試験の一環が日本各地；こ

本絡的：三産地試験地はなかった。この刀ラマツ産地試験もほぼ 10

されるようになった制）～378）。向じころ，テーダマツについても本格的産地試験が設定されp

こなわ：jもている379）～381）。

さ ~1., るまで，グナ

"r 

、一

れも

された林試・営林局共同の主要tM撞産地試験地は，付料のII文集については

記銭の盤:I:1ll継承も満足におこなわれなものであったが，試験地の設計が惑く，足できる

かったために， は利用されなかった。東北のスギ、実験地はさきに村井三郎によって研究

おこなわれていこの期間：こもアイソザイムパターンの材料としてよく利用さ
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る382）。高知lの試験地でも，成長の調査がおこなわれた383）。スギ，アカマツなどについて，戦後

にもまた産地試験地がつくられているが，決して十分なものではない384）～388）。

産地試験ではないが，産地別に採取養成した種苗の特性に関する試験は， トドマツについて

集中的におこなわれている389）～400）。向様な研究は，アカエゾマツについても

いる401)402）。ヒノキでは，耐寒性の差が注目された403）。

こなわれて

産地集団関の差につし、ては，スギの針葉主主の変異＿404)405＞，シラカンパの成長長406）の調査があ

るが，後者について あるかどうか推察の根拠がない。

村井三郎らは，プカマツ，グロマツが同一の種に属するという見解のもとに，この河種をiffi

じての地域変異を論じている407）～41九

産地問題についての解説が2篇ある412)413）。

外国樹種の導入についてテー夕、、マツ産地試験はすでに述べたが，その他にも，スラッシニマ

ツ，ストロープごマツ， ヨーロッパアカマツなどマツ類， トウヒ類， カラマツ類，ハンノキ類ア

カシヤ類などの試植林，比較的簡単な産地試験林，などが設定されている414）～432）。北海道に古

く導入されている外国樹種の調査もおこなわれた433）～436）。これらの問題についても，若干の解

説がある437)438)0 

13. 在来品種，地方品種，いわゆる「品種J

在来サシキ品種についての調主研究は， 九州の 品磁の形態、とねi生を記述した大著'139）の

ほか，栃木県の 1品種440）の報告がある。九州のサシスギの品種名は，主tm1j:f主的な造林研究

の報文中に多く見出され，育種の方から関心のある研究，すなわち！日：限！日！の比較をおこなった

ものはすくない441)442）。

地方品種への鴎心［土低く，四臨においてヤナセスギ443)-449）が注目を集めているだけである。

四国ではアキタスギ、がヨシノスギよりもよく成長しているのが観察されている副）。

形態的特徴などによって林木個体を分類し，それを「品穫」とli子ぶ考え方が誤りであること

には疑問の余地がないが，最近ふたたびその線の動きが出ている451)452）。すでに述べたところ

だが，耐寒性277）や耐病i全32山 28）を目印しとなる形態的形fJ:で識別しようとするのも＇ J二記とfir]

採の考えかたで好ましくない。この種の結論を出す前には，観察，調査に用いられた材料が広

い範囲からかたよりなく選ばれたものであること，すなわち公正なランダムサンフ。；t.-で、あるこ

とが証明されなければならない。

14. 遺伝的変異，変異体

スギでは，形態的変異の続察は，気孔帯の1生状や分布：こついて453)454＞，また，間性花を多くつ

ける｛｜団体455）についてのものがある。これに対して，生理的変異の観察例は多く，肥料要素に対



する反能性456）→58¥ 1室栽密度：こ対する反出性459），成長間期のノfターン長60)461),

生産力462）～465）などが対象となっている。

成長ないし

57 

マツ類については，球果の大きさと形状のクローン間差466>, タネの発芽の家系間差異46ぺ
肥料反応の家系間，産地問差異468>, されている。ヒノキについては，変わっ 3 

例報告された。 わち， シボ（モグ） を形成するもの•！69>, 樹高成長は良いのに杷大成長が

普通以下でシダレ翠という｛国体長70), ミキの 2m高以上が4倍体となった個体471)，の 3 Jレ

dコ

る。最後にあげた｛間体は， 20年生で、成長状態は普通だという。

カラマツではテングス病が造誌によるものであることが確かめられた472)473）が，帯化の発現に

は栄建条件が大きく関係している474)475）こと，大枝がひんぱんに詰る形質ばフシダニの寄生によ

ってJ埠り， その寄生を受け易い｛誌11本があること 476）がわかっ トドマツの秋ftjlびにifil地FiJi,

家系聞の差がみられた477）。

広葉樹頚では， ポプラで植栽密度Jこ対する反！日生のタローン間差478）が，フサアカシヤの毛の

色調の変異479），ハンノキ腐の種間での気孔や毛の変異480)481），花粉の大きさなどの個体差482），な

どが観察されている。

15. 遺伝子分析

放射線処理による突然変異の研究は設述のとおり， として校変わりの方向へむけられた

一，ゃ刀、 それと関連して，額著な；n伝子の検出と同定の努力が開始された。 とくに， ジベレリンに

よる落花促進でスギの交担が容易になったこともあって， スギではかなワ多くの遺伝子が検出

されている。 淡緑色首，ミドリスギなどの色素異常483ト485), ワイ

など，多くは劣性泣伝子に支自己され， 生活｛こ不利な泣伝子であって，

どの形態異常486)487),

優性j宣伝子支配のものに

はヨレスギ形質488）がある。特；こ顕著なことは，結英樹クローンやグモトオシ， イワオスギ？など

成長のはやい著名品種（クローン）：こ， J二記各麓の劣i全半致死遺伝子が含まれる例がきわめて

多いこと489)-491）で， これが偶然であるかどうか，今後の課題である。

校条先端部が黄白 なるオオゴンスギ形買は，細胞質の色素体異常によるもので，花粉親

だけから子供に伝えられる492）。これはきわめて異常なj宣伝禄式と考えら 動物の場合と

異なり， スギ科やヒノキ科で；立粧の紬脂質は花粉｛郊に由来するものであることがイタワーで究

日月されfこ。 このオオコ。ン形設は指標としてきわめて便利なもので， これをもちいてj見合花粉の

なかの白家花粉よりも他家花粉の方が受精王手が高いこと， すなわち選択受精の現象：6；確認され

ている493）。ヒノキでも， オオゴンスギと以た形笠の変異体が見出された これは通常の劣性

国子支型であっ f;:49心。

プカマツ， クロマツでも，色素異常を起す遺伝子が少数検出され495)496），これを利用して自然

自Ji車率の推定がおこなわれた。その結果， 5 %＇， 後者では 4096という推定値が得ら
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11.,てし、る。

j立伝子分析および関連した研究をまとめ，考察がおこなわれている叩）。

ンの交軒家系：こは多少ともシボ｛同体シ；／ての出るスギクロ遺伝子分析の域には達しないが，

アカマツのテングス部分のタネのなかから約30%のワイ性個体が得られが出現すること498),

たこと499りなどが観察されていて，今後j立伝子分析をおこなうための出発点となるであろう。

交配技術交雑，16. 

その概要の紹介500）と，その結果得られたスギの巽

あった。白磁系が悪いことが自立っている。

交雑については野涼の古い研究がある

本場における交雑の研究は，ほとんどヒノキとサワラの交雑：こ集中された。前記野原による

去針重を材料とするほか，

ンの成長501）について産地問雑種クロ

し

交雑種子をf辱ることは意外に困難であった。解部発生学的観察でも，

伸長がヒノキの珠心理部で停止することが見られている506）町）。形態的に雑種と考えられる苗で

その化学成分は母親方と全く同じであった508)509）。

くりかえし交雑を実施し5021, 交雑捻性の調査をおこなった503)-50九

サワラの花粉管のカ〉し，

-J 
も，

針葉の解剖学的特さきに鳶ー成されていたプカマツとクロマツの雑謹で，マツ属について

性が調査された510）。関商支場ではタイワンアカマツとアカマツまたはクロマツとの交雑日D, //!.[ 

ブ寸ブランスカイプfンショウ，ノ〈ージンと，クロマツ肝；英i樹タロ間支場ではアカマツ，

などとの交雑が試みられp 組合せによってタネが得られていリギダマツ，テーダマツ，ツ，

私
有
山クロマツにリュウキニウγ ツとタイワンアカマツをカペナ，

の稔性：土高く，後者は低いことを見た山〉。多くの苗が得られた前者では，雑草IlWiの成長がリュ

ウキニウマツと同等で，減数分裂は正常であることが観察された5凶 515）。九州育種場では，

マツとクロマツの精英樹クローン間交雑をおこなうのに，標高差を利用して花識の調節を試み

アカ

でる問）。九州支場（宮崎）

クロマツの精英樹クローンの針葉樹脂道型をしらアカマツ，なお関酋育議場では，、~516) 
4」。

ンがそれぞれ34%,70%入っていることを明らかにした517)518）。ベ，雑種性クロ

その他，

で，雑種についての諦査や交雑がおこなわれている。若干の解説もなされた間）52九

人工交配技能全般（マツ） 528）および花粉についての諸開題（スギ・ヒノキ） 529）について

2篇の研究報告がある。個別的には，交配室の花粉気密度530），交配袋531）～ss4¥ I徐雄剤師），

袋かけ前の汚染花粉の処理問），花粉活性と温度処理537)-541＼花粉探寂の方法制｝～5柑｝，花粉発

芽試験547）～551）および発芽困難なカラマツ花粉の発芽床の pHi直と雌花の pHi直の比較552），貯蔵

と貯蔵花粉の発芽553＼花粉噌最前5附，受粉適WJと受粉回数555)556＼などについて，

ハンノキ属522)523），アカシヤ問524)525}カラマツ属削），エソ守マツ．トドマツ類520 21) ， 

は，

データの苫If立

人工交配実行上の重要な知見である。があった。開花期，花粉飛散期の調査557）寸帥）も，
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17. 放射糠膏謹， f去数性，染色体

分野では，互に明時な区分はできないが，解説やトピックの類561)～566），情物体

やその部分の放射線感受性の新究567）～577¥ 突然変異の誘起の研究578）～583¥ ；こ大部される。ヘテ

τ三 あつかう関誌上， まだ体細ijき突然変異だけにかぎられてい

ザ

Q。

放射線育種の研究”がはじまったころに ｛可か非常によいも されるのではな

し、かという と， そのような期持が幻想；二すぎないとする 特定の突然変

：こ付加するという，

されるようになった。

ぷ，

り うど交雑育器にかわ .0, 宅 584)
マ1,1., 1 

る研究は， マツ頚585)586＼ヒノキ頚587），ハンノキ類370)588)589）で乙＼きつづきおこな

われている。 ヒノキでは前述のとおり 20 自然4f音｛本が発見されてい 針葉樹で

：土， i搭数1生育種の利点はほとんど認められな 育成さ
ユ， J ふ

とさ Vめ

ーァ
Qo  

18. 

‘＝， なお倍数性利用の可能性 ' －いザレ 」＇＞、古コ。

の観 マツ類59ベアカシヤ腐591＼ハンノキ弱593)593), イボタノキ

おこなわれ，後2者で；z，従来の知見をく られてし、る。

ザイモグラフィー，組織培養，生窺質保存，施設， その｛也

しく分子構造上：こ差がある （アイソザイム）

るすごイモグラフィーの技法は， この期間：こ林木資額：こも導入され問）～598¥ クローンの伺定5時

や親子関誌の判定sooi, まずこ， カラマツ601）やトドマツ602)603）の地理的変異の究明；こ用いられるよ

うになった。プイソザイム個々の背後：こはそれぞれ1飼の遺伝子があるので， 上記のよう

目的の抗究：こは強力な武器であるが，他の有用形設，たとえば間病i全加），

ための自巨IJしとはなり得ないものである。

の有無を識別する

2ご乙よ、 Ir .;J 
、ふメJ勺」も， 生化学的な方法の試みがある604)605）が，適用にあたってはよ；まど摸重な

検討が必要である。

、シー
Id,., 

といっても，植物の部分や症などまでも含み， とにかくガラス器内

目してこの技法；土，林試ではきわゐて早い時期から::: 606)607) 
= 0 

ること

その研究は

しなかった。最近になって， スギの荘剥！から不定芽の発生と幼！造物の生成を試験

でおこなわせることに成功する608）までになっ 月五車d！は解部学的：こ であり， i替伏芽に

ある。よらな の不定芽の剖は針葉樹：こは知られていないと うので，

て 数i本を

られなかった。

る自的で，

ホそ｛同体

プタゴ・サカゴ肢の培Z：言609）～611）がおこなわれた

る手段として自殖の操り返えしよりも可能性
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の高い方法として着手したのだが612），結果は期待に反した。このころ，お培養による半数体存

成が一部の｛漬物で成功し，特別研究が組織されたので，この方法に研究の重点が移った613)614）。

しかし，半数体を得るには至っていない。

木本植物の遺伝子，遺伝子型の保存は，樹木鴎型式の成体保存が康郎であるが，この方法は

きわめて広い場所をとり，日本のような通密国では臨難となりつつある。そこで，場所をとら

ない長期保存ができる方法の開発のための共同研究が最近発足した6問。

そのほか，補助的な研究としては，温室の利用法8附 17），自動潅水施設問），霧栽培6州 20），葉の

急の数｛度化621iなどの研究があった。

むすび

印刷物を全部見ることはできなかったし，また読んだものの約30%は引用しないで終わっ

た。圧縮に失敗したことをお詫びしたい。

展望を終わって感じたのは，林;;tミ育穆場の貢献が非常に大きいことである。この展望が大学

や地方林試などの業績を加えていないにもかかわらず，わが屈の林木育種研究のあらましは，

この総説でっかむことができる。林木育種場の性格について論議があるが，それを超越して研

究上の実力が養成されて来ていることを喜びたいと忠、う。

この期間中：こはまた， IUFRO遺伝部会の研究集会が東京で開催された622)623）。 IUFROの会

議がアジアで開催されるのはこれが最初で，

学旅行をも含めて，各地の方々に迷惑をおかげし

めてお礼を申しあげる。

〔追記1

とって貴重な経験であった。

無事成功の内に終ったことに，あらた

文献表が過大となったので，ここには当場研究報告ならびに日本林学会誌所載のもののみを

あげることにした。引馬文献のすべてを含む文献表は， トウシ寸印刷として別個に準備される

ので，希望のむきは，当場i宣伝育種科までiやし出でられたい。
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村；誌， 56, (8), (1974) 

489) 一一一一一一 ：イワオスギの§Jiliおよび｛也鴻芝生における葉緑茶室U{Wiの発生と7支店生長につい

て， l=Ijネ；ふ 51, (5), (1969) 

491) 一一一一……ー…：スギ続突経1からの異常留の分離， i），；試問認， 250, (1973) 

494) 大淀喜八郎：とノキの3翼線索後災個体の遺伝，田林~.t, 54, (2), (1972) 

495) 大！な喜八郊ら：アカマツの葉緑素変異芯の発生ひん度によるE当然自五crネの捻定および菜採議室主異白［

の遺伝， 日林誌， 53, (10 ), (1971) 

496) 大j送議八J~［）：グ口？ツの資子設を生ずる劣性泣伝子および自然自鶏ネの滋定， a；林誌， 54,(1),(1972)

499) 百瀬行男：自然交自己におけるアカマツてんぐ染病症状の分泌， 13 f本誌， 49, (2), (1967) 

528）渡辺 操ら：マツ類の人工受粉技術ならびにmt間交殺について，林試続線， 224, (1969) 

529) tii11*t開会ら：スギ， ヒノキの花粉iこ関ずる二，三の3定数， iヨ林誌， 53, (4), (1971) 

530) 大庭喜八郊ら：

(6), (1969) 

と交況の干存度について，臼林託：， 51,

533) 横山民ーら：試作交配袋の 2,3の試験結果，臼林誌， 52, (12), (1970) 

541) 斉藤幹夫ら：ヒマラヤシーダーの花粉の発芳三詑カにおよiます熱処怒の彩管， 臼林誌，53,(8), (1971) 

544) 斉絞幹5たら：セ口ハン袋によるマツ・スギの花粉探祭法，日林誌， 50, (12), (1968) 

547) …一一……… ：マツ属花粉の人ユニ発芽試絞， J本試iiMll, 173, (1965) 

548) 百瀬行犯：カラマツ花粉の発努力をしらべる方法，臼林誌， 47, (4), (1965) 

552) …一一一一：カラマツ隊花・ r:Jとtrsの時期；JiJpH伎の測定， 日林誌， 48, (2), (1966) 

556) 横山徴求ら：カラマツの受粉適期と安め回数， j本試研報， 253, (1973) 

567) 渡辺 操ら：林水の放射線感受性；こflt］する研究(I）ガンマ一線！！訪れま場におけるアカマツおよびグ

ロマツ 日林誌， 46, (2), (1964) 

568) 藤本吉宗ら：ガンマ－%車内Co)!l問、；処理によるアカマツ， クロマヅ花粉の発芽試験について， 日林

；志， 46, (12), (1964) 

569) 大庭｛？..：八l'!［；ら：＊本木の紋射線感受性｛こWJする研究（立）ガンマ－＊J~!l問れま拐における綬照射によるハ
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ンノキ類，ポプラ類およびカンパ郊の生長と技変り， 日林詑、， 48, (1), (1966) 

570) 村井正文ら：林木の放射線感受性｛こ関する研究（Ill）カラマツの生長および菜の京！日II包分裂におよぼす

ガンマ一線緩照射の影響， I:]~ネ誌， 48, (2 ), (1966) 

571) 大庭喜八郎ら．林フt:の放射線！ti<;受性：こ到する研究（IV）ガンマ一線j照射ほ湯における緩照射のもとで

の林木の葉の N•P•K および Ca の会有率について，日林誌， 48, ( 4), (1966) 

572) 戸田良さら：：ガンマ一線照射がスギの発芽および生育：こおよ：ます影智， 日林誌， 48, (6), (1966) 

573) 大庭喜八郎ら：林水の放射級感受性；こ関する研究（V）スギの自殖種子， f也泌種子および一つの探議

遺伝子役もった種子の放射線感受性のちがいについて，民林誌， 49, (2), (1967) 

575) 一一一一一一：ガンマ－ t’！i'.'1i::~. ！！n射したアカマツ花粉の交配稔性，日 1椛s, 51, (4), (1969) 

576) 一一一一一一一：ガスマ一線の急照射または緩照射をうけたタモトオシの花粉のY'.配f.ti設と訪の生

長， l:];jネ誌， 51, (12), (1969) 

579) 一一一一一：林水の突然変異に関する研究(I）放射線処理；こより誘発されたスギおよびヒノキの

？支変りの切校状態における HCi店主， iヨ林誌， 48, (4), (1966) 

582) 一一一一一一一：クマスギの体細胞突然変異の誘起におよ；ますガンマ一線の照射時期，せん定および

内部摘芽の効果， 日林誌， 53, ( 6 ), (1971) 

594) 染郷正孝：イボタノキ属（Ligustrum)3種の染色体数， 林試研報， 263, (1974) 

604) 斉篠 明：スギ葉の可溶性蛋白笈の泳動ノミターンとサシキi舌7長率，日林誌， 53, (4), (1971) 

606) 石JII広経：応用面からみた組物の生長点培養，その庭史と近況，日林誌， 49, (11 ), (1967) 

609) 戸忠良吉ら： Itl/;X線写葵によるマツの異常経種子の険出と，その出現頻度，日林誌，49,(12), (1967) 

617) 大庭喜八郎ら：温室育苗によるスギの征代促進， iヨ林誌， 53, (5), (1971) 

619) 高木哲夫：樹木首の怒培養試作装置について， Fl林試， 49, (3), (1967) 

623）三上進： IUFRO遺伝部会東京会議，！ヨ材；誌， 55, (4), (1973) 

7. 林業機械に関する研究

昭和 30年代後半からのわが国経済の高度成：長にともない，いちじるしく減少する林業労働

力に対処して，林業機械化の段i立がはかられ，当場の林業機械に関する研究L 従前から力点

のおかれていた伐木集運材機械の分野のみならず，造林（資林・育苗）機械の分野の研究もす

すめられてきた。

昭和 40年（1965年）初頭，チェンソ の手指；二発生するレイノウ氏現象（白ろう

病）がジャーナリズムでとりあげられてから，いわゆる一つの楼械化労働災害として社会問題

視されだし，国会でもとりあげられ，チェーンソー，刈払機等林業用手持接械の振動騒音の防

止に関する研究に力点をおくようになった。ついで，昭和 40年代後半（1970年代） にはいっ

てからは，国民のあいだにひろまった自然探護運動のt世論に対応したいわゆるあたらしい森林

施業のーっとして，森林経営の基盤としての高密路棋の開設がとりあげられ，森林純業の正統

派のむかしからのかんがえであった小面積皆｛丸択伐，間伐の諸作業の必要性が強調され，こ

れに対応した接械化の促進が婆Ni'iーされ，従前からこの種の考えにたってすすめられてきた当場
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の林業機械化研究も，それらに対応した罰・択伐材の掲出に関する分野にも力点、がおかれるに

，，、？こってし、る。

伐木造材機械に関する研究としては，チニーンソーの振動騒音の妨止に関する研究が重点的

」 ） 3められ，ハンドルを持つ手指；こったわる振動を）！［［；負荷時および負荷I!キでくりかえし正確

に測定する方法（定正測定法ほか）の案出：こ；立じまり，各種チ z ーンソーの振動向波数分析を

一万ITI1以上もおこなうことによってチェーンソーハンド、ノLにったわる振動の実態をあきらかに

してきているトのほか，各種の妨援レシブ口チェーンソーの防振効果のみならずニピストンレシ

ブロチェーンソー， よび空気チニーンソーの防援効果6），探勃伝J耐震構，機械インピー

ダンス7）＇騒音の実態 si,振動と騒音の相良J9），イヤスト yプ・イヤマブ類の迫；音効果10）等をあ

きらかにしてきている。またロータリエンジンを詰載したロータリチェーンソー（排気容設

57cc，装髄重量サンドモールド 11.2kg，ダイカスト 10.2kg）の試作に成功し， l坊振効果のみ

ならず防音効果がレシブロチェーンソーよりいちじるしいことをたしかめることができ

エ鳴 11)
J』 ο

チz ーソーの振動・騒音・安全等に関する問題；土，わが国のみならず西玖とくに北・中欧，

東歌の諸留でもとりあげられ，スウェーデン，フィンランド，チェコスロパキヤ，ソ連などで

農林機械試験所や林業試験場で国営検査がおこなわれ，振動・騒音締定法や安全t/1Ji立等；こ関す

る間際rmの慌・WI交換のための専門家会議が多数回もたれている。当場も，昭和40年以来，林野

庁の要誌によりチェーンソー，刈払機，槌穴J足立笈2-守：の林業用手持機械のt癒力騒音波IJ定試験を実

泊してきているほか12＞，上述の成果は， ILO/ECE/FAO主催の菌｜怒！？百の専門家会議に発表し

(1969年はベーパ提出4>,1973年は直接参加山）），国際関の連絡をばかりながら，この磁の林業接

械改良の試験研究をすすめている。さらに，遺産省の機械安全［じ・ 11¥t公害化委員会でも，

などの要請にもとづいて，

昭和48・49jj可年度にわた

り，チニーンソーおよびメリ

払機の安全［じ・無公害化問

題をとりあげ，林業部手持

機器の安全｛ヒ・ Jilt公害化目

標の策定をおこなっている

が，これには，当場の試験研

究成果もいかしたとりまと

めがおこなわれている14）。

集運t,;J'機械にi主iする研究

としては， w岳林の架空線 試作したロ｛タヲ｛チェンソ｛による伐倒試験
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築材にひろくつかわれている林業用ワイヤロープ。および向付属器具類の疲労あるいは性能試験

がひきつづきおこなわれた。軌索用ワイヤロープ。の小角度曲げ疲労15)16＞，作業索用ワイヤロー

プの［ll！げ疲労11-2oi, 事故ワイヤローブの損傷試験20, スプライス22），クリップ止め23¥ グラ

ンプ狂！の性能，強力計の改良考案24)25），シーブを通過するワイヤロープの張力伝達損失の/J!IJ

f x:.m・:s'z:71三等の架線用アンカーの耐強力の潤定27)28）等がおこなわれ， ワイヤロープに関

して発生する労働災害の防止にも役立つ波労と損耗対策のとりまとめも29）おこなわれた。

林道の建設が促進されるにつれ，かつて全盛をきわめた索道とくに多箆rm索道にかわって，

架設撤去の比ii波的容易な宗張り方式をくわえた｜記・択｛立や小田器官iえ向けの集村議集村が普及

しつつある。これらの索張り方式すなわら変形スラッグライン30），変形（帯広）エンドレス31)'

曲線モノケ…ブノ[c32>( F形あるいはジグザグ形）のほか円形集材ね），エンドレスタイラー式3りな

どの索iJl毛力の測定をおこない，これらのあたらしい索張り方式の設計計算法の検討をおこなっ

たほか，ワイヤロープ JIS規格の改訂にともない集材機架空索の実用数値表の改正36)37）をおこ



なうなど，築材機架空索設

計計算手法の確立につとめ

た29）。さらにこの研究は，

作業研究と共同して，架線

による間・択伐材の掲出法

の最適化を呂擦として，従

来数多く開発されてきてい

る各極の索張り方式の特性

や適用総額を整理倹討しは

じめている38)39）制。

築材用トラクタに関して

は，プーティキニレイテッ
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ドホイールトラクタ（車体屈折；呆科目式） 海外ではスキッダと称して間・択伐作業のみなら

ずイ、面積皆伐作業にもひろく普及しているのに対応して， わが国では昭和40年代にはいっ

て，林内不整地走路性能のよいロガースベシ γ ノLタイヤを装着した 5トンおよび2トンクラス

のアーティキェレイデッドホイーノレトラグタの 成功し，木寄せウインチっきフォー

ワーダ51）も加わえて，それらの実捺林地における性龍試験合おこない，粘着力，走行性能，

旋回性能，伐恨乗越え性能，集材作業性能等をあきらかにしてきている46吋 8）。さらに，労f!f9J

安全および省力を恩的として，築材兼作業j草作設用グローラトラクタの無線操縦｛ヒの試作に成

功し，その林内における送受信性能，集Hl全能， あきらかにし制soi, 将来林業

トラクタを無線操縦化することによってワンマン集材作業の実行が可能なことをたしかめる

ことができた。現在西ドイツ・ヴニルテムベノレグ州シューレワル イン子グラルアー

チっきウニモタに搭載された築材ウインチを無線操縦化して，運転手1名で全幹築材をすで

しているが，上述の成果は将来実用化をいそぐ価値がるものといってよいようであ

ヲ

".:lo 

育林機械に関する研究としては， トラクタおよび向付属作業接による域ごしらえ（ロータリ

カッタ，スタンブカッタ），植付げ（オーガ），薬剤散布（ダスタ）等の諸作業の機械および作業

性能ならびにワンマン機械化一賞作業の総合性能等について基本的に実験期究をおこない，系

統的にとりまとめることができた53）山。これらの成果；土園内では一部実用化されているが57),

海外とくに中・北欧などで評価をうけているものである。プーティキュレイテッドホイールト

ラクタの育林作業への適荒性，プレイルモーアの笹刈払い性能等についてもひきつづき動力性

能の測定をおこない5印 si, この穫のトラグタおよび向付属装置の林業毘的：こ見合った利用の拡

大をはかるべく検討をくわえつつある。
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動力性能測定 rm伐材iiUt試験 プレイルモーアによる
地ごしらえ試験

テfキェレイテッドホイーノレトラックの築材および地ごしらえま効力性能のiJllJ,E試験

思産メIJ払機各機の4性能試験を通じてえられたメiJ:f:ム援の基本的な構造および性能について総括

したとりまとめがおこなわれたほか叫電動あるいは電池式刈払機の改良考案62)63＼枝打機の考

案，フツLドーザおよびミニパックホウによるF普段造林地の施工試験あるいは付濡作業機の改良

等58）がおこなわれた。

育苦機械については，乗用トラクタ付属作業機（プラウ，ハロウ， マニュアスプレッダ， ト

ランズプランタ， 限切機， スプレーヤ等） の動力性能に検討をくわえた52）ほか，緑化桜移植舟

作業機として， ホイールトラグタ前部装着形ツリースペー rおよび恨掘りチェーンソーの性能

にも検討をくわえた59）。

林業機械一般に閉するものとしては，林業機械化の将来さと期待して林業機城の発達に史的考

察がくわえられた印刷～67）ほか， FAO/ILO主催のアジヤ太平洋地区の林業技術指導者を対象と

した林業機械化ゼミナが， 1969 8～9月約 1か月にわたって， 予夜 および沼田接械化セン

ターを中心に開催され， 当場からも講義や実習に主要な役割をはたした69）。さらに 1971年ソ

連グラスノダールで開催された FAO/ECE/ILO主催の山岳地の林業機域化に関するシンポジ

ウムにi土， わが簡のすぐれた山岳林の機械化技術の紹介が当場からも提出され37)70), 海外から

この磁の技術開発に対して相当期待をかけられている現状である。 (111脇三平）
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8. 林業作業に関する研究

林業の作業に関する研究；立，この 10年間に社会環境の変化により，人間尊重が叫ばれるよう
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よび林業における技街出発のためのfl二業体系の労働災害のiiを滅，になり，

る課題としてとりあげられて来た。

ても｜注1(i：剤による労働災古が発生ずるなど

その許容限界の設定，病理学的な研究には動物

られ，農薬の人rrnに対する

見なおしな

人11日一薬剤系について問題｛としてき

そのi芸学的な対策，薬剤の安定性についての改良などは早期に解決さある；そこふう，

伊jえどによる，も多くの研究：：；：意欲的に進められている。いっぽう，h, 
., 
,r点、動物実験が国~ffaなため，る疾病についてばレイノー氏現象などの人間一機域系

の解決：こ：立非常に長時日さと要L, われわれ作業研究は現在まで引きつづかれている。そのmi,

る振動を知的；こ少なくするかについてあくま部門において

守｝吋

っこ」〈コ
J 、戸

40 d、作業方法12)14¥チェーンソー使用時の作業動作4¥

ンの目立状況と振動との関係などの実態調査からはじめチソ
亡とんNセ1)2)
』士官Ill ' のチェーンソ

ヂニーンfl立要領となり，ソたのである。それらの結果は伐木造

ヰ工7こ。、y ・l1 ；ゐ
」匂しり林において

われわれは労働

となり，問題解決にあたる体制をとり研究りを進ふう

シイノ一氏現象の発生要闘の一つである挺動が人体に

も重要な担点ともなるので，

あるいは関東労災病院と

らの研究について

科学百万究所，

一部結論が得られた山ぺて手ヨジ，

そiもよと，・:11.,とを同lliyにmz0し，カメラさとi吏用して手腕系とずる構造の解明のために，

；土関東労災病院の数形外科ととの振動状況およびその減衰についての解析13）も行ない，

としてレントゲン医学界でも初めてる振動伝達状況をみるため，も

による高速度tA；影：こ成功し，振動状況の分怖を行なっている。

そのご，チェくから中村2)18）ぷ手掛；？でーンソーの作業方法について

ンソーによる伐木造材作業の中

とくにチ

かっ；反動発生の大きい技払い｛乍多く占め，

による技払いの方が振動謀長言から尽人工林木でついて斧作業との辻絞12)14）を行ない，

能2私立胸高度f至40cm以下であればチェーンソーによる伐払いよりは有利あり，

いことがli1fかめられた。Pず

福、ーまた労働時間内における消費カロリ' k ザ、也、
ζJふ Q 」 乙こ，

もf!lt読するこレイノー氏現象の局所摂動のみならず，大型染用機械における

さと行トラクダ 16）等について振動・騒音波JJい。われわれとしても集村接8)1山岳）ω，と

どについて 8mm 人！日！工学的にみた逆転者の作業域および座席の構造，なうととも：こ，

にとくっている。い分析検討

に対し

より X ・Yの二方向よひ

トラク
v、 L 、

；つiト仁い1P， でのところ，林業における主31，、て；二三J:l¥¥

われわれが追跡調査を

ヲ停

に“時よって行なわれてきfこ

タについてはこ三の営林局において独自の改良ぷ行なわれているので，

ーレザ
じて） ,;;:lo行なっており，今後もつづけていく

標準作業fil:の把握について
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や作業仕組がすこしでも変わった場合には適合せず，作業現場に応じた再現性に欠ける点、があ

現場での活用が不十分であったがこれら欠点を解消するため，新しい試みとして標準資料り，

なお標準資料法によって使用機械の差による功程の修正係

その他に数20）および作業員の技能度による修！と係数20）が求められることが出来るようになり，

も標準的な作業方法の比較検討も可能になった。

時間20）を求める手法を擁立した。

標準資料法による解析はシステム分析と非常に接近した分析手法でもあり，各作業の定式化

すなわち，造材，集運材の一連の工程，われわれは伐木，この手法によって，を容易にした。

および短距離築材作業についてトラクタ築材作業22）トラック運材作業23),築材機築材作業制，

人｜札機械の量，作業方法などを含めた最適作業仕組選択のための電話［プログラムの

実用｛七するためには今後さらに研究を重ねる必要があろう。

いっぽう，機械化が進む；こしたがって／J;¥U}lj的な作業の合理化を計るのではなく，綾城；こj臨す

資材量，

開発に－，ふ成功したが，

これら一連の研究として渡部しなければならないが，あるいるような作業工程を求め，

多くの実行作業主から現場功程の推定が容易で、なおかつ結は技手llfの体系化26）としてとりあげ，

こ;l＂しにもとづ度の良いものとして数量化手法を用いての現場功程を子渋u25）する研究を行ない，

いて体系化においては PERT手法などにより工程の流れ，投下労働長のj出産，年 lillの配分，

今後の問題としては適応地域のj11;の検討など生産管理方式の新しい方法論の確立をはかつ

されよび体系全体の，i'F/i司法なあるいは代替技術の組み込みによる修正法や大，

ている。

をたてるに当っても，労働災害の係相も機械化が進むにつれて変化してきており

しか

分析が行なわれたのは始

ぽ角

て〉／、。38年度について災害庶民分析27)

また林業労働において，

めてでもあり，比較検討する資料もなく，機械化の災害；こ対する効果について

このよう

災害原閣を11)］らかにしなければならない。

し単年度の分析でもあり，

を経過

した時点、の分析を待つしかない。機械のi;~（入によって従来の／WI人作業が機械を中心とした集問
,, ,-
、同作業へと移行するようになり，個人の安全活動から集団の安全活動へと変化してきている。

こで作業集団のそラーノL,, 1桑田性格の，;J/;JfEなどを通して人間の行動面からの対策を得るための

実施されて来たことにまた今までに多くの安全対策が打ち出され，研究が進められているお｝。

また今後：こ望む課題などについて作

労働安全については人龍一機械系はもとより，寂りまく作業環境，社会環境とを含めた総合

的な研究を進めて行く必要があろう。

林業作業に隠する研究は戦後になってから本格的にはじめられた問題であって，非常に研究

体制も遅れており，現在ーまでのところでは基礎資料の集収が一番大きな課題であったといえよ

対して作業員が労働安全をどのように受け止めているか，

の安全に対する意識調査29）を行なった。

これらの資料をもとにして人間一機械－j:漬物系のシステムとして林業作業しかし今後は，
。、

っ
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問題の解決をはからなければならない大きな命題をかかえている。すなわち植物を対象とした

林業において機減作業と植物系および環境とを結合する人間行動の解明を積極的に行なうこと

により，より合理的な林業生産工程の確立により，生産性の確保をはからなければならない。

（辻隆道）
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25) 渡部庄三郎ら：林業作業功援の数量化による予測，農作業研究， (1970)

26) 作業$2研究室：林業における技術の体系｛とに［Y,Jしてースギ・ヒノキ人工林を主としたー， 作業 m
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2研究室資料，（1971)

27）辻 隆道： J休業労働災害の原因分析，材、奈僚倣化協会，（1968)

28）辻 陸送ら：林業労働の安全に関する研究 労働災害のj湾辺における若千の要殴とその関連分析，作

業第 1研究室資料，（1972)

29) 一一一一一一：労働安全に関する意識airHi:m~1r ;1：，林野庁，（1972)

9. 林道に関する研究

林道という言葉が使われはじめたのは°"i!Tく，西欧林学輸入後の明治初年前後で， 林道事業

は国有林，民有林関誌とも明治30年ころからときいている。しかし，林道の研究が活発に行

なわれるようになったのは，比較的新しく，連材：:i；森林鉄道からトラックに代わったときで，

戦後の混乱が一段落した昭和26年ころからといえよう。林道研究の組織としては，早くから研

究母体として試験研究および研究者の育成にたづさわってきた関保諸大学農学部の当該研究室

をはじめ，最近では当場林道研究室のほかに財毘法人の林業土木施設訴究所林道施設研究班と

林業土木コンサルタンツ付属研究所林道研究室がある。また，林野庁研究普及課のメニェ一課

題，一殻課題との関連において都道府県の試験研究機関担当者による林道研究も始められてい

る。さらに，林野庁，各営林局審，森林開発公民，各都道府県等の林道関係投手llf者や実践的な

山林家が林道事業をすすめるかたわら， 技術開発にともなう実用化試験を招広く行なってい

る。当場における林道研究は，昭和牲 られ，よとのi時点で責任体制

を明らかにして正式に発足したのである。これよりさき，境 よりわかれた

昭和40年の事務分掌及び組織の出！日間 る規程のなかにすでに林道地工用機械器具並びに

林道技術に関する試験研究がとりあげられ，実行にうつされている。また，当場では密土保全

に結びつく治山，防災にくらべて林道は企業としての林業経営の一端をになう商が強調され，

森林利用学的な発想から機械や作業とともに森林施業との関連において機械化部に所属して今

日に至っている。当場林道研究室発足の準備期間であった昭和43年までの 3年間は， 10進ラ

ンプ表示のテ、ィジタノレカウンタである携帯用~1!H生波速度時間計を主；こ吊いて林道切取のり illiお

よびその周辺部の岩質程毘を調べた1）可。これは，林道施工のさい出現額度の高い岩石の対佃i

が工事費の相当部分を占め，また硬岩と軟岩の単簡に大きな差があり，その岩石区分の判定

如何が支出額を大きく左右することから，岩1'lの客観的な判定方法をみいだしたり，人力作

業を中心に作られた従来の林道用地分類表三官接域地工；こ適合出来るようにその区分を検討す

るなどそれらに技術的指針を与えるために，その裏付げとなる数値を求めてはじめたもので

ある。

昭和 44年から 4年間にわたり， さらに弾性波深査法による試験を継続し，前にのべfこサ

イズモカワンタに加わえて携帯形シンクロスコープを現地に導入し，精密2現象観践を行な
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ったりへ 小裂地震探査装置の 6成分観測等により予定路線の道路致およびその馬辺林地にお

ける表培地笠構造の土質工学的究明にあたった6'0 まだ，ときを同じくして，林道の開設計画

と関連させて，広く山地斜部の地貿と地形特性を解暁し基礎資料をえるため，大地比扱抗測定

器を用いた電気探査法による試験を行なっている九 昭和 44年より林道卒業への電子計算機

導入手法の研究をはじめたが，林道技Wr者会：技術と労力を必要とする本設計から設計間前の作

製！， での一連ブロセス による自動化をこころみ， 1'＊道設計におけ

る王子関，筑間部，横i!fr磁の三車ill座標；こ関する定式化に一応成功いそれによる者力化を可能に

したわ～12,0 そのご， Z左中写真を利用した地形の妃出， XYブロ y タを用いた自動製閣を加わ

えて研究をすすめ，その金成果 して現地設計；こ適用し， これらの事例から自動化設計を

しながら， この手法の実用化をめざして現在：こ至っている。なお，あわせて，透視図法

し

～iぺ 数1返上也形モデノLの利用， シミュレート等設計三子法そのもの

守
てム している。計画面では，林道の効果的な開設法について

パターンとしてとらえ，費用最小的接近法で適正な

れた15，～l9i0 tとだ， 日日和 45主手から 3か年のあ

f:Jと区形状と

も論じら

して， 排水方式のあり方， また滴設の湿度について考察を加え20,21，，排水と関連

のある路体沈下，軟弱地盤等悪条件部所の現地調査法をも検討し，昭和48i手よりの林道の

路体構造221, 急斜地および特殊地帯：における林道作設法に関する研究23）；こそなえた。昨今，
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x.y ブロックによる林道の 1~11fv；袋 IZI

支持カiJllJ定装置iilli '1itrU!Eini-t 1J測定器（右）と球体落下式rm易
CBR試1¥ltr,;;（左）

林j立の路i判的j去にWJする現地調査

る環境にふさわしい林道の規路構造が分から与えられる機能と交通路と

求められており，

ぼう，

し、つまた，作設用の土木資材は，現地探集のものを極力使う傾向とともに，

さらにプレハブ工法と次々に形を

る土砂の処理，切取法面や盛土法部の

続材料やそれにともなう新施工法が，

かえてあらわれているなかで，急傾斜地におし、て

安定等に対して林地の保全さと考えながら
U

ザ注させるため，路網による森林施業を

どの特殊地帯における路閣の安定や排水処理に適した低コスト工法を検軟弱地，J.-
／」，

交通に支障のないような林道を作設するためにその

方法の確立がし、そがれている。昭和48年は，土質調査用試験機器類のうち比較的簡易な諸計器

を｛呆ち，路網全体の機能性と討し，



をえらびこれらを使って既

設林道の路澄i支持力を測定

し，路間支持力：こ影響さと及

ごす由子の傾向を披ね知る

ことができfこ24)。昭和49

年からは， -loご 1ト＇、， 0、

殊地帯の路体構造と施工法

をあきらかにして林地の条

件：こ応じた林道作設技術の

基礎資料さとえるが，当面；土

軟弱地盤の工法を必要とす

る箆所を林道：こ求め，研究

の対象をその地点、；こし；まって究明する。
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ス守イングトラクタショベノL；二よる林道施工試験

さかの去って，昭和47年より林道施工について建設機械サイドからのアブローチをこころ

みた。昭和47年は，土工の安全かつ省力｛ヒをめざしたリモートコントロール・ブルドーザ‘の現

地適用試験のほか，林業用全地庄駆動ホイーノLトラクタ；こより環境緑化作業；こともなう土工作

業の機械止をはかった旬、また，かたわら，小型グローラ形ミニパックホウによる踏段造成試

ブ才…ワーダの［活発改良試験を共，~，］ しておこなう等これからの接同化に重致命なj支部を果す

車艇の各種。If！：能の究明に努めた。昭和48.t手からは，林地保全を考え山腹急斜地における掘削排

土処理期として試作した林道施工機械スウィングトラクタショベノLの試験をはじめ現在に至っ

ている2610 当場における築材作業路の研究；土，昭和48年より始められた。すなわち，立木分布

めた地表障害物の分布パターン問題合地形，地費， E震の足まわりその他と関連させてとり

あげ，統計的な手法で走行時間，軌跡の迂回率，障害物の密度等種々の要国さと分析することに

よりトラグタ築材作業現場の地形区分をこころみようとするものである。また，あわせて，築

材跡地の被害木や地表撹乱後の稚樹発生調査とともに林地保全を考慮した築材路間計酉につい

ての究明27)28）もつづけている。

これからの林道は，森林の近代的経営全般から紐織立てられた総合的な計罰の一環として，

その整備拡充により本格的な林業楼械化作業の実行と｛数底した労務管理の出来る場づくりにい

っそう役立たねばならないので，それらに践する試験研究の逐次強化が計罰，設計，施工，維

持管理の各簡でのぞまれている。

林道の試験研究を方向づけるためには，林産物の生産と利用の経済行為，思土保全のi坊災対

策，自然探護，保健休養，地域開発iこともなう地域社会の文化向上等，多板｛ヒした林道の効用

を，またそれら相互のかねあいを，どのようにつかみ，林道の性格づけを行なうかが先決と思



- 78 -

われる。 （福田光正）
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森林病害の実態胞援すなわち病原の決定，環境と発病との関係，被害量の実態調査およびそ

の妨除法の研究を行なってきた。カラマツ先枯病，ストローブマツ発疹銭病などの重要病害｛土
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たんに日本の森林の重要病害であるが，？ ーごい
し！らさ過去20年のあいだに新らた

に北海あるという意味だけでなく，世A界のI；病学者ーのあいだに関心を集めた病害である。

道のカラマツ先枯病；立精力的な研究活動により，病害の実態究明とそれに基づいた妨訟法が確

ストロ－

;;z井i.,;

立され，行故当局の積短的な防除処置が効を奏し，オ立病が封じ込められるに玉三った。

あげられているが，本郊におけるものは Ribes隠と Pedicularis（シオガマ）

物がj妄積試験によって確認され，世界の銭語研究者および森林病理学者のあいだに大きな話題

を提供するに主っている。

マツの枯摂の原悶がマツノザイセンチュウによるという発見は内外の森林病虫害窃究者に大

として Ribes（スグリ）ブマツ発疹銃病については北米大躍において：土

？ツの枯j員研究の流れを変えてしまったことは特筆すべき研究成果である。ぎなj皮紋を投げ，

る！農作；う：f9和月さマツノザイセンチュウはマツノマダラカミキリ成虫体によってさらに，

し得たことは木・支分場の樹病学，森永年の懸案の lつれ，確実な防総法を確立して，

林昆虫研究者の一糸乱れぬ協同研究のたまものであることをとくに強調しだい。

類とそ

しかし，針葉樹稚苦

高畑病害

各種手ft，＇誌の立枯病の病原菌および発生環境が究明され，

の生態および被害回避の手段についての研究は注目されるところである。

1. 

、
｝
ノ

マgム（
 

る有効薬剤

るものが得ら

これに代わりしてカ〉ら，の立結病防除剤として鴇発した有機水銭郊の使用

開発のためのスクリーニングを行なっている いまだ効果の点において代り

立枯病発生の生態的要民を解暁するための基礎的研究およれていないI）。いっ；まう，

成技術の再検出を行なっており，多くの新知見がもたらされつつある。

スギ赤枯病は Cereoゆorasequoiaeによっておこる約容であることが解明され，

原躍は北えとから Sequoia屑樺木の苗木とともに日本にもたらされ，本邦に土落したものと

えられるに至った5）。

(2) 

も本病慌病笛木を植栽ずることによってお

こる鵡幹部病害であることが解明された。赤村i病， i持腐病の病態解昔日的研究も大いに進展し，

本病の実態はほぼ究明されたといえよう 6）。

造林地におけるス

スギのクローン間にも木病；こ対する謝病性

木病病原菌は培地

振とう培養法お

のあることがわかり 7＼現主では選抜翻場試験念行なっている段階である。

上で分生胞子を形成しにくいため， i者詫基の組成や環境条件に検討を加え4),

る光の条件を規定することにより分生胞子を多量に得ることに成功し，諸種の接種災よ

験に供することが可能となっている8）針。

(3) うえグサレセンチュウについては紙調的に大量培養法を確立したため，接穣源の常時確保

が可能となコている。各種針葉樹まきつけ苗でのネグサレセンチュウの増殖度を試験してきた

とくにスギ幼t百を用いて線虫の袋入方法および各種立枯病菌との相互作府の存在宏明ら;f;!O¥ 
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かにし11），線虫病の防除法に示唆を与えた。スギ幼苗の場合は連作i葎寄の主な原因がネグサレ

センチュウの増殖によっておこるという成果が得られ， こんごの連作障害の涼因究明および訪

止対策上の示唆が得られた。

2. 林木 病 害

(1) 過去数十年間マツの激害型枯損がマツタイムシ類の侵害によっておこるとされてきた

が，実は一様の材線虫によっておこる萎凋枯死病害であることが解明された12)1九病原線虫は

Bursaphelenchus lignic olusと命名記載され14），和名にマツノザイセンチェウが与えられた。

このマツノザ、イセンチュウは穿孔虫の 1穏である Monochamus alternatus （マツノマダラカ

ミキリ）によって伝搬され，成虫の後金時にマツ樹体内に接種されることが解明された15）附。

ザイセンチニウおよびマダラカミキリの生態・生理・病原性などの分野に多数の新知見がもた

らされ17)18（，なお保護部本・支場の精力的な共同研究が進展しつつある。この結果， マツノマ

ダラカミキリの後食時期に殺虫剤を散布するきわめて有効な防総法が確立された。このマツノ

ザイセンチュウの分布は現在，関東以南沖縄本島までであり，その他の地域には見いだ、されて

いない。いままでに検討したマツ属の積類では日本産のアカマツ，クロマツおよびジューキュ

ーマツは感受性であるが，ゴヨウマツ類やアメリカ大陸原産のテーダマツ，ノ〈ングスマツは抵

抗性であり，スラッシュマツl立中度低拭ti:であることが解明された。テーダマツとグロマツの

交雑種のなかには抵抗性個体が認められている。さらにアジ

虫に対する抵抗性検討が設された課題と思われる。

マツについて本線

東北地方におけるマツ壮齢木の枯損はツチクラゲ （Rhizinainflata）によって基因される恨

の枯死によっておこる場合が多いことが解明され，焼跡に本菌の密度が極端に高まることが見

いだされた。本病はツチクラゲ病と命名された19）。

(2) カラマツ先枯病は 1960年に北海道に大発生したが， カラマツ拡大造林iこともなう環境

不適地造林が誘密である。病原語は Physalo.学oraJαricinαと命名され，本邦のカラマツにお

ける特有な病害であることが判明した。本病の発生環境が解明され20)-22），風街地造林地の激

害林分の伐倒焼却，浸透性薬剤アタチヂオンの散布が有効であることが解明され23），速やかな

行政処置によって本病は数年後には下火となった。しかし，本病はそのご北関東に拡大し，

1973年には：長野県下に侵入した。

(3) カラマツ落葉病は Mycosρhaerellalarici-l，ψtol，ψisによっておこる葉ぶるい病の一種

であることが解明され，本閣の生活史，生理的性質，菌糸によるカラマツ葉えの接種法が明ら

かにされた。いっぽう，本病の発生環境諦査が土壌，造林の各分野の広範な研究者の協力によ

って企てられp 多項目にわたる造林地の立地的諸性質が本病の発生要因として挙げられてい1

る24）。造林地において抵抗性個体の選抜の結果，多数の抵抗グローンを得，林木育種場の協力
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を得て，再検定された2九これらの扱抗i'':t:：クローンとカラマツ精英樹との交配を行ない，約 1

万2千本の検定）甘さとっくり，おのおのに病原諮の接種試験を行なって本病抵抗性の遺伝様式の

解明を行ないつつある。

(4) サクラの天ぐ巣病は Tajぅhrinawiesneriiによっておこるが，近年本病が多発し， つぎ

つぎと有名 あるため， の防i誌を目的とした基礎研究を行ないつつ

ある。サクラ各品種I/flの抵抗性の差異，人工接怒：法の検討，患部における病原！Islの討会夜掠式の

三lj的追及などの諸点において多数の知見が得られている。本病のお：病技の切断とその切断m1

：こトップジンを塗布することは患部のカルスの形成促進作用をうながし，有効な防i泳法の 1っ

として挙；アられよう。

(5) ストローブマツの発疹誘病；J北海道北部の造林地において突発的な激吉林分として；立

じめて見いだされた。ョls:l'l荷主接種試験の結果 Cronartiumkamtschaticum C. ribicolα－comp勝

exで Ribes（スグリ）認と Pedicularis（シオガマ）隔のniu属植物会中間寄主とする

あることが判明し26¥1止界の鈴I!H研究および森林病害研究に新らたな波紋を投げかけてい

る。さらに同一種の銃闘が本州中部高地のハイマツに潜在的に定着し，ストロープマツ造林に

対ーする新らた している。本語の生態・病理・訪！徐の研究は勢力的に続げられつつあ

ザ

-;;) 0 

(6) 各種樹木病原Liiの向定と分類学的研究；計年；こここ二十数年間力を；主いでさており，荷定

した標本数は数千jえをt1tする。とくに各種菜枯性病官、i，胴枯病[fill,

]J;iおよび銃j',_¥J類については半ば以上完成のi設に達したと去っても

るい病mi,i長ぐされ病

はない。しかし，最近

緑化ァドの広範屈の植栽ととも らたな病害が続々と環われ，これらの再定に追われているの

が〕見状で立うる。

(7) 材質路朽病27）については北海道およびつド州中部高地の班寒帯針葉樹林の生立木腐1'5病

よ らかになってきた。カラマツ造林地の協約病28>, サ

ンブスギ、の非赤1'i1ii1i1·~腐が；29>, ヒノキ・サワラの心臓れ病30）などが病原i認の種穎，被害保式の

点；う〉ら解明され？こ。

持nWJ；朽tlTPol~ρoraceae （サノLノコシカケ不ドI）寸前） Theleρhoraceae （イボタケ科） 36）およ

び均，dnaceae（ハソタケ科） 37）の標本は約 1万点をi；；：し，パブア・ニーーギニブおよびマレー

シブJ];:38)39）の多数の標品を蔵する。培1l議事長数；土約500を算し， 常時実験；こ供するために準備

されている。

(8) よびマツ丸太の防菌・訪虫40)41)は P.C.P.-Naおよび BHCの混合剤散布法

が開発されたが，碍剤とも使用中止となり，それに代り得る薬剤の開発試験を行ないつつあ

る。
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3. シイタケ

シイタケの優良系統の選抜42）を行なってきており，多数の野生系統，交配系統を得，現在，

第2次選抜を行なっている。パブア・ニューギニア，フイリ、ノピン，北ボ、ルネオ産系統の野生

系統およびそれぞ

シイタケ穫E土：：の劣悪fヒの原毘i；玄 HY1りOεreα，Trichodermα属の菌寄さ色i企のカど類が主役で

あることをl，在め，行政対策に寄与し

梧木の木材腐朽性害留については多紋の撞額の同定を行ない，ほほ完成のj戒に達しつつある。

4. 薬剤

(1) スギの赤枯病に対してはボノレドー液 10思散布法を開発したが，さらにこれに代る諸磁

の新薬の有効性を確かめた。

(2) アグチヂオンをはじめ各種没j主性殺菌剤の開発と適用試験を行ない，とくにカラマツ

先枯病に対してはアタチヂオンを特効薬として開発した。

(3) 殺MJI虫郁としては特にマツノザイセンチュウ （Bursaphelenchuslz旨nicolus) ｛こ対して

立木注入剤として適用可能な数極薬剤の開発に成功した却。

(4) 地上散布およひ：2芝1:J::itf文♂f にm{Wするi止を定期的：こしらべ林

おり， してし、J色での残王？が人否「i,

る45）。 err-j：ふi,'rMO
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11. 森林害虫に関する研究

森林害虫の被害に対し，総合的な訪除体系を組み立てるに必要な素材研究が進められた。森

林昆虫の分類では，キクイムシ類，ゾウムシ類，小蛾類に重点がおかれ，とくにわが閣のキクイ

ムシについては，系統分類古学の分野で大きな業績があげられた。生態に関する研究分野では，

｛回生態の研究とともに，群生態の研究に重点が舟げられ，｛医｜休若手密度の変動要因，発生環境条

件等の解析， 害虫密度の推定法，昆虫の行動生理，害虫の被害許容限界等について基健研究が

行われている。 このうち， 害虫密震の変動要因としての病原微生物の重要性が確認されたもの

もあり，有力天敵微生物の探索， 思虫病理学的基礎研究が推進され，天敵微生物利用への発展

に多くの成果が得られた。また，最近数年は，観光開発，道路建設等にともなう自然破壊に関

速した調査，大気汚染に関連した昆虫相の調査，緑｛七樹木の害虫，輸入材の害虫，乾材の害虫

等対応、すべき研究分野が拡大されている。 しかし，ここ 10年間の最大の問題は，表日本に依然

として，大量に発生しつづけているマツの枯損であった。害虫研究の立場から穿孔虫類の研究

が本支場共問で重点、的：こ行なわれた。

防除薬剤については，有機塩素系殺虫剤の使用禁止による代替農薬の開発が急がれたが，林

業薬剤協会，

しfこ。

農林水産航空協会の開発試験に指導協力ずる方向で， i功除事業からの要望：こ対応

I. マツの穿孔虫類

この研究の林業試験場における 本場および各支場で， それぞれ基礎研究が地

道に行なわれてきた。北海道支場合i徐く本支場共伺の研究課題として取りあげられたのは紹和

39年からである。東北から九州：二五る各地域に閲定調査林を設定し，害虫の群集構造，枯損型，

被害発生型等について調査し，地域，林の条件による相違点，共通点の比較解析が行なわれた。

この結果，過去の資料ともあわせて， i数寄地域，激害地域の比較， および恒常発生型， Jilil害;ffi[

土色型，；liz害型等の比較から， ：こ発生しているマツの枯損と穿孔虫類との関係さと解明する

資料が得られた。 しかし，設された最大の研究課題は穿孔虫類の加害性の究明であった。 この

目的の現地試験調査は， 昭和39年から千葉営林署内：こ設定した試験地を中心として行なわれ
、--，＿。 この試験地では，東京営林局，千葉営林署，上総担当1Kの全面的協力で， 必要とする試験

iii耳査が全て自由：こ実施された。最初に時期別に発生する被害初期木の全数伐｛述調査を行ない，

次に試験地の一部を用いて， ある区域を時期別に皆伐調査した。 この結果，穿孔虫の寄生以前

に樹木に樹脂異常（流出量の異常な減少）がおきること， この樹指異常木は， 7丹から 9月のPJJ

に継続的iこ発生していること，穿孔虫はこれらの樹脂異常木に二次的に産卵寄生すること
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明らか；こなった。さらに， これらの現象は他の地域， f色の被安林でも同採に発生していること

も明らかにされた。また，簡単な樹指流出量の立木調査法も

研究の推進に活用されてきている。

され，現地調3まや，その後の

以上の事実がli'm認された段階で，マツ枯損の問題は，穿孔虫類の寄生する以前におきる樹木

にとって致命的と思われる樹脂異常という生理障害をおこす原田の解明に焦点、がしぼられるこ

とになった。マツの枯損問題は，東北から九州に主る地域で，本文場の保護，造林，土じよう，

気象等の各関係20数研究室が参加した特別研究（昭和43～46i:ド）へと発展した。この結果，マ

ツノザイセンチュウの発見という大きな研究成果が得られたが，この総合共同研究への手掛り

となった穿孔虫類の加害伎の研究と，問題点を明らかにした研究の儲績はきわめて大きい。現

主は，本支場とも，線虫の媒介昆虫であるマツノマダラカミキリの研究が集中的；こ行なわれて

いる。このなかで，東北支場で行なわれている研究は，供試金の餌育法としてすぐれているの

みならず，発育と栄養生理に関する基礎研究として高く評価される。

2. マツカレハ

昭和30年前後に本支場ごとに発生消長調査固定試験地を設定し，それ以降現在まで，｛隠If本群

動態に関する資料を集積してきた。ほほ 20年開にわたる資料の解析に着手した。また，

験地の調交以外に，卵・幼虫・踊・成虫の発育・行動について詳細な諦査を行なった。このう

ち，幼虫の休阪は，温度のみでなく，日長に大きく支配されていることがわかった。この成果

ば，マツカレハの病原ウイルスの量産に必要な供試虫の大量銅育法として活用されており，ま

た，；［い将来マツカレハの発生子察に；；志吊される。

3. 吸収性害虫

主にハダニ類，カイガラムシ類，アブラムシ類が研究の対象とされてきた。

ハダニ類は施業の集約化（育苗法と拡大造林）にともなって，苗対I]および幼齢造林地の被害が

f 1,,9題となっている。スギハダニ， トドマッハダニの生態と防除法の研究が行なわれ，訪除法と

しては， j参速性薬剤の土じよう強用， 1主；斡詮付等が実用｛ヒされた。

カイガラムシ類は都市の緑化事業の拡大と共に重要度が増大してきたので，マツ・スギ・ヒ

ノキ・サクラ等のカイガラムシ類について，生態、と防除の研究が行なわれている。また，大気

汚染との関連性について諦査が行なわれている。

アブラムシ類は，北海道のトドマツ造林地の大害虫であるトドマツオオプブラの研究がさら

に推進され，現在害虫の総合的防除の研究課題としてとりあげられている。
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4. 採種閣の害虫

カラマツ，スギ，マツの害虫類の分類同定，倒生態，防i徐法の研究が進められた。

カラマツの球果害虫として，小蛾類3麗，タマパェ科1種の加害が認められた。このうち，

カラマツタネパエが重要種であることがわかったので，本種の分布，加害状況，生活史，行動

を明らかにし，防掠試験を行なった。

スギの球果害虫として， 5題の小蛾類を検索し，このうちスギカサガについては，生活史の

詳細な謂査が行なわれた。

マツのしんくい虫類については，新梢，球果さと加害する小蛾類13種を検索し，このうち主要

種について，各地における種構成の変化， i民生態を明らかにし，また有機燐剤による防除試験

を行ない実用化の見沼しを得た。

5. タマバエ類

スギタマパェ，マツパノタマパェについて，昭和46年から害虫の総合防除の研究課題として

とりあiデら:h,ている。

6. 天敵微生物

森林害虫の自然個体群におげる死亡要因として検索された多くの微生物のうち，主なものに

ついて基礎的病理病原学的研究を進めるいっ；まう，害虫防！誌に和用するための野外適用試験を

含む実用化研究が進められてきた。すなわち， ウ ｛ ;I, スでは，マツカレハ細／JE1~多角体病ウィ

ルス（CPV），マイマイガ，ハラアカマイマイ等ドグガ科昆虫，アメリカシロヒトジ等ヒトリガ

科昆虫の CPV，核多角｛本病ウィルス（NPV），ハマキガ等小蛾類の NPV,EPV (Entomopox 

virus）について病理学的ウィルス学的研究がなされた。

さらに，マツカレハについては， CPVによる訪掠試験が全国各地のマツ林でくり返えし行な

われウィルスの散布方法，散布量，散布時期等と防除効果，またマツカレハ発生密度とウ ，fJi, 

スによる防除効果との関係が検討され，密度上手1'.I時の儲｛本群：こ対し， CPV多角休を 1011i限／ha

の割合で散布するのが最も効果的であることが判明した。いっぽう CPVの大量増殖の方法も

検討され，：i士齢以後の幼虫を経口的：こ CPVにminおさせると約20日後に最大量の多角体を収穫

できることがわかった。

マツカレハCPVの般生物農薬への薬剤化についても研究が進められ， 1964年にはじめて粉

剤態、の製剤が試みられ，次いで・7](和剤態；こも製剤された。水和剤態のものはさらに改良が進め

られ実用化された。

そしカラマツの害虫であるハラプカマイマイについてもウィルス病が研究された。野外拐
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空中散布によっ1-、、－，および筑波山モミ林（約 50ha) ミ林（64ha),

一一、
て汀な ノ、ラプカマイマイのウ fノLス 21'長類あり， 1っ：玄 NPVによるもので，

度個体群：こ自然発生的に大流行するものである。他は CPVによる

うに流行病状態、にはならない。 これら南ウ i；！，スの多角｛本のほ

イの騨｛七幼虫期：こ散布すると， 商品ウィルス病が｛国体lffに流行状態となり，

自然で；ヱ NPVのよ

ラアカマイマ

高密の｛！母体I＼下；まrillか

いし低密度状態が継続するようになるつ このことから，ハラアカマイマイの防訴に CPV,NPV

の混合液：）；利用で袖きることが判明した。

ウノ；！，スの利躍は上述のほか， マイマイガ（NPV,CPV), ドクガ（NPV）等で聖子外試験が行な

わ；le, それぞれ有効な手段であることがわかった。

天飲｛数生物のなかで，細諸については， として，：W!Jf!!形成性大梓菌の 1種Bαcillusthurin” 

giensお（｜格者Bt）について，綿菌学的研究のほかに，森林害虫訪i注への利用方法の研究；予行なわ

れている。 自幼虫：こ対して， としてそ る内J与奈の作用；こよって殺虫性を

；；うつ， マツカレノ、 マイマイガ， グスサン， アメジカシロヒトソ， ミノガ；＇Ji，小g~

；こ妨訟試験が行なわれ，敏生物殺虫剤として られた。訟は比較的速

効的：こ｛紛らくので，効果発現まで，苧 る遅効性の CPVと組み合せて， それぞれの特

性を利用しようとする試みがマツカレノ、 マイマイガで行なわれ有望な結果iJ;f~j, られている。

糸状ili1の和fflについては， マツカレハおよびコガネムシ類で試験されている。高密のマツカ

レハ｛同体鮮に大流行ずることがある紫きょう病ililBeauveria bassianaの科用法の lっとして，

越冬用巻きワラを利用する方法が考察された。

れることをねらったものである。

ワラを菌で汚染しておき，越冬虫；こ感染さ

コガネムシ類幼虫に対して Beauむeriαtenella惑が検索された。 カラマツ林に大発生した

スジコガネifililf本r,手で， 3品会幼虫類；こ 80，%＇以上が硬化病死したが， よとの病原体から分離した B.

tenellaを純粋培護→蚕1£!lJで、の増殖培養→ノ〈ーク堆肥での±¥i:J議培養の過恕を経て，地Yu＇！さ

き込み施用することによって， そこに生怠する幼虫：こ菌 しめ，幼虫

の加害をi坊ぐことができることがわかった。 B.tenell，α閣のこのような利用法の開発が進めら

わしてU、る。

7. 穿干し虫の分類

穿孔虫頚；土森林害虫として重要できわめて複雑な内容をもら， 分類学上の開題点も未解決の

まま設されている。

必要がある。

これらは森林il/il有の害虫であり，森林昆虫研究者強自の立場から解決する

この研究の基本ーとなる標本の収集さと行ない｝Ji孔虫j、日とその分布，加害樹謹の調査を実施し，

昭和40年以後， つぎの新種・未記録撞；J;B本の穿孔虫相に加えられた山）6)7)10)15）～20）。
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ゾウムシ科く Nαno戸iyesdimorphus, N・mihokoae,N. proles, Orchestinus ocuta加s,Orche-

toides shirozui, 0. n~伸onicus, 0. mαetai. 

キタイムシ科く Scolytusαomoriensis,Hyorrhynchus unicornis, Phthrophloeusψinulosus, 

均lesinusoleiperd，α，Hylurgoρs卵 sivtzevi,Pseudohylesinus yasumatsui, Cryphぬ smotanus, 

C. scopな-er,C. sawαdai, C. kyotoensis, Ernoρorus｝αρonicus, Hypothenemus birmαnus, Try吋

pophloeusρ。ρuli,Taphroηchus striαtus, T. cojfeαe, Cyrtogeniusρhilippinensis, Poecilips 

peηicαe, Coccotrypes d，αcりJ争erda,Xyleborus similis, PiりogenesjaJうonicus,P. bistridentatus‘ 

ナガキクイムシ科： Plaりρustαiwαnsis. 

また， wrr属Neopteleobiusの記載や15），異名同種，所罵の配置換など15)18)19）の分類上の検討i'.1;

なされた。検察表はゾウムシ科のチピゾウムシ亜科とノミゾウムシ亜科の種別），マツ類：こ＇；： f：入

するキクイムシ矧ベナガキクイムシ科の属と種18），キクイムシ科の亜科，族，鴎16），ゾウキカ

ワノキクイムシ／，iiの種19），イピニ属の種20）について作成され，これらの同定が容易となった。

年々増加している輸入材にfす着して白木の港にはいってくるキクイムシ類についてはソ連材

33種，米材41種，南洋材66穫が再定され，その種構成から，とくに，南洋材の穿孔虫、の寝入

定着の危険性が高いことが指摘された7)11）。いっぽう，アジアのヒゲナガゾウムシの 100関心，

キクイゾウムシの 122属5）の探索表が発表され， ラワン材に穿入するものについても同定が可

能になった。

日米科学協力研究“太平洋地域のri~虫mの地理的分布と生態” して，台i巧省のオトシ

ブミ科5種， ゾウムシ科28種，オサゾウムシ科 5径が記録されa＞，キタイムシ科，ナガキクイ

ムシ科は既知設を含め，それぞれ89稜， 32'f歪いることが出告されfこ13）。

キクイムシ類の生活型と前胃の形態との関係から，族，属の検討，類縁関係，食性の進化な

ど系統分類学的な考察が試みられた12)14）。

8. シロアリ類

分類関係では，ヨドチ｜；と台湾の Reticulitermes属の検討が行なわれ， 4種・ 6亜種となりキアシ

シロアジは台i／＇｝に産し，奄美大島に亜穫が分布することとなった 21）。さらに， レイピシロアリ

科に 1種が加わり，総数は4科・ 9属・ 13種・ 5亜穣となった。本郊外では，東南プジアシロ

アリの分類学的研究の一環として，タイ閣のシロアリについて研究が行なわれ， Ahmadのモノ

グラフに4新種・ 135lミ記録種が追加された22)0

生態関係では，寄主選択の機構や，蛾道形成について，道しるべ物質との関部が研究されて

いる23124）。

（イ、悶久五）
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12. 鳥獣に関する研究

野生鳥獣の保護と防Phミ；こ関する研究では， 1970if.を境にして大きな変化がみられる。すなわ

ち諸外国において従来よりさげばれていた自然保護，鳥獣保護運動が，経済の高度成長；ことも

なう各種の公害と，開発による E当然破壊が顕著となった日本でも，ょうやく国民の認めるとこ

ろとなり，箇民運動にまで発展するにいたった。これに対応して，翌 71年｛こは環境庁の発足と
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なり，同庁自然保護局；こ鳥獣保護課が設けられ，従来から鳥獣行政を行なっていた林野庁から

引きつぎ，保護行政は拡大強化される：こいたった。

この社会的背景のもとにおいて，当場における鳥獣に関する研究も， 1970年までを前期とし，

それ以後を後期に区分で、きるほど大きく変記している。前期においては， 1947年いらい引きつ

づいて行なわれているネズミ在中心とした防鵠，とくに異常発生をくり返えし，そのつど大被

あたえる北海道のエゾヤネズミについての研究は，その基礎となる生態について詳綿に行

なわれ， i功給技術の擁立に大きく寄与している。

ネズミとともに大容を与えるノウサギについても， 1950.tf三いらい研究が進められ，その繁殖

習性を中心：こ生態が明らかにされ，これに基づく防誌の研究が行なわれている。このほかイノ

シ九帰化動物であるヌートリプによる被害が多発する：こいたり，この防除に関する研究も行

なわれた。要するに前期においては， ネズミを中心とした害弱の防除に関する研究に終始し

た。

後期においては，引きつづき防誌に関する研究も行なわれたが，重点は野生鳥獣の保護，と

くに農薬による二次被害と，これが防止についての研究，環境保全にともなう野生鳥獣の保護

に践する研究，また 1974年より；f立環境庁の委託による「野生鳥獣の保護繁殖にかかわる体系的

手法の開発に関する研究Jがはじめられ，昭和 53年度までつづけられる予定である。このほか

鳥獣科：土木チIIにおける唯一の研究議開であるため， よる

死についての研究を他の研究機関と共関で行ない， IBP も参加し，研究成果をみ

げている。

要するに，後期においては，前期より引きつづき行なっている防除の研究に加えるに，鳥‘獣

保護についての研究が行なわれ，その比重は逆転の方向をたどりつつある。今後はさらにこの

傾向が強まるものと考えられる。つぎに主な業績について述べることにする。

1. 林床処理と野鼠防除

この研究；丸掲口らI）によって行なわれたものである。現在は省力的な立場から，ヘリコプ

ター散布が定式化しているが，この防除法では科学的に不十分さが残り，その裏づけが乏しい。

これに反して，林床処mlによる防訟法は生態学の理論；こ基づいて行なわれ，予想どおりの成果

あげている。したがって，林床処理を加味しないで殺そ剤を散布することは理論的で、なく， i活

除の自的を達するのはむずかしい。

林床処理には筋刈り，全刈り，全メせり池ごしらえ，焼払い地ごしらえなどがあるが，このう

ちネズミの生息数にあたえる影響について研究した結果，筋刈りより全刈りが，全メリり地ごし

らえよりも焼払いによって生息数に大きな減少がみられる。また，小面積よりも大直接のほう

が生息数が少なくなる。
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しい林床処理法として，当然の結果として徐主主剤の使用が考えられる。これについて研究

した結果，ネズミの生息数および生怠場所の移動；こ大き なく，忌避作用もないことが

わかった。

るに，殺そ剤の航空散布による場合も，林床処理法を加味した訪i添さと行なわなければ成

果は期持できない。それにはネズミ類の｛国体群変動と分布領域の変化を継続的；こ追究し，森林

とネズミの生活条件の解析をあわせて行ないながら総合的な研究を行なう必要がある。

2. エゾヤチネズミの食性に関する研究

五十，112）吋）；主エゾヤチネズミの生患場所；立，その生活をささえている食物量の多少に影響さ

れることが大きいと考え，その語査研究を胃の内容物から判定する方法；こよって行なった。こ

の研究：三野i幌国有林内のトドマツ天然林で，調査区内：こ lm2の区罰 100か所を設け，食い跡な

ど した結果，クマイザサの芽・葉・芸;5；四季をとおして圧観的；こ多いのを認めた。

また，捕獲したネズミ類の関内容物としてあらわれた食草では，クマイザ、サがもっとも多く，

ついでタンポポであった。種類別では，エゾヤチネズミがクマイザサを 37個体が食べていた。

ついでエゾヒメネズミが 15個体，エゾアカネズミが7個体であった。これに反して，タンポポ

ではエゾヤチネズミが25f回体，エゾヒメネズミジ32個体，エゾアカネズミが 68個体も食べて

いて，あきらかに種類による食草の相違を示している。

エゾヤチネズミによるグマイザサの季節的な喫食の変化をみると，5～6月（こはササタケノコ

の成長があるので， これを好食するため喫食霊ば最大となる。 9～10 月に；立これが~i:手ササと

なり新葉が開く。しかしネズミの可食部分：ま 5丹の14%が最大で，平均；土436にとどまる。

グマイザサの穿子の形態， 7高生量，形態組成について，また月別のクマイザサと他議本？去の

花:5f子の着生について詳細な諮査研究を行ないエゾヤチネズミの食翠として

占めているクマイザサについて明らかにした。この論文によって，それ以後のヱニゾヤチネズミ

の生態的研究が大きく前進し，防総技病に寄与するところが多い。

前田町立野，1箆国有林とその周辺において，エゾヤチネズミによる食い跡のある草類を記録し，

その季節的な変化について調べた結果， l～3月にはササの葉と芽，ブッキリウ，イタヤなど，

4～6月にはタケノコ，マイヅルソウ，ヨモギ， ヨメナ， シナノキ芽など， 7～9月には前とfi¥J

じ食草：こウルシ皮， ノリノキ，オシダなど， 10～12月にはササの芽と葉，オシダなどと変化す

ることを認めた。 この結果から 7～8月の夏季；こはササを食べないて、，その他の草木を食べて

いるのは，食性の研究のうえから重要であるとしている。

MAEDA6）；ま， エゾヤチネズミの食性の研究から， 繁殖の根源はたん自費の多少によることを

知れ栄養液で、ある金革，とくにタマイザサを中心：こ電気泳動法；こより野内容物のアミノ按分

祈を行なった。その結果P 野暁国有林のト jゴマツ造林地内で‘採集したエゾヤチネズミでは，各
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種アミノ酸が季節によって大きく変動することを確め，飼育したものとも比較研究している。

柔Jlll7）は飼育下のエゾヤチネズミに遺伝的な変異があり，闘料の配合による繁殖の相違にも

影響していると判i訴し，これを分析するために電気泳動法により実験したところ，飼育下で累

代繁殖させたものと，野外で捕獲したものとを比較すると，保有するアミノ酸にかなりの相違

のあるのを認めた。

3. 殺そ斉ljの改良に関する研究

殺そ剤の改良は長らく喫食を向上させるための研究であった。しかし， 1970年いらいの二次

被害の防止，水質汚染の防止など，自然保護，鳥獣保護の立場からの研究が要請される｛こいた

り，従来の喫食向上から安全使用に研究方向が転換している。すなわち， 1970年以能において

は，樋口8）は殺そ剤の基材となる雑穀についての研究を行ない， いま北海道で広く使われてい

る殺そ剤の配合法の基礎をつくった。

そのご， 樋口9）の研究は殺そ剤の野外で、の使用法について行なわれ， ネズミの分布型と毒餌

の散布量を検討し，生息数との関連において散布量を決めるのが妥当であるとし，今日の適正

散布量の基礎をきず、いた。また，ヘリコプター散布の研究を行ない，散布憶などについて詳細

に諒ベ，ヘリコプター散布の技術に理論的な裏づけをあたえ，この技術の確立に役立っている。

1970年以後の研究については，木場・東北・北海道支場において， リン｛ヒ亜鉛の安全使用，

水質汚染，二次被害防止，代替殺そ剤について実験を行なっているが，いまだその結果を発表

するにいたっていなし、。ただ，池間10）はジン化亜鉛を関育下のウズラに投与し， 50J6

体重 1kgあたり 35mgであることを確め，ついでその 1/10, 1/50 f止を 10日連続で投与し，

つぎの 25日間は中止し，さらに 10日連続してしたところ， 1/10量では受精率が低下し，日時

の経過とともに増大し，最後の 10l=lでは死亡｛医体もみられた。 1/50設でf土初めの 10Bで受精

率に影響があらわれたが， 30日目以後から急激に低下率が大きくなった。しかし，死亡｛国体は

なかった。要するにリン化韮鉛のウズラに対する影響を明らかに認めた。

4. ノウサギに関する研究

ノウサギの銅育はむずかしいので，初めはこの技術についての研究が行なわれ，餌育設備を

もっ北海道支場，ついで、東北支場において飼育下の観察が行なわれた。また，本場においても

箱飼いの研究を行ない，繁殖させるのに成功し，錦育は国難でなくなった。よ悶ら11)12）はエゾ

ノウサギの飼育について詳しく報告し，飼育を容易なものにした。ついで，上自ら13）は飼育下

における繁殖を中心とした習性，成長過程について研究を行なった。

柴田14）は野外におけるエゾノウサギの生態を研究し，訪除の基本である生息数を知る必要か

ら，雪のうえの足跡により生息数を推定する研究を行ない，措定式について検討した。
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5. 鳥類の保護に関する研究

1970年いらい急速に重要読される：こいたった課題で‘あるが， 本場において；土 1965年より

士山国有林において各撞の試験訴究を続行し，その一部は東北支場においても行なっている。

この研究の基礎は生息数を堂混ずることにあるので，白井15）；三なわ張り記IT?]センサス法と線セ

ンサス法とをとりあげ，まず前者の方法で試験地内の生息数を調べ，ついでその試験地内を通

過する線センサス法で調べ，その結果が生息数の何%をとらえているか，すなわち線センサス

を計算し，その率；こ影響する諸要因を統計的に解析した。その結果これらの要問として

時亥lj，天投，林相，進行歩度，観察半径，季節，観察者の能力などであった。この研

究によって，線センサス法による広い地域のマグロな鳥類群集の掌握；こは， この方法が有効で

あることがわかった。

土方16)1りは岩手提瀧沢試験地において，巣箱を用いてシジウカラの紫殖期における生態，と

くに行動半窪について研究した。シジウカラのように，応用鳥学の立場から有益な種類につい

ての行動半径の研究は貴重である。

あたって，農薬による二次被害の研究はゆるがせにできない。池田18）は阜くも

1966 i:手；こ EPN,BHCについて汚染の危険があるサギ類などを用いて実験している。また，字

国J1119）；立除草剤の塩素酸塩剤の野生鳥獣；こ及；ます影響について，室内と野外の実験とにより，

その安全性を確認した。阿部紛；立東京都衛生研究所とともに東京i脅からカモ類を採集し，その

内臓から多量の塩化ジブェニルと PCBを検出し，強度に汚染されていることを報告した。

（学問jI i竜男）
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(1971) 

13. 治山！こ関する研究

昭和40年代のこの 10年，諜境の探全：こ対するw：の要請はますます高まり，これをうけて山

地における水土器全，森林の保全機能への際心とその活用に対する国民の期待はかつてないも

りあがりをみせた。

このため治山研究も既往の経過と成果を引謎いで，山地荒廃の復！日と予防， lki原理7)(，また

防災林のための基礎資料の充実にいっそうの努力カバ土らわれ，さらに滋林の7](土保全機能の定

量化とその活舟のための具体的森林取扱技能への発展に努められた。

I. 山地荒寵の復旧

(1) 地帯別経済的治山工法

治山事業の飛躍的な進展につれて，地帯別の立地環境に！之、じた合理的・経済的な復旧工法の

確立がつよく要請された。このため本支場共問研究として全国の代表的な数地帯に，総合的援

！日工法，単独工法および窺施工地の取扱い方法等に関する試験工が設定（昭和 33iド～39年）さ

れた。昭和40年以降はその後の経過鵡査が継続されると共に，初期成績について順次報告が行

なわれた山）。このうち最初に設定された雨戸内地方はげ山地帯の試験地は，試験途中で山火事

の延焼をうけ，大半が焼失する事惑があり11こむをえず中止するに主った。

(2) 新治山工法の現地適応試験

社会のめざましい発展とともに，緑化工は単に荒廃地の緑化に11::.らず，各種道路法苗や人工

開発裸地など多方面の分野にわたって活用が広まり，省力的・能率的な各種緑化資材，工法の

開発がいっそう促進されることとなった。これにともない，環境条件別の適用基準の明確化が
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求められたため，凍」二の激しい現地によって，施工タイプの異なる数種緑化工や簡易構作物の

施工方法に関する試験工を設定して検討3）匂L行なわれるとともに，林野！？っこよる

の一環として実施された全国十数か所の現地に設定した新緑化工の試験工調査資料の解析とり

まとめも行なって，雄ヱタイプ底分間（面状・筋状・隷状）の初期経過における遺志性について

検討をすすめた。

(3) 実擦緑化工における木本植物の成立

治山事業が拡大した一方，わが閣の経済・社会の急速な発展につれて，山地地竣における労

務の不足，ことに熟練労務者の減少を招き，必然的に省力的・機披力的な面的実接持、化工の開

発・活用が広まった。しかし，外来事を多く活用する商的実話工法は，

植物の成立が抑制されることが問題となった。このため，緑化用樹取の混括方法：二関して

および現地試験工による検討が進められているが，樹事の生育特性による組合せ，；蓄積霊とj見

詰割合の調整，雄肥成分の調整などを考悲した実播内容の改善によって，木本植物の成立を捉

進しうることがしだいに明らかにされつつある制）。なお，恒続的緑化形成や自

して，在来適揚物の選択や槌物群の研究，生存提進方法，施肥方法7)8）などの基礎的研究も行な

われた。

(4) 治山構造物の施工方法

治山慌造物はその公共性から安全性が強く要求されるため，設計理論に関する実験的・理論

的研究を継続した。壁｛本に作用する土IE.分布9），ことに壁i本の変位と土圧JO）の関協についての実

験的なf1平明を進めたが，さらに材料・措造物の強度と破壊に関する定量的理論の確立のため，

破壊力学的玉虫論の適用による研究にも着手した。なお，治山夕、、ムに作用する／filj撃力

領して，荒廃渓流における土石流を構成する石践の実態調査JI）＇渓床物質の粒授測定方法につ

いての検討も行なった。

(5) 施工跡地の取扱い方法

施工跡地の緑叱復！日効果をたかめるため，保育・更改方法が積極的に考慮される気運にある

が，前述の地帯別経済的治山工法に関する研究によって設定された既崎工地の寂扱い方法の試

験工については引きつづき経過調査が行なわれた12) （はげ山地帯の試験地は火災のため中止し

た）。 また， 治山工事：が集中的；こ行なわれた地域における経年的な変化過程の実態調査やそれ

にもとづく保育方法の考察13)14）も行なわれた。さらに近年急速に施工地が拡大しつつある航空

実播エ跡地および林道法面緑化工跡地：こ関しては，恒久認化の確立のほか，自然保護や修景，

走行安全等に関する盟主主的要請がたかまり，施工跡地の実態把握や保育管理に関する検討が進

められている。 （岩J11幹夫）
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2. 山地荒廃の予｜坊

(1）渓雨による崩壊危険地域

昭和30年代までに奈陪による崩壊の蒸礎的特性あるいは出壊に対する時限・傾斜・林中mな

どとの個別的な関連，さらに，質的にみた崩壊危強度の地域別源問は行なわれていたが，：frl：的

な根拠をもった危険地域の判定までには~っていなかった。

この 10年慌では， i）地質条件を異にする地域ごとに 3～5iPFfrの崩壊多発区を調査地に選び

ii）空中写真の活用；こより広域内の地況・林況・荒廃状況をかなりの精度で明らかにし iii）多

重回帰解析および数量化現論による判別解析によって崩壊と諸国子との複合的関連の究明が各

営林局・府県とも協関して行なわれ，笠的であった危険産の判定はかなり量的に表示しうるよ

うになってきた。

通常の山地では，数千ヘグタール程度を単位とした場合には白雨量と基岩の種類によって崩

壊危険度のおよその類別が可能1）であり，そのなかの数十ヘクタール程度を単位とした危険度

の判別には，傾斜・森林状況・斜面形・土涼深度・斜面長にそれぞれの重みをつけて区分して

いけば可能となる見とおしを得た2）。また，ある程度の崩壊がすでに発生した地域では，これま

で、の崩壊面積率の大小L 数十ヘクタール程度ごとの崩壊危険度の判定に有効な指標となるこ

とも明らカ斗こさ;Jrしている3）。

マクロ的にみた地形や地質の違いによっても崩壊の発生傾向はかなり違っており，現在もシ

ラス地域での検討を進めているが， これまでの成果は，国有林の流域別の治山全体計画の策定

や，木材生産を考慮した森林の保全的施業の指針ーとして活用されている。
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(2) 森林の山地荒堤防止機能

設計的な検討結果や｛おrnrJの実験例から， 多い森林は；f1i壊防止上好ましいこと， 地表を

る割合の多い森林は浸食防止上好ましいことなどはずで；こ明らかにされていた。 ヲー
、同ー

れら

官〉

をさらに兵体的にしていくため， tヨ円マ＇I吋， ,_ 吋

fとく河マー」品。

、ての現地測定もさかんとなってきた。

地表彼裂物の変化によ

浪系 樹摂のJ友銀試験の結果からは，小笹恨のH」量の1¥11加が

土議強度の治大をもたらすことぷ推定され，森林が皆｛之された場合；こは，ただちにj筒井えが行な

われても伐採後 10年内外の時期に林水恨系による土J亥緊縛力が弱まること された心。現実

の林内の崩壊発生；1;1J合は伐J%｛麦 10～li:ii:手；こもっとも大きな億三と示すことと照合す4 ると， t長系の

分布が森林の崩壊i功止f友能の主要な となっていることが時カ山うら これらの成果にもと

ずいて， )i',j壊の危険性の；r；行、地区での訪災施業法についての さiもている。

また， l]if立面詰あたりの土砂流出設として ど多量でなかったためあまり検討されて

いなかった林内流亡i立については， i止符方法の接域化によって：担当 る場合がある

ちp ,_ 

、ーら－' 土渓流出：こともなって詫分の損失ぷ懸念されることなどの見地から活発に検討されるよ

うになり，集運付泣；・ tMf.革命． による林内流亡土砂の室および粒筏の差異が浪IJ

定5）され，最近；ま，環境保全的な森林施業法を確立していくため，森林伐民などによる生態系の

変化に関述させながら林地からの土砂流出機構が解明されつつある。

なお，林道i〕H設ll寺；こしばしば話題になる林道拾土の簡易な流出防止法についての治討も開始

されるようになった。…般の林道におげる開設時の約土霊の実態、や， による樹木の被災状

況， さらに，残存林苦；：によること砂の官止効果についての調査が各営林局と共同して行なわれ，

J会土を効果的；こも？止させるための残存林帯の配備法・林帯では留ょとし空色、場合の簡易な土官法

の確立に努力している。

(3) 治山ダムの荒廃防止効果

治山事業の経費のうち可成りの部分を占める治山ダムの効果について 従来からその実態

の解析が期待されていたが ダムの効果が渓流荒廃防止のみに止まらず11昨夏・ i実岸崩壊防止や

その把；疫がi強難で，災害時：こ既設ダムを観察して効果の有無土石流防止など多面的なために，

を論ずるにとどまっていた。

昭和40年以韓は，まずダムの効果を確認する前提としての山地流域における土砂移動実態の

調査を林野庁と共悶で行なうとともに，従来の資料を用いて単独ダムの上流の±if；砂勾配がどう

いう条件によって定まるかを鵠べた6）。 いっぽう，

;J', 42年の兵庫県六甲・広島県呉・新潟県中条，

表面的な観察で， としては進歩がない

47 i:手神奈川県丹沢・熊本県天卒などの災害地

でJ,!f設ダムの災害防止効果の諦査事例を積み重ねた。既設の治山ダムの効果を増すためのダム

かさよげ法の研究7）も行なわれ，かさ上げ高さの限界や施工上留意すべき点などが明らかにさ
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れた。

現在，連続したダムの効果どどこ/:{i少の移動の面から解明する渓流荒廃実態調査が林野庁と共同

で進行中であり，さらに単独ダムのJ/f;T1少のが（接的i面形の変化をくわしく調査して，ダムの効果

を機能7}1）に明らかにしようとする研究も行なわれている。 （難波宣士）

文 献
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3. 7KifflH豊水

(1) 洪水危険地域判定

治山事業の効果的な実施と， dl[ll対策の有利なtit進をはかるためには，当然，どこに，どん

な方法で，どの恕度；こ実施するかということが問題となる。とくに洪水子！坊のための予防治山

事業，すなわち水源iii！護保安林，水害防Ii/Ii林， :Ell＼水工法などの配置法if,f；役時立するためには，

洪水発生の危険度の高い地域を的確に判断することが非常に重要である。

この洪水危険地域判定の 1方法として，昭和36年 6月の梅雨前線京市により発生した伊那谷

地方の災害調査を機会に，洪水発生の素国と考えられる地質，地形，土境，森林などの流域間

子と，山地流域における水の出方との関連性が，機会あるごとに調査され，降水量という気象

悶子は別途考えられるべきものとの理由からいちおう除外して，洪水比流量と関連の高い流域

因子の組合わせから洪水比流量を推定し，危険度の！煩位を判定する方法が試みられたりが，な

お引きつづき洪水比流量と各種流域医l子との関連が検討されている2)3）。

また，過去の出水資料，降水量資料のれjられる地域については，その資料によって趨過確率

洪水量あるいは超過確率静水設によって今後発生が予想される洪水の量，恭雨の量，あるいは

発生確率を計算し，それによって危険涯の順位をつける方法が試みられた心。

これらの成果と従前の探知向原成果をもととして，洪水発生危険地域の一般的指摘方法が検

討され，解析格子区域またはノト地形区域について高度，｛頃斜，谷密度の重みづけ組合わせによ

って洪水防止に視点をおい しい森林の配備のための重要度区域分画が広域的にはいちお

う納得できる結果で行なえる見通しが得られた5/0 
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(2) 理水工法

奥地水ii京地帯における洪水流出調節， あるいほ水資源確保のためには，森林の理水機能の最

大限の活用はもちろんである さらにこれと相まって両目的をいっそう効果的に達成するた

めの工作物が従前から考えられてきた。また！£釈に長期関さと要する奥地水源林で， 比較的大詰

:J'l1が伐採された場合，翌日庁後森林の理水機能が発揮されるまでのお；関は，森林の洪水罷節機能

あるいは水源秘義援能を補充する施策が必要である。森林の理水機能を補完するこのような工

法を:E_ffi水工法と名付け， この 10年間も研究：日継続された。

山!l支理水工法：これは文字どうり山政斜面に施工する理水工法で， j誇渠法，！竪穴法，氾濫法

..;._ 

Jよ これに導水もしくは貯られている。溝渠法は山腹に一連のj制見群を造成し

水させ， i持栄の底からの浸透；こ期待するものである。竪穴法は， i也摺の浅いところに難透水m
あるいは非浸水層があるところで， こtしら をつき破って穴を堀り，渓流水を導いて下部の

i霊水層へ注入jあきさせる方法である。氾；監法；二；実流水を簡単な横工および導水路で比較的一様

な援斜面；こ広く， ゆっくり広げてi弘主させる方法である。 これらの工程が赤城山麓，間！添え重

(JJおよび伊豆天城山地でそれぞれ現地に試験的に施工され， 玉虫水効果が検討された6）。 そのほ

iJぅ 多雪地帯の造林のために造成された山腹切取階段工の理水効果も された7）。

i実rin理水工法： これは水路に横工を設け， その渓流水の一時貯ifiiと渓岸， i実床等からの浸透

に期待する工法で，｛沙1現（ti左手主体あるいは銅製えん堤などの透水性の横工が主体である。砂瞭堆

f立j良工について

適用試験結果から，

本場実験水路による室内実験が行なわれ， また｛戸支天城山地における現地

その流量調節効果が検討された8）。昭和41年から治[l_J舟に鋼製えん堤が渓

i習に施工されるようになったが， この堰堤のj重水性：こ靖国し， j実関理水ヱ法としての流量調節

効果を検討するための設内実験が行なわれ9), また宝川試験地で現地適用試喰が試みられた10）。

これらの研究は， 理水工法の定性的な流出ないし流量調節効果を確認した。 しかし定量的な

前ではいまだ実用化に遠いことを明らかにした。 この工法の本質は， と表層地質の透水性

を自然のままに最大限に活用することにある。 したがってその実洞化のためにはこんご地層と

の関係で場所による量的適工積の決定方法の検討じ比較的大規模の現地試験が必要なことが

明らかになった。

(3) 林況と流出

林況の変化が流出に及ぼす影響を解析するための観測が， 設かIJ,宝J11, 竜の口山， 去J11の各

森林理水試験地で、継続された。そしてよJII森林理水試験地の北谷，釜部の 2号沢，宝JIIの初沢，

竜の口山の南谷および北谷， およびアメリカ Colorado少［，IWagon Wheel Gap森林理水試験地

のB流域の 6小試験流域で得られた森林伐採の前後 16～28年間の水文資料が，主として推計学

的方法で解析され， 皆仁iミ，択伐，再生樹J'¥'iの変化などにともなう年・季節・月の各流出量，

7］（・王子水・低水・渇水各流水量およ ・1首水ピーク流量等の変化が， 既往の成果との比
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較を含めて検討された1九

この研究成果と内外における従前の伺種成果：こもとづいて，洪水防止および水源かん養のた

めに望ましい林相と施業方法が検討され，現時点でそれぞ、れ望ましいと考えられるものが具体

的に提案され，ま／こ水源かん護地域の一般的指指方法も検討され，解析格子区域またはノト地協

区域について高度，傾斜，土壌，地震の重みづけ組合わせによって水源かん養に視点をおい

ましい森林の配備のためいちおう納得できる広域的重要区域分眠法の見とおしが得られ

一入 12)13)
i」 （森沢万佐男）
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10) 林業試験J別手足沢万｛主男ら）：：大関税伐係地における郊，%／1¥7）（調節法， II/?,48関手f林野事業特別会計技

術開発試験成純手段告；1]:, (1974) 

11) [il野秀Y;'i:・森林伐採および伐係地の槌被変化が流出？こ及ぼす影響，林試f,Jf報， 240, (1971) 
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分と裂ましい森林施業，森林の公主主的住完結計主化調査報告書 m,(1974) 

4. 防災林

昭和 40年代にはいってからも海岸林地が種々の開発対象地となる場合が多く，機能をあまり

低下させない純屈で必要な最小限度の海岸防災林の林帯幡や林の艶置を解明することに力が注

がれた。

海岸防風林については，日本海岸・太平洋岸の路地点における種々の林型のクロマツ林で砂

地塩分と林帯構成国子の関係が調査され1トベ林帯の必要限定幅がほぼ把握できるようになり，

具体的配置計翻も示された針。林の最適掘についてはまだ不明確な点もあり， 風間実験が計画

されたが，成洞の規模が小さいために一時中断されている。神奈川県湘南海岸防風林の台風被

害についての依頼調査，新産都市指定にともなう秋田市飯島海岸訪風林の取扱いについての故；
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頼調査，能ft.酒田営林署管内の保安林一部解除問題に関する依頼調査が行なわれ， 11i1J

j試j木造成許商の現地指導が行なわれた。

7γ 
、、ー された人工砂丘の塩風防止効果ベ

が行なわれた。海岸訪災林；こ関しては，

にひきつづき，被害防止のため

された防風摘の防風機能7）について測定

自然災害訪止機能の外：こ大気汚染・騒音防止林あるい

・休養林としての効用を兼ねそなえた海岸林に対する期待が涼まっているので8)' こ jてし

らとの関｛系について防災林の聞から

北海道における梅岸林造成技術はま

－研究を進めることが必要となろう。

ものとして しておらず，基礎的なことが

依然として問題にされている。北海道支場ではカシワ海岸訪風林の斌irVi形賎， カシワの の

枯死時期と枯死の原因町こつい われた。また，汀線付近の空中塩分のま詮誼分布川，

カシワ林内の空中塩分， 空中塩分と された。海岸の！誼栽木を塩風から保護

するため，従来のものより防鼠効果の大きい新しい型の訪風摘が試作されている。ブUM支場で

は海岸前線砂地に造成されるクロマツ幼齢木に及；ます塩分と と実験によ

って調べられた12）。

飛l，少i坊備林については，茨城京東i鋲すの飛砂防鵠林の工場用地転用問題につい

,-＇守、
干丁なわれ， 処理方策が提出された。

山地防風tilt帯について 樹帯の構成・ ついて成存保残林帯の調査が行なわれ，

収集によってこれまでの実態と 、角 13)
1ーしア｝ 。この期間に患 ：こ対す一

る社会的要詰がiWiま久保護樹帯の設定が各営林局で進められている あるので，研究の

進展をめざして鼠洞実験や現地測定法についても ら；／1,ている。

騒音公害の噌加につれて森林の騒音訪ょと機能が注呂されるようになり この年代の後半から

訴究が開始された。 1主f額・ . ＊ヰ：帯揺と通過する出色雑音の減衰量が制定された結果，

騒音減衰機能がかなり明らかになり， さらに周波数別のi設能について

森林の大気浄化機能の研究については予備的な測定が開始された。

雪崩訪止林関係では，

の雪崩被害や雪食が増加するようになったのにともない，

われている。

われて林地

低下させないで伐採

る基準を見いだすため，前生林の一部を帯状・君rn：・散生状に現存した場合の雪崩防止

効果16¥若齢林分の雪]ID出現状況mの諮査が行なわれた。伐恨の樹久年数，後継更新樹の成長

経過についての調査，｛文恨を想定した杭の

共同で継続されている。

と十日町試験地の

雪崩訪止林の説置基準を得るための基礎試験が山形分場で開始され，森林投探およびその後

のtili被状態の変化にともなう積雪移動の増加1si,立木木を想定した柱の配置と積雪移動・柱に

加わる との関係19）が追求された。実際の林についても， の発生を防止できる最小限度

の立木密度2ベ 雪崩防止機能を発揮できるようになる立木の大きさ21)が本場と山形分場で認査
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され，立木密度についてはほぼ明らかになった。さらに，老齢化した雪崩防止林の更新方法と

して高伐・帯状伐法が検討された。雪崩訪止既施工地の健生の生育，階段の経年変化が調査さ

れ22i,切取暗段についても山形分場で、試験が行なわれた。林木に雪崩被害を与える雪崩戚の理

論的考察が行なわれ円表層雪崩によるスギ林の彼害が調査された。閤有林内の冬期交通の増

加にともない従来工法の地に，品枠工・柵ヱなどの設置基準が要望されるようになり，山形分

場・十日町試験地で雪崩防止楠！の試験が開始され既施工怖の調査が行なわれた。

（主玉川政幸）
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14) 防災第l研究室：林木の騒音効J.!ニ効果羽交例，林試研報， 256, (1973) 

15) 怒1111R治：騒音防止機能，森林の公益的機能計量化認査被告；t：：（皿），水利科学研究所，（1974)

16) 佐伯忠夫ら：保残林帯のなだれ防止効果について，治山， 18, (11), (1974) 

17) 一一一一一一：念、斜地のy)Jf/lt林の埋雪状況，雪氷， 31, (1), (1969) 

18) 佐藤IE王子ら：綴雪の移動と移動圧に及ぼすカヤの影響，日林東北支誌， 22, (1971) 

19) 片岡健次iおら：不安定地における積雪の移動と移動圧，日林東北支誌， 22, (1971) 

20) 石川政宗ら：なだれ訪.tU本の立木密度，雪氷， 31, (1), (1969) 

21) 佐伯正夫ら：若齢林分のなだれ防止機能（空中写真による半日読），雪氷， 32, (3), (1970) 

22) 高橋喜平ら：なだれ妨止階段の機能と施工地の経年変化，林試東北支年報， 10, (1969) 

23) 樫lll徳治：林木のなだれ被害と暴風被害との関係，三雪氷， 29, ( 4), (1967) 

5. 農林漁業における環境保全

農林漁業に関しても環境保全問題がますます重要視されるようになって，昭和 48年震から大

型別わく研究「農林漁業における環境保全的技術に関する総合的研究」が農林水産技術会議の指

導により 5か年計画 れfこ。

この研究のなかで農林漁業と水土保全の関係も重要課題のーっとして取りあげられ，防災関
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誌では森林と水土保全の関｛系の研究を分担することとなった。

ものである。

この研究の概要はつぎのような

コi立場および 5支場で，よとの所管地域の特徴的林相の林分をとりあげ， iえよ'2，；引き水移動，

発散， j志’l凱地表流出，中mi流出，侵食土砂流出，地表変動tJ｝の各種森林水文あるいは山地荒

夜のillil別現象を森林生態系の実謡，随業方法とのi支j述で辻鮫測定する。いっ；まうほ詑また

行の同種経常研究の成果 る。 jjljJ者をあわせて森林生態系の変化：こともなう水土の勤

きを把隠し，森林の7j(土探全機能を定主的；こ明らかにし， 水土｛系金のための森林関係指保を明

らか；こして，

評詰Iiする。

既il：の森林の取扱技術を環境保全的i則前から再評｛隠し， またこんごの技能を事前

この研究の設計は，森林のi苦手水遮断機能に！認する充実した研究1)' 山地における水収支議儲

；こi認する基礎的研究2）その他の既往成果と実施経験をうけて行なわれた。

（中野1,；意）

文 議I

1) 村井宏：深林組生による降水しゃ断についての研究，林試研絞， 232, (1970) 

2) 小型r%なら：［liJ断定成における水収支｛妥協；こ関する研究， i可JIli1iE岐における水収支法的に閉する総合

研究， (1968)

14. 森林災害・森林気象に関する研究

1. 森林災害

この 10年間のう よとの前三！とでは森林災害の研究は拡大造林にともなう ・雪？Ifの多発；こ

対7忘するるiJf究と， 111付人口流出；こともなう山火事消火の讃動化を目標とした林野火災の研究；こ

重点がおかれたが，後半では自然｛呆護・環境保全に対する社会的要諾の高まり；こj志じて，研究

対象は天然林の災害や都市林：こも向げられるようになった。以下に各撞被害別に研究経過と成

果の概要さと述べるが，次主主で詳述される森林の寒害防止や’ぷ雪地帯のiilt林技術に！到する研究に

関連するものは省略したので各墳を参照されたい。

；東害：；東害の実害が大きかったのはスギの胴枯型凍容で，東北地方から九州、！にかけ太平洋側

ilJtおこ多発した。 これに対しては品種・系統の耐凍性が本・支場で諦べられ，多くの匁Ilic!.が得

られた。また， jL)十l支場で常緑広葉棋44:E重の耐凍性季節変化が調べられ，緑化樹の選択を容

易；こした。；東寄危険地域・地形の特定についても多くの研究がなされ，二・三の例をあげると，

阿武限山系の波状地形の所は冷気が停滞しやすく， 可！日1時間jが長いため地域的；こ危険なこと

i波地形では南向斜面の斜面下部・ i立！？移斜面，谷間；こスギの被害が大きいことなどが賊告されn,
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北海道ではパイロット・ブォレストの沢沿い地域で，春秋に著しく抵温となる年があり，

マツの凍害を起こすことが明らかにされた（北支年報 1970～’71）。 j恋栽保育方法による凍害防

の効果が著しく 2），また上方法光と凍害の実験から落葉樹林下の

された。施日巴との関係ではトドマツへのNの過剰施胞は耐凍性

止法については，ス

樹下描栽は危険なこと

低下をまねくことがわかった（日林諸84）。またスギ被害木の｜司自状況に応じた事後探育手段が

考察されたぺ

どのと山形分場におけるら14冬期間の十日雪害：基礎資料として 1951

測定結果が発表さ 山形分場の積雪移動の安定斜面しくみについては，

立木馬辺の積雪状況は不均質で，民元よブ'71す

近｛立融雪期にはいってもしまり雪が見られることP 立木｛こ加わる移動症の影響純国は 5～10m2

で，立木密度と積雪クリーブとの揺はほとんど無関係に近いこと，移動記より沈降庄が大きく，

J三との関係が調べられ，で立木の形態・配置と

幼齢木の形態についてく仰jくことなどが明らかとなったへ根元出りの大きい木ほ

主主径・樹正；j.樹冠筏の大きい木や形状化・斡曲りの小さい木は相対的に埋雪しにくいこと

された（東北支年報 11）。スギの斡にみられるコブ状被害は幼齢時代の芯折れや幹折れに

は，

・アテ分布の解析かスギ｛え恨における古
J
h

その発生機構が考察された九起因し，

？／’ 
し＼当初から成長の良い木は最後まで成長の良いこと，幼齢期の少雪lf.にら，

がわかり（東北支Sfとことなどが明らかにされたへ

樹幹の傷跡から雪害発生野！疫の推定之とすると，11)' 

10～15 ifぺこ l聞の割合であった針。棋極・

され fこ

く（東北支たより 145), 

フナが期待しうる他は各種針葉桜の改試験地の中！日j調査で，

リギダマツ（東北支年報9,13, J:li北支だより 126）。また，

その

る危険が指Jおされ

しの開始年・総i

りの少ないこと（日林東北支誌20）などが顎らかとなった。

他，裏目木に1i!Jえたオそそ子系スギは/.lJJj[j主枯病：こ弱く

fこ10）。保ずiーによるス

コパノヤマハンノキ

：計支打ちと成長・被害との関係，

続年数など、の試験が111形分場で継続されている。その他，多雪地帯での斜め描え

に比し木がぞI＼雪し難く，立

げる冠雪害fttr会度の地域区分12）が試みにられたほか，

各地の被qcg.実態調査が行なわれ，樹題・ 1前栽方法・保育方法の選択が設婆であると報告された

二怖 11)
乙：1.GJ、。りも良いこと次提の発達を促し，

冠雪害については，気象資料から日

（現代林業7,1968；東北支たより 125；日林東北支誌20）。その他，カラマツ

報告され，基礎資料を提供した13）。

風害：器風容については，立木引き｛到し実験から，広葉樹は針葉樹より抵抗力が大きいこと

菌寄木；訴手折れしやすいことなどが硲認されたω。この 10年間顕著な風害は少なかっ ス

天然記念物ノ、1966 if.合成26主去による風寄と対策15),ダーマツ林の風害，寸ラッシュマツ，
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リモミ林の風害の拡大と訪止・復？と対策ωが鵠べられた。その他， カシワ海洋林の校枯れが冬

季の塩成害で起こることm，またグロマツボ東砂と塩分の複合作用で葉枯れを生じやすいこと

（九支年報 14,15）などが明らかにされた。

森林火災：火災対策については消火剤の検討18), ヘリコプターによる消火方法などの試験19)

われ，その実用化が進められた。また都市林の防火的な効用が検討された20）。

以上のほか，自然若手落の保全や森林開発に伴う自然破壊が社会的な問題となってきたため，

これに対応するべく，伐採や道路開設に伴う森林の風害・冬季乾燥寄・拾土害・雪圧害・飛石

・｝武食などの発生とllU喜・地形・気象・人為の加え方などとの関i系や， これらに対ーする回避

策・被害拡大防止策などが，主として亜高山地替について調査報告された21）サヘ
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森林気象2. 

気象観測資料のない山地の気候を推知するために， i浪られた観測資料を解析し，任意地点に

i昆

とくに気温については，北海道における

また，東北地方については任意地点の平均気協の推定と，

重指数および積算寒度を算出する毘帰式がえられ，それぞれ分布図が作成された山）。北海道に

ついての推定法を求めようとする努力が進められた。

任意地点の月平均気温推定法が，

おけるハイマツ分布下限の温室揺数が27℃であり，逆にこのことから山岳地域の気温推定が可

能であることが実証された3）。山地の年平均気温を求めるさいの， 斜面の方位に対する補正方

法の試案がえられた心。

地温に関しては，平らな芝生地のj奈さ 30cmの月平均地湿の緯度・標高への回帰式が得られ

森林や樹木の雪害防ーiとに資
』シ人
：；：：；斗：，任意の場所の月平均地温を推定する足がかりが得られたへ

日数・最深積雪・恨雪期開等の分布陣が｛乍らするため，多数の雪に関する観測資料から，

れた6）。

拡大造林lこ対する気象的適地判定に資するため，各地で山地気象の調査観慨が行なわれたが，

1962年から 1965年にかけては岩手山北東斜面で， 1966年から 1969年にかけては八！？市平地区北

斜面で，積算気象計を用いて観測が行なわれ，気温の標高に対する分布や減率が求められた市）。

安倍でしかも｛回和な時器の考案も行なわれた。その一つ

積雪の沈降庄でttr

l三l記器の円/fijll寺J-J-f；：電

ざしたお討し

また，遠隔地の山地気象調査のため，

は最深積雪掲示計で，鉛直にたてた柱：こ

れ曲るようにしたもので， 十
日
｝
仇

〉ザ I J吻 9)
九時レ／」 。

安践に自記器を長期｛とすることに成功した10）。池時計を組み込み，丹がjの回較速度を減速し，

これらはいず、れも遠i塙地の気象鵡査を容易にした。さきに考案された積立気象計の受光部のセ

レン光電池弘シリコン太陽電池ととりかえ，性能の安定した積算臼射計が作られた11）。

スギの寒風害防止の研究も引き続き行なわれ，防風林の効果範囲は意外にせまいが， 上木被

さ；l＇している

さらに県1)'.t位

覆の効果は著しいことが明らかにされた。また，寒風害の発生が著しく気象

ことから気象条件による全国を対象とした寒風害危険地帯区分が試みられ引

を対象として，群馬県・岩手県について危険地域区分が試みられたωω。

最近皆伐作業が更新を困難にしている例が多くなり，非皆伐作業がとり入れられるよ

うになったが，吏新との関連で林内照度を明らかにする必要が起こってきた。これに対応して，

】レ λ

＝ζ／ー，

また，林木は，

そのt器産をはかるには葉の相対

語々な林の相対照度；J＞，積算気象計により，数年にわたって観測された15)1ヘ

カラ

葉で光を吸収して光合成を行ない，有機物を生産しているが，

日夜度に対する反応を明らかにする必要があり，葉の比面積や葉量と相対照度との関係が，

マツ・シラカンパについて追求された川凶）。 （向上正夫）



-107 

文献

1) 治医i久叉：；j七海道｛壬；立地点の月平均支払日捻定法， j本試続報， 206, (1967) 

2) 小島店、三去［I: 11l:北地方におげる任意地点の平均気温の推定とi,¥ll.長治安V.および綴算三主N，森林立地， 12,

(2), (1971) 

3) 正H奇数男：：；｛（，＼j（からみたノ、イマツのま表直分布，林試ゴヒ支年総， i切39,(1965) 

4) 向上忠夫ら： LLitむの年平均気滋J設定方去について，森林立地， 10, (1, 2), (1969) 

5) 草下正夫ら： illitl1山地帯のiさ林技俗，剖文，

6) 小島忠三郎：森林の’'.-lH芸とま；の3主役，
7) 小島忠三郎ら：気象絞｝~illそ用いた岩手山北東斜面のt~｛下';jjj!J気温調主主， 日？本東北支誌， 20, (1968) 

8) j仁田i建二ら：八幡平地区北斜立立の気象潟主主， 認材；東；！と支誌， 22, (1971) 

合） i完治喜三J'.：最深積雪j[i示言＼・について，’1/7](, 30, (4), (1968) 

10) 治田久夫：森林・山地気象観浪l]Ffl の長持if~ 記円筒II寺言j·の試作， Fl 林誌， 52(11), (1970) 

11) 小品忠三郎ら：積算1:1射金（絶対筏）の簡単な測定法，ぉ林誌， 52, (10), (1970) 

12) 佐々木長儀ら：スギ寒風害発生危険地域密i主主の一つの試み，林業技術， 285, (1965) 

13) 向上正うたら：スギの寒風害発生危険地域区分の一つの試み－l¥l潟県のJ：£；会，森林立地， 12,(1), (1970) 

14) 小島忠三郎：数主化による案成答危倹i自信区分のf考え方，森林立地， 10, (1, 2), (1969) 

15) 小島忠三郎ら：術単な釘射程m言iとこれを用いた林内日射足（HqN）の連続jP,IJ定，日林主主，49,(2)(1967) 

16) －一一一一一：林内照度の述統測定伊！］， 13備と， 50, (9), (1968) 

17) 涜木良之： J.EE[::1林分の茨i,1:，日林誌， 55, (10), (1973) 

18) 一一一一一：林木の葉の SLAtこl宝lずる研究（肢），シラカンパ模型林における禁の上ヒI訪問iと季節・波陰

の！ヌ］［系UJlく｝混入日林誌， 55, (7), (1973) 

15. 森林土壌に関する研究

昭和40～49年の 10年間は，民本経済の成長，産業の発展；こ大きな変化のあらわれた時期で

ある。このかんに森林土壌の研究；こも特筆すべき変換がみられたのは，上記の動向と無縁では

ないっ

昭和40年代の前半iこは， 30年代からつづいた林地土壌の生産力：こ関する研究（別掲）が終了

した。この研究の結果林木の成長予測技術は格段に進歩し，造林適地の判定，遊木の選定に関

する土地条件の研究，とくにその生産力的期間はほ；玄完成されたといえる。

いっ；まう，戦後の大造林，なかでも生産性の低い天然林の人工林化（拡大造林）；土， 30年代に

しく したが， 40年代にはいると衰え i副本可能林地の 7割近くをすでに人工林

｛じした現在，今後、の拡大造林は当然スローベースであろう。また残された林地は，より痔悪でも

あり，災害発生の危険度の高いところと考えるべきである。したがって適地の暫定にあたって

生産力的側面ももちろん重要ではあるが，環境保全の側関も軽視してはならない。

林地土壌の生産力：二関する研究の終了を転機として，研究の方向は，林地の物設移動・循環，
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地力維推，高冷地の天然賀新など環境開題へと移った。

40年代の後半は，環境保全に関する研究が大きく取りあげられた。土壌部門でも，森林生態

系の実態解析が開始されたほか，環境保全指標（こ関する研究が新しく発足した。また，過去20

年余にわたって蓄積された土壌の基階研究の資料を集めて，林地の水源かん養など，公主主的機

能の一端を計量化した。これは行政からの早急な要請に対応したもので，その結果，森林のも

つ環境保全機能；土高く再評価された。

昭和40～49i:手は国有林野土f:/il調査の第2殿10か年計画期間にあたる。 39年までに終了した

第 1期計画期間では，主に第2陸林地を対象とし，皆［文馬村林地の土壌を優先的に調べたが，

第 2期からは，天然林施業林地についての調査が重視されている。また民有林適地適木鵠査事

業も，従前は，拡大造林予定地を対象としていたが， 44.t手からは全林地の調査に切り換えられ

た。このため高寒地など，いままで精密諦査の及；まなかったところの土壌が問題となり，これ

らの生成・分類・性質の解明に力を注いだ。匿土調査では， 5万分の 1土壌調査が 48年で終了

し，現在20万分の l全県土壌図の作製が進み， 50年度で北海道の一部を｜徐き完了の予定とな

っている。

3土壌調査事業はいずれも 20余年期継続されたものであり，ょうやく現在完成あるいはそれ

に近づいて，日本の森林土壌の分布もほぼ撹要が明らかになった。今後はこれら永年の成果を

十分活用するように，土壌調査の多酪的利吊の研究が始まろうとしている。

1. 土壌の生成，分類

小笠原・沖縄諸島の返還によって，熱帯，亜熱帯の森林土jぷがおiしく調査の対象に加わり，

E当然その分類とこれを裏付ける土壌生成の解明が問題となった。これより前，竹原は南西諸島

の土壌を調査して，その分布概要を報告した。新しく区分した 2,3の土境のうち，灰白化赤黄

色土は亜熱帯ボドソツレ（赤黄色ポドソツレ）化土壌に属するとの見解をとった。その後黒鳥らが詳

細な調査を行ない，氏由化の成因について，表層の停滞水による還元作用がその主体をなすと

考えた。また沖縄に分布する赤色土は，石灰岩基源（暗赤色土）を賂いて，日本本土の丘陵地に

みられるものと同誌な吉土壌であるが，費色土は山地土壌の主要な位置を占め，本弁！山地帯に

おける褐色森林土に匹敵するものと考え，沖縄の現気侯下で黄色土の生成が可能であると推論

した。これらの調査から日本の黄色土，褐色森林土とくにその黄色系について生成，分類上再

考の必要が生じた。

いっぽう， しだいに高冷地におよび，また自然保護の芦が高まって，天然林の詳

細な調査が進むと，表層グライ土壌，暗色の土壌など 2,3の新しい区分が必要となってきた。

表層グライ化作用は，多湿，重粘な土擦におきやすく， i皇陵ポドソツL,／こ不可欠の作用で、ある。

この作用を証明するため，室内での土壌生成実験を試み，有機物の分解，水分供給の条件下で，
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同

ポドソツLの分布域と掲色森林土

赤黄色土；こも，

じ条件下にあればおこる可能性が考えられる。暗色の土壊は，

量産成帯性をもって出現する。肉眼ではポドソソL化作用を認められな

この作用はまた掲邑森林土，j毘｛金ボドソツL：こ酷似した土壌の生成を認めた。

の分布域の境界付近に，

人工植裁に：土問題が多い。は｛13;く，従来；土褐色森林土として扱ったいfこめ，

これらの土墳を註合する新しい土漆分類体系を整備するため， 40年代の後半；こ， 3～4年を

としちく

土壌型， E主型の 4段階をもっ分類体系を作成し

わち土壌群を土上表亜鮮を新設することとなっ

と，｛底次の分類カテゴリーを規定して，亜群，

した結果，して

土壌の理化学性

しい土漆分類体系の作成にあたって

2. 

当然，新設の土擦の生成機構を解明する必要がみ

これらの解明に重る。また土壌の性質の相違点，類縁関保をも明らかにしなければならない。

土壌の化学1~ι 粘土鉱物の研究が行なわれた。

(1) 化学控

j霊能ポ F＇ソtJ！，，暗色系褐色森林土の性質，

ぃ
向
山

2｛酉鉄の存在，

ボドゾノレと性f生

とくにそれらの路植について，

とブノレボ酸の炭素比，粘土鉱物その他を謂ベた結果，湿性ボドソツL

を異にすること，暗急系褐色森林土は擦準的掲急森林土と湿控腐植型ボドソゃん化土tilとの中時

的なi会費をもつことなどが判明した。

あるいは相互の縁類関部につい赤住土，叢色土，赤色系および黄邑系掲邑森林土問の相違，

て，化学性，粘土鉱物の面からの研究は今後も進めなければならないが，遊離酸化物の性質，

あるいはその差と金鉄の比などメーラー・ジャグソン法で、抽出される鉄の比，

、指標伎をもっ可能性が考えられた。

物理性

とくにタム法，

(2) 

土壌の物理性は，保水性，通気・透lki全など，林木の生育に関係する条件として，永い年月？

しこれらの誇性質を一元的に表示できる土壌干し期解析が重課された。研究されてきた。また，

されている。土壌孔！設は，水源かん養，洪水諜節など環境保全の指標としてかし，近年，

土壌はこれを一時的に貯留し，時間差をもってじよじょに渓流に放出

このような機能は土壌の相孔FJlt量（pFO～2.7の水分量）に由来す

多量の降雨があるとき，

する貯水ダムの効果さともつ。

ると考えられる。

土壌の貯水能を量的に推定するため，数量化理論を用い，要菌解析を行なった結果，

土壌1K分，地形，地質・母材が高い！話相関を示した。土壌では，赤色土，赤e系および黄色系

褐急森林土，受蝕土など、未熟土グノレーフヲ2組孔捺に著しく乏しい。また地貿・母材では，

地域，

新第

ど新期堆積岩， i恋絞岩，石英粗菌岩などの土壌が不良である。
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なお，環境保全の観点からf立，岩石風化，地下水の動態の解明が重要であり，これらについ

て新究を開始した。

3. 土壌調査

林野土擦層断面鴎築No.2を昭和43年；こ干ljf子した。向 No.1は昭和27年に刊行され，国有

林野土壌調査，民有林適地適木調査などの進震に大きな役部を果してきた。しかしそのごの調

査，研究によって，温性ポドソツL鉄製および鴎植型，表層グライ化土壌など新しい土壌のIX分

がしだいに多くなったためp No. 2の刊行をみたのである。内容としては，カラー写真により

断面の土色，形態を忠実に再現したこと，土壌の分析i霞，地形・国生・林木の生育など，豊首

な調査・研究資料を加えたことが No.1と異なっている。そのご，沖縄など盟熱帯の土撲が，

新しく調査の対象となった現在，これらを集めた第3集の刊行が企画されている。

国有林野土壌調査・民有林適地適木調査：雨鵠査事業はそれぞれ昭和22年および 29年に開

始された。これらの調査指導，成果の審査をことじよう部が担当している。国有林の調査は事業

区を単位に，縮尺2万分の 1の土壌分布図作成を主とし，土壌の性質，森林植生，林木の成長

との関係を調らべ，森林の経営に対して基礎資料を提供するものである。現在，北海道を除き，

ほぼ完了に近づいている。民有林の適地適木潟支は，拡大造林予定地の精密な土壊区分（縮尺

5千分の 1）と，土壌および2,3の環境条件による適木の選定が主な内容である。こ

は昭和43年までに終了し，ひきつづき，全林地を対象とする縮尺 5万分の 1ごとJj，；分布関

とする調査に移h 林木生育の観点からの地区区分が加わった。さらに昭和48年からは，林地

改良対策診断も加えられ，土じよう部はその実施要領，土壌分析診断法どと作成した。

国土調査：経済企画庁の主掌する国土調査は，表層地震，地形，土漆の 3部門からなりたっ

ている。土地分類基本語査として，昭和29年から， 3部門の分布隠あるいは区分騒が，縮尺 5

万分の l地形国椙単位に作成された。土壌部門については，当場と農業技能研究所が分担し，

前者は山地・ li隙地弘後者は抵地，台地を調査した。この調査事業は昭和48年までに，

的に 50図幅（ 1府県に 1函幅）を完成して，終了となった。この基本調査を 1つの標準として，

現在，縮尺20万分の 1の土地分類図の作成が，都道府県を単位として進められている。内容は

表層地質国， i也形分類図，土壌図，土地利用現況図，土地利用可能性分級図の 5種類の図面か

らなっている。土壌部門については，土壊障のほか，土壌生産力可能性等級区分間が作られた。

これらは過去の土議調査成果を土台にしたものであり，山地，丘掠地の場合，国有林野土壌調

査，民有林適地適木調査の資料が主に用いられた。昭和42年に始まり， 51年に完了する見込

である。

小縮尺の土壌図： 20万分の l土地分類図（都道府県単位）の作成に先立って，経済企画庁は，

50万分の 1土地分類図の作成を企臨した。北海道，東北など日本を6地方に区分した 6図葉の
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土ti•l騒を，農業技能研究所と共陀で，昭和 38 年から作成する作業にはいり， 44 年；こ刊行された。

もちろん既往資料にもとずく

が袈付けられた。

ーレ可dコ心。 これによって，都道府県別土渓簡の編纂の可能性

昭和47年に臼木森林立地図が刊行さ

のIの森林土上京図，随生図，

こずじま臼 1 J.、ふF 、，，＂＇喝
.nごふ戸）／、ー， 200万分

温室：指数図， 説明丹ーからなりだっ。

話会の 10周年を記念する

の50万分の 1

として， 詔和43年：こ金i麗したものである。

にして作成した。援活的；こ 分布と

前述

気投の対！芯関係さと

知るのに適し，森林の自然立±tk!K分， 生産力的地域度分などに広く応用される。

4. 土壌条件と植生および更新

招和30年代までは，土壌条fcjニと林木の成長との関係が重点的に研究され，それらの成果

終的：こ 林地土壌の生産力の研究；こ組み込まれた。 これらの研究の一環として ）戸

研究は進められてきた。なかでも林床植生を組成的特徴によって区分する林床裂と

るいは造林木の成長との対応際協が各取の， としてスギ林について された。その結果，

林床裂は土JJ1裂とよく対応すること られた。また土Jj~条件として とく；こ

混状態， pH1乱 と密接な関係があり， 当然，造林木の成長に対しても

性をもつことが判明した。

水

、指標

そのご招和40年代にはいると亜高山帯，

床倍生の研究はその一環として され，

上部ブナ替における森林の車新が陪題となり，林

この地帯の更新の実態解析が行なわれた。現在まで

のところ， J氷床裂の区分は，組病死自の堆積， ポドソツL化作用の強弱などの土壌条件と関連をも

弘和樹の更新との対r,t;はきわめて密接で‘あることが判明している。

ずく更新底分の方法が確立しつつある。

したがって林床型にもと

5. 土壌水分

土壌水分の動態とこれにともなう j容存物質の移動；こ関する研究が昭和30年代の後半に始ま

り， まずテンションライシメータ－i)：開発された。 これは細菌7F過管を用いて，土壌オくを pF2

のテンション下にひき出す，簡便な装置である。土壌の水湿状態の時期的変動を測定すること

ができる。またひき出された水分中に洛存す 燐， カ九石灰その他の物質も され

る。そのご，こ は改良が加わり， 意力7j（.のみをtill足で、きるような，テンションフリー・

土壌の生成機構の解析と林地における物質の

移動，循環ーなど地力問題の解析におかれた。前者としては，湿性ポドソツL，灰岳｛ヒ赤提怠土，

この研究の間的は，ライシメーターも作られた。

乾性掲e森林土の生成；こi莞して， こと壊水の聞からの解明がなされた。また後者としては， 地力

維持に関連して，全木築材の影一轡，伐跡地の土境変化とくに養分の流亡が測定された。
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林野土漆の分 m 表

土渓 1ff 土波頭 lll ニヒ tぷ～＆〈て 11,~ I疫

，￥ ドゾノレ P 手主性ポドソツレ Po Po r, Po II, Po rn 

i i霊f金鉄型ポドソ守ル Pw(i) Pw(i)r, Pw (i)u, Pw(i)rn 

' II 腐随主1 11 Pw(h) Pw(h)r, Pw(h)II, 
Pw(h)m 

褐色森林土 B ？ぉe森林土 B [ BA, BB, Be, Bo, BE, BF；勘（d

！な色系褐色森林土 dB dBo, dBE dBo(d) 

赤色系 ／／ rB rBA, rBs, rBc, rBo I rB(d) 

決色系 II yB yBA, yBB, yBc, yBo 1 yBo(d) 

i<!f!グライ化 II gB gBB, gBc, gBo, gBE gBo(d) 

赤黄色土 RY 赤色土 R RA, RB, Re, Ro Ro(d) 

設色土 y YA, YB, Ye, Yo, YE Yo(d) 

表層グライ化赤黄色 gRY I, gRY II 

灰白化赤黄色土 bRY bRY I, bRY II 

黒色こと Bl 黒色土 Bl BlB, Blc, Blo, BlE, BlF Blo(d) 

i交黒色土 !Bl 1B1B, !Blc, !Blo, lBlE, lBlF lBlo(d) 

時赤色こと DRi 塩基系精赤色土 eDR 巴DRA,eDRB，・・・， eDRE eDRo(d) 

非塩さき系陪赤色土 dDR 

i火山系陪赤色土 vDR 

グラ イG グラ イ G 

：｛為似グライ psG 

グライオfドゾノレ PG 

泥炭こと Pt 泥炭土 Pt 

!'if，泥土 Mc 

未定！＼こと Im 受蝕土 Er
未熟土 Im

dDRA, dDRB，…・， dDRE dDRo(d) 

vDRA, vDRB, ・ ・・…， vDRE vDRo(d) 

G 

psG 

PG 

Pt 

Mc 

Er-a, Er-p 
Im-gr, Im-s, Im-cl 

Z担 細分（例）

Blo-m 

lBlo m 

eDRo一mg

40年代の後半には， f富生，土漆生物・微生物，土壌肥料などの研究と連嫁して，この研究が

中心となり，森林生態系の実態解析を開始したが，間もなく発足した環境保全の総合研究に移

り，さらに揺の広い進展を続けている。 （真下7寄久）

16. 林木栄護，土壌肥料に関する研究

林業試験場創立以来，林木についての SoilタlantNutritionの関｛系における試験研究につい

ては，「林業試験場60年のあゆみJにおいて，苗木の栄養，苗畑土壌と施肥および林地肥培の

2項目に分けて述べたとおりである。今回それ以昨の，主として昭和40年度から 49年度まで

の研究について，ごく概観的に述べてみたい。

1. 林地肥培に関する研究

昭和30年ごろより始められた林地肥培に関する研究は，この 10年間にかなりの進展をみせァ
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開花した。

まず悲従的研究として，特別研究「林地生産力：こi討する研究Jの－J};iとして林木の詫分合室調

査を行なった。主としてスギ林について，益分現存量，吸収i立を；tt定し，森林における林抱一

林木IUJ の建分のま訟直分 {rj を言~3tt L，林t注目i::t去の理論，あり方；こ対する理論的考察が行なわれた。

また林地肥i古の基礎研究として，林水の水税法は従来i白木の＊税法しか行なわれていなかっ

たが，林地ni::t去の基礎研究として，成木の水￥Jtを試行し，ほぼその可能i:1；ぷfl!}.られた。すなわ

500 J容の合成樹脂ボソトさと地中；二時設，通気装置をつけ，水Mii互の更新は月に 2回ていど

で， 8年生のスギク口一ンを定植し， 3.f手mi水車JIずることに成功した。

なお成木林肥J:=;'r,の悲従研究として， llH＆状態でのスギを水制し，光合成主：との関j主主ど険討し

ているが，なお目下継続rf!である。

なお，広葉艇の施肥試験を行なったが，早成樹般であるコパノヤマハンノキに対する施肥効

きわめて顕著で， jg~施肥誌の樹i＼＇；；；，胸 r~：；直径を 100 とすると，施肥区のそれは， 254,, 300 

を示し，またシイタヶ；まだ木としてのグヌギ：二対する／］巴効試験においても，施肥区の椅木の収

く2f'diのij:,Zfitと推定された。

昭和3235 i手ごろ設定した幼齢林Ill::培試験地については，遂｝大中!Lil調査，中｜出発表が行なわ

れ，さらに追肥， II[］／えなどの管理を行なった。茨城県笠間営林署管内のプカマツの試験地につ

いては斜国上の位置と／Ji::効との関係を解析し，斜面下部より上部に到るほど杷効指数は高くな

ることを認めた。

昭和 38…40年ころ，幼齢林月1::tlきの大体の臼途がつきかけたが，林地肥培；立林水の全生育期I[討

を通じて計眠的に行なうことが重要であることが認識され，林地肥培体系なる概念が生れた。

これにともない成木施／JE試験地が本文場を通じて設定され，これらの試験地の第1次のデータ

の取りまとめが行なわれた。

肥培効果はきわめて顕著なものから，中程度のもの，きわめて出少のものと各種の段階があ

る。 均支：こ肥沃な林地ほどJj巴効；ヱ現われ9¥ftい傾向があるが， JJE効の大小；ま林地の肥沃度のほか，

林分密度，林分隣遣などとも関述がある。顕著な把効在示した新潟県六日町営林署ニ賠試験地

の剖をみると，試験開始後9年間の年平均林分材駿I迫力日量は去！t施日巴区 11.3m3/ha (100）に対し

て施肥区 26m3 /ha (235）を示した。

公立林業試験場の成積も加わえて考察を加わえると，肥効は劣勢木よりf嘉勢木に現れやすい

こと，針菜の乾材積生産能E存が了ム？まること，スギで；土針葉の N,96が治lくなる；まど，また林分密

j支がi肖し、；まど

まfこ肥効の大小を支配する要盟のひ、とつとして，施肥した窒素肥料の動態の追勝が行なわれ

たが，多くの林地では春季に施把した主主素は夏季にその大部分がli相変化成作用安受け，流亡ま

たほ深層iこ移行することが推察された。しかし林地によっては硝酸化成があまり行なわれない
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で，アンモニプ まま残却する場合もあり，その原因について日下土岐やの観点より検

討中である。

また林地）j巴培のプゼスメントとしては，材質｛g下と水n汚染の問題があるが，水質汚染の調

査が開始された。まだ活手したばかりなので最終的成果ば得られていないが，施肥林地でのl'JJ

水ないし源流＊ではあるお：授のTii'i酸態:elサミが見られ，とくに立季の商品Jl時にお限度のピークが

みられるが，小沢→仁ll沢一〉本流と合流するに従い希釈されてネグジジフ＇； I,な値となることが推

察されているが，なお，1/IJ}Eを継続中である。すなわち，

見られても，中流域；こなれば汚染とはいえないほど希釈される

2. 芭畑施肥に関するliJf究

よれば源流地域に汚~－が

ょうである。

スギ）店を用い，追肥（し、わゆるベントウゴエの意味）によるWi木の形質管理の研究を行な

素追肥の効果があるというほほ、所拐の成果を得fこが，さらに追肥を行なうと再！時に成長lfll;!1U剤

Bナイン（B995 N-dimethyl amino succiamic acid）の業問Jilk7fliを行なうと，秋｛中びを抑；ll何一る

とともに栄詫的に充実したWi木が得られ，翌春移仔i後の成長室も大きく，かつ耐寒性も増大す

ることがわかった。

石灰岩のダスト飛来に由来す司ると忠われる土1衰の pH(H20）が 6.5-7.5のWitlllでは Feおよび

Mn欠乏症が認められ， これらの｜咋容は土成への硫酸処理で思践することができた。

また農林水産技器会議の特別研究「述仕え；に与のおrn：.関連性の究明に悶ナる研究ぷこ民主技術研

究所ほか数場所とともに参画し，当場ではこtとょう肥料研究設が111心となり研究をIK[J!Jした。

その結果， i'li知｜でスギ， ヒノキ誌に対してはキタネグサレセンチぷウ抗己主作障害の重要な要因

となっていることが判明した。またヤシャフ守シ，ハンノキ~flのrn占JI寺にみられる忌泊現象はグ

モノス病，立枯病などの病害が重要な要因と考えられた。カラマツの 2ft毘造林の不成競現象

と関述して， H~ よりの成長矧害物質についても研究を進めたが，述作障害の要因とは認めるこ

とは困難であった。 (44-48年度）

3. 森林生態系における Cdの福環に関する研究

農林水産技術会誌の特別研究「農用地土壌の特定物質による汚染の解析に隠する研究」におい

て，当場は林野におけるカドミウム（Cd）汚染の実態諦去を行なった。

まず林野土壌の Cd合設のパックグラウンド｛直（自然i依存:ill:）を調査するとともに， 鉱山精鋭

所；こ由来する林野への Cd汚染の実態調査を行なった。その結果，秋田県の小坂鉱山の場合な

ど汚染は少なくとも 20…30kmにわたり， その関の林野に自生するワラビなどの山菜は汚染の

影響を受けていることが認められた。また精錬所付近のコナラなどのシイタケ原木も汚染を受

け，これら原木をホダ木としてシイタケを栽培すると， Cdはシイタケに移行，集積することが



-115-

認められたので，汚染地のホダ木より発生するシイタケを毎R多食することは検討すべき問題

ヵ：あること：う2わカ〉った。

RIを用いた基礎研究4. 

首;j乏の栄誌の装礎的研究：こは放射性向位元素（RI）をトレーサーとして用いた研究が 2,3行

アカマツの苗木の生育初期：こ吸収された Pは生育後すなわち， s2pを用いてスギ，

しいことが認めとくにアカマツで：立秋芽への移動，：こ移動するが，期：こ発生した

らi凡だ。

に3096見出され，！日年菜からの生育後期｛こ吸収させた s2pまたス

移動が認められた。。アカマツ苔でもほぼ同誌の傾向がみられたむ

の有効燐綬量（A-value・…..FRIED, LARSENらにより提唱された錨で

植物の生育期間中：こ肥科燐と陪泣元素交換を起した土議堺の躍で，

土壌水分が多湿になるにつれて，また洪積土壌は火山氏土壌よりも大きくなること，およびA-

s2pを用いて潤定する。）；ま

また藤田・

valueは同一土壌でも1話題によワかなり

また市販の樹勢回復用栄養液中の？どと s2pでラベルして成木：二樹幹法入し，

autoradiographyで追跡したが，

あること

その移動窪路を

その 9096が枝葉へ移動分布し，また残余の部分：計設立高まで移

また姥杷木の方が無施肥オミよりも葉部への移動集積する割合が高島うすることが認められた。

隆男）t
r
z
 

zさ
お
ぶ
什

／
1
＼
 

く， j！［~施肥木では棋勢が弱いためか校，幹部での停滞がみられた。

土壌の理化学性などに深

よび恨識に関する研

分布，

る

森林土壌撤生物に関する研究

森林土壌微生物に関する主要な研究課題は森林土壌の生成，

い関連をもっ森林土i余生物相に関する研究，材；木の生育

17. 

ヲー
｝ 究，有機物の無機化，地力維持な

れらの研究に基づいて行なう林業上の諸課題；訪問巴，薬剤，森林施業などの土壌生物に与える

る落葉分解：二関する研究に大草せされる。また，

菌根菌の栽培手法の開発，菌根土壌生物相の調節方法の開発，

および恨痛の利用による林木の生育調節，微生物および動物による有機物の高度利用技術の関

とその土壌生物学的解析，

発などとなるであろう。

当場土壌諦査部に土壊微生物研究室が 1950与に設置されて以来，｛重村・LL1家によって際栓菌

および肥料木に関する研究が重点的に実施され，河図らによって当初森林の土壌微生物相が研

って植村らが廃材の堆肥化に隠する研究を開始し，その後中断した。 1960y'.Eされ7こが，

実用化を見るに至って， 1972年：こ完了した。 1968年から再び小JIlによって富摂とマツタケの栽

・松本による土渓動物培ならびに森林土壌微生物相に隠する研究が開始され， 1973年から
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に関する研究を加わえ実質上森林土壌生物をとり扱う研究護として再発足した。

1. 肥料木と根粒

植村らによって得られた成果は‘肥料木と恨粒’の出版によって総括され， IBPの窒素回定の

一部として非マメ科根粒随物，とくにヤマモモに関する報告が 1970年オランタ守における国際会

議においてなされた。また，海岸林での混樟実験やフサアカシアの植栽実験などを通じて混植

効果の検討も加えられた。ハンノキ属以外のイヌマキ，ヤマそそその他の恨粒についても根粒

菌の分離と純'M！培養による恨粒形成実験が順次行なわれた。しかし，恨投菌の実体については

諸説があり，単一の曹によるものか，複合菌によるものか，また恨粒が細菌と放線nm以外のも

のによっても形成されるか否かは確定していない。現在もこのテーマを継続し，組識培養， II壬

培養などによる恨粒菌の分離と恨粒形成実験を行なっている。いっぽう，根粒菌と娘盤微生物

との関連をとりあげ，肥料木の恨闇徴生物が混値効果に与える影響を検討している。

2. 廃材堆肥

1960与に始まった廃材堆肥の製造についての研究は当初有機物とくにセルローズ，リグニン

分解能の高い留を利用して分解を促進させ，分解力を高める添加物， j品i支などの条1'1ニと分解過

程；こともなう化学的変化が検討された。廃材とくに外国産ノ〈ークのよ｛｛：肥｛ヒ実験は急速に実用［ヒ

の段階にはいり，土砂；改良剤として注目されるようになり，生産：：；：：も .fj'.々 治加している。この

ような堆肥の製造方法，把効実験：二関する成果：立地付らによって支とめられ，研究段階を終了

しfこ。

3. 森林土壌撒生物および動物梧

森林土壌生物相，とくに生物の分布や季節的な変化，土壌条件との関係については過去にお

いても数多くの研究例が見られるが，森林土壌の特性と関連づけて生物相をみた例はとぼしい。

微生物，動物をとりまく微細な環境を調査し，それにともなう生物相とその特徴を知るために

調査方法の再検討から開始した。今までに堆積腐植の分布と分解型を決定する方法p 地表に分

布する根や菌根を測定する方法を確定し，そのそれぞれの分解過程にともなう生物相の測定法

を検討している。微生物については高等菌類の分布測定法と菌の生活型による度分法とを決定

し，土壌微生物については機能別に分離する方法を検討した。土境動物については大型動物，

中型動物についてその個体数，現存量などを樹種，土壌条件のことなる各種の森林について測

定している。また，生物f~の季節的変化を追跡し，量笠ともに生物活動期間が春秋に高まるこ

とを認めている。
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4. 落葉分解

衛生物による落葉分解過程の研究は斎藤によって体系止されているが，分解過程iこともなう

生物相の変化と分解生物の楼能の詳細は未解決のままである。新鮮な落葉落技からim片fヒにい

たる過程には白色路料と褐色関朽とをど経る過程があり，白色j潟朽の多くが担子j:j¥ーによることを

認めた。また，分解過穫の生物相；土樹謹によってことなる。動物の摂食活動：土主として微生物

によって一次分解されたものに見られ，その排j世物は土境構造の生成につよいfYJ係をもってお

り，このことは黒鳥らによって報告された。落葉分解過起の化学的変化は主として微生物によ

り，機械的破砕は主として大形動物によって進行することが認められた。

5. 樹木菌根

ほとんど全ての林水は外生または内生Ifill恨をつけ，林床の植物の多くもF担保を形成する。代

表的な樹稜，マツは外生菌阪を，スギ， ヒノキは内生菌恨をつけており，障と切り離して林木

の生育や生態を論じえないほとに重要である。わが留においては菌恨の研究がとぽしく過去に

も数剖をみるに過ぎない。菌根はそれぞc':1,1,性質を異にする!MIと絞との組合せによって形成され

るものであり，菌の佐賀や林木の恨の生理を知ることが重要である。現在までに菌恨i請の肘外

における生態的性質について重点的に調査し， IIの生態的特性と菌恨の性質とが強く相関する

ことを認めている。

わが留のit表的なi芸ff:良品iマツタケについてはその生理的役設と森林におけるシロの生態とを

明らかにした。マツタケの近縁種およびそれらの寄生範餌についても調査を完了し，被告中で

ある。マツタケの生態的性質を利用して，この菌をアカマツ林内で増殖させる方法を開発し，

その第1段階であるマツタケ感染f占の育成に成功した。また，森林施業とくに地表土佐積物の除

去によってマツタケ，その他の菌恨醤の増殖を図る方法を見出しており，マツタケに関する

給試験を通じて各地におけるマツタケ発生環境の調査を完了した。マツタケその他の有舟菌根

ついて幼苗に感染させる接穏法の開発を行なっている。

6. 大気汚染と微生物

関東地域における大気汚染が樹木の枯死，生物相：こ与える影響とその影響を示す指標生物を

探索する研究に 1968年以降参加し，掛木の衰退拍死状態の観察記録を行ない，葉中のPb, Sな

ど有害物の分析測定を行なった。樹木の衰退段階を！玄分し，東京都を中心とする 100km以内

のスギ，ケヤキの衰退状況を表わし，それにもとづいて，葉商および土壌微生物相の変化さと追

跡した。都心部ではスギが全て枯死し，平野部ではほとんど衰弱しており，ケヤキも衰弱がは

なはだしい。ササ葉jffiの微生物については都心から 30km以内で微生物数が激減し，都市環境
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と農林業環境との接触点で増加し，それ以遠でやや減少するという傾向を認めた。土壌微生物

についても同保の傾舟があると思われるが，その変化の程度はゆるい。土波動物とくにトビム

シの穆組成，個体数なども都市から農山村地帯にかけて変化し，都心では種類数が減少した。

この研究は1976年まで継続する予定である。 （小川 真）

18. 木材の化学的利用に関する研究

戦後の混乱期を脱して，その立て直しを終わったのは，昭和35～40年ころと忠われる。研究

予算も年とともに増加し昭和45年ころには，足りないとは言いながら以前のようなひっ迫の状

惑ではなくなった。

林産化学部における大規模な研究といえば， ログニンの水素化分解連続装置による笑験が行

なわれて，最終的；こは部全体が参加したこともある。 この 10年木材需給の変遷にともなって，

研究の方向も未利用材の利用，南洋材の利用，残廃材の利用などの関連した研究がその重要度

を増して来ている。また昭和49年度には林産化学部の組織を一部変更し，微生物化学研究室宏

新設した。

1. 木材の物理化学的性質

木材の物理化学的研究は昭和29年材質第一研究室の新設以来，木材の内部表i証lfこ関連した木

材の浸透拡散，木材のレオロジー，木村の吸i副会，木村の内部反応活性などの研究部門として

研究を行なって来た。日常われわれのまわりで舘用している木材は空気中の湿気を吸い，その

j謹気l土常に木材中を移動して変形， n~J脹， q又縮を繰り返えしている。木材を更に改良したり新

しい利用法を考える場合にはそれらの諸性質についての知識が大きな役割りを果すので，これ

らの性質の究明；土木材の利用研究上きわめて必要であると考えられる。

横田は研究室新設以来木材の浸透拡散に関する研究を行なって来たが，さらに拡散係数の理

論的な計算式を組立てo, また水の拡散だけでなく気体の拡散， および非膨i間性液体で満たさ

れた木材中の溶液の拡散2）などの研究を行なった。

合成樹脂注入木材（WPC）は昭和 33年ころより原子力平和利用関連の研究として生れたもの

で現在すでに 20年の歴史を持っている。素材を用いたWPCを製造する場合には，プラスチッ

クそノマーが木材の中；こ注入出来るか否かが第一の問題となるが，研究の結果針葉樹，広葉樹

共に樹穫によって注入難易のちがいは大きく，注入の容易なものは数える程しかないことが分

った3）。また当初WPCは，その構造上寸法の安定性は持っていなかったが，村山らによる PEG

併用 WPC4l, 古谷らによる極性触媒安利用した WPC5lの研究により寸法安定化 WPCの製造

法が見出だされた。素材を用いた WPCの製造法に関しては，諸外国においても多くの研究が
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みら：itる 実用化後の発展はあまり見られない。そのご当場におし、てはヌド粉， 古 -1-
d、t-

の利用のための WPCの製造， および材料特｛生を高めるために主号機物 ど）を加えた

WPCの研究に移行している。それらに関しては第3章を参照されたい。

木村による とそれに伴なう nt;;11~1技能の現象は， ;:,jミJ討中の OH と吸ぷ物質との11¥Jの

水素結合ぷ大きな役；i[IJりを果している 木村によるプノLコーノL水市液の吸in,とくに選択吸

liの問題さと湿；；＼＇j熱の測定により 1i]f究した6）。木材中のOH よる！汲活物質とのmiの水素結合

よび木材の加工上の接'i[iの問題と密接な関係をもっている。

ノ《ノ：〆 どにおける熱処理過程での木質材料の性状変化を追求する目的

-e，木村および木立材料の熱的役誌を示差熱分析， 存lr立lti：分析により研究した7）。

の種類によって特有の色を持っている。木村の色はある

ずるj文書IJを持っている。最近は設立Zオミの入手も困難になり， ザ

’ど

、－－

Jょっ

て来fこ。研究の結果，木材の染色性は樹怒：こより相述があり，各種の合成染t'Iによる染｛立を

なって構成成分；こ対ーする染色性の差異を測定した8）。 また抽出処理などによる染色性の変化：こ

ついても研究を行なっている。

木材セルロースの［ヒ学的利用のために， 合成高分子とのグラブト共重合反誌の研究を行なっ

て来た。セルロース：こ付加されたグラフト分子の数と分子宝，

っfこ9）。

および分子盆分イIiの研究を行な

2. ヘミセルロース，微生物化学

木村i:j:i る主要情成成分の一つであるへミゼルロース して 単独では利用法が

少ないこと，ノ＇；！， ブc化工程では溶解流出するが，

戸
づ 自立たない存在であったが，パルプ勺向性，

パルフc中；こ残留して利用されるなどの理由か

ブ イパーボードの村i1:；こ対して大きなf支出l

を果している。守谷らの 6搬に上る木村へミセルロースに及ぼす熱処理の影響にi到する研究が

あり， ブラピノカマラクタン， キシランの｛じ己主変化， 分子量；分布， ならびに熱分解tf史的などをヲE

i現した1011））。 またカラマツ中のへミセルロースの特異性を究明するためにへミセルロース （ガ

ラグトグルコマンナン）の化学構造をli1f言:gした12）。またキシランのコレステロ

ついての報告がある13)O 

ノ1,1底下作用に

微生物の萌究の重要性を予想して，昭和41年度から，微生物酵素の研究が拾められた。はじ

め！お朽蕗iのジグニンの分解醇素の研究がリグニンの構造究明，防腐剤の作用機構の解明などを

民的として行なわれ，！お朽閣の持つ各種のiマー菜類を分離し， リグニンの分解能力， および分解

生成物の検察などの基礎実験さと進めてきたωω。 よとの結果今後の発；誌を期待して研究室を

したが，今後；玄リグニンのみでなくへミセルロースその他の成分の般生物分解および俄生物利

用研究を行なってゆく積りである。
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3. 1）グニン

権外におけるジグニン研究がようやく活発になり始め，昭和25年当場においてリグニンの研

究が始められて約 15年賠は，リグニンの構造研究を中心として，いっぽうではパルプe廃液リグ

ニンの分解など、の利用研究が行なわれた。過去9報に上るジグニンの水素化分解に関する知識

して，小型連続水素化装置によるリグニンの液化の実験が行なわれた。

！定i夜リグニンの利用方法の確立は膨大な笠に上るパルプ。廃液利用のためのリグニン研究の最

大目標の一つであったが，そのころの石油化学全盛の気運の強かったころでもあり，基礎デー

タの集積の段簡で終っている16）。そのどの状勢は海外を含めて， リグニンの基礎データの砧み

を続けており，当場のリグニン研究もりグニン特性の究明が主となっている。その中には

紬抱膜中に存在するリグニン 炭水化物複合体（L.C. C.）の研究，樹木の葉の中の芳香族化合物

の挙動17)，ァテ材に存在するゼラチン躍の化学成分ω，物理的に分離された天然リグニンとも

考えられる M.W.L.の化学的性賞ω，および放射組織中のリグニンの化学的性費などの研究が

みられる。またリ夕、ニンの化学構造に関する知見を得るために液体アンモニア中金属ナトリウ

ムによって，材中のりグニンを分解した時の生成化合物の研究20）も行なわれた。

自然界主として森林の樹木中のリグニンの一部（器禁，校，倒木などの）は常に微生物などによ

って長時間の中：こ自然処理されている。全体として あるが，守rFi,tな状態に分散

れており自然の推移のなかで定常的に行なわれているc らの万三リグ、ニニン

集中的に？？？話されるので，その処理和舟の努力は今後ともつづけられるであろう。

最近マツの立枯病に関する研究の成果として，現在J泣害を及ぼしている立始前は，マツノザ

イセンチュウが原因していることの発見があげられる。当部ではその絞！；丸およ

マツノマダラカミキリの誘引性物質の研究を進めている。

4. 抽出成分

ある

木村の拙出成分は，パルフ。蒸解障害， J妥若阻害，塗装障害，木材の色，耐朽性，耐虫性など

に関係を持っている。さらに最近膨大な設の南方その他の地域からの木材が輸入されているが

その種類もきわめて多い。そのなかには加工処壊のさい，眼｛こ対する；pljr誌やかぶれなどの人体部

害を起すものがあり，その対策など抽出成分研究の必要は以前に噌して強くなって来ている。

本場においては，邦産樹種，南洋材の抽出成分の研究を柱としているが，連｛ノfFI王寄｛こ関する

研究もみられる。邦産樹種関連としてはイジュ村，チ γ ンチンモド、キ村，アサダ材，イチイ材，

イヌマキi';/21），ケヤキ材22i,ナギ材23），ヌルデ材，ハリグワ材に関する研究があり，また南洋科

関連研究としては，マンソニヤ材，カブール材，ユーラシアンチーク材，イデワ材，アカテツ

科材の抽出成分について研究念行なった。このうち特にプサ夕、材24¥ アンソニヤ材25）について
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は詳細な研究が行なわれている。

前：このベたなかでカポーノレ材では接着不良，抱刃のナマリ， イデワ

ホペア材の褐変

どの種々の

ユーラシアン，

インド、ネシア材の黒班，

ノレナットのパノレプ潔自問

チーク，

マンソニア材などの皮臨時害，

アカテツ科材のr；；，粘膜東山丸クインスランドウ

材の表簡の白色班点，

色，

その原田の究明とl；草：害除去の方法に関して成果がみられる。その他I苓洋材の総合持容があり，

ブィリッピンなどカリマンタン， jじボ、；I,ネオ3スマ「ラ，カン ;f,＇ジマ，的な抽出試験として，

西アフリカまで数十種におよぶ材の抽出試験を行なった。南方諸地域ならびに，南米，

パルプ5. 

パルプ工業は林産物利用の工業として最大の企業規模をもつものである。合成高分子工業の

環境保全の波パルプの地位はいささかも動かされていない。公害防止，fi主主主をもってしでも，

パルプ。をど原料とした紙の需要は減少するものとははすべての工業部門に影響を与えているが，

また石油陪思われない。パルプ工場の廃液処理の問題解決は当然ながら，紙の代替物がなく，

Lfζ 題によって合成高分子万能に対する再考が行なわれている現在では，再生産性資源であり，

た生物循環系内に位置する木材の利用は今後共盛んになるであろうし，原料不足になることは

ここ一，二年の社会の混乱は別として，

環境保全のための無公害パルプ1ヒを含めた対策，原料確保の問題などが大きな課題

ノLブ化26), 南洋材のノミルプ化2；）などの研究を

当面あっても使用を制約されることはないであろう。

公害！坊止，

十主として来た。

数多くの綴種についてのパノレフ。化試験を行なって，

としてつづくと思う。当場において

その基準となるデータを発表することに

より地味ではあるが業界に広く貢献する意味を持っている。なかでも南洋材のノfノレプ化試験は

当場における南洋材に関する研究の一部として， I菊洋材を効果的に利吊するための広範な特性

ている。試験であり，省資源上または木村資源の効率的な利用上大きな役割りを果すものと

も重要かっ緊急な課題であるこパルプ工場における廃液リグニンの処理利用については，

工場からの排水中の希薄リグニンの浄化機撲と処理当場においてとはもちろんであるが，

mi接公害滋となっている開題の解決をはかつているお）。技術の研究を行ない，

パルプ原料としてのチップの検奴問題解決のために，中性子水分計によるチップの含水率潤

当場のパノレブ研その地，品、ふ加29)
;J• つ／」 0初期の目的を達成すること定試験を行なったが，

高校率よるカラマツのノミノLブ｛ヒ31),グラフトおいて， f;ij洋材パノLフ3の樹I]旨障害30),

パルプ製造法32）などの研究を行なった。

および木材利用合滋化による政府の助成など

繊維板

当初戦後の復興資材としてのテックスの萌究，

6. 
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により，急速な発展をi茎げた繊維板工業は，特性の衝でも種々改善されてすぐれた製品を作り

出すに至っている。

外国の開発技術によって作られた乾式ハードボードについては，当場でも熱圧条件，按・J長邦！

の役割りなとの基従技街に関する研究33）をはじめ，据！丙，桧I成またはパルプ廃材を利用した製

造研究さと行なった判。公害訪止の上から乾式法の有利性もきかれている。その他，ファイパー

ボードの比重，相号表i毛性，｝Tt友きなど加工性などの萌究35＼湿式ハードボード、製造時の熱庄工

程中における識経成分の挙動，主成分の変化，繊維間結合力，ボード比重，尚：ア強さ，吸水芸名

との棺爵36），ファイパーボード原料の物理的化学的性賞に関する研究37），ハードボード用ウエ

ツトシートのI王縮性についての研究38）などがみられる。

またノ｛；！，，ブの場合と同じく，南洋材は輸入が増加するにつれて，原料としての比率がますま

す高くなり，当場の南洋林の研究に参加してハードボード試験を行なっている。

従来からの樹皮，鋸屑，パルプ廃材，林地残材などの残箆材の利用による織維板製造試験を

行なってきたが，省資源，木材の完全利用の面からも，この種の研究は今設ますます必要にな

ると忠、：立jもる。

7. 木材炭化

って十年以上になる。

の一途をたどり，

ら石油：こ

に茶の湯吊の炭ーとし げる｛立である。しか

も減少

の木炭，

りなく木炭の製造法も外関から る大：［It:生産方式の研究

が行なわれている。林試式角型ブロソグガマによる製炭試験39＼流動炭化による新しい製炭法

の試験ωなどがあり，流動付活による活性炭製造試験も行なわれている。いっ；まう製炭廃液で

ある木儲液については食品，防臭剤などに利用されておむ昔からの菜兵成分を含むことから，

木路液：こ関しての分析，生産方法制などの研究がなされた。また炭化現象を学問的に追う熱分

解反応必），化学変化；こ関する研究もみられる。

木炭のガス吸着能と木酷液の消臭効果を利用して，鶏ふんなどの脱臭試験を行ない良好な成

績を収めた。 （古谷隊IJ)
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19. 木材材料に関する研究

10年前の昭和40年当時は，わが国における木村の需給総量は約7千万msで，外材に対する

依存率は 30%を割っていた。そのご，日本経済の進展に伴なう需要の増大に対処し，国産資源

の造成，生産基盤の整備などが行なわれているが，なお幼齢林分の比率が高く，林業労働力の

不足，環境保全lこ対する要請等のため，国産科の供給はしだいに低減しており，昭和49年の需

給総量約 lf意1千万msに対する外材の依存率は約6596'となり，このすう勢はなおつづくと予

測されている。

この間，木材の最大需要部門である建築界では，建築生産の近代｛じとともに都市建築の不燃

化に対する施策が積極的に推進されてきたため，年間に着工される全建築床面積に占める木造

床面積の比率は年とともに減少し，昭和47年には 4036'をおjるにいたった。しかし，人口の都

市集中化や世帯の細分化などにより住宅需要はきわめて託盛で，昭和41年度を初年度とする第

一期住宅建設5か年計画では 650万戸の毘擦を達成した。これにつづく第二期住宅建設5か年

計屈では 950万戸を医擦とし，昭和48年度には年諮問O万戸の新記録を立てたが，その年の石

油ショッタによる景気変動を反映し，昭和49年茂にはかなり溶込み，当初］の目標達成は

現状である。

なお，これらの住宅に探って？立，木i設が日

比較的入手し易いためか，年間に新築さ

と生活慣習にi留し，かっ経済的にも

I主める比率は依然として向く，昭和48年度

で約60%であった。また，これら木造住宅の多くは，その生産手法を在来工法にゆだねている

が， しだいにノミネル工法，枠組壁工法，校倉工法などの新工法も探用されはじめ，材料百iでも，

伝統的な形の製材品に代わって，集成材，合板およびその他の工業材料が多用されつつあり，

工業化の進展とともに，材料から部品へ，一品生産から多量生産へ，プレハブ化からシステム

化へと移行する額向がうかがえる。

このような背景のもとに，従来から行なわれてきた木材材料に関する各種の試験研究に加わ

えて，外科の性質に関する資料蒐集が積梅的に行なわれるとともに，建築工法の近代化と木村

利用の合理化をはかるため，建築用木材の部材止に関する研究などが推進された。

すなわち，昭和34年以来実行されている日本産主要部磁の性質に関する研究1) については，

物理研究室が収縮率，吸水率，吸湿量，摩耗性，強境研究室が強度的性質，材質研究設が心材

率，年輪構成，容積密度数，組織研究室が織成要素ネなどを担当し，近くその成果の一覧表が

発表される運びとなっている。 これとほぼ平行して i!E和 39年以来実施されている南洋科の性

質に関する研究2）についても，上記の各研究室がそれぞれ担当項目の測定を行ない， 第 3章で

述べているように，南洋材の和用指針ーとして有効な役割を果たしてきた。
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また，昭和36年より実施されている材笠育慾3）；こ関する特別研究のなかで，東北および関西

地方のアカマツを対象U 材質研究室が織維長，年輪構成および容積密喪主丸物理研究室が収

縮特性，強度研究室が強度特性の測定を行ない，各特性｛直の変異性や相互関の相関などを検討

し，構造用材あるいはパノLブ＂ffl材として好ましいものを選抜するための基礎資料会提供ーした。

工、

なお， よび組織の両研究室は，昭和43年より実権された永年作物の育種における早期次

代検定法の確立に関する特別研究のなかで，アカマツ，カラマツ，スギを対象；こ木材の品賞の

早期検定について検討した。

このほか，昭和42年から実施された建築舟木材の部材化に関する特別研究のなかで，合板を

張ったパネんを対象lこ，強度研究室がその断面設計と強箆性能，物理研究室がその居住伎の試

験を担当し， fthの研究室の担当したパネルの製造基準や保存性などの成果とともに，ヌド質系パ

ネんを主体とする工業化住宅の設計；こ有効な資制を蓄積した。

さらに，この期｜読における木材材料関係の研究動向および研究業績の概要を各分野ごとに簡j

~；こ祐介すれば，おおよそ次のとおりである。

木材組機関係では，タト材に対する依存率のよ昇とともに，桜種鑑定の業務が著しく増加し，

昭和45年には年陪約450個体の南洋材を鑑定している。なお，現在所有している材銑数は約 5

万となったが，それでも｜立界の他の研究機関の標本数に比べれば非常に少ない。したがって，

これら識別の基段資料となる標本収集に努め，外材の特徴などに隠する知見引を得るとともに，

南洋材の分類解剖学的研究に重点をおいて研究を進めている。このほか，この分野にトウヒj高

の木材解剖学的性質およびその種類の地理的分布ならびに分類との＇＊ 1部についての報告5）があ

ザ

Q。

また，組織学的な分野としてはアカマツの仮道管長の変異6）について研究を進め， その要因

を個体差，髄からの年輪番号の影響，上長成長（節間の長さ）および肥大成長（年輪慌の広狭）の

良吾などに関連づけ，アカマツを工業的に利用する際の材質指標としての意義を検討しているO

材質関係では，木材の材質の変異性を林木の成長条件と関連づけて解析しようとする一連の

研究を背景に，素材および製材の農林規格などの基礎となる材質分類方法や品質表示方法が検

れた。すなわち， 構造用材の品等区分に関する研究， カラマツの用料品質町こおよぼす立

木，素材，角材などの条科二および立地条件の影響，スギ造林木の品震と保有形式の関連尺アカ

マツ造林木の用材品質的などの研究がある。

また，スギの丸太外阪の凸凹痕とかくれ節の関係10），保育形式の異なるスギ林における幹の

外観的特徴II）から材宣告と予知する試み，杷培スギの材質12）などに関する研究資料や， アカマツ

材の用途に対して好ましい容積密度数をもつものを立木時に選抜する方法13）の検討， カラマツ

樹幹内における旋回木理のあらわれかたとその出現型式14），および各個体の繊維傾斜度の最大

債と樹幹の代表値との関係などに関する報告がある。
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このほか，昭和47年より実施されている汚染地域における樹木の酎性限界と指標伎の特別研

究のなかで，スギ，アカマツ，ケヤキを対象にその年輸解析を行ない，大気汚染による材形成

の異状に関する資料，広葉樹材の材質分類を行なうための基礎資料，保育形式によって異なる

生産材の品質；こ関する資料さと蓄積している。

物理関係では，日本産ならびに外国産の主要樹種の物理的性質に関する試験資料を集積する

とともに， 日本産主要樹穫の吸湿性および膨脹Z容について検討を行なった。

また，昭和41年より実施された木材表面の物理的性設に関する研究15）で、は，木村および他材

料の表面の感触と皮膚の模型によるすべり康器保数との関保，指から木材または他材料への熱

伝導章の相違などについて検討念行なった。

内部応力および寸度変化：こ関する研究としては，合彼等の複合材料や積層接着された木村16

に関するものがあるほか，収縮応力の発生と変形の機構についても検討されはじめている。

このほか，木造紐立家震の居住性問に関する部定結果が報告されるとともに，建築用木村の

部材化；こ隠する研究のなかで，木質系パネルにおける断熱性能，結露特性，しゃ音性能などの

試験が行なわれ，透混と結露｛こ関する知見山が報告されている。

強度関係では，日本産ならびに外国産の主要樹種について無欠点小試験体による強度試験資

料を集積するとともに，構造用材の！；さ力等級草分iこ必要な実大強度試験19）を行ない，節などの

欠点による強度抵減さと検討し，製材の法林規格の改正などの資料とした。

また，合板の~ljii全定数と強琵的性立にi；立する一速の研究20）を行ない， コンクリート型わく用

合板，済造舟合板，足場板居合椋などのよ＇l林規格の制定に役立てるとともに，合僚の許容応力

度を設定する際；こ必要な基礎資料を提供した。なお構造用合板を在来工法の軸組にくぎ打ちし

た耐力壁のせん断性能に関する実験を行ない，構造用合棋の吊途さと開拓した。

建築用木材の部材化のなかで，壁パネノレを対象に，桟木の配置，表mi材の厚さ，表面材と

組材の接合方法，関口部の大小および位置，パネルの大きさなどを変え，せん断1全能，正縮i

能，曲；ア1生能などを検討21）するととも；こ，曲げそーメントを受ける合板パネルの有効幅22）につ

いても理論的研究'a'..'行ない，木質パネルを主とする木構造の設計に有効な資料を提供した。

このほか，集成材研究室と共同で構造用集成材の強震実験を行ない，その許容it,力震設定の

ための基礎資料を蓄穫した。また，昭和39年に発生した新潟地震23）および昭和49年に発生し

た伊豆半島19＇地震における木造建物の被害調査を行なった。 （山井良三部）
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23) 山弁良三郎ら：新潟池袋における木造建物の認蕊，林試研報， 187, (1966) 

20. 木材加 工技術に関する研究

昭和40年代の前半；土木材工業にとっても高麗成長の時期であり，製材・合板およびそれらの

加工に関する諸業種；主主的；こも質的にもそれぞれ飛接的な発展を遂げた。その過程で生産技術

に最も大きな影響を及（ましたのは，輸入外材の増加とそれらの離種の多様化であろう。

製材では南洋科・北米材・ソ連材などの各専門工場が増え，それに伴なって従来の関産材工

場には見られないいくつかの新しい工程パターンや設鑓罰置が現われ出した。それらのうち，

ラワン，プピトン，ベイツガ，エゾマツなど代表的な製材タイプについては昭和 38年から数年

にわたって実態語査をつづけ，木取り・工程・設備・製品歩iとり・生産能率などに関する資料

全集積した。これらの結果は，林野市が策定した製材業近代化計翻におけるモデル工場や全国

各地に形成された木材工業居地の計図検討に，基礎資料として活用された。
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輸入南洋材の樹種範圏が広がるにつれて，有効利用の菌から樹種別の技術資料を求める芦が

高まり，昭和39年ごろから別記のような「南洋材の利用開発Jに関する総合的試験が開始された

が，その一部として，鋸断・乾燥・飽削・単板製造など各種加工の難易と適正条件の検討がつ

づけられている1）。

南洋材の鋸断については，上記の試験とは別に昭和35年ごろからのこ1むを摩耗させ易い樹種

を対象とした歯－先硬化法の実験を始めており，昭和40年以時には酪先に硬質合金を放電被覆し

た帯のこやクロームメッキを施した丸のこの実用性を検討したZ)o tilt種別の鋸断性については，

現在のところ製材時のJ免き易さをみる意味で帯のこによるさ色村のたてびき試験を行なってい

,cl) 、， 0 

輸入外材の増加により，乾燥技術の面で；玄人工乾燥スケジュールの決定法が研究問題として

クローズアップして来た。乾燥スケジニールは，従来樹種・材種ごとに試行錯誤で経験的に定

められる例が多かったがこの方法では標準作りに日時を要することが避けられない。いっぽ

う，各樹種の基礎材質から乾燥条件を求めてゆく方法は理想的であるが未解決の点が多い。し

たがってさし当り急速乾燥による損傷発生と含水率低下の状況から決定する方法を提案しへ

南洋材の乾燥性試験などに適用してきたり。

また，建築部材の工場生産などが進むにつれ，工業材料としての条件を錆えた輸入針葉樹林

を乾操加工する動きが活発化し，それらの乾燥スケジューノLや係算を検討するた

施されため6）。なお，ここでは乾燥費誌減を5H.った7.i:iih¥＼乾燥の適否もあわせて検討された。

なお，これらの乾燥試験を実施する経過で木材の基礎材質と乾燥性との関連性についても検

討をつづけている。従来取組んで、来た水分移動性の研究に加え，乾燥J;t:.力や損臨の発生に関連

する粘弾性現象とくに水分非王子衡下でのクリーブとセットについてもいくつかの知見が得られ

つつある7）。

挽板の飽削仕上げについては，すでに眉産材を対象とし樹種別の特性を罷ベてきたが8), 刃

物寿命や仕上げ簡の点、で問題の多い南洋材に関しても向様の試験を開始した九

南洋材樹種の多様化に対処して，合板用への適不適を判定したり切削条件の改善をはかるた

めロータリー単板の製造試験も精力的に行なわれた九とくに原木煮沸条件と刃先条件が単板

品質に及ぼす影響については多くの実験資料が得られており 9）引合板製造技慌の向上に寄与し

ている。なお，単板の品質と歩止りを左右する裏部れ・カールなど、の発生機構を明らかにする

ため，王子削りヰ1の材料の応力状態を実験的に検討中である。また，／焔包材料，パネル構成材料

などとしての適性を判酪するうえで重要な釘の保持力についても樹穣別の試験が行なわれ

fこ11）。

前述のように木材工業の多くは輸入外材のゆたかな供給と製品需要の伸びに支えられ生産

規模拡大の機運にあったが，労働力不足が探刻になり省力化の努力なしに生産を維持ないし
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拡大させることはしだいに なって来た。 このような状況下で開発または導入された新機

械：Wr技能については出来うるかぎり実態を調査し実用性を評価して来たったとえば，複走帯のこ

ばのこ身が前後の 2部：こ分かれ， 前llllJの］Jii'のある侠いのこ身ぷ切首ljをJf！当し，後方の］；おのない

成いのこ身が前者を支持する役目を持った特殊のこいで， 腰入れなどののこ身仕上げの不要なこ

と， 1£1っき部分を使い捨てしうることなどが特徴とされていたが，北海道立林産試験場と共陪

で実用試験を行なった結果，条件によっては使用に耐えることが明らかになったωω。 G九アこ，

扇動送付車の遠隔操作が製材における大'l'IJり作業の能率；こ及；ます影響念検討し，丸太の径と木

取り法によっては省人の代故として大割問機械の処理能力の低下す叩ることが明らかになっ

ふ伊 14)
／｝ 。

'r 

'-合理化さと目ざして連続式ドライヤーが開発されたが，l):i板乾燥の能率化，合板生産で

れに対して謂査，試験を繰返えし構造の改善と操作基準の確立を通じてその普及に貢献した15）。

この方式では，機内温疫の上昇とジェット式の送風により乾燥i時間の著しい控縮を可能にした

1J', いっぽう急速乾操のためtt上り合水率のばらつきの治大：7:;[tげら これを軽減するた

めさらに連続式合水率検知計を用いたドライヤ－；去り速度自動制的l方式のDm発：こ参i麗しその実

用化；こつとめた16）。

木村乾燥の分野では， 内部送風式乾燥室の普及，定着に加え，自動制御方式の採用がすすみ，

その性能が一段と られたが， これらの国についても と研究さと進ふう技能ま指導の中心的役

1i1J しfこ17）～19）。

なお，機械または機械詳の性能を十分発陣させるためのソフトウェアについても， いくつか

の研究が進められた。製材生産の能率向上については，各機械に対する挽材工程の’l!Jりふりか

fこ，選別・結束ラインの紐みかた， などの検討が行・なわれ，機械の取扱いかたについては， ド

一，ご七＿20）～22)
プ A ノ、 ）J ' 帯のこローノL機23＼自動1函かんな盤2ベ超硬刃物研出諜25¥ lji絞乾・Iゑ

機2刷 7）などを対象として適正使用条件の追求；弘行なわれた。 このほか， 予備乾燥としての天然

乾燥の合理化を目指して送風乾燥， 太11易熱利用などによる天探乾燥促進が試みられ， 建築用金I・

葉樹材を対象とする大形簡易乾燥室の設計基準が検討されている28）。

外材輪入の増加により，国産原木の消費シニアは縮小の一途をたどって来たが，

カラマツなどの造林拡大にともない小笹木・器貿木の出材がしだいに増え，

スギ， ヒノ

J戸
寸’， その効果的な

加工，利躍が園内林業とそれに依存する木村工業における大きな関心事fとなってきた。

うな情勢に対応して実施された「カラマツの利用技術J（こ関する特別研究の一部として，

このよ

スライ

サーによる浮単板の製造29¥原単板の熱援による圧縮乾燥，乾燥にともなうねじれ変形を相殺

するような逆方向ねじれを与える挽；付法あるいは圧縮撲積乾燥， などいくつかの新しい技術が

開発あるいは実験され， カラマツ材の集成材用ラミナとしての経済性についても検討がつづけ

られている。またスギ小丸太についても，製材木取り法，曲り材の製材方式，短尺または小幅
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の製材品の簡易な接合法，ひき魚・ひき答iJの乾燥法，などな中心に実験が進められている。

木村のたてつぎ加工に関する研究はすでに10数年支えから進められ，床板原板，集成材用ラ

ミナ，合板などを対象：こフィンガジ g イント部分の形状・切削加工および接合の条件と接合効

率の関係を明らかにするとともに30)31), コーナジョイントへの適用など各種の実m試験を行な

い32），たてつぎ技能の普及に先導的な役；！；｜！な果たしてきた。

数年吉すから公害防止のFむきがとみに強まり，木材加工の分野でも騒音・粉／Jlf・廃棄物・水質

汚it＇＆なと、の F,Ij;/TIがtHIされている。これらのう については，きれいに燃やし発生

然を利用するという！！ 焼却炉の構造，発生熱交換方式，拶｜：熱利用乾t決定の形式などの検

誌に着手し，仁川ljl］機械が活生する騒音・粉洛などについて：ヱ，その軽減または解消な狙lいとし

しい加工法たとえ；ふ；百三噴射7］＜：. レーザ光線などによる切断・穿孔の研究も計闘中であ

るお）。

建築摘造，使用部付など、の推移につれ，木質材料の手mm，形状，品質などにもいろいろな変

化が現われ，それにともなって製品規格の見直しゃ新設が相次いで、いるが，これらのうち，木

質床仮については製造条件，形態，品質ーなどの調査試験を通じて規格改訂に必要な参考資料を

提供してきた34)35) （鈴木寧）
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35) 一一一：複合刑問機成と加工寸法， 19, (5), (1969) 

21. 材質改良に関する研究

材質改良に関する分野が木材工業で重要な位置を占めるとともにこの方萌の研究も多方面に

発展してきた。過去 10年！？日技術革新の波に洗われ，研究分野もそ ていたが，公害

どから人間の生命の安全へと志向しつつあり，それぞれの分野での研究のとりあげ方も

変化しつつある。

新幹線にコンクリートまくら木，都市：こコンクジート電控が示すように防！お・防虫処理の動

向は土木用材から建築分野へと方向の転換がみられた。防鴎剤が公害問題：こ関部し，有機水

訣化合物が製造中止となり，はなほなしく登場した PCP,BHCなども使用制限となり，この期

間，各種の防協剤の開拓，性能把握に努力が払われた。

外材の輸入の激増とともにとラタキクイムシの寄が各所で集自発生し，器産のナラ材などに

被害がおーよび，その薬剤の選択，処理法の試験が行なわれた九

処理材中の薬剤の分析は，加庄注入処理材ばかりでなく，塗布， どの処理材が多方面

に必要となり，機器分析法の確立が進められている。



-132 

スチーミングアンドノ〈キューム防腐処理法については生材の注入法としてのフツレトン法2）ぺ

法りなどの処理条｛午の時立，超音波による浸透促進，高，圧注入処理など薬液処理の実用上の基礎

資料ともなっている。合板，パネルなど、の木質材料の樹Vi性の把J比薬液の処理条件およびそ

の性能をしらベ，水資材料の新分野開拓への重要なデ タをJ足。たした針。

浅川実

全国的に

木材および処理付の耐用年限を知るには環境条件の異なる野外試験の必要がありsi,

表－2のような成果を得るとともに7)Bl,験林苗｛Illに拭を設置し系統的に調査し表－1,

れている。また機会あるごとに処理科の実地試験が海洋試験を含めて地域別野外試験が実施

ど，防窟試験法確立，防i岩機構

すすめられているIO）。

木村の弼杓性；こおよほす／＆~； 1巧障の種類，培養条件，

解明のための研究も進められている。

木質材料のJ)fft燃｛とが軌道にのりはじめたころ，火災に｜怒して予言機質材料から多量に煙が発生

し，逃げ場を失う事故から，千日前ピル火災などのように有害ガス発生による死亡事故などで，

防火対策にはきわめて多様な研究を必要とするようになってきた。

主婆 tM1'重の心材の耐用王手数表－1

：
 

1
 

イ
S
々
t結Jジケrs: 

ヤマハンノキ，イイギリ，ラミン，ノミルサ
I 

( 2年以下）

ヒメハリモミ，サワグノLミ，イヌブナ，アベマキ，マテノミシイ，ムクノキ，グスノキ
シャラ，オオノ〈シナノキ，イタヤカヱ

II 
(2～3年）

シラベ，ヒメコマツ，アカマツ，ウラジロモミ，ブナ， ミズナラ（ヌカメ），ハリギリ
ヤチダモ，アラカシ，ストロープマツ，アピトン，マンガシノロ

III 
( 4～5年）

ミズナラ，ケヤキ，カラマツ，スギ＼ネズコ，アスナロ，ヒノキ，カツラ，シラカシ
グリ，レッドラワン，ベイマツ，シベリヤガラマツ

IV 
( 4～7年）

コキーヤマグワ，ニセプカシヤ，センベノレセコイヤ，
V 

( 8年.L:J,J::)

数主下用iliit の材史3J
 

処表－2

；住定耐用年数
_ES. 

Tu: W:Z 吸名斉リ来J佐定商tm年数'L 
llL ijx I奴~! j宇l,!1芦

コ布、

4.5 
5.5 

2.2 kg/m' 
7.1 

11 
14 

28 kg/m' 
53 ほう素化合物クレオソート泊

7 
8 

0.71 
1. 44 

8 
10 

0.7 
1. 4 

Na-PCP PF1 I 

ワ
e
o
o

0.41 
1. 08 

12 
14 

0.75 
1. 51 

PCP ボワデン S-25

3 オtE里処金正
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したがって防火材料の性能に発趨控をくわえた試験法がつくられ，さらに燃協にさいして

成する毒性ガスの評価に隠する試験が進められ，その推進に寄与してきた。

i功火薬剤の処理による効果について燃：焼性山I），発理性，発ガス性など明らかにするばかり

でなく 12)13），熱分解機構について実験がすすめられたω。

また新建築掠式枠組援工法に対応する防火試験の対策もすすめられようとしているO また防

火材料の評定機関として，不燃、材料，準不燃材料，難燃材料の各積材料の性能評価を実施する

｛まか， これらの材料の製造基準作成に寄与した。

合板が世界の生産の 20%を点め， tl士界第2位であり，しかもそ しだいに高級化へと

進んでおり，その技術的発展に対してこの 10年間の指導的役割を果たすための努力が払らわれ

えもてきた15）。

このためのものとして単板の材質と接着性16う単絞の褒害ljれと合板の接着力との関係，合板

の表部1i,sljれと樹種との関係17），各種合板用接着剤としての接着性能，コンクリート型わく用合

板の削久性，合板の剥アルカリ性犯)19），表面性能，複合床板の接着性能などから構造用合板，

LVL，枠組壁工法用合板の輸入規格まで、広い範罷にわたる合板の試験研究が進められた。

合板の二次加工としてフェノールレジンシ－ ~.塩化ピニノL樹臨，メラミン樹脂などの合成

樹脂系オーパーレイ合板，プリント合板，各種単絞を分ーパーレイした合板の各議性能を

するほか，前伎試験による性能をしらベた20）。

南洋材の合絞適性試験をすすめるなかで抽出成分が接着力におよ｛ます原田も明らかにし

た2九接着力試験法について試験法の相違によ もしらべた22）。

ホルマリン呉は人間の住環境の衛生上重要な慌題となり，その分ttf法，生成について解明す

るとともに初出， ホルマリンの生成の少ない合板の製造，接着剤の開発；こ寄与した2ヘ
集成材26）およびその工業についてこの 10年間の発展の歴史をみると，日本集成材工業会発足

(19社， 1963年），日本木材加工打術協会の造作用集成材の製造基準；総定（1964），構造用集成材

の製造基準大綱作成27），集成材の日本農林規格公布（1966），構造用集成材の耐火および許容応、

力度の報告完成（1967），集成木材構造設計規模（案）公表，構造用集成材の製造悲惨制定，開造

作用，化粧ばり遺作用などの製造悲惨改正（1969），構造用集成材が建築基準法第38条による材

料認定となる（1970～1971），日本集成材工業会が臼木集成材工業協同組合：こ発展（1971），化粧

ばり構造用集成材の製造の手引成るお）zg)(1972），その間研究苗を通じて，この工業の育成に大

きな努力が払らわれて来たものである3九

集成材はその舟途からも耐久性を要求され32）訪務処理集成材を含め耐能性試験を古くから始

めるとともに地域別耐伎役試験を実施中である。また築成材の材質変化に大きな影響を与える

内部応力についても研究されたね）。

オミ利用樹穏，林tili残材などをチップ化してノミーティグノレボード、製造｛こ供することは省資源と
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してきわめて重要で、あり，フサアカシブなど，スギ，ブナの技条材を用いたボード製造，カラ

マツ材から接着剤を使用しないボード製造などをすすめた3針。 ノ4ーティクルボードを建築部

材，家具への応用のために樹脂太一パーレイのそりへの影響とその対策35），ダボ接ぎ36），サー法

安定処理のための WPCの応用，クリーブにおよぼすオーパーレイの影響などの研究を進めた。

またパーティタルボードの加工について発展させた37）。

木質材料の加工上表面処理は主主要で塗装；土木材利用上古くから化粧別に発展したが，材質向

上的見地からの追究は少ないので， これにメスを入れ，合板塗装の塗膜割れの原因38），ポジウ

レタン樹脂塗棋の透湿性39), カブーノL村の不飽和ポリエステノレ樹指塗料の硬化障害などを解明

するとともに40），主主膜，塗装剤の耐久性およびその向上釜山2), 塗模の内部応力についても研究

が進められた34）。

木材と合成高分子との相互作用は実用的には進められているが，その基本的関係とくに熱硬

化性樹脂についてはほとんど解明されていない。したがってプェノール樹脂の初期総合物品）

放射性同位元素46），モデル物質を使って木材とのかかりあいを究め47），材質改良の発展に寄与

している。また，木材を高度に難燃化するために木賞セメント援の現化不良の涼因について研

究が行なわれその対策に見通しをうるに至った。 （阿部 克）
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ill. 主な試験研究の経過とその業績

1. 森林の寒害防止に関する研究

研究をとりあげた背景および自的

林木の寒さの寄の研究はヨーロッパでは古く， 19世紀中葉にはこれらの現象を認め，調査研

究がはじまっている。

；立，昭和 10年ごろから北海道でトドマツが高畑や造林地で

て研究が開始された。

害をうけ，はじめ

そのご，戦時中の伐採や，戦後の生産拡大のために，大面積造林地が出現するに至って，各

地に多量の被害が発生し，その防止対策が急がれた。

造林初期の投資を無にする，このような被害の軽減をはかることは，マイナス罰の対策であ

っても，きわめて重要で‘ある。とく：こ，民有林における森林罰営保険事業統計のなかの，

の占める害lj合の大きいことをみれば（表－1),

経j島：

に解決を要望されていることがうなずける。

昭和 37年から，本場と一部の支場で共同試験を実施していたが，被害が全国的なものである

ことがわかったので，昭和 38年度から全支場；＇.）；加わち，昭和 43年まで寒害防止試験を実施し

た。

これによって，各地方の寒害の実態が明確になったことと，研究の遅れていた部門でも同一

レベルにそろうようになり，本支場ともそれぞれの地域の特徴をつかんで研究を進めることが

できるようになった。

主主－1 年度 l)IJ気 浮 ミ災谷被害面積

医分 被 ぐ口E三 ffi 綴

年度

40 

41 

42 224 4,946 I 16,062 44,090 13,647 12 

43 400 802 120,942 7,319 16,614 317 54 

44 319 1,123 57,690 9,459 2,869 49 

45 10,436 393 5,010 1,058 13,272 57 

46 1,519 1,339 4,905 1,400 22,055 9 28 

47 9,560 6,162 88,113 1,478 3,434 24 

（昭和47年度森林国営側淡卒業統計より）



-140-

この時期の研究では，被害発生機作の詳細まで解明することはできなかったが，事態の急に

応ずるため，昭和44年度から防止法の実用化試験を本支場共同で、開始した。

試験期聞が長いために， 昭和48年度で共同体制は解いたが， 本文場ともその後ヲiつづき研

究を進めており，その寂まとめをいそいでいる。

収めた成果：

(1) 被害の実態

昭和31年ごろから，九州地方で毎年スギ，ヒノキの造林地が，数百へグタ一ノLくA らいづ、つ枯

t員してゆく現象が起り，ブL州支場で

そのご、，昭和36年までの被害をとりまとめ，実態宏明らかにしたのはI)＇きわめて重要な成

果であった。ということは，北海道のような寒冷な地方では当然であるが，九州のしかも南半

部においても寒害が発生することは予想さえしなかったからである。

報告には，寒害さと凍霜害と寒風害とに分けて，その発生地形，被害木の症状，被害型の区分，

さらに，被害発見時期や擢災期日，被害発生しやすい地域区分などが記述されている。同支場

は，その後も諒査をつづけ，逐次被害実態を明らかにしている2ゆ。

本場では，昭和31年4月末に愛知県下に発生した大凍霜害について詳細な実態報告＆）寸）をし

たが，このような例は，ぞれ以前｛こも，富士山腹の造林不成績地の原因が，霜穴地形における

と推定していたものりと同保で中部地方の代表的な実例となっている。

関東地方の被害は，昭和30年代に入って多くなり，常習地域である昨馬県を対照に，実態が

報告された8)9）。

いっぽう，東北地方では岩手，宮城，福島各県の太平洋岸に多く発生し，積雪が関係して複

雑な様相を示している10）～問。

また，この研究によって，四居地方にも，寒害が発生することがわかったことは16)17＞，大き

な収穫の一つであった。

さて，最も王手く寒害の研究のはじまった北海道では，凍霜害の実態はすでに明らかになって

いたが，道東地方や胆振，臼高地方の太平洋岸地帯での，冬期乾燥による被害が多いことがわ

かり，これを仮に寒乾害となづけ，その実態を明らかにした18)-20）。

(2) 被害発生操作

凍霜害は林木の酎凍性以下に気温が器下したときに生じることは明らかで，樹i]t［度測定手法

の確立につれて，樹凍性追究の研究が全国的に展開された21)-35）。

これによると，林木の耐凍性は，主として気温とくに氷点以下の温度の累積に支配されるこ

とが強く 20，例えば，ヨシズによる被覆は耐凍性形成をおくらせ，消失を早め22），酎J束性その

ものも低くなること22)23）がわかった。

本弁｜以聞の主要樹種では， 11月の弼凍性形成期は，プカマツ， ヒノキ，スギの／II買に早く， 3



月の消失期：ま，アカマツ，スヰヘ ヒ

ノキ 、2九酎J束性は冬3fが

形成されてから著増するので，人為

で成長休止を早めれば， 早く形成

されるし24)25＼窓素を多く施肥した

ものは形成がおそいおらまた，

恨の活動開始の王手い樹種ほど，早く

消失する2九これらは，北方樹種で

も関係で28), トドマツやアカエゾマ

ツでは，技よりも冬芽の方が王手く樹

凍性が形成されるし29)30＼ま

地方で雪の下になっている場合は，

耐；束性が弱いので31)，融雪の進むに

つれて，造林木が露出するばあいは

危険である。以上のような船凍性の
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［滋4 tMfill5JIJ樹立主役と羽最低気温の氷点、以下の
積算温度（5日ごと）
（高木，尾形，上中）

動きから，厳冬期：こ凍害をうけることはなく，初冬の耐i束性形成期と，早春の消失期が危険で

あることが明らかとなった32）。

また，斡付部に残っている霜輪を解剖的に観察することにより，過去の被害の発生期や強さ

を測定する可能性も見出した36)37）。

他方，寒風寄の発生操作については，冬季数か月にわたる乾燥により枯死することがわかっ

たが，造林木の脱水機構は明らかになっていない。そこで東北支場に抵温風限装農を設置い

鋭意実験を進めている段階である38）。

また，北海道のゑ：雪地帯の害は，寒風害と名付けるにふさわしくないので，寒乾害と奴称さ

れ，その発生機構についても若干の成果があがった39）→九

(3) 気象要因との関係

寒害の発生は当然気象要素との関係が深い。凍霜害については，異常低j昆の襲来，低混が発

しやすい地形との関係などは明らかになっていたが，寒風寄については知見が乏しかった。

この萌究ではこの点が若干解明された42）斗7）。

すなわち，前橋営林局の被害面積は， 1月の平均気温， 12～2月の捺水量ときわめて高い相関

にあることがわかった紛。

また，土壌凍結との関｛系も探いと観察されているので，関東地方で，任意の地点の方位，傾

斜度から凍結深度を推定する式が提出され43＼北海道では 1964～S年での凍結深分布44）と凍結

とカラマツ成長との関｛系45）が調査された。しかし，土壌凍結深の値そのものと造林木の残存率
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との関係は相関がないことが明らかとなった46）。

(4) 被害防止法

九州地方では，凍害常習地で，スギを用い穫々のl直付法を試みた48)49）。個々 の試験の間｛口元

若手異なる結果はあるが，幹の下部にi亙射する陽光をざける方法が，普通的に効果があった。

のことは，茨城県下でも実託され刊さらに，比放射量を用いた量的関係も求められた51)

したがって，経済的にぺイす

とがわかった。

造林ァドの斡の下部を被覆することは効果的であるこ

また，雪伏，土伏の方法は古くから行なわれている

であるから，完全な防止法でない52)53）。

これは造林水が部せる時期まで有効

したがって，幹のしゃへいにもなる方法として林分による保護効果を利用した更新法，例え

は，下木植栽や保護樟帯設定などの効果判定をするための試験が進められている。

寒風害については，林分の風下への効果は必ずしも広い幅に渡るものでないことがわかった。

そこで，これも林内の保護効果を期待した，上木被覆による妨止試験を実施してきたが，まだ

十分な成果はえていない。

いつ；まう，寒寄に対し抵抗1全の高い系統の選抜を目ざした育稜が古くからi土じめられていた

が54）～57），そのご

一ン間のちカ：し、がしらべられているが，実用［じには至っていない58)-60）。

盤緩？佐官l地区 3 
§!I深川？？？地区 2 

EヨIlk発J虫i玄 1
D!!t~被告地区 0 

E喜一2 寒風寄危険地帯広分（小島）

樹立地i玄分

メカニズムや， i功止方法が開発

されても，対象の林地がどの槙度の被害をう

けやすい地域に入っているかがはっきりしな

ければ，兵体的に対策を立てるわけにはいか

ない。

そこで，気象要素と既往の被害実例から，

危険地域区分を試みようとし，国立林試の構

想、を参考として，県林試が実行し，群馬，茨

城等の 9県がその成果を発表している。

東北支場では， これ念統計的手法によっ

て61)62），四国，九州支場では既往の資料から，

それぞれの地域の底分を試みた6制心。また前：

罵県林試の1K分を気象要素から検討し，区分

図を作成した65）。これらは，さらに実際に利

用されるよう研究を進める必要がある。
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l'K]-3 [Jg留地方における寒風i：発生予想地域（安藤，斉終）

関－4 昭和37～40年に九州四県で林水の

祭さのZ与が多く発生した地域
（上中， Fさブゴ）

ニミ町、

ー日間仙波＼ー－

田小発地

問中交山

理常山

田断j、制波

田？旦脱会蹴

関与 スギ寒風警の危倹地域区分（向山，佐々木）
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解説：寒害の実態，被害発生のしくみ，訪止方法などをわかり易く解説し，技術普及に協力

するため，多くの解説書がつくられた66）～70）。

活用の状況と見通し：

a) 立地区分については，各地域ごとに造林指針にくみこめるようなものを出さなければな

らない。臣下北梅道支場で実施中の研究をたたき台にして各地方ごとにまとめれば，実用に供

しうる段階に至る。ただし民有林との関｛系もあるので，県林試の協力が必要である。

b) 訪止法，保護林分の｛え探後の＠i本木の抵抗力がどの程度残っているかが不明である。こ

の点、は多少時関をかけなければならない。

c) 耐寒性系統の育種については，検定に時間がかかるので早急な実用化は期待できない。

（土井恭次）
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2. 大気汚染の林木の生育に及ぼす影響に関する研究

大気汚染研究lこ荒手してち；；うど 10ffな経過し， この間研究の方向も，研究の進展ととも

に，また社会的要詰：こ対応して変注してきた。

この 10年miの歴史をみると，この研究の流れは大きく次の 3つの時期に分げられよう。第1

j羽（昭和 40年～42年）：久野外における樹木彼害の実態を明らかにし，問題点を見出す，いわ

ば大気汚染研究の今後の方向をさぐる棋京の時期であった。第2期（昭和43年～46年目立， 大

気汚染被害に対する対策への足がかりとして必要な，大気汚染と樹木被害の関捺をより明確に

するため大気汚染被害の測定法の検討を中心とした時期であり，第3期（昭和47年以後）とし

ては， tM木を指標として大気汚染の状況を検知する，いわば大気汚染による環境悪化を逆に生

物の反応をとおして明らかにしていこうとする環境保全対策への生物の！日初当らの結続的対応の

時期で現在進行中のものである。

第 1t切のスター i、となった昭和 401ドは科午：J支持：m：の日J1Jt'tによる「

研究」の一環として「大気汚染の樹木に及ぼナ影響むという

立主主主＆－
＇，｝ ぺ川＇＂→ i

じまった。当

時，大気汚染に対する社会一般の認識はまだきわめて／ftく，いわゆる“三三’Z”という7主出はまだ

比較的なじみの；rれ、ものであった。しかし，大気汚染による影響は一部ではかなり深刻な形で

あらわれてきており，とくに人体影響のHITで、見過せない時点にきていたことも ~t実であった。

棋木に対する影響についても，主要汚染地域では，公園，緑地の桜木，街路樹などに衰退現象

が指摘されはじめていた。このような背去のなかで，この研究では，まず東京都内における樹

木の衰退状況を明らかにするための実態部査が行なわれた。この研究は竹原土渡部主主部長

時）を主査として造林第1研，土砂；関生物研，防災第二研および浅川樹木研の

者の共向研究として実施された。

者II内20か所の公園・線地を選定し，そこ

（葉色， i主主，新梢の1filび，校の枯れ，

る樹木について樹撞別， i間本別iこ衰退状況

ど）が詳細に調査され，その結果，次の諸点が

指摘された。①衰退の程度は，樹磁によって著しいちがいがみられた，とくに都心部では，ア

カマツP スギ，モミの成木はほとんど枯死して見当らなかった。ケヤキ，シラカシ，なども

退の目立つ樹穫であった。②衰退程度は地域によっても著しい差を認めた。すなわち城東，城

北，城街地区で衰退の進行が目立ち， J成問より郊外では軽微となる。この差は，大気中の硫黄
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鼓化物限度の分布とほぼ対応するものであった九

nるマテノ〈シイについてそプカマツ，一プグL
 

ふソケヤキ，このことは，

と同flおこ，樹木、ことが明らかにされた。

タられ，林を形成しているところでは，

されfこ1)0 

じめ0 
もよるl t ---こーレ、，

れずこ。

得[Iされた自然

自致的；二制御できる当

.7-、ないため多くの苦労が払われ，その製作に

光のチェンパ

時としては高い性能をもっ
、炉
、岡田らわしfこ。

の装詮を箆つての本絡的実験は第2期にはいって行な

以上の結果，樹木の衰退状況がかなりきびしい実態であることが明らかにされ，

され

その探悶の

大気汚染と桜木被害の関係をされた。ょとして，1っとして大気汚染が関保していること

：こ担出することが今後の開題点として指摘された。より

よる「大気汚染；こよる農林作物被害の測定方法に昭和43年，第2期は，

として，トした。ここでは，都内関する特総研究Jによってスタ

穏について追跡調査会行ない，

られるとともに，主要汚染物貿と

の関部を明らかにするためのく

多少が大気亜硫綾ガス汚染度と

の葉ffif；こ付議しているダスト

ストのブイノレター効果をなしていること

また，大気汚染の樹木に立すする

られた。実験用の亜硫綾ガス及び自

このなかで，第3；認で研究の

となる大気汚染に対する

も直接対応しうる指漂描物の探索についても

せて検討された。

的に実施された。

の他に保護研究担当も第 1期の主要メンパ

部樹病研究室および隠密支場岡山試験地の参加

？とめ 45年をえて，より効果的な研究推進

ツ“
丸明博

ヂ

よりブロジェグト研究の体制がとられた。

（当時），の開／け原調査部長（当時），

葉科長（故人）と 交代があった。

主要な成果を項毘別に示すと次のとおりであ

った。

S02くんtM袋j百'l!f.J!I寸

(1) tri 1期で実施された都内の樹木衰退の実

態調査にひきつづいて，調査地 13か戸ん主要対
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写真一2ケヤキ笈i去の経年捻移 （新7首辞［J沌）

上から 1967年5月の状態
1969年5月の II

1970 if. 5月の／／

象樹種もケヤキ，シラカシなど数

核種iこしぼって，それら樹種の衰

退の経年推移について調べられ

た。その結果，都心部での樹木の

衰退の進行が目立ち，とくにケヤ

キの異常落葉，スギ，モミの枯死

現象が都心周辺部，とくに西郊へ

の拡大が著しいこと，主要道路の

交差点付近では，都心とi可様の衰

退が起きていることなどが明らか

にされた2）。衰退の年次変化を写

真で記録する手法がとられ，その

経年推移が一見してわかる

資料も得られた（写真一2）。

また，これら調査地点について，

アカマツ，ケヤキなどのHit葉中；こ

れる硫ifi't分析が行なわれ，

と大気ヰ1の頭陳絞ガス汚

間に況の相関がみられ，大

気汚染の有力な指擦となること，

また，衰退程度を知る手がかりが

られた3）針。

(2) いっぽう，野外での大気汚

染と樹木被害の関係をより明確に

するため，室内実験によっ

亜硫酸ガスに対する桜木の被害症

状と感受性についての検討がなさ

れた。まず，多数の樹磁のガスに

対する感受性の相互関部を明らか

にするため大型のどニーノレ製のく

ん煙ハウス（4棟）が浅JII実験林離

木研究室に れ， これを使ってくんi忠実験が行なわれた。その結果，樹種による被害症状

の特徴が示され，ガスiこ対する相対的感受性の 90種の樹木・草について明らかにさ
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つ

都内

なかには適合しな

明らかにさ f’ ｝ るものであえもふ畑 '~ 
J」。、ー

（スギ，シイなど）もあり， これらについて 3 ガス以

外の要因の影響が示唆された。

また，これらのくん皆実験と野外調査の結果から，より

る相対的鰐性のリストがまとめられ，汚染地域の緑化；こ対する

つぎに，亜硫酸ガスに対する感受性とこれに影響する要国の関係，及びそれにともなう生理

的反応について検討された。その要因としては，ガス

光条件，葉齢，品種系統，などがとりあげられた。例え

間
_;:,.,. J－、 .：；，明 ..,:l-: J広角c:" vi、－0 ~ 1-, 7～8 fjの時期

-! 
て与

」マ J，可ぷ、亡ごべじ，」。

こと， ることなど；'J：明らかに

力、、ス る生玉虫反応について ァデス Pザ

宅｝

し， くん壊！時間の経過とともに ヲ、“ L
g_  こム，

ることなどが明らカペ二さi工， こjもら｝

｝

 ふ～
官
民 よ

樹器：による生理的反応のちがL

jご

もっこ

おいJ 必ム成
＇－ノ」仁 JI一一’

ることなどから， ら3.1.,なく

ても， における

つぎに，主要道路付近で，とく 開立つことから，自 ガスによる

るため， わf工f二c こhによるとケヤキ；などで，

かなり高濃度の排気ガスにさらさ

よる影響にくらべ， きわめて

長期にわたる影響について

らiエる

らiエfこ7）。 しかし，

に

の
ス

ス

カ

ガ

(3) 現地植栽試験によって， £If硫段ガスによる

ばくん壊による実験結果の現地への適用を試みたものであった。 v

ら距離別に4か所の試験地で，プカマツ，スギ， ヒ／キと

感受｛生の異なる 1占；干重をボヅト値え；こして設霊し， t主寄~）：況と大気中

ついて誕べられた。この結果，

平くまた，著しい，そして，樹霞のなかで

さわしfニc これ；土， いわ

関山県水j；討を［玄

1fス ザハ
U

？？ 

‘ー

、地点、ほど，

被害発生時龍と大気中のガス r 

であること， 3樹種の

とほ；ま一致するも

のであったこと，被害発生に対し一次的加害要因となる られなかったことなどか

ら，車硫酸ガスが被害の発現に対する

能なことが示された。

と判断されたへそして の可
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(4) つぎに，大気汚染と病害発生の関係について，とくにマツのすす葉枯病，はぶるい病，

j五葉樹にみられる，すす病，うどんこ病などが大気汚染が問題となる地域で，目立つことが観

れた。とくにマツのすす葉枯病の発生に対し，亜硫駿ガスが誘因となることが， ITslの接種

とガスくん悼の組合せ実験から註拐された8）。 このような， 汚染地域で発生する病虫害の開患

は，今後，病害発生の誘因としての大気汚染の問題だけでなく，樹木被害の拡大要因としての

という 2つの部から震読されていく。

(5) 樹木に対する大気汚染の影響を測定する場合，桜木の示す反応、を直接測定するほかに大

気汚染により敏感に， しかも樹木と問じ生活の場をもっ植物について調べることは，樹木への

影響を知るうえで重要であるとともに大気汚染指標としての効果も大である。この意味で樹体

：こ着生するセンタイ類をえらび，東京都，千葉県市E京市などで諦査が実施された。東京の例を

示すと， 7高生センタイ類の種類組成から都内を 5つの地区に地域底分できた。すなわち，①セ

ンタイ類のほとんどみられない都心部，③コモチイトゴケ，サヤコ守ケがわず、かにみられる区部

の1部と，立JII，八王子の中心部，＠この2種類のセンタイ類がごく普通にみられる，都心の

外周部と三多摩の一部，⑧さらに数種類のセンタイ類が出現する三多摩の大部分，⑤正常な着

生植生を示す三多摩の周辺部である。この地域区分は，車硫酸ガスの濃度分布とよく一致して

おむ，；~~い指』；？とjf主が認められた9）。

以上が第2J羽における成果の概要であるが，今後の問題点として，普遍化しつつある都市お

よび周辺の汚染被害をよむ適般に詑出するために， Tili硫般ガス以外の汚染物質（オゾン，

合物など）および，これらの複合ガスの影響についての解明が必要であること，また，樹木をは

じめ各種の生物が示す反応を通じて汚染の程度を検知する手法の確立が，環境保全対策への具

体的指針ーを得るよで必要であることが指摘された。

この研究は，これらの問題点をふまえて昭和47年度から指標生物に視点、を置いた研究に引き

つがれた。

大気汚染と樹木被害の関係は，大きく 2つの立場がある， 1つは被害の軽減防止といった樹

木の栽培の函からの立場と，被害樹木を汚染原境の程度を検知する指標として位置づける，い

わば被害を受ける立場：こ立った視点とである。第3期で進められている研究目標は後者に置か

れているが，研究そのものは前者；こも対応しうる成果が提供できる。

指標生物としてつ与える対象は，樹木を中心：こ， ；｝~f生値物，昆虫，病関，土Jji1微生物，動物を

加え，これら生物の汚染；こ対する変動を担保し，指標性の高い生物種・個体を検索しその活用

をはかろうとするもので，昭和47年から 5か年の計図で、環境庁別枠研究「農林水産生態系にお

ける汚染物設の｛馬環と指摂生物に関する研究j の一環としてはじまった。第2賠につづいて場

内プロジェタト研究（主査・ 47～49年中野科長（当時）, 50年以後土井科長）として新たな研究分

間として造林第2研，材質研，昆虫第1,2研，関西支場昆虫研の参加をえて，より広範囲な専
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r"J分野からなる刃向主体制がしかれた。

現在までの主な研究内容を頃毘ごとにみると汚染地域における
..、一、

ひきつつき

れており， これまでの東京を中心とした範聞から都心から 100km

進められ， ス ケヤキについて哀ill分布を示す地図｛とができ， これらの民Hi'IJJミ界が！切らかに

された10）。 このスギ， ケヤキを中心として，汚染指標としての有効性を る7三ぷ＇）， その京

i品；現象の解析が進められている。 fyljえ 異常活葉，菜色の変［ヒ，

らの解析， ソフト X線による1手1/iiiliWP祈11）な ら;J-t,ている。

・1支のff/！びな

ケヤキの

から諒子生産に大気汚染がつよく してL、ること12i, ｝シ 3一、。？
::;:: 7.、：刀ミッ ？ ：こよる；JJ！上位 I~ 己fi1i: ijJU~i誌で，

汚染地と非汚染地閣の成長量比較13）から大気汚染が成長を著しく阻害することがm告されてい

Q。

いっ；まう， これら野外の現象解析と平行して， その実験的裏付げをうるため， プJ、スくん煙突

も進められている。 ：こ人工光源をど利用したくん理装置（コイトトロン HN型）が造林第1

研；こ， 浅JII樹木[i]fのどエーノL製のくん煙！ハウス；'.i＇ガラス製｛こillてかえられ， これらを｛吏って

S02, Osおよびこれらの複合ガスに対する感受性の樹極的j差， 誕の古：i数及び器禁の発生川，各

種要！El（ガス濃度・処理時刻，土壌水分養分条件，光条件， ikil琵条件など）との関係および感受注

の日変fl::，季節変化，感受性機構について調べられている。

また，大気汚染にきわめて ンタイ ｜会i本としたブリオメーターが

開発され民）（写真…3），汚染のそニタリングテストが現地で実施されている。

病l'.dT，昆虫相について

指際性の検討が進められ，

：土，大気汚染；こともなって発生する 昆虫の検索とその

マツのすす架枯病菌の接種試験が， 野外（広品・大竹地区）：こ作られ

た浄化装置16）をつかって実施され， マツノザ、イセンチュウによる発病と S02の関係についても

病態生理のめんから追求されている。

品虫関係では，汚染とクスノハ

ごとグリガの寄生率的， カイプfラム

シ類の種類とその分布18), ）探知毘

の落下虫数と光化学スそッグの関

係などについて関東地域の調査か

る結果が得られている。

....;:.-,;.._ 

3二J、一， 関問地区の汚染地を中心

！ア‘、一， グモ相の磁類とその分布から

S02 と， タモ相の多禄度，

似皮の関協について検討されてい

る。 写Ti…3 ブリオメーター
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土壌｛数生物，動物の指際性調ftでは，さきに示した，首都聞のスギ，ケヤキの衰退分布と対

応させ，環境恕化の程度をチヌナ， j,:z生物l'EI（コvルフ場の表層土，アズマネザサ葉頭上，大気中の

各微生物相）およびIE葉樹林下のこ！二段中形節足動物相（ベソッカキトピムシを中心として） 19）の

地域変動が調べられ，樹木の哀j品分{ffと対；みした結果が得られている。

このほか，この特別研究では，神奈川県林業試験場に委託として，スギの哀i必の実態解析お

" o、 現地ji(［栽；こよる ,1:i心：こ諒査が依頼されている。

以上， 47'r手からの研究内’：予を概Iiiふ；ミしたが，まだ中間段階であり，今後の成果がまたれる。

なお，この 10年のrm：二大気j方法研究IXJ述の解説書20）・総説的政告21）がし、くつかtrJされている。

いっぽう，大気汚染研究は各県においても重要課題として取りあげられ， .m林試との・／N報交

換・指導など，各ブロック 総合助成による別枠研究（46年～48年 12WU一「大

気汚染の樹木に及iます影響主に諒｛じ似ネ；i’f成に関する研究」ーあるいは，研修生（約20w~延 35

ヂ！）の受入れを通じて実施されてきた。 （井上紋MO
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3. 林地土壌の生産力に関する研究
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この研究は昭和38i:ドから 5か年計牟磁で，出林水産技術会議の特別j研究として実確された。技

術会議が発足すると，すぐに土壌の生産力に関する研究を企画し，最初に郊iゴニ境生産力の研究

が昭和 31年から 36i:j三まで実権された。ひきつづきま三陸土壌（昭和 33～37年），草地土壌（昭和

36～40 f引，泉街爵土J:1•ミ（昭和 38～42 i:手） ；）：行なわれた。林地土i哀の生産力もこの研究の一環で

ある。

tttt!J.と農耕地とは，土i会の諜査法，研究手法：こかなりの相違がある。これについて若干説明

を力日えよう。

1:111ニi：撲の自〕Htは， 土壌水分調査，栽培試験が主な内容であ

り，このほか土壌の基礎研究が付帯する。よ主体的：こ説明すると， lつの地域で基本土境調査が

行なわれ，生成論的ないし土i哀恕学的に土壌をど足分ずる。区分された土擦の単位（土壌続）ごと

に生産性土Jj\~調査が行なわれる。表ごとの厚さ，毛j；転の難易など 10 項目ほどの地質について等級

区分する。その主旨は正当な収量をあげ，また正当な土壌管理をする上で，それぞれの項自が

制限母子，阻害思i子ーになるかどうか，その程度がきわめて小さい第1等級からきわめて大きい

第 4等級までに分級される。この研究手法三後続の京地，癌地土上京にも踏襲された。

農作物の収量はMiRB，土壌管理に強く影響される。このため，土壌の生産力可能性を分殺す

る場合， t;z最より土壌管理の難易の方が指標として有効であろう。この点林地の場合，土地環

i克条件；主人為的なコントローんをうけること く，その良否が誼接林木の生育と結びつく

こと しfこj：って， もちろん， これ以外に地質，地形， どの環境条件を総

令すれば林木の成長を予測する可能性がある。林地では栽培試験を鎧年月で行なうことはでき

ないが，：仕掛林を調査の対象地：こすれば，長年月の成長過程が解析できる利点、がある。本研究

が開始された当時すでに地位指数という簡明な生産力指数が用意されていたのである。

森林土撲の調査・研究は昭和 22年以来！限調：こ進み，土壌基準型の潜在生産力は，おおまかで

はあるが，評価可能な段階であった。そこで本訴究でほ，さらに高精度の生産力詳細を求めて，

しい手法を開発するため次のような内容について顎究を進めた。
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全国的な視野から約 20の地域を選び，気候，地形，地質など立地森林立地（環境）区分(1) 

これは精密調査地を設定する予措でもある。立地区を分ける。安田~解析して，

環境要因分布の特徴を調べ，和法；／/1,jnf＇地で土壌の形態，環境要因と土壌の生成(2) 

土擦の生成に関する要注！を解土壌と森林級生の組成との対応を調べ，とのIlli系を求めるほか，

祈ナる。

ごとに，林水の成長過程を調べ，環境条件との対地！)lえあるい林木の成長過程(3) 

i;［：を求める。

し，林水の成多数の：！土齢造林地約密調査区内で，土壌・環境条件と林木の成長(4) 

長（地位指数）と土壌を中心とした環境諸条件との対応関係を求める。

；勝手目安，カジ， Z王灰など林水ど林木の部位に，
，
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林木の養分分布調査(5) 

こと壊条件，成長の良否との対応を求める。の資分がどのように分布しているかを調べ，

林木の成長過程の地域特性

一般に生物の成長は，初期には遅いが，しだいに速くなり，後期にまた衰える。林木の成長

過程も向様である。問題は林木一代のうち，成長衰退がいつあらわれるかである。スギ林の輯

高成長曲線を次式にあてはめ，常数を比較すると，
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地域差が認められる。

Ytロ K…G×bt

ただし， Yt:t 齢［皆（ 5年間；詩）の樹高

K, a, b: 
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日本の地域では， k，α，bの｛直が大きい。とくに bジ 1：こ近い，これは成長曲線が誼線；こ

、ことを意味する。すなわち， 40,50年の罰；こ成長衰退があまりおこらないっこれに対して

日本の地域は，成長衰退が大きい。地域性のなかには多分：こ品種的要素；ぅ：含まれる。南九州

：こ多いメアサ，オピスギ，千葉のサンブスギは明らかに表白木製，北九州のヤブググリ，出陰

のオキノヤマ，ゴtr窪のボカスギな 日本型の成長を示す。

2. 土壌型区分と林木の成長

それぞれの調査地域で，壮齢造林地を選び， j変林木の

成長と土漆を中心：こした環境要国との対応関係を認べた

どの地域でも，土jぷ型区分と密接に関係すること

スギ林について間－1に示す。 これは標本林

分約 600か問の を，地域別，土壌型炉j し

たものである。どの地域でも次の傾向が明らかに認めら

れる。

スギ林の成長は， BA・BB型（乾性掲色森林こと）が最も

悪く， Be型（弱乾性）， Bo型 (i臨時性）と，

ど良好となっ， BE型（弱温性褐色森林土） )J；最もよい。

1ι 

22 

20 

主主

淀 18
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叡 16

CA‘a, ec aoctil s, e，，.，侯 s,

急訂！＼ll古!f ct，均三.101m,u；.⑦!Jl'l・lfi摂

なお褐急森林土；土日本の山地の約7吉怜おおう，林業上 主主~~ ~＝；；，；之芯＠側ii；；；など
；最も重要な土壊で， 現行の形態的森林土壌分類；ま林地の [t!-1 tを域別二u哀型とスギの成長

生産力分級のよからも密れたものであり，森林土壌調査の重要性がこの研究からも十分に裏付

：ナされる。

3. 土壌・環境条件の数量化による林木成長の予測j

昭和37年本研究を企到していたころ，数量化理論の適用をこころみて，一誌の成功蓄とみた。

すなわら，土J]！ミ，地形，地質など質的な要慢を数量化し，これら多数の要因を総合して林木の

予測するのである。その方法を簡単に説明する。 1つの地域で，約200か所の標本林分

(:j士斡造林地）を選び，造林木の成長（地位指数：Y）と土壌・環境の要由（X1,Xz，…・・， X.）とを調

ベ，コンピニーターを｛吏い，次の 2式；こしたがって， n個の要留項日 るべき数量を計算

vユーマ
3 ';;) 0 
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その土地の生産力（将来の成長）が予測得られたスコアを用いれば，任意の林地にあてはめ，

（表一2）。また，どの要因がどの程できる。この場合の推定精度（重相関係数本内？）泣かなり

度成長に寄与しているかを，｛fl＼＼相関係数で比較することができる。表－2に示すとおり，土壌型

このほか，つまりこれがスギ林成長の最もよい指標となる。区分の儒相関係数は著しく高い，

といえる。地形，地質も

、
' 吋一

－ 
し J」 Cる

されたものであり，

成長予涜IJの適合度と生産力の地域格差

数量化によって推定された成長が実際｛こど

（重相関係数）は，授られた標本林地について

4. 

ぞれ以外の任意の林地に

それ以前

に行なったスギ品種の環境諮査の資料をもとにして環境要函スコア表を作り，本研究で得た各

地の調査林分にあてはめた結果，表－3の数i直を得た。

ついて適合するかどうかを検討したのである。林地土壌の生産力研究を始めたころ，

スコア表作成の・ ~, f,i I設地域では推定値が過大となった。つまりこれらの地域は，天城，

天竜の地域では推定ff1立がわずかではある地域にくらべて生産力がかなり低い。り；父，

スギ品種のスコア表は各地域の成長予iJ!ljによこのような生産力の地域格差を補.TEす一れ：主し、。

数量化による林木成長予測のi＆合変と林地生産力の地域協差表 3

Jiえ 、～‘・,!i£ 牟占、
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く るといえる。

研究成果の実用化：

本研究の成果は，研究終了を待たず，昭和40年；こ鍔始された民有林の林治生産力調査，

とりあげられた。林t(!l,生産力調査は県林試の連絡試験・ として，

北海道ほか22採が参加し，県内の立地区分と主要樹還の成長予測を行なった。当土じよう

それらの指導と した。また国有林で ごとにp

主要造林樹種別の地位指数調査を行ない， スコア去を作成した。 これが中心になって， 立地絞

を｛乍り，林地の絡付げが進められた。

品． 材質育種に関する研究

木材の需要は， 建築用材を主；こした用途と紙・パノL

将来においてもこの 2つの用途はかなり永続するものと えられる。

としての用途：こ大別され，

したがって，林業の生産

自擦も当然この 2つのF店主をめざしたものになる これらの用途でー

要求カ2カ〉なり異なる。例え 建築材としては木材の吸湿性などの物理的性質を

質：こ対する

とした表面

としての・I±W：，構造部材としては材料の強度や弾性が要求される 銭高佐原料として

産費が安く， の収率もよく，できるだけ均質な材料を多量に収箆すること ある。

、 ヲ守＂，.

ヤ、つ，;i::つ， と供給閣をみると，木材需要のかなりの部分を外材の翰入；こ頼っているが，

国産材の低質なものはどんどん見拾てられる傾向にある。 とく；二主要造林樹種であるカラマ

材｛認が抵いうえ，間伐材が利用されないために造

林意欲を停滞させている。また，従来；土木材の独占場であった用途：こ対しでも木村以外の材料

の人工造林面積の 10%をこえる、ソ

その需要をのばしている。 こうした需要の変化を考えると，たん けを目が現われ，

とし 将来の木村需要：こ対応、できないことは明らかである。また，木材の材

質は，林木の生育環境によって複雑に変動する したものでも｛間本によって

いちとるしく異なり，遺伝による も強くうけると考えられる。

このような見通しと諸外国における材質を対象とした育麓研究の成果を背景として，昭和35

年；こ，材衰の変異性と遺伝性を明らかにするための基礎研究に ることになり，建築材お

よび機縁涼料の商用途につかわれるアカマツを対象として研究許酒がたてられた。 36年

より， 当場の主要試験研究のーっとして，本場造林部・木材部・林産化学部，東北支場， 関西

支場，東北林木育種場，関西林木育積場の共関で研究が開始された。

研究計蕗は，東北地方と関西地方の天然生アカマツ林で成長，材の比重，樹形などさと毎木簡

し林分特性をはあくするとともに，それらのなかから 30木前後の試験フ｛之さと選定する。各試験

木について， こまかい形態，樹幹解析，材の物理・強震・組織上の特性，パルプ念特性，化学成
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分，松脂j支出量などの測定を行ない，名、形質の変動量；と形質問相関をしらべて，材質に隠する

選抜形質の選択と選抜方法在確立することとした。さらに試験木からタネとツギホを読取し

て，東北地方と関西地方に，両地域の試験木の子供群を入れた次代検定林そっくり， BH喜？の；2

f云性をli'l'Rかめるとともに，諸形質の泣伝中目指およひ遺伝力などを求めて，材11に関する育種方

法を確立することとした。

研究の中味：土，各試験木について 255)[-~ ftを測定するという膨大なものであった。多くの研

究者の労をわずらわし，かなりの歳月を＇l'cやしたが，研究結果は材質育種に関する研究（第1

報）東北地方アカマツ！）と向（第2報）関西地方アカマツ2）としてまとめられた。主；江成果の概要

は次のとおりである。

1) 繊維長：樹心から外側へ向って織維の長さは，はじめ急激に増加し，後そ

j敢に減少すーるようになるが，それに至る年輪数は母樹によって差があるu 成熟材部の平均i直と

全年輸の平均値は母~tによって差があり，差の大きさは林分によって異なる。関西の林分では

年輪幅が広いにもかかわらず繊維長は一般に大きな値を示した。また，これらの憶と金樹幹か

ら試料を採取して製造したノぐルブの王子均繊維長との柏簡が高い。未成熟材部と成熟材部の間に

は柏際関係があり，前者の年輪数が増加するにつれて相関部数も高まる。

2) 年輪幅：樹幹の代表｛直としては胸高校下材の簡が適当である。

3) ｜史材率：東北地方の林分でやや大きく現われる。樹幹の代表能は 2）とl出;itである。

4) 容私密度数（比重） : 2）および 3）と間じく， 約五·~11下材の佑が全tJfi詳の代表値として適

当である。未成熟Hと成熟料の容結密度数におい 1＇~＇兵JI現捺があり，｝有者から後者をかなり高い

精度で推定できる。

5) 収縮特'l:cl:・強度特性：繊維方向収縮率をのぞ、く収縮に関連した形質や強度；二関連した形

質の植は，認積密度数によって予測しうる。

6) パルフ。特性：成熟科部において変動の大きい形繋（収率，ローエ｛函，比引裂強さ，端折強

さ）と未成熟材部で変動の大きい形質（強疫に関連した多くの形笠）がある。材との関連'l't!:をみ

ると，ノわしフ。の強度性能は娩HI容と負の相関を示し，収率は容積密産数およびlぬ材率と

聞を示す。

7) 化学組成・生松桔l提出量：化学組成については，再林分でほぼ向じ傾向を示した。生松

脂浸出量は関西の林分でやや多かった。

このほか，多くの形質の個体内およびilil日本11¥J変動量とそれら相互の形質問中Iヨは］を検討し，開

定が比較的容易ないくつかの材質指擦を取りあげ，選抜形質とした。すなわち，構造材に対し

ては技下高，幹の完i角度，幹の通直性，校肢の状態，成熟材の年輪幅・ l史材率・容積密度数・

織維方向収縮率など，ノ勺レプ用材に対しては成熟材の年輪幅・！免材率・容積密度数・織維長な

どである。さらに，これらの各形質を平均値と標準偏差でA～Dの4段階評俗iをし，それぞれ
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の用途で取りあげた形買がすべてAまたはBであるような｛国体を選べば，総合的にす

もつfltil体であるとした。

母樹別家系を用いた検定林は，昭和42 に大阪営林局揺LL!営林署管内設原山（たたらぱら

やま）国有林 119林班，昭和43年春に青森営林局岩手営林署管内上訪山（うわんぼうやま）

林 526林班に設定した。クローン検定林；土，ツギキ増殖が遅れたため，昭和49

地内に設定した。これら検定林からの時総は7～8年後の間伐時点になるが，

れるものと期待している。

合
0 

この研究は， と もって lつの段階を終え， ら

の研究材料が得られるまでしばらく中i析することになる。これまでに得られた成果は前述のと

おりであるが，それとは別に，この研究によって材質烹撞という用語iJ＇林業技術の中に定着し，

技術者の関心を高めたことは，将来のこの患の研究の発展；こ大きな意味をもつものである。ま

た，この研究からの誼接的あるいは間接的発展として， j:;f質育種研究班のメンベーの何人かが

;::JJ－：＼ι〈与す全共ユ

コI c' 1トス；c した研究課題に取り組んでいることは心強い。たとえば，プカマツ てコ

いてはさらに詳しく解析され3）～12＼育穫の部でも利用できる有益な埼報を提供した3 アカマツ

の諸形質の遺伝性に関する育種グループの研究のなかでも，材の比震が取りあ；アられ，

擦のi;'i；いことが推定されたω。また，本研究の成果をもとにして，永年i全作物のず；援における

早期検定法の確立に関する特.§lj研究に参加し，重要な材質指標について早期検定を行なうには

なお検討すべき されているが，その可能i主の高いことを指摘したIぺカラマツについ

ては，アカマツで対象とした形質以外に，材のねじれの問題が大きいので，これと関係の諜ぃ

繊維傾斜度が調べられ，いくつかの有益な知見が得られた。カラマヅの識給関斜度；土掴｛本によ

って大きな相違があり，利用上許容できる；討をもっ儲休も少数ではあるが，一段造林地：こ存在

する15）。また，育躍できる十分な遺伝変動設を含んでいる16）。天然林からのタネの産地によっ

て繊維鎮斜度の小ざい錨休の出現!J;fi震が異なる山。一般造林地での選抜方法・選抜基準の検討

も行なわれ，選抜効果が推定された18）。さらに，木材部では外的条件と旋思成長，造林部では

苦木段階における早期選抜：こ関する研究が続げられている。 （岩川殻夫・三上進）
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5. 施設農業における光欝利用の技粥化に関する総合研究

いわゆる施設農業の新しい要因として，最近光の質が注目されているが，各種作物の栽培に

光を選択的に利用することを自擦とした大型研究が，昭和45年度から農林水産技能会議の別枠

研究としてはじめられた。当場は，林木の育成部面における芯用の可能性を検討するため，昭

和46年度から 4か年部本研究に参加した。

この研究は，

号300～800nmの単光色およびそれら

②光質利用の技術化のための試作

③施設農業における光質利用の技術化

；二たいずる11，杓の生Yr反応の解明，

の 3 つの大課題にわけられており，~場はさ〉，$について林水を材料とした研究を分担した。

これらのなかでとりあげた小課題の研究成果の概要は次のとおりである。

I. 林木撞子の発芽にたいする単急光の影響1)2)

グロマツのタネ；ま気乾状態（水分合Jtt8,96'以下）でも，発芽に対する光感応性があり， しかも

光照射の効果は抵識では 1年以上も維持される。そこで鱗片が国く閉じている時期に球果を採

取し，暗黒下で調製した稜子を用いて実験を行なったところ暗発芽がいちじるしくひくく，あ

る場合：こは暗黒ではまったく発芽しなかった。しかも自然光下で採取したタネと異なり，遠赤

光が発芽を捉進し，赤遠赤の可逆反応が認められなかった。また緑色光域の発芽促進効果が

自然光下で調製したタネとくらべて少ない。スギ，シラカンパ，ダケカンパのタネも，球果が

まだ緑色をしている時期に採取し，暗黒下で調製した場合には，暗発芽が 0%となった。

自然光下で調製したクロマツのタネの暗発芽は， 30。～20°cの変温では 50%であるが， 25℃

恒温では 30%前後に減少する。 30℃以上の高温ではさらに減少し，光の照射効果も赤色光域
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のみに限定されてくる。また冷処理をおこなっても， H音発:J;f三がI告加する。いっぽう，暗黒下で

したタネでは，冷処理の効果が少なく，かなり長期に処理しても 20，%＇前後しか発芥しない。

このような実験結果から考えると，冷処理・変誌などの温疫効果があらわれるためにはタネに

前もって光が当っていることが必要前提条件らしい。

クロマツのタネでは，調製方法のちがいによって，赤一遠赤光の効果の可逆性が発現したり，

消失したりする。このよう タネの光受容体の量，状態のちがいによって生ずると考え

られる。多くの林木のタネで赤一遠赤光の百I逆反応が確認されており，光受容体はブブイトク

ロームであるとされている。赤住光：こよるフーイトクロームの励走塁によって発穿過程の生理作

用が進行するが，！肢の蛋自生合成，持；こポリゾームの形成がブヴイトクロームによっておl]ii却さ

れており，またさらに，細抱分裂のスタートも光：こ依存しているらしい。

（佐々木恵彦・浅JIIt登彦）

2. 林木のメバエの生長におよ｛ます特定波長域除去光の影響3)

林水のメパコユ たいする光貨の影響をあきらかにするため，特定波長域除去光下での

反！；むを；fjlJ詳II環境下で検討した。

クロマツのメパエの初期生長においては，用いたいずれのもlnl度条件， 臼長条件でも，赤色域

除去光下で日到rlゎo：徒長する。旺乳貯蔵護分；こ依存するJl倒1hのjrj1；長における光笠反応は， 3臼長

条件関；こ差がないが，上限軸の伸長は， 9時間日長でいちじるしくおくれる。赤色光域除去光

下で育てたメパエは，他の光条件下のものにくらべて用化部分の合水率がたかく，また非同北

部分への乾物の分配割合がひくく，とくに地下部の生長がいちじるしくわるい。トドマツ

！後期i閉が短かかったため伸長生長については暁確なちがいがみられなかっ

も赤色光域除去光下で乾物生産量がもっとも少なかった。

3 13長条件と

また長日長条件では， 1'1二色光域除去光下で， I頁芽形成がおくれる傾向がみとめられた。スギ

；ヱ，まきつけ後u手合へた荷木について実験を行なったが，赤色光域除去光下では主執が徒長

し， i主端分化；o：少なかった。いっぽう，？！？色光域i徐去光下ではさ三車1!1の伸長が少なく，茎端の分

化が多かった。カンパj瓦（ダケカンノ七シラカンノ〈）の光質に対する反志は日長条jtj二でことなり，

短日条件では青色光域除去光下で伸長生長が｛足進され，赤色光域除去光下で；土伸長室；が少ない。

いっぽう臼長)J＞長い場合には，ごく初期については短同条件下と陪じであるが，赤色光域除去

光下でのf1j1長速度が次第にはやくなり，連続光下では，うえつけてから 1か月後には他のどの

光景条件下のものよりも神長室；（）＞多くなる。日長ーを一定（16ll寺院）：こして昼夜温震の組み合わせ

をかえた実験によると，夜間温震がもっともfこかし、 25℃ 20℃在では，赤色光域除去光下で、も

次第に伸長速度がはやくなるが，夜間温震が 15℃， 10℃の場合には，赤色光域除去光下ではほ

とんど伸長しない。さらに，光貿効果と光；量の関係，（赤／遠赤）比をかえた光条件下での生長fi..
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応をひきつづき検討している。 （浅川澄彦・佐々木恵彦・森J11 靖）

3. スギの花成におよ｛正、す特定波長域除去光の影響

スギの花成が被ふくフィルムの色によって影響されることがわかったので，特定波長域除去

のジベレリンによる花成反応を；l,Jj街i環境下で検討した。人工光源による， 3種の変温条

件での反応を比較すると， 30-20℃ではほとんど花成がみられなかったが， 30-15°C,25-15°C 

では光買によっていちじるしくことなる花成反応がみられた。つまり'i'J・急域をかく光条件下で

は離花の形成が多く，赤色域をかく光条件下ではtfHtの比率がたかかった。

（長尾結文・浅J111登彦）

4. 直木の生長におよぼす着急フィルム被ふくの影響

Wi木の生長調節を主な自的としてP アカマツ・ケヤキにたいする各種ビニールフィルムー赤・

・緑・青・紫の各着色フィルム，中性フィルム（N-30），紫外域カットフィルム（UVC-2）ーの作

用枠i生をmn場で検討してきた。昭和46～48年度の 3年間の結果をとおしてみると，予期したよ

うな特定の調節効果がみとめられなかったが，前掲の制御環境下での実験結果を考えあわせる

と，当初から舟いた活急フィルムのもつ選光性の程度では，光量・温度などの他の要因の影響

をつよくうけるように忠われる。この積のブイノLムを苦木の生長調室ilに用いるためには，光1'1

反rc;にたいする他の環境要民のからみあいさどくわしく検討することが必要である。 49$1立は，

あらたに試作された選光性のつよいフィルムを加えてひきつづき検討している。

なおキリの黒痘病抵抗性についての研究に着色フィノレム念試用した結果によると，被害のあ

らわれ方と生長がフィルムの邑によってことなるが，明確な傾向はまだ確認されていない。

(111路木曾男・飯塚三男）

5. さし木の発根におよほ、す着色フィルム被ふくの影響

当初はスギに重点をおいて，事業的さし木発根率を向上することをねらいとして111eフィル

ムの効果を検討し，そのご，クロマツ，常緑広葉樹についても試験をひろげた。用いたフィル

ムは， fJ'f(B-20），緑（G-20），ほ（OR-210），紫外域カット（UVC2），無色（じvc…0）の 5種であ

る。

スギをtill地ざしした床を 2か月間ビニーノレフ fルムでトンネル状に被ふくした。 47～48両年

度の結果では，発根率が比較的よいクローンはもちろん発根率のいらじるしくわるいグローン

でも，活色フィルム被ふくによってとくに発根率を向上することはできないようである。いっ

ぽう水ざしの場合には，発根の早いクローンでは 1.5か月後の発恨率で，発恨のおそいクロー

ンでは4か月後の発根率で有意差がみとめられ， ビニーノレ被ふくとくに OR-210が発根をはや
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ふうる効果がみとめられた。しかし，最終発摂率：二 とめられなかった。発恨のおそ

いクローンの場合には， IBA処理の発担促進効果がOR-210フィルム被ふくによってたかめら

れた。

グロマツの璃芽枝を IBA処理して鉢ざしした場合には，ビニーノLをはずしてから 2か月後の

発限王手が， ビニールとくに OR-210被ふく区でたかかった。ここでは空間には脊索斧がなかっ

水ざししたスギの場合と同様に， IBAの効果が OR-210被ふくによってたかめられる可

能性がある。 （大山浪土佐）

6. スギの花成におよぼす着色フィルム被ふくの影響心

自然光下でジベレリンの花成｛足進効果の少ないスギのクローンを ビニーノLフィルム下に

おいてジベレリン処理を行なったところ，一部のクローンはフィルムの色によって異なる花成

反応を示した。

臨花については，赤色フィルム（良一20）下で他のどの1Kよりも多く したものは2グローン

であったが，これらも含めた 8クロー フィルム（B-20）下で着花数が最低であった。つ

まり赤色光域をへらすと雌在が分｛ヒしにくく， j主：こ＇）Ir急光域をへらすとnl!1Htが分化しやすいと

いえそうである。

いっぽう離花について フ fノLム下で他のi玄よりも多く落花したものは， 6グローン

であったが，これらのなかの 1グローンば緑怠フィルム（G-20）・赤急フィルム下でもほぼ同じ

程度にJtiitし， 2クローンは赤急ブノノLム下でも開じ程度；こ落花した。これらを含めた 9グロ

ーンは青色フィルム下で若花数がもっとも多く，のこりの 1クローンは赤色フィルム下で議花

数が有意に少なかった。つまり，赤色光域が少ない方が雄花が分｛ヒしやすいが，青色光域をへ

らした場合に雄花が分化しにくいとは必ずしもいえないようである。

（大躍喜八部・下錦由美子夫）

7. 森林内の光質環壌

森林内のff土光成分の波長組成を分光放射計を用いて測定した。林外光｛こfこいする林内光の各

波長の放射エネルギーの比をみると，いずれの樹種でも遠赤域の髄は，ぞれより短い可視域に

くらべていちじるしく大きい。 700nm以下の可視域におけるこのような比の波長閣の関係は

樹積によってことなり，ケヤキ，カツラ，カシ，メタセコイアでは掠色光域でたかく資企光域・

赤色光域でひくい。いっぽう調査したスギ，ヒノキ林では緑色光域のピーグはみとめられない。

このような樹種によるちがいはそれぞれの樹種の特性一主として葉の形態，質，葉患の構造な

どによっているものと思われる。またメタコセイア林でしらベた緑色光，赤色光，遠赤色光域

の日変化をみると，いずれも林外にたいする林内の比は9～10時， 15～16時にピークがあり，
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日中はひくい。この傾向は遠赤域でとくにいちじるしい。

（森J11 堵・浅JIIi登彦・佐々木恵彦〉

文 献

1) AsAKAWA, S. et al : Effect of monochromatic lights on the germination of Pinus thunbergii seeds, 

11 i;j，誌，（10),54, (1972) 

2) SASAKI, S. et al: Effect of monochromatic lights on the germination of pine seeds processed in 

darkness，日林誌， 56,(10), (1974) 

3) AsAKAWA, S. et al: Growth of tree seedlings under the lights of different spectral compositions, 

iヨjシf誌， 56,(12), (1974) 

4) 下ffil田寿夫：スギの花成におよぼす試作二カラ…フ fルム被ふくの影響f，林木の育在lL85, (1974) 

6. 害虫の総合的防除に関する研究

農林業における害虫訪除には，合成化学殺虫剤の大量使用による強力な震接的手法が主にと

られてきた。この手法は生産力の増大には役立ったが，反面，必要以上と忠われる殺虫剤の使

用は，環境汚染，自然界のパランス破壊など、の問題がおきた。害虫防除法としては，殺虫剤の

使用以外にもいろいろな方法が考えられ，従来も一部これらの研究が進められてきている。殺

虫剤の大量使吊によりおきる問題を解決するためには，各磁i坊！；本法を合王m的に組み合せて，

虫被害を最少限度に食いとめる総合的な手法の確立が必要である。

自然界がもっている害虫個体数の自然制御援構を，各種防除法の組合せで補強し，害虫の密

度を被害許容関界以下にコントロールする総合的防除法の確立に必要な素材研究の推進と，そ

れらの組合せ研究により，総合的な防除体系を作り出すことを目的としている。

昭和 46年から 5か年計調で，害虫の総合的防除法に関する研究が，汚lj枠特別研究として始め

られた。参加場所は，林業試験場，農業技術研究所，農業試験場，茶業試験場，果樹試験場，

食品総合研究所，中国，四国，九州各農業試験場，高知農林技術研究所，長野県鶴芸試験場，

山口県萩かんきつ試験場，長ー崎県果樹試験場，静岡県農業試験場，東京農工大，京都大学であ

る。研究内容は，天敵利用，性フェロモンの利用，不妊化法，経済的被害水準の 4つの研究グ

ループ。に分けられ，さらに天敵利用グ、；！，，ーフ1立天敵微生物の利用と天敵昆虫の利用に分げられ

ている。

当場は天敵利用と経済的被害水準のグルーブに参加し，天敵微生物の利用，天敵昆虫の利用

を担当している。天敵昆虫の利用の研究対象はトドマツオオアブラとタマパェ類で、ある。

研究内容は，害虫密度の変動要因と発生環！}l条件の解析，有力天敵の探索と大量増殖法およ

び利用法と現地導入試験，被害許容水準の決定，各穣防略法の組合せによる総合的訪除の体系
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イヒ等である。

マイマイガ，ハラアカマイマイ等で，経済的被害水準はマツカレ

は天敵微生物利用が浅JII実験林天敵微生物研究安，経済的被害水準

天敵i*l生物の手ljffl

マツカレノ＼

）
 

管・A（
 

対象害虫は，

ハを対象：こしている。

は保護部昆虫第一研究室である。

マツカレハ長ill胞質多角

マイマイガ、核多角体的

ウィノレス，糸状菌，細臨：こ有力なものがあり，

Baεillus thuringiensis （略称Bt),

有力天敵微生物

既往の研究資料から，

イ本務ウィルス（CPV),

ウィルス（NPV),CPV, 

1) 

、フレホーJJd

Bt，ハラアカマイマイ NPVさと利用の対象：こした。

寄虫密疫の変動要国

マツカレノ＼を対象｛こ，

2) 

46年以降毎年 5毘（卵，前Ir化

与？デ〆「
c：・、、－ ~ を行ない，｛罰体数の変動と

した赤沼試験地；こ

幼虫，越冬前，越冬後，踊の各時期）

いて資料を集めている。

病原微生物の大設増殖と利用3) 

！，一

そどf了ない，ウィルス量産用供試虫の大量朗育；ヱ，マツカレハで，臼長処理j去を用い

袋かげ接種法で実用比した。また，ーレム
｝ ｝  。、，｝，CPV j妾麗で CPVのi量産を行なった。

これら対象害虫の人工飼料による飼育法も研究が進んでいる。糸状l安， Btについては，人工堵

樹上，士山表， 地中，ウィノLス貯蔵の実用試験として，地による増殖法が実用化された。

冷蔵庫等の各条件下で 4年間以上保存をつづけているでツカレハ CPVの

どグ〉

影響を調査した。

4) 現地導入試験

赤沼試験地内 3調査林（マツカレハの密度変動調査林，ウノノLス散布後のマツカレハ変動諦資

として， UV，温度，このほか，導入微生物の働きっている。

きょう病菌併用後のマツカレハ変動調査林），会津若松市落葉性広葉樹林2か

とウィルス検出），能代海岸マツ林（CPV散布後

ウィルス林，

戸庁（NPV,CPV, Bt童文1日後のマイマイ

高尾山モミ林（NPV散布f去のハラアカマイマイの年次変動調のマツカレハの年次変動部査），

査）の各導入試験池を設定し， 中である。現在各と導入徽生物の変動経過の調査

ウィルス散布後8世代を経

：こ BHC剤を散布し

そミキ本では，特に害虫密震の上昇はみられず，調査林とも，

その効果は明確

その問きわめて低密度を維持している。この林は，

ワイルス導入後は発生をみていない点，

過したが，

年後｛こは大発生を再びみたところで，

である。

マツカるため，他の鍛生物との併ffl試験を行なっている。ウィルス防除の効果切シ~，、
；；；；」，
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レハについての CPVとBtとの許用による野外試験の結果，併用1Kは，それぞ、れ単用区よりも

高い死亡率を示したが，必ずしも栢来的効果はみとめられていない。しかし， CPVの効果は3

週間以後に増大し， Btは逆に第l;m；こ死亡が集中するが， 併用区では両者の特徴が組合って，

Btによる初期の死亡とウ fノLスによる死亡のi'IUi増とがみられた。また， Btの高濃度区；と CPV

の併用庄では，処理f去の日設立のいちじるしい減少がみられる等の知見が得られている。

以上の試験地のほかに，

でウィルスの散布を行なっ

5) 被害水準

（マツカレハウィルス散布）， （マイマイガウィルス散布）

いずれも散布後， の発生はおさえられた。

マツカレハについて解析を行なっている，食害童と樹木の成長にあたえる影響について｛土，

既往の研究資料から解析 ってし、る。 害虫密度の推定法：こ重点をおいて研究を進めて

いる。推定法として打ち落し法，速効性殺虫剤（ピレトジン剤）の散布法， ワラ巻き法等につい

て，その推定精度を検討している。

(2) トドマツオオアブラの総合防除

研究担当は北海道支場昆虫研究室である。トドマツオオアブラはトドマツ幼齢樹林抱におけ

る大害虫で，その防除対策をたてることは，トドマツ林造成上重要である。この害虫の研究は，

北海道支場で以前から行なわれており，研究諸積も多いので，現役の資料を出発点として，

林地に発生する吸収性害虫の代表的害虫として総合防除の対象とした9

1) 被害発生環境の解析

既往の研究資料から， この害虫の被害について；ヱ， 4月から 8月までの 5℃以上の月王子均気

温（一種の混度指数）の積＇if,[;),45℃以上の地域は危i；失地帯， 40℃以下であれば安全地帯である

ことがわかっている。 この結果を確認するため，稜算度40°C以下の探茶地方（約37℃）におい

て， 3年間にわたり，寄生率，密度の変動について，調査を行なった。調査地は植栽後5～7

自で，ふつう発生が最も拡：：；，る時期にあたりながら，この 3年間，発生率はいずれも 10%以下

1 密度もきわめて眠い状態のまま経過していることがわかり，上記危険地帯の1K分が正しい

こと，およびこれらの地域では，放蓋しておいても実質的な被害が発生しない安全地帯である

ことが実証確認された。

2) 森林の造成法と間体群の変動（林業的防除）

危険地帯と区分された地域においては，林業的手法として，周辺：こ他棋磁を践すなどして，

プブラムシの侵入定7fjをできるだけ抑制する方法が一つの有効な手段であることが，すでに明

らかにされてきたが，さらにその他の方法を究明するため，いろいろな異なった施業の行なわ

れている空沼施業実験林の 5か所の地区で，アブラムシの寄生のひろがり，個体数の変動，天

とその役割等について調査を行なってきた。その結果，まだi笹栽後の経過年数，~基
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とも短いが，樹下描栽地，小面積の布：状皆決選林地などの治医では， いぜん被害許容限

界以下のレべんをまft持しており， これらの施業方法によっても，被害の発生を抑制しうる見通

しが得られている。なお， これらの地区が鉱窮度に探持されている要因について， J妄極による

実験＠J体群を患いて，試験を実施している．

3) 

有力

天設昆虫のl({j溺，現地導入

として， モミオオアブラパチを研究の対象とした。 ？？ 
」 の放飼

にあたっての問題点である放銅方法，放餌｛初体の生産，；！？蔵方法，放鶴子定地のアブラムシiffil

分布等につL
一今 、 ， 

H ～、～つ」ミ：， ，」。

｝ 

、－ ブブラムシ り拡大し， 密j支がおくならないと， H母体数の1（！）大が

みら また， i監If本数が増加すると， 2 るftJ[(rなが三人られ， また，；）；）

となる｛と成虫を放飼すると， しないで産卵することがあり， よとのときは次世代虫は全て

などの，放飼にあたっての問題点が明らかになった。

虫態の研究が進められた。

このため， と放自己lに適する

この結果，本穏：土 15時間の長臼下で飼有すれば，休日氏することなく主主殖を継続し，これを 12

時閣の嬉日下に移して産卵飼育すると，出現したマミイは全て休II民型となる。ま if) 

（邦生）となり飼育を継続できないが， til-1止代の幹

日下で縞手fを継続してくると，自然日長ーでも冬期laJE台生を続げる系統が得られる。

Eヨるトドマツオオアブラ

ほJI寺代から

この研究結果から， 冬期間に休日民型マミイを常II寺生産でき， る寄生蜂念大量に貯蔵

する方法が明らかになった。

現地；こ放餅ステーションを設定して，放鰐JI寺期，放館方法と涼揃状況，

ついて実験を継続している。

4) 実験個体訴による死亡要因の解析

分散状況等：こ

アブラムシごと人為的にih'i木；こ接援する場合，放飼ケージ、の有;1!!t:6，プブラムシの定着，増M率

町三シ
寸
乞岨 あることがわかった。 このことから， アブラムシの侵入，定着， その後の培地

のif'!袈 り重要な役割 していること ;h,tこ。さらに， この点を

するため，現地で天然保設区，

r,Jj天紋除去，天然非日本去の各区

帯状皆伐人工林区に全i提出i天敵除去（ケージ広），民謹後ー定期

し， アブラムシのtuH直経過と （主にJill食it天i紛

の関係，および共生アリとの相互関係について検討している。

5) 没害解析，経済的

トドマツオオプブラ

てまた林木の生育；こj，己じて，

トドマツtiff栽後 10年!illあるいはそれ以上にわたってみられ，

よってうげる
., 
古 ってくるc このため， 1963年以来，

トドマツ値栽後のアブラムシの寄生の推務と林木の生育とのr~11系（枯損金，成長lil，被：寄木の分

布）について調査を行なっているが，これらの資料から被害許替水準について， 3つの水準を作
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寄’＇i:＊、円分布

トドマツオオアブラの被安日午筏限界の3つのレベル

った（図参照）。

6) 防除法の体系化

以上の研究経過から得られた資料を

もとに，次のような防除の体系｛じを行

なった。

v) まず，地域を安全地帯（放置で

よい）と危険地帯（防除対策を要する）

に区分する。

b) 防除対策として，まず林業的防

除法（森林の造成法）の実行が可能か剖

難かを検討する。実行可能な場合；土，

薬剤防除は必要としない。

c) つぎに林業的防除法が実行不可能かIB]y＼まな場合は，生物的防除法をとりいれる。

d) 生物的防除法が成功すれば，薬剤防！徐は必要でない。失敗した場合は，薬剤防除を行な

つ。

(3) タマパエ殺の総合的問除

対象害虫はスギタマパェ（ス

場昆虫研究室である。

，マツパノタマベコニ（マツ

スギタマパエでは 5か所，マツパノタマパエでは 8か所の，m定調査林

で， 11¥当

し， if.llJJ各 部 自

の調査を継続し，個体数の変動要国の解析に必要な基礎資料を蒐集するとともに，このほかに，

スギタマパェについては九州 45営林署に 2か所ずつ調査木を設定，マツパノタマパェでは対馬

に5調査林を決めて，被害率と天敵の寄生率の変動を調歪Eしている。

1) 個体数変動要閣の解析

よび卵，幼虫，！漁，成虫などの｛限｛本数の推定法として，資料の採取法，調査法につ

いて，推定精度を検討し，最も効率の良いサンプリン法を考案した。現在各地の調査林から得

られつつある資料をもとに，各発育ステージごとの死亡率と死亡要因について，生命表を試作

しながら解析を行なっている。

夫i政品虫については， スギタマパェ，マツノくノタマパニことも，幼虫諦査から，数種の幼虫寄

生の寄生虫空が検索されており，発生経過， 死亡要悶としての役割り等につい

討が行なわれている。マツパノタマパエについて，古くから被害の続いている対弱で，タマパ

エ抑制の主要因の－っと推定される天敵寄生率と被害支の関係について，被害躍の異なる林分

での年次変動を調査しているが，この結果，寄生降Pl叫ygastersp.の増加でタマパエ
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終息し，そのごタマパニこは低密琵で天敵と平衡を保つことが明らかになった。スギタマパェで

は， iffiili本数は春完q こ当り被害葉 10程度以上｛こ増加せず，あるレベルで‘平衡に達するが， この

要因はまだ解析できていない。しかし，寄生性天敵2穫の役割は，他の要因：こ比べて相対的に

ない。

2) 天敵.f~EH.の大量深集と保存法

語体数の変動要庖としての天紋昆虫の役割と と寄生率との関係を検討してし、るが，そ

のなかで，マツパノタマパェの幼虫寄生蛇Plasりgαstersp.の役割が大きいことが明らかにな

ったので，ョi支援の人為的利用法について研究を進めている。この種類の寄生虫草は代用苦手主によ

る増殖ができないので，本極が寄生しているタマパェの幼虫を大量に採集して，この幼虫から

発生する寄生虫李をJ宗築する必要がある。被害誕の虫えい内で老熟したタマパニヰの幼虫は， 10月

ころから主として降雨時に地上；こ落下する習性があるので，この性質を利用して，寄生的の寄

生率の高い被害林から大量にt;K集した被害葉に適当；こ；注水することで，幼虫を大；設に集める装

しfこ。

話集した幼虫は，！控全幼虫や被寄生幼虫混合のまま． した飼育袋誼で鯛育管理して，翌

年5月の羽化期；こは成虫採集装置で，寄生！！$：だけをおnかくして舘資する。採集した成虫につい

て，飼育温度と給餌法の各種組合せ実験さとした結果，平均寿命約50日の飼育法を考案すること

ができた。

3) 寄生時の現地放銅試験

上記方法で探築飼育管理した Plaか,gastersp.の成虫をマツノ〈ノタマパエの被害林：こ大量に放

飼して，その定若，分散，寄生状況等さと調査する方向に研究を進めているが，現在，山形県遊

佐町の激寄林に約 1万頭を放倒した実験林を設定して，人為的に導入した寄生時の動態につい

て調査を行なっている。

4) 被害許容水準

各地の調査林の資料について，被害解析を行なっている。

a) マツパノタマパェ

古くから被害の続いている対馬で，最近 10年間の成長室と葉の被害率を訴べた結果，詩文書林

では，被害率が 50%になると急速に成長は陪復いその後3～4年でJ正常な成長率になること

がわかった。このことから，葉の被害率5096を許容水準とみなすことができる。

b) スギタマパエ

短期間で虫の影響を表現する方法として，春5/0が次年：こ形成する芽数と被害の関係を調べて

いる。この結果，成長がXE常なスギでは，周辺が被害でのびない場合でも，先端の芽が補f立的

にのびて，被害程度に関係なく，次年の芽数は陪じである。成長の惑い林分では， この補i:ilt的

なのびが不十分で， じて， 勺。



長期間被害が続いた場合の成長に対する影響については，樹幹解析により行なうが，現在被

害躍の明らかな被害林から資料を蒐集している。この場合，無被害の対照区がとれないので，

らかな林分で，無被害時代の成長経過から，無被害としての理論的成長量を求め，

これからのずれとして被害を推定する

170 

プログラム念作っている。

樹虫性品種および施肥5) 

総合的防除の手段として，船虫i生品滋および施肥試験をスギタマパエについて行なっている。

そのなかにはタマパェが産卵しないものや，産卵しても被害に

また交配で耐虫性

スギには多くの品極があり，

ならない耐虫性をもつものがあるので，援良品種；こ耐虫｛生があるかどうか，

を強化できるかどうか育種研究室と共同で研究中である。

くする時的で，成長の悪い被害林分で施肥のtfllI:主的なのびを増大させ，

を行なう試験を行なっているが，良い結果が出ている。

収めた成果と活用のみとおし

天敵微生物和用の技術が開発された。

トドマツ幼齢造林地の大害虫であるトドマツオオアブラの総合的訪除体系が確立した。

マツパノタマパエの被害の推移と天敵昆虫（寄生虫全）の関係および被害許容水準が明らか

(4) 

）

）

）
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よ
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L
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J

になっfこO

スギタマパエの彼寄解析の基礎研究：＇.）二進んだ。

マツパノタマノミコニの寄生虫李の飼育法と現地

一部現地導入試験に入ることができた。

トドマツオオアブヲ，天散見虫利用として4) 

導入試験にもちこめる量産法が明らかになり

マツカレハウィルス（CPV）は実舟化された。他の天敵微生物も実用化が近い。

各種防除法を合理的に組合せた防除の体系化の例として，今後の森林容虫の総合的防除

技術開発に活用される。 （小田久五）

5) 

6) 

献文

サイエンティフィグ，（1974)n長1't昆J大ら締i：訟合防除， ii将来社，

カラマツ材の利用技術に関する研究7. 

カラマツ造林が強力に推進され戦後の荒廃した森林を急速に回復させるための一策として，

その造林面積は全由人工造林間誌の 10%にも達したが，カラマツ材は利用上問題てきたため，

とくに小径の

ともなっている。そこで，有利なカラマ、ソ材の利用

今後I迫力5してゆくであろう伐採木を利用するには多くの難点、があり，

間伐木においてはその利用に多大の

点、が多く，
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技街を総合的に検討して適切な利用法を確立し，間伐が手おくれになったり，造林が停滞した

りすることなくカラマツ林業を成りたたせるとともにカラマツ材を原材料とする各怒木笠加工

材料の製造と利用を実用化することを自的としてこの研究はとりあげられたc

研究組織としては，当場木材部の製材，乾燥，加工，強度，集成材，接着，材質改良各研究

中心とし，林産化学部のへミセルロース研究室，北潟道林産試験場の製材科，合板科の協

力によって昭和47～49年度の 3か年計陸で進められた。

明究：三次の 4項目がとりあげられた。

1. 画期的な集成化方式によって比較的低賀な材や小話木でも安／illi：こ集成｛じできる技術体系

を龍発し，小怪木は連続集成材製造方式，仁村至以上のものは錦にかわる切削を導入して集成材

としての採算限界点をひきさげる。

2. 合板用材として利用する場合の問題点を解決し，コアー単仮としての製造投手Irrを確立

し，表面に現われる欠点は表面処理によって？荷ない優良合板化する。

3. パネルコアー材としての小径間伐木の用途を開妬し，構造材としての新しい用途開発を

、」＇ ' 
おくーなっ。

4. 需要噌大の見込まれる木質セメント絞をカラマツ材でつくるさい，そのあい路となって

いるセメントの題化不良や木毛の強度，坊当ljの困難性と歩l主り等の問題を解決して設材利f告の

ひらく。

1. 研究の経過と成果

1) 効果的な集成化方式

小径材からのラミナ用原板の製材に関しては，製材，乾燥，加工の各工程後の歩ょとりを検討

するとともに，ラミナ材料としての材笠とその経済性を調べた。製材に代わる厚突き板の切削

：こ関して き板の厚さ，切削前の煮i1i＼，スライサーの切削諸国子等の条件について試験

をおこなった。一般に厚さむらは少なし裏部れは平均して 20～3096であるが， 位置による

きい。煮沸調度は高いほど裏書ljれは小さいが，浮突き板の曲げ強さは低下する。ひき板

乾燥については小窪木から木取った淳さ 25mmのひき板を対象：こして乾燥中のねじれを妨1と

するための圧縮熱風乾燥および後述の逆ねじり応力を与えながらおこなう熱風乾燥について試

し，ねじれを域少させる効果が認められた。まずこ熱提乾燥をひき板および突き板について試

したが，熱盤温度約 150°Cで乾燥時間はいちじるしく短縮され，厚さ 25mmのひき板では

生材から会水率 10%まて、の乾燥所要時罰 1～1.5時龍で，縞ぞり，狂いも熱風乾燥：：こ比較してい

ちじるしく小さい。ただし，乾燥誼後の水分傾斜と水分のばらつきが認められる。集成｛じの中

核をなすコンポーザについては，強震性能の点、からフィンガージョイントを前提としたが，間引1

の方式 Iのように，まず絞っぎをおこなって後幅はぎをする方式が一般化しているが，工程が



二段になることと一定長の材しかつくれな

い欠点がある。方式立は材長は店街になる

が工程は複雑となり，縦つぎ部が集中する
仁二二二二コ
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方式 I

したがって今回は方式国のよ欠点、がある。

ぬ工程ですみ，任意の長さの材を生

産できる縦つぎ賜はぎ併用の断続送り方式

を採用した試験用コンボーザを開発して製

うに，
↓ 

1 
主

I 

I 
l 
I 

1 

3: 

この方式を採用した

工程数が少ない，材料の損失が少

ない，絞っぎ部分を集中させずに任意の長

造試験をおこなった。

理由は，

。

.~ § 
この製造方式は全くさの長尺板ができる，

プJ:r¥:II 

新しい構想、にもとづくもので未だ民間でも

E
4
 

コンボ

ーズされたラミナおよび中復原木から調製

されたひき板ラミナの積層接着による集成

などによる。未経験のものである，

て
五
三
十
4
す主

τ↑£ミ£

て

iFτ
きム ラミナの等級区分と組合せ

ることによって，強｝支的f生能の怒

れた慌J立沼集成材を製造すd ること

あり，その初期j妥涜七i：およ

満足すべき結果を示した。

化については，

。

と〉方式阻

~板を原材料とする集成化

板の裏割れの影

響が製品の性能に顕著に影響い

せん断強さがいちじるしく低下す

るので，構造用材料としての用途

遺作

用材料としての利用分野に賠待が

もたれる。

合板としての加工利府

カラマツ材は大径無節の場合に

は銘木的な化粧単板として価値高

く使われるが，比較的小径の場合，

試験については，

はその面から制約される

2) 

たてつぎ，縞はぎの総合せ方式i羽－1

逆ねじり草Z:IH，の会J泉 (J二2設はふつうの人工乾燥法によるもの）

普通合板用の単板として利用しようとすると解決すべき技指的問題点が多い。そこで，原木の



煮沸条件，ロータリ単板調

製に関連する切削上の諸条

し，その結果，

害ljれを 3596程涯に止めら

れることが明らかになった

ので，普通合板患の単板と

しても利用できる見通しを

えた。上学板接着に関して

は，ラワン合披の場合と比

較して，仮接着が悪い以外

はとくに不都合な点は認め

られない。仮接着は冷庄段

階での接着剤の粘着力より
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新しいコアーコンポーザ

も単板内部の反張力が大きいときに不良になるので， i向、反；J＇厚いとその傾向はいらじるしい。

浮い単板の接着に際して，接着剤の配合とその後の操作1こ配慮する必要がある。

3) パネノレコアー材としての来立用

パネルコプー材用桟材の製材に関してな，乾燥中のねじれを予想してあらかじめ逆方向に小

控木をねじり挽きする試験，および双子丸鋸盤による小径木の；活断能率と挽材寸法精度を検討

する試験をおこなってそれぞれ見通しをえた。これらパネノ1,,mt主将の熱風乾燥に際しては，乾

燥中に生ずるねじれと逆方舟のねじり！芯力を与えて乾燥する方法を検討し，写真；こ示すように

ねじれはほとんど解消できることが明らかとなった。この場合，含水率10%までの乾燥待問

は60時賠程度である。パネルコア－M用桟材の強度およびこれを枠組みしてその表部に合板

った英大パネルの強度についても満足すべき性能がえられた。また，表面材を釘打ちする

釘着パネルについて，釘の間縞，釘の太さ等のパネノr,,•［全能に及（ます影響が明らかにされた。

4) 木毛および木賞セメント板としての利用

としてカラマツ材中のセメント硬化器害物質；こもとづくセメントの硬｛と不良防止方法につ

いて検討した。その結果，水洗による方法，疎水性物質で被認する方法，薬剤f延期による方法

等；こ比べて，熱処理による方法とパラホルムアルデヒド系処理剤の添加が比較的良好な成果を

示すことが明らかとなった。その適正処理条件としては，パラホルムアルテ、ヒド4%，塩化亜

鉛 0.4%を3～5%液で、添加し 175℃の加熱空気中に 2.5～5分さらすことであった。なお，樹氏

ノト径材［土心材化があまり進んでいないのでかえって硬化不良を起しにくい現象もみられた。

('11i＇野蓑作）
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8. 高洋材の利用開発に関する研究

わが患においては現在，木材総需要設の約 1/4にあたる 24,000千m3(1974）を東南アジア

諸地域からの輸入材；こ依存している。これらの南洋材の約6036'は合板として，その他は製材品

として建築，家具など広範な帰途に利用されてし、る。

東海アジアにおける代表的な桜木はブタパガキ科（Dipterocarpaceae）のものであり，なか

でも用材として最も主要なグループはラワン・メランチ類（主として Shoreαspp）である。

戦前はもちろん約 15年前まで，南洋材の 80%以上はブィリピン産のこのグループ（ラワン類）

であったが，その資源もわが国の急増する需要をまかなうことができなくなり，全輪入室のな

かでしめる割合はしだいに抵下してきた。これを補なうため，供給地域がサパ，サラワグ，カ

リマンタン，さらにマラヤ，スマトラ，ニューギニア，ソロモンへとt広大していったことはよ

く知られている。総語的にはあくまでメランチ類が主体であるが，新地域の開発lこともなって

しだいに未利用樹種の混入が増加し，各時点，時点、で新しい未利用材の活用が大きな課題とな

り，有効利用のための指針ーとなる資料が強く要望されたわけである。このような情勢のなか

で，木材部・林産化学部では昭和39年ころから，未利用材を中心にその材質および加工適性に

関する総合的な試験を開始し，現在；こいだっている。

とりあげ了こ試験内容は組織構造，各積物理的・援械的性質，耐朽性，ひき材加工遊性（切

出，乾燥，接着），合板製造適性，主主装適性，各種化学的性質，パルプ化，ファイパーボード製

造適性などである。

研究の経i邑と成果

(1) サラワグ産メランチ類

ラワン類の代替として最初に輸入され始めたのはサパ，サラワタからのメランチ類である。

これら；J土植物学よ近誌のものであるが，フィジピン産村；こ比べ材質的に或程度異なるといわれ

ていた。われわれも南洋材に対する経験はとぽしく，その実態をはあくするためサラワク産メ

ランチ類を入手し，加工部門を中心に試験を開始した。その結果は材質，加工的な特徴がある

程度明らかになり，以後の試験計画のための情報も多くえられた。

(2) カンボジアE主将

シリーズ試験がようやく絡についたとき，たまたまカンボジアへの森林資源罷査団が派遣さ

わし，現地で採取した 8樹種（フタパガキ科5，針葉樹 1）を入手することができた。試験は林

産化学部もふくめ，ほぼ全項目にわたり，材質，加工適性についての広範な資料がもとめられ

た。
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(3) サパ産カブール類

カフー (Dryobalanops spp.) フタパガギ科のなかで，最も主要な1話題グループの一つ

であり， サパ地区の開発とともに輸入量が増加したのを契機にこれをとワあげたもあのでる。

加工はラワン怒にくらべてやや困難であり，

不長などが問題点として指摘された。

とくに切剖，乾燥時の割れ，接着不良や塗料硬化

(4) アピトン・クルイン類

このグループ （Dipterocarpusspo.）は東南アジア全域｛こ分布し， 材質的にも！玄い範聞のも

のがふくまれている。蓄積が豊富で大径材がえられる点から関心がたかまってきたなかで 吉守

述のカンボジア産チェテ－；t,をふくめ， カリマンタ γ産グルイン， フィリピ ピトン， 目マ

ラヤ産グルインをJI／員次とりあげていった。その結果容穣重が高く害1Jれやすい性質および樹脂を

多く含むために加工上の各麗問題点、が認められたが，適合した加工条件により広範な用途への

利用が可能なことが明らかになった。

(5) カリマンタン産材

サパ・サラワク地区につづきカリマンタンの森林開発が進んでいったが， 初期の時点で木村

資源利用合理化本部の斡旋により当地区米利用材13樹種（フタパガキ科6）の提供をうけ， 〉／

リ ズ試験の一環としてくみいれた。供試樹設の約半数は霊i鹿材で利用がいちとるしく制採さ

れるが，その他は合板，家具材などに十分利用しうることが示された。当地思産材については

その後さらに 5樹援を補足供試した。

(6) ニューギニア， ソロモン産材

この地域は比較的新しく開発され，

はほとんどみられない。輪

入材にも多種多様の樹穣が

混在し，いわゆる羽LHと

して扱われている。 これら

のなかから市場性の比絞的

高いと思われる樹種をえら

び，最近の4年次にわたり

22樹種（針葉樹1）について

試験を続けてきた（写真）。

これらのなかには各器用途

に対し，材質，加工適性と

もにすぐれている樹種や材

質的にきわめて特異な樹掻

今まで対象とした地域と異なりフタパガキ科の有用期種

供試材の配分（i:cよりインツィア，ジョンコン，
ラミン，ジョジコン，ラミン）
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を明らかにした。それぞ、れ利市上措主！となるなどがあり，

その｛也(7) 

えられた。

従来広範な用途：こ漉材とされ加工容易といわ

いくつかの項自では特性舗の基準としたラワン

方法が確立した時点でレッドラワン材を供試し，

れた内容を定量的にうらづけた。同じような意味からチ

各試験の実施のさい，

また後半の試験に

し供試し

タ材をとりあ；九

ニニージランド産科などの主要なものもスマトラ，サラワグ，ふふ 拘 伊「 1ム
4り／』つ、－ t c勺

ていった。

67 47 mt 27科，収めた成果：以上の試験計画によりこれまでに取りあげた樹種は表－1｛こ

それぞれ

樹種である。

これらについての試験結果は次の業結一覧：こ列記した 20の報告に集録してあり，
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の続告でとりあげている樹怒（表 1の船積番号）を付記した。

これまでにl反りあげた樹怒は膨大な潟洋材のなかではきわめて摂られた範囲のものである

；う旬、，それぞれの時期の社会的な

成果にたいし 25@ （昭和i48 

に促進ナる意味で，昭和 49

m技術に関する総合研究”

にこたえ有効な技術資料を民主ltこしたもので，この一連の試験

10:日工業技術契励nが与えられた。なお，この研究をさら

ら科’＇.＇？技術庁コ特別研究促進調整担による“未利用樹種の利

しい金調のもとに発足することになっている。 cmi本ヰ1透）
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9. マツ類材繰虫の防諜に関する研究

昭和初期に西日本に端~~発したマツの集団枯揺ほしだいに関東南部；こまで広がり，昭和23～

25年には被害材積 100万ms；年をこえ林業上の大問題となったc その後当時の占領軍の掲示も

あり強力な駆除対策がとられ，被害は一時 30万立13／年前後に減ったが，昭和 38年ごろより

び治加に転じ 47～48年；こはお～100)Jm3 した。このマツ集出始揺の原因；土，いわゆるfま

っくい虫Jと総称され よるものと考えられ，長い間昆虫研究者により

その生態，駆除法などが研究されてきた。これら

となる樹はすでに樹指没出が異常になっていて，昆虫が加害する以前：二非常に弱った状態にあ

ることがわかってきた。そこで昭和43年～46年の 4年部，昆虫加害以前；こでツを衰弱させる区i

るため，農林水産技術会議の特別研究？まっくいむしによるマツ認の枯損訪止に関

ずる研究」として当場の昆虫・

われた。この研究において昭和44年にマ

－造林・ の共同萌究が行な

にある種の線虫が普通的；こ分布するこ

とが発見され，ついで翌 45年にはこの線虫の接設によりマツ生立木が自然におけると同誌に

急激な萎iJNlHi苑を起こすことが確認されタここに長い間のマツ ちまっくい虫

研究に一大転期をもたらすこととなった。線虫のマツ枯損の病原体としての確認により，この

特別研究終了後も問患の重要性から本文場の樹病昆虫部門共i可のプロジェグト研究可村長虫に

よるマツ類の枯損に関する研究」として線虫；こ集中した研究が進ぬられた。これはさらに昭和

48～50年度の 3年聞の農林水産技能会議による特別新究「マツ類の；十校長虫防除に関する研究J

；こ引継がれ，課護部門のほかt-tfft化学部，連林部さらに千葉・和歌山・

の協力をえてマツ枯損関惑の解明と つけるべく鋭意研究を続行している

ところである。マツが日本人の生活と密着している樹積であるため，材線虫の発見以来急速に

した研究成果が直ちに行政に皮i決して用いられていること，訪除技術確立の商で多くの公

立林業試験場との緊密な協力体制がとられていることも，本研究の進展についてのべるとき欠
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くことのできない一面であろう。

研究成果

(1) マツノザイセンチュウの分）ti学的所属および地理的分布

マツ枯損の病原体である線虫：九下等動物の線虫門（Nematoda）の中のプヘレン千ダ科

(A phelenchoididae）に所属するがi物寄生税虫の仲間で， Bursaphelenchus問の新穏であると

とが明らかとなり，新たに学名を β.lignicolus MAMIYA et KIYOHA丑A，和名をマツノザイセン

チュウと命名された。本関の恕l！虫；二 IJJ：界：こ約20韓知られているがJ荷物の病原線虫としては本

穣が最初の記録である。また線虫のなかで樹木の材に入って急El：いちょう11存在起こすものはコ

コヤシ類の redring diseaseを除いて｛也にはない。なお本線虫によるマツの枯損には材線虫

病の病名が与えられた。

マツノザイセンチュウ；工房総半品以在日の大平洋沿岸地域：こ広く分布し， これはマツの激害枯

損地域と一致する。茨城県水戸周辺，日本海沿岸の島根・石川県下にも飛地的に分布する。日

本以外では知られていない。本線虫はマツノマダラカミキジにより媒介されるが，このカミキ

リは鹿児島から秋田・宮城を結ぶ線まで分布する。関東北部から東北南部の微害地域｛こl土木娘

虫と形態的に近いが寄生i生のきわめて弱い種類が同じカミキリを媒介虫として分布し，これに

対してはニセマツノザイセンチニウ （Burs，ゆhelenchussp.種名未決定）と命名された。マツ

ノザイセンチェウの被害は内陸の課高ぶ増すにつれて減少し， 600111どどこえるとほとん

が出ない。これら内陸高標高地：こもニセマツノず、イセンチュウ

(2) マツノザイセンチュウの｛云ぽおよび生活史

マツノザイセンチニウは前年の被害木の中で羽化したカミキソ科のマツノマダラカミキリ成

虫によりマツの鰭全木樹冠に運ばれる。 6月ごろ羽化したカミキリは l芭あたりその体内に最

20余万頭平均 1万散千頭の線虫（j7rjt久型幼虫）を保持して脱出し，約 1か月間マツ健全木の若

い芸技の樹！支をかじって生活する。この後食期開中；こ茎伎の揚あとへ線虫を離脱してゆく。校

上の線虫は度、らに脱茂して成虫となり したi蕩あとの材部；こ入り感染を完了する。線虫の感

染を受けたマツは2避酷から 1か丹後にまず樹脂浸出の停止をおこし，ついで針誌の変色萎闘

をおこして枯れる。樹時浸出異常木には後食期を終えたカミキリが産卵；こ集まる。館皮内でふ

｛としたカミキリ幼虫は樹皮を しつつ脱皮を繰返し成長する。いっぽう異常になったマツ樹

体内では線虫が急激に増殖し，枯れてまもない時期には鼎から成虫まで各生育段階の線虫が全

身に充満する 0 11月以路樹皮下のカミキリ幼虫は材中にトンネノレ（孔道）を掘って穿入越冬す

る。このころ線虫はしだいに第3期幼虫のみになる。越冬翌春4月ごろからカミキリは材内に

っくり，線虫｛対局室壁周辺に集まってくる。 5月；こ入ってカミキリは蛸になり，線虫は

脱皮して耐久型幼虫となって焔室護福；こはい出してくる。耐久型幼虫は体表に粘着物をもちカ

ミキリの羽化直前から成虫｛本：ことりっき気門を通じて体内にはいりこむ。かくして羽化した77
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ミキワ成虫は多量の線虫を身につけて外へJI)｛：［：己，健全マツの樹冠部；こ停智，後金しながら線虫

して，線虫とカミキりの相互に依存しあう生活史を完成する。

なおマツノマダラカミキリ以外に同じカミキジ科のどロウ r＂カミキ人サピカミ千九アカ

ノ、ナカミキリ，ヤハズカミキリ，カラフトヒゲナガカミキジ，シラフヒゲナガカミキリ， とゲ

ナガそそブトカミキリの 7径がマツノザイセンチュウ ることが確かめられたが，その

生息密度，線虫保持数およ どから，線虫伝；護者として しうる。

(3) マツノザ、イセンチニウの寄生性

マツノザイセンチェウ：土日 2 ｝；＼£，＇マツであるアカマツ，グロマツ， リニウキェウマツ｛こ

激しい寄生性を有する。人工的に；計支斡いずれでも材に 3,000

えられる。線虫接種後約2週間で樹指没出異常がおこり，ついで蒸散の異常，最後にti占禁の変

色いちょうが現われて始めて外見的に異常を対日。線車は健全木樹体内をすみやかに分散移行ー

する。樹体内では樹脂道を主たる生息・培殖場所とし，急速な移動には若い小さい幼虫が樹液

の流れを利用して鰐日目立と｛反導管を交立に通過して仔なうらしい。線虫の生息または通過した

樹路道では柔細胞が破壊される。線虫はその口主iにより樹路道柔締／Jelから栄養を摂取するもの

と考えられ，また健全材中に潜在する糸状ttlにもか［となりうるものがある。マツが異常枯死し

た後は樹体内；こ急速にまんえんする糸状蔚を食簡として線虫は急激に増殖する。健全なマツの

樹体内において線虫が分散する過額あるいは分散したのちに，どのようにしてマツの樹脂没出

異常さらには枯死が導びかれるかはまだ判っていない。

線虫を接種したマツは気温20℃以下では病徴を発現せず， 30℃以上において高い枯損E与を

示す。線虫の水平および汲夜分布範囲やこの実験から，温授がマツノザイセンチュウの寄生i生

発現：こ関与し線虫の分布範毘と

基いて発病危険地域をj益金指数あるい

(4) マツノザイセンチニウの生理的性質

マツノザイセンチニウの被害木より

る検出が，J玄いj品度範囲のもと

ひとつの因子と考えられるσ このことに

る試みがなされている。

はドジノLによる採取材片のベルマン法によ

で処理できて貯適である。線虫；土各種糸

状ifの培養麗そうで増殖可能で、，一般には灰色かび病IBI(Botrytis cinerea）菌そう上

養する。培護送iそうよで繰虫は適温下で 5臼で一世代の生活史を完了し， 20℃以上であれば良

く増殖する。径9cmのペトジ Jill1枚当たり 25°C2週間で 20～50万頭にふえ，その後急速に減

少する。塩般テトラサイグリン 1,OOOppm 洗浄により随伴留のなL、無菌線虫が得られ，無菌線

虫を用いると培地上の線虫増殖のピークを長期間持続できるc マツ健全材中に潜在する Pesta

lotia簡と枯死木に箆占する D争lodiα蕗は灰色かび病留に匹敵する線虫増殖を示す。同じく

枯死木に龍占する育変喜iのl謹 Ceratocystisも線虫の好適な食餌i原であり，この？主j：土カミキジ

説室壁内一面；こ子実体を形成，噴出する胞子結成がカミキリ成虫：二付着して線虫とともにマツ
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後食伐へ返I；まれ，線虫によるマツの異常1'ili死とともに樹体内にまんえんして線虫の鰐となる。

(5) btl介長虫マツノマダラカミキリの行動および人工飼育

マツノザイセンチュウ伝播の時期を決定するマツノマ夕、ラカミキリの羽化脱出期は，九州で

5月中匂～7月上旬，関西で 5月下旬～7月上匂，関東で5月下匂～7月中匂で，最盛期はい

デれも 6月にある。約 2）毘n日の銅器の後羽化ilえ出したカミキリ成虫は風を利用しての飛しよう

によりマツ健全木の出認に達し， 1～3年枝；こ約3週間後食を行ない，この出約80%の保持線

虫を離脱伝染させたのち産卵行動に移る。カミキリ；主主初到達した林から時！！丹念へるにしたが

い移動し，約 1 はほとんどのカミキジが入れ替わる。またマツ若校のがI皮熱水抽出物

る物質が存在するコカミキリの産卵期聞はかなり長く 2か月に

ちO～100f阪の卵を産む。

ふ｛ヒさせ，幼虫をヨーカン状に屈めた人工鱈料（マツ樹皮熱風乾燥粉末

ると 50Bで約50%が羽化成虫となる。生活｛じにはとくに低温にさらす必

中にはカミキリ

及び 1lZ!::当たり

卵さと；毘し？こ

十二乙どオス）中

ない。羽化成虫を引続き人工飼育して銅育容器内または人工鈎料とに産卵させうる。春に

材中より老熟幼虫または主むを耳支出し容器内で羽化させ線虫をもたないカミキりを得ェられるが，

人工餌育により繰虫フリーのカミキリの大量鈎育への道が関かれた。

(6' マツノマダラカミキリのillilf本数変動要田

マツノマダラカミキリの産卵行動；こ対ーする 卸（）0/:::iu/o, 

103$と

L
J

、C 809$, 

ふf七日 3～4日である。ふ｛じ幼虫の

40%，産卵よりの成虫羽｛七三容は 4，%となる。なおごく

い 付入幼虫のお｛七脱出

がら 21ド1tit代のものが出

現ずる。卵にはアリのはj食，幼虫からおにはカツコウムシ，オフ「コクヌストなどの天敵昆虫の

ほか｛段生物による軟化路敗やミイラ化が見られ，成虫；こ よる奇形｛じゃ早死が

ある。

(7) 薬剤防除法お之び薬剤の残留と毒性

マツノザイセンチコウのマツノマダラカミキジによる｛去括採式，場所および伝染期の解明に

より，予防散布の511.1パ立薬剤の樹冠散布へと大きく変わった。地上散布，空中散布とも有哉、リン

剤MEP,MPP 19$限度で缶染期 l～2回散布；ぶ実沼化され，さらに濃度と の抵減に

実用化試験が重ねられている。散布薬剤は散布後しだいに流亡するがO.Olppmほどの

なると以後かなり長く残習する。土主義中での残留はほとんど無くとくに紗地での消失は早い。

実吊化散布濃度にばくろした小鳥類には死亡はなく，人工投与での LD5o値は体愛知Og当たり

14.8mgであった。連続微量投与の影響が調べられつつある。

結損木に対する駆除詩文布はカミキリ材入前の 10月中までの有機リン剤樹幹散布が有効であ

る。材入後の冬期散布には効果に疑問があり，生時〕｛ヒ期の春期散布では脱出lill.11:.効果が認められ

ふ脅
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よ出この他にヰ1木処理法として殺線虫部の朗幹注入による予防法が開発されつつあり，

られつつある。による薬剤の恨からの汲収による予訪法も

HI:抗性有種18) 

ヒノキには寄生性をもたない。マツ！ょえのなかではマツノザイセンチニウばマツ以タLのス

7 プカマツ・グロマツ・ 1）ニウキニウマツのほか同じ Sylvestris亜節のブヲンスカイガンシ

ダイオショウなどAustralisillI節の外国マツ:Jiきわめて感受i生である。テーダマツ，

もまた抵抗性が高い。クロマツ・アカマツの産地の~い，

あり罷内選抜の可能性を検討中である。グロマツ

(Stratus ツひであるc

クローンによむ

く穏rm交Ci日による夕、、マツの交配雑種では抵抗ti主のヰ
ノ、こ

aミさ：；L；三。

わら加：主：法；／ljO)fijqil引がマ戸ィコ今後；こ設された

ツノザイセンチュウについて

し、vζ

ある。占禁介昆虫γ ツノマダラカミキリにつ

玄しL、cとの民主主がi切らか：こされること

それによる種内あるいは種間交l号c抵抗性百種

守〉これらを材料とし

（小M：立夫）

をもって地道に取組んでゆくべき問題であり，

解析もまた将来の研究対象である。

守
乙，

木質材料を主原料とした援合材料に関する罰究10. 

r 
'-

、,z..必 ..J -r-）、吋

’」沿っ～ v',;;) 0 うてないという木村のようプラスチソクの

足りないからである らかくても都合が惑い。そこで二つのコ。ムのようカ〉とし、つ

分子化合物を考え

るフヅスチソグ

三ユー、：L却

・c,_；」なえるようにとj主化ピニルとブタジコニン

ついしいというので放射線照射を試み，

っくり出すことに成功したのである。

こうして

ふ
i
A山

、l
j主

それをうまく応月3した祈らししれると，

といってよL、くらのである。新技術が開発される｝ 

ミーー同

『

'c:J 0 

め，新技術によって

る。学界もまた新材料の研究に特に強い関心を

らしい材料の供給が前j足となる。

しこうして

いきおい祝材料の開発へと大きな努力を

7'J, L, 

物ftの研究，化学機造の研究なども新材料の発達への貢献を目的とする場合が多いのである

している。においてく短合材料研究所設置3を政府に58回日

それはプラスチッグに，合成繊維

それぞれ新らしい性質をもった拘禁が探求されるわけ

それで；土今後どのように材料が誕生するであろうか。

あるいは超高説用耐火物……にと，？ザ曹、叩，
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であるが，同時に異なった夜類の材料の組合せにより，構造的｛こ高い力学的特性を生み出すと

いったようないわゆる複合材料の開発に力が注がれるであろう。一般的な複合材料の定義は，

いくノ＼かの研究者によってなされている。たとえば ModernComposite Mater・ialsに述べら

れている。 Krockと Broutmanの定義によれば，複合材料とは

1) 人遣であること。

2) 少なくともニつの化争的に区別できる材料が明瞭な境界をもつこと0

3) 強化材料が三次的に結合されること。

4) おのおのの材料が単独ではもちえないような新しし をつくりださなければならな

いこと。

一般に化学の研究者はそれぞれの狭い分野に没頭する舘向が強く，無機｛ヒ常者は有機会成化

学に興味を示さず，有機化学者；坊主機物質などには関心がうすし金属化学者もまたその｛§1］に

もれないようである。そのためそれぞれの分野の境界領域には残された興味のある研究問題が

多い。

最近までの複合材料の主とした研究は，材料力学的な立場から行なわれている。すなわち組

合わせた素材料自体の物理的性質，組合せの比重，第2成分の寸法や形態ならびに分布状態，

素材料の相対的な変形状況または応力集中状況，疲労などの研究である。

しかし当初fのごとく化，~会者の立場からすれば，そのような材料カ午的な明究のほかに，組合

わされる素J

アンデ、；！，，ロ一ス布l；合など）をゴ言＠：してJとれらのII日のキITT互作m主ど；｛うブ三さ》i；一守ることが必要であるC

それによつて設合材料の挫能と，素材1包lの経i］寺性を向上させることができる。

木材とプラスチックは天然材料と人造材料という意味において対立物である。対立物が統一

され合成されるとき，新らしい発展が生れてくることは一つの法則であるが，木材とプラスチ

ッグの場合も例外ではなかった。木材はプラスチックを接着剤や表面塗装部の形でとり入れ，

合板や集成料，パーティグノレボードの製造には欠かすことのできない結びつきをもち，すぐれ

た成果が認められている。

しかしこれらは木材または木質材料の改質という商に主力がおかれたプラスチックの利用で

あったが Woodplastic Combination （以下略し 2WPCと時ぶ）の出現により，新しい材料を

作ll'i，あるいは援合材料の開発という考え方が台頭してきた。木材の攻質には使用するプラス

チックの；量も木村重量に対してせいぜい数パーセントが限界とされていたが，複合材料の製造

においてはその材料設計（使用自的安明確に設定する）のいかんによって数パーセントから数百

ノミーセントの範聞において併用することが特徴といえる。従来の木材・プラスチッグ材料と顕

著に異なる点は宣だけではなく，両分子体として使用することなく qt金体の形で用い，木材あ

るいは木質材料の内部腔孔内でJ)i主体をプラスチッグ化させると同時に，木材とプラスチッグ
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水資材料

木村言語材，パーティク 1レ

木宅金， おE主

木材談会ttなど

2皇室主1薬物
い:t;i，ワラ，モミガラ

紙綴など

淡化物

185-

（原料）

ート

徐被ピニlレ 学告すZ主主T法

木すす5：化物 窓会開始烈添加による加熱量合法

モミガラ炭化物など

然後n材料

セメントモノレタ1レ

コンク IJ一人石こうなど

その他のill合法

(1！／，られた製品）

水質系グループ（WPC)

紙キオ：料グループ（CoPC)

幾度約系グループ（APC)

（商品としては）

セメント系グループ（W-PCG)

石こう系グループ（W-CPC)

炭化物系グループ（CーCPC)

その｛也ユニットイI:;

（※符られた新材料ーの；誇伎伎についての検策）

(1）機械的性質 (5)f議室t的佐賀 ｜ヱ作
l加工

(2）光学的性笈 (6）若年波学的f佐賀l

(3沈子的f以i的性質 (7）終的改Pl
(4）化学的性質および差是閣の11:t't (8）その他

i苅－1

を化学的に結合させることにあった。

WPC したのは 1960年ころで 2当初 として原子力の平和利府 として

研究され，コバルト 60γ線を使用し，極投溶媒の共存下ビニルモノマー（以下VMと略記）

と木村のグラブト共重合を主民的として研究した。その接研究は多岐にわたり発展したのでそ

の経過を簡単；このべる。

WPCの製造工程略国を図…1

1) 原材料

木材の種類によって処理液の含浸速度，合i受量が左右されることから化学工業のごとく

の系で反応を設定することがむずかしい。また木材中iこ含まれている微量成分による重合速度

の相違とか，木材内におけるポリマーの不均一分散とか諸々な照題をかかえている。

2) 処理液含浸方法

常迂；支iilt法，減j王法，加圧法，減忠一加庇法，気相法について検討したが，工業的には処理

液が木材中で拡散する方法は長i待問を要することから，加庄，または11£1:Eーカ!li:E法の如く，

時間で操作ができるということが生産工程を管理するうえでは絶対条件となる。

3) 処理液

処理液の主成分は炭素・炭素！誌に二重結合さと有する化合物（ピニノL系， ピニリデン系， ジエ

ン系等）であるが，これら主成物に架橋剤，重合促進剤，重合開始邦i，ポリマー容積変化訪止
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剤，落色剤等がそれぞ、れ得られる WPCの材料設計に基いて処方（添加量，組合せ比など指す）

されるわ：？”である。現在数社の企業がWPCを生産しているがこの処理液；こそれぞれ特徴をも

たせ，さらに処理液のポットライブがWPCのコストを決定することから処理液の処方と保管

ぱらっている。

4) 処理i疫の重合方法

WPCの生：i冷：：；t化学工業の Bulk泣舎と大きく相違する点は，木材中に合；えさせた処理i夜が，

この定位霊において 100%完全にif!：会させることである。少量の未反応物志践しても思収する

とか，除去するということは工業生産で；之不可能にi互いことである。これらの絶対条件を満足

させるには．涼材料，処玉里j伎の処方と密接な関係にあって， WPCの企業化の決定には，この宝

ってL、るとL、つでも はない。世界各国それぞれ特徴をも

をテストプラントとして運転してし、る志川、まだ満足された装置が無いということはこの技術の

された課題であろう。当研究がこの 10数年検討してきた装置を記すと，①放射線重合法

（γi即時j型，電子線照射君主）， R 熱風加熱意合法， @ I迫感剤許用放射親重合法（林試特

タ

のや

42 15739 ④ j夜;f[I内における加熱重合法（液相としてノくラブィン， ウッドメ

紫外線重合法・高周波加熱法， 熱波加熱重合法，号 ⑥の変則法として披

放射線法と熟成加熱重合法をわが留のii':っfこO これら

として応用している。 としては宥がよい。しかし原材料の形状

ものだけしか；取扱えないという もある。昭和43fド処理法の ：，~；込 ；芯：合を戸jーの

ザ

8 ついて研究し 43 21935 ＼予としてj；店出した。 さらに

WPCさと不撚｛じさせる処理について研究した結果も特許出獄した。

木材ブロツを主原料とした WPCの開発研究に端を発しこの技術の応用が数多くなされた。

とくに木村工業廃材の和吊すなわち木村の完全利用という観点からみてもまたお本の現状すな

わち資源の枯渇，資源の有効利用，さらには高付価値付与といった留からオガクズ，チップ，

パーク，廃識殺を鼠料とした複合付の製造技術の開発；こつとめた。これら粉体，パーティグノl,c

状の原料；土処玉虫液の含浸，重合，成型ぷ－；患の装置でできることからその連続装置の開発もあ

わせ倹討した。得られた材料の物性聞から判断すると，パーティタノLを原料としたポリマ

合材：土力E成期が成立する良質のボー F＇である。その他松くい虫被害木含原料とした WPC

ように美しい模様をした床控となる。間伐材小径木を WPC止し，特殊なジョイン

トと木口函の接着により長尺物にする技術も開発した。その一例，ι了見川」司、 y 0 

また写真一3：こ示すボードは樹皮粉体を涼料として題合｛じい：連続的押し出し成型したボード

で，表面は押し出し時；こ木目 としてj手き出させている。

木村工業廃棄物としては，そのすべてを完全に原料｛じすることが判明したので， この技慌を

さらに発展させるため農産物の箆棄物たとえばそミガラ，落花生から，イグサ，ムシロ，ノ〈カ



'.E]'.fi-1 マック 1土LrMc;1；：オミ
f三三お）WPC

ス...‘ とし

:,y:n-2 

写I'J-3

し？こ。
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i三日うと？？ふ1:¥:-i二のWPC（ドiコ；'ffli'＊心部ジ イント）

警察

/M1支i¥;::;}/Cf'21}l¥ji；とした押しょf:＼し i；之ささWPC 

その 2・3を示す。これら を原料

としたボ ドの表面性；立非常に突しく，印格的与と；まことなった告然 しいとし、るこ

とからインテリヤ材料として好評である。 こ：llら

WPC, APCが可燃物であることから，

APCとfi手んでいる。

二♂ ,Lー」
にご一ιS」。

それには不燃物である

のは，抹壇税硫より得られ

どのようにとり入れるかを し 、＇ -こレ三 自し？こ

t；ノLシワム， さらにセメントまでを研究範顕にとり

こんで系続的な研究を開始した。

コンクリートブロゾグにVM合合)~ 
,d、，WPCの技術の応用としてはアメリカ AEC,BNL

させた CPC（コンタワートプラスチァグコンどネーション）の開発研究予選んできた。

石｛f・ブロァク；こ VM させGPC（ジブサムプラスチヅグコンピネーション）を開発し
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写真 4 7会fふ~~ilTU1{3!~iちな原料とした複合ボート、（AP C) 

た。しかしこれら無機宣とプラスチック結合体には材料としての欠点たとえば街禁に弱く，高

比重，熱伝導体力2高い欠点も多々あることが判明したので，木材工業の｝薬物はもちろん，

廃棄物，さらにはパルプ。工場廃棄物をこれら， CPCやGPCにどのように添加させたらよいか

を検討したところ，同時［主~法と抄造法が見つかり，前者は比重が高いが耐fi!'jj繋性；二富む複合

材となり，後者三抵比重で熱倍導率の低いボードとなり，準不燃の規格には十分に合格する無

機質・

；立川T-CPC,

ボードの製造技f,j'.J'を開発することに成功した。セメントを｝京料としたものに

を原料としたものは W…GPCと命名したc 写良一5：エパ／：／ブ工湯ノットカスと

とボリマーによって複合化された材料で使用目的に合わせた機能をもたせてある。たとえ

ば中空裂とか，内層が発泡主主とか，表出がプレーナで撲様になっているとかそれぞれ材料設計‘

プレーナJiす，ノット 1'(1，干f手f, ;f-リマ

（彼方Eをつrr-i-0 w G P c > 



-189 

、て製造されたものである。

このよっ；こ各種複合材料を開発すると そしてその複合物を材料：こして人間：こ使用される

ものを｛乍ろうとするとき， 分子設計， どには7jlJの観点、から

で 、入 --r
ωノ」 ている。 fiiJか ったから龍用できなL、だろうかといった方法ではな

く，当初より明確な目的を定めて

いて多角的：こ究明してきた。

われわれの開発してきた木村ブロ yク

ている。また木資材料を原料とした／fljで；土木粉

その｛也APC, W-GPC, W-CPC 

出ることであろう。

おり る技指につ

とした WPCはすでに数社が企業化し市販され

とした SDPがfr::0れr1rntzされている。

として
叩

も〉で近L

もの〆ヘミたように， それぞれの素材部における材料特性の共通点、， を系統的に究

明し， ：こ化学的
ミbJこが
；（］マ

これらの研究は学問の境界鎮域ということふ，』
E、－ 0

作り出すことに研究の主力をおい

' --r ~. J‘ 
レ、ミ：＇ I、一。 したように技術

においても電気， 物理，化学の分野でおH分｛とし入りこんできた。 これからはこiもらの告買

域で新らしい技術をのばさなければならない。 。 ら10-q三先を した先行的技術もわれ

われ層立研究機関にとっては大切なテーマでおる。

われわれのように菌立研究機関で部究；こ従事する よりよき研究， ナコらしき発想，

の自然究明といったこと よってなされるものである。

問題意識とは自的であり， その日的は人類のためのものでなければならないと患っている。

単：こ反！；芯機構の究明といった民的でなく， 人類のためというト ダノL ありたい。

本研究の引用文献は，農林省林業試験場アイソト ブ。利用研究成結年続昭和 38年震より48

ず代、、（百日報～第84報） を中心：こ記述したc 主手続表題を次：こ

アイソトーブc利用研究成績年＼tn並び；二 f

（村山敏↑:W)

>F和利用

：こ提出掲i哉された論文りスト

微細模造変化と可i容成分について jJ主体λTo.129 

不飽和化合物主主有木材の放射線処理原林No.130 

放射線化学と木質材料 収林No.138 

木材とスチレンモノマーのグラブ「m合
l)i(林No.139 

γ線照射による木材の結晶化度の変化と性質
｝京林No.140 

グラフト処rm木村の性質について（その I) 
jJi(｝，本No.149 

7線照射によるグラフト jl,:ill合 !iRt;f:Nσ. 150 

グラブト:m：合木材の性質について（そのII) 
n;r林No.151 

木村と様々のビニノL系二そノマーのグラブトillム合
政林No.152 

~ヲ

d-.0 

スチレングラフト 震tj},;No.153 

1'1eOH /i!~t免f去によ
スチレンのグラフト:m台 ！京林Nu.154 

どリヂンさと浴斉I］としたスチレンのグラフト霊会
手三林No.155 

木村へのアグリノL夜塩類のグラフト没合
！ぷ1、本No.156 

木村へのα－MεStノグラフ？乏合 原;j;j;No.157 

シドァグ触媒j去によるグラフト重合（その I) 
原材；No.15& 
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;I]］ま波の利用によるグラフト重合 原料；No.159 

レドックス倣技法によるグラフト重合（その豆）
原林No.160 

木材へのMMA及びその誘導体の

γt)i!!照射により生成するFreeRadicalについて
原林No.168 

グラブト：司7合反応における 2,3の知見
原林Nu.169 

グラフト反応、におげる金属J長添加の
効果について 原林No170 

スチレンー有機請をCOMONOMERの
グラフト玄会 )mt,{N o. 171 

スチレン－MMAC01vI0NOMERの
グラフト玄合 原材：No.172 

スチレン－MMACOPOLYMERの
J:lll論的考察 旅林No.173 

D.V.B.…a-Methvlst COPOLYMERの
理論的考察 ’ 原材；λTo.174 

2 'l'r能法化合物のグラフト霊会 原林No.175 

グラフト設会木村の物性（その I) Im林No.176 

グラフト重合木将の物性（その立） 原料、λTo.177 

ク会ラフト

竹村合j双料としたグラフト共1fI合

パーティグノレボードぞと以料とした
グラブト

しずニグラブト

照射中のふん沼会〈の変化と

原林Nu.178 

原林No.184 

[iy¥fi:、No.185 

186 

187 

荷t恕lセ！：W.P.C.の製i立
(FLAMOWOODの製造） 深林No.188 

ブラモウッドの製造について（総説）
j京林J、、7

f)j:用法により 1礼7.P.C. の製~，主として
添加斉JjとConversionの関係 深林λTo.196 

化学j法によるもV.P.C.
W.P.C. 197 

ーグ
広リキNo.198 

:ill合過程における木村の寸法変化と水の
挙fil/Jについて(I) 原林No.199 

ブラモウッドの開発における問題点、
E立林No.200 

スチレンーボリニじステル系における
W.P.C.の製造 係林No.208 

窓会過程における木材の寸法変化と
水の挙動について（豆）

W.P.C.の分子宝

Woodplastic Combination （総説）

W.P.C.の分子盆分布について

)m;j-,¥(No. 209 

原林No.210 

5立林No.211 

涼林No.214 

V.M.fこP.E.G.を添加した W.P.C.の製造
原林No.215 

Vi/.P.C.製造における問題点と現況
原林No.216 

木村拙出成分が分子量設びに分子量
分布lこ及ぼす影響 原林No.220 

ーティグルを原料とした＼V.P. C. の
原林No.221 

木村1/ix綾・金問・プラスチッグの相互作用
原材：λTo.222 

オミ！資材料・無機質・プラスチァグ

天然滋総体・類、機質プラスチッグ

C.P.C.の製造

しずこ
原林No.223 

原＊本No.226 

P.E.G.添加W.P.C.の主；おきと
力学的性授について 原林No.228 

熱処理太村のグラフト共重合 原林No.229 

W.P.C.の工芸品加工について 原林No.230 

ノミーティグノレを原料としたW.P.C.（そのI宜）
原j:j:No.231 

4ーティグノレを）JR料としたもV.P.C.いとのIV)
原林；Vo.232 

::i,11:立主び；こ木村とプラスチック

Gの乾燥条件と強疫の関係

¥VG. P.C.の耐炎性と防火処理

怒々の主主液体の複合｛ヒ

P.E.G.i尽力pW.P.C.の製造と

233 

234 

235 

236 

涼林；Vo.237 

原林No.238 

1I吉林No.239 

II) 
原材：No.242 

刀R書！！fl；‘における Polymer…P.E.G.の考さ豹
第 69級以下；土“複合材料に関する研究”
とと主題 mリノj；λ＇O.243 

Pulp-Sludgeを原料と
原；／，￥No.244 

W-G. P. C .. W-C. P. C.の印刷伎について
’ N(;j),;No. 245 

;l)l~後繊維による W-G.P.C. のきむさと性11
努｛1ネλTo.246 

C.P.C.の休校i分率による強度解析原林No.247 

W-G.P.C.の製造における滋維添加設と
物性の関係 原林No.248 

W G.P.C.の製造における繊維形態と
物性の関係 燦林No.249 



W-G.P.C.の内昔前数約？あさの考祭

複合材料の熱伝等性について

W.P.C.（パーティグノI.,;j;－γ 

？？三絞殺・ P-St筏合材の強度特技

W.P.C.の工業化；こ拐する問題点

石持・ PVA系複合材料のf寺住

原j本No.250 

京体λTO.251 

252 

涼~;J;No. 256 

原H；λγo.257 

奴林No.258 

よる W-G.P.C.の製造に
る研究（IV)

れにG.P.C.の製造：こ関する 2・3

W G.P.C. 

fえ絞さと＠*1！とした抄i設戸支 W-G.P.C. 

11. 畜産利用が林地保全｛こ及iます影響に関する研究

191 -

考支持；λ＇o.259 

260 

荻t{;No.261 

262 

昭和40年代；こはいって，

れ始めた。

あった111地ぷ多様な他産業の進出 L してすi§：さ

よる由民生活の変｛ヒ；こ志じて

や樹園地の拡大の場を山地：こ求めた。生活レベ／しの向上による生糸需要の増大が奈留の拡大を

うながし，住宅地・工業団地の拡張が平地茶惑を記述L，これらの拡大と移動の携も山地に求

められ始めた。さらに都市生活の発展は必然的：二佐人の自然への強い要求をもたらし，これに

立すr,t,し？こ

このよう

で、あり，

自然をも

ともなって，さまざま

れるようになった。

の由民経済的意義と

レ始めた。

し
一 、、 、ーや
ことにつき

るいは自
ふ日

必 Q。

とく

これら諸産業の山地進出；こともなう

ついては，その後数年安出です、して となったテクノロジ…アセ yスメント

のはしりとし となり 日いっぽう林業内部でも

化の一つの技術的方策として高密度林道損が検討され始めたが，これにも

して事前評舗の必要が一部識者出でとなえら

，昭和44 として「111地の多目的利

患における が取りあげられた。 られ，

は早急な研究対応が必要と結論された。しかし樹木をあっかう

己防衛的にせよい‘らおうの対応技舗が考慮されており，かつ進出ペー

ス；r主主むい， り スの接関があろうが，研究設計にさまざまの

あると，それぞれ判i訴された。

こiもら して畜産ことに草地造成および肉牛放牧の山地進出は急速な れ，し

かも保全面での技術的経験に乏しいばかりでなく，既往の林＊共用林野の一部

こしている例があるなどのことから比絞的きびしい自が向けられた。 この時期
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らこれらの水土保全閣での諸問題について研究機能に問いかけが行なわれている。いっぽう，

林野庁はti産振興への協力と放牧の林木保育担果の倹討のため，昭和42年度より実験牧場を

設けて肉用牛生産育成実験事業を開始しており，またう己駆的研究合東北支場で開始しているこ

ともあって，研究設計が比較的容易であると判断された。翌昭和45年度は防災部を中心とし

て兵体的研究設計が継続検討され，その結果11併n46年度より表記課題のプロジェグト研究が

5か年計図iで；＝m始されることになった。

山地における成林JIすおよび幼齢林内（自然:i','(tfu）放牧，林地の人工草地への転換とそこでの

放牧にともたう船生，地表の変止とこれらによる土Jjt）没食の加速および水流出；／｝，況の変化の態

採と程度を，主嬰なfl然条VI二に基づく地域別に放牧万3・植生・土壌・地形・気象各条件との関

連で明らかにし，またJjJl女地・林地問の比較を行ない，こんご場加が予想される林畜共用林地

の選定，林tむの主主地への転換，既成山地放牧地における水・土壌・植生保全対策の計画案等に

際して ることに， この研究の目的が置かれた。

研究設計：

植生・地文・気象各条件に着目して全留を数地帯に底分し，各地帯で林野庁実験牧場・公営

牧場等の既成牧場， j昆牧林を鵠査地として寂りあげ，これらを代表として放牧場の環境条件と

放牧の実態謂査を行なうとともに，放牧あるいは禁牧の別または地被状態別に土壌浸透会能と土

壌受食性の調査，放牧実態との関連で裸地発生地域と随生変化等のff8JJ)JJ基礎的現象の調去を行

なう。また調査地内に地被状態別に調査フ会ロット

する。

-r ;;.-
、句、

上記の調査を補完するため，試験地を設け地形・樹被・放牧の条f'I二をコントローノレし

を測定

試験を実施する。すなわち三三条件の組合わせによって複数個の試験プロットを設け，プロット

別に土壌・描放の経時間変化，牛の行動と地表荒廃の関係機備を誠査するとともに，プロット

別に地表流出水量；と浸食土砂童を比較測定する。

さらに流域単位で林地・人工草地・自然主主地およびこれらのうえの放牧有無JJIJfこ流出水量・

流出土砂霊を比較測定し，放牧・撞被実態との関連を総括的に解析する調査を行なう。

以上の設計で東北・関西・九州各地まで調査地・試験地・調査流域が選定された。その結果

昭和46年度に調査地として東北地区では岩手段玉山村の青森営林局姫神実験牧場，室根村の

室恨高原牧場，九州地区で、は熊本県小田町の三共牧場と蛇石内用牛繁殖センターのi思惑：業地が

選定された。関臨地区は者fl合により中止された。また同年度lこ岩手県西恨町の岩手営林署管内

平笠国有林に表… 1の9区を含む試験地が設定された。調査流域は昭和48～49ij=.で

山村の岩手県畜産試験場小石川試験地内に 5流域（約 4～8ha），熊本県下の上記2事業地内

に3流域（1.53～3,21ha）が設定された。
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b文牧1-1二法 ！！：毛利授の手fl丸紫潟よド~HJい，放牧予定un 日数は放牧の1江主i；こより定める。

収めた成果：

この研究はなお継続lやである。しかし開始以来いくつかの成果が得られた。よその主要なもの

を以下に述べる。

土壌iJ:i豆能の調査は散水方式の戸、ノキーマウンテン形山地沿道t"Iーを用いて多数の，｝li点におい

、5
2
J

L
ヤぷ（

 

また放牧日然／：／H也のよと

れは放牧人工草地より大きいことが知られた。九州、｜地j乏で得られた結果の一例を国…1

この図－1で注意を要するのは，放牧草地・放牧林地で急斜地の方：示板斜地より

より明らかに大きく，て行なわれた。よとの結果;j:,,jzt也の没透レート

レート

；ヱ散7.K強度
ち，

、ーーこれは該斜地ほど牛の踏圧ひん度：＇.）；高いことによる。が大きいことで，

そ lOOmm/hrとしたため林地の浸透能もほぼ 100mm1hrにとどまっているが，散水強疫を大き

お大きな｛症がおられたであろう。

この調査で測定された地表流出水設の地被別JIITT位：ヱ当然ix透レートのそれの逆となり，流出

当然流出水盆の)I隈：こ多いことが測定された。

く

水

東北地区で得られた没i霊能都定結果のー慨を表－2；こ示す。放牧人工草地は森林地や自

の1/4～1/3程度である。地（幼齢林地）

下流端でis士会土砂九州地1Kで調査池内：こ斜酷長40m，幅 10mの調査プロット；0：設けられ，

4出の測定結果を図…2；こ示す。設が滞定された。

l回の部定で，放牧のあった人工草地で、とくに多く， Jj'J.牧がなければi昆牧l・Hむも1京市林地

また第2屈で，多数頭数放牧により自然事池で非常に多い。いず、れも放牧の；詔響

の大きいことを示している。また第2聞は第1詔より雨量が多く，全区で多くなっている。林

く，と
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ト上ヒ絞i也被別 浸透レ表－2
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地被別浸透レート比較関－1

地で常に最も少ないが，林地も放牧が行なわれると草地と同等に浸食が起こることが知られ

る。

陣地医でつぎの諸事項も明らかになったO 放牧地では地表の硬度が一放に増し， ごと壌の玉虫学

性が低下している。人工草地の硬化は造成・管理のための大型機械による圧迫と牛の諮庄のた

めと考えられる。牛の行動に関連して水飲場，綬斜地とくに斜面下部の緩斜地に襟地の発生が

あるいは掛沿いに生ずる。 j昆牧林はなはだしい。また牛みち裸地が斜面全体に等高線方向に，

一般に地床植生や落葉~がかなり少ない。地では標準林i也に比べ，

つぎのことがわかった。禁4女森林区で新生探地がきわめて少ないのに対し平笠試験地では，

とくに急傾斜震度放牧草地区で裸地発生が絡段に多い。牛の歩行がて放牧草地の裸地は多く，

また休息地は

このことを介して地形と

このことが牛みちの階段様裸地をつくること，

緩斜地に眠られることなど地形と牛の行動の聞に規則性がうかがえ，

櫛沿いのほか等高線方向に多く，
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調！地発生の関｛系fすけが行なえる。

しかし地表流出水量・浸食土砂霊については，元来浸透能の大きい火山灰土上主であるうえに

いまだ大mすがないため，

るに至っていない。

ともきわめて鍛霊で， 48年度までの測定結果では明障な結論さと

再地症のIDlu査流域については，それぞれ簡易な虫記水柱計付量水えん・土砂漠IJ定そうを設置

い流域条件の調査を終わった段階である。

この研究の担当は本場防災部治山科治山第一，理水第一，理水第ニ，経営部経営第ニ科営農

林牧野の 4研究室，東北支場経営部経営第四，経営第三の河萌究室，九州、Ix場育林部防災，経

営の両萌究室の各関係窃究者である。 （中野秀京）

文 南丈

1) J卒業試験場（i:j1野秀1i'i:ら）・選後手lj)fjが林I担保全：こ及ぼす彩科；こriiする研究， llil,46・47,48,(1973, 1974) 

2) 河野良治ら：：託子産利用が林地保全｛こ及ぼす彩祥一；去す霊能について， iヨ林九文研究論文集， 29, (1973) 

12. 亜高山帯および上部ブナ帯の吏新に関する研究

本格的な亜高LlJ替やフ、ナ帯の開発は，戦後の経済発展のテンポにあわせて急速に進められ，

伐木築運材技術の発達とともに開発は大規模化，奥地化してゆき，それをおってこれらの天然

林地帯にスギ・カラマツなどの人工林の拡大造林が積儲的に進められた。

しかし開発が奥地化するにつれ経営条件の悪化，寒冷・多雪という悪環境がからんで，更新

不成績地が自立っている。またあまりにも急速な森林鰐発のゆがみは環境問題として新たな検

をせまっており，これらの地帯の天然林施業について再検討が急がれている。

こうした現状に先だち，当場では昭和40年度よワ“亜高山帯の造林に関する研究”，さらに

引きつづいて昭和45年度より“亜高山帯および上部ブナ帯の更新に関する研究”として諮査

・研究を行なってきた。

研究は亜高山帯および上部ブナ帯における気象，土じよう，植生などの特異性を解明して環

境区分を行なうとともに，天然林および人工林の成長，更新の実態をはあくし，これら地帯で

の天然更新方法を明らかにするとともに人工更新樹穫の検討，育苗技討すなどについても研究会

行なった。

研究の成果については現主全体的とりまとめを行なっているが，天然更新施業技能に限って

その概要をのベる。なおその一部はすでに発表を行なっている。 （文献上 2, 3, 4) 

“亜高山帯の造林”は，本場造林部造林第2，植生研究室，土じふ：う部土じよう第3研究室，，
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防災部気象研究室，東北支場脊林部育林第I，第2，第3研究室，経営部経営第1研究室，木

曾分場造林研究室の各研究室の共同研究（主査本場造林科長）。

“蛮高山帯および上部フεナ1ffの更新円；土，木場造林部造林第 l，値生研究室，土じよう部土じ

よう第2，第3研究室， 防災在日気象研究室， 木俊分場造林研究室， 東北支場， 育林部育林第

2，第3研究室，経営rn；絞営第 1,tl'! 4研究室の各研究室の共同研究（主査本場造林科長）で

あった。

1. E高山帯針葉樹林の吏新

(1) 天然林施業の対訟となる針葉樹林

亜高山の針葉樹林を大別すると太平洋開ではコメツガ林，シラベーアオモリトドマツ林であ

り，日本海測ではアオニをリトト、、マツネ＊である。そして多雪環境下にある日本海側ではその発達

く，通常施業の対象とは考えられず，太平洋側および中間帯での針葉梅林が施業の対象と

なる。その林床型をみると大きくコケ型，ササ型，シラネワラビーカニコウモリ型にわけられ

た。コケ型は施業対象地帯ではもっとも広く分布する主要な林床型であり，更新の条件もよい

が，コケ型以外の林床型では更新施業；こは困難が多い。

り

(2) 更新上の特性

1）車高山帯の針葉樹林はまた箆新の実態からみて設護的；こつぎ

a）コメツガ林からコメツガ林へと賀釈する下部の池布：

b）コメツガ林と Abies林とが／II員次交代する中部の地帯

c) Abies林から Abies林へと交代をくりかえす上部の地帯

分げられる。す／なわ

であるo a）は典型的な太平洋側の山地で、 1600～2000m の広範屈に出現するが，日本海側に

むかうにつれ上限は下詳し，中間帯北部では亜高山帯の最下音防〉ら b）の地帯となる。 c）は

太平洋開，中間帯とも 2200mから 2400～2500mの最上部に出現するが，日本海測では最下部か

ら c）の地帯となってい＇wo

2）車高山の針葉樹林ごはつぎにのべるブナ林に比して前生稚樹が多く，とくにコケ型では

5万本／ha以上であることが普通である。しかしflt揮の恨は浅く土佐積腐植層にとどまる。そ

こで急激に広く上木さとff~［閉するとそのほとんどが枯死する。急激な球関をさけると，伐採後 2

年間はかなりの枯損があっても，その後はほとんど枯死せずに成長し更新に成功する。

4）うっぺいした林内℃はほぼ 50cm以上の龍樹は傘型となり，上木の疎開には弱い。それ

以下の稚樹で枝葉の茂ったものが疎開後の環境に耐えてゆく。上木疎開後に発生した後生;f,ft樹

は更新には期待できないが，カンパ類は後生稚樹として発生し成長する。

(3) 更新技術の要点



-197-

1）亜高山針葉樹林の更新のポイント る前生稚艇を枯損させずに利用するこ

とにある。

大面積皆｛えではどのように稔樹が豊富でも，伐採後の枯損が激しく問題とならない。また伐

採率の高いi'lifr伐方式も問題があり，残存木も鼠倒，立枯れに弱い。漸伐の伐採率を低くする必

要がある。 30.96程度の択伐は更新上や成致維持上，良好であるが，施業実行上難点も多い。帯

状皆伐や孔状皆伐などが実行上も比較的容易で更新もよい。皆伐閣の配壁を風致flヲ；こ考窓、した

等高線帯状皆f止は今後実行可能な方法であろう。帯状伐探揺は30m以内，｛呆残幅も 30m以内，

f呆設帯の伐採を 10年以内に行なう方法が望ましい施業法といえるc

2）箆新の良好なコケ袈林床の森林でも，林内すべてが良好に更新する く，空地が

るのがふつうである。放置すればカ

るならば植えこみを行なう必要がある。

ぶって れるので，針葉樹の更新を考え

コケ型以外のササ型，シラネワラビーカニコウモリ型では前生耽樹も少なく，上木の疎開の

みでは更新剖難である。立地的：こは長い成長が期待できるので，槌えこみか， t色床処理による

稚樹の発生を期待するかであるが，後者の場合かなり長期間かかるので実行ーと問題がある。

3）選手庁が良好にいった場合もふつうカンパ頚の浸入が多く，一時的には2段林の姿をみせ

ることがふつうであるが，放置しても順次針葉桜が上木となる。カンパ？去をi別立すれば針葉樹

林化は早まる。

2. ブナ林の更新

(1) 日本のブナ林

HE高山帯とおなじく，山地帯でも太平洋開と日本海側での諜境のちがいは森林摘生に大きく

反映している。日本i毎！日lの山地帯ではフ守ナ林は樫端な乾燥地や湿地主ど！添いて，山地のほとんど

の領域を広く占めている。これに反して太平洋側では尾張や急斜地のツガ林，そミ林， ヒノキ

林など，沢筋のシオジ林，サワグルミ・トチノキ林などの各穫の森林も多く分布し，ブナ林は

山腹の平衡斜面を中心：こ出現する。ブナ林の組成も両者でかなり違いがみられ，ほとんど純林

状となる日本海側のフとナ林にくらべ，太平洋側ではウラジロそしイヌブナなどの混生がふつ

うである。日本のフをナ林の林床：ヱササの存在で特徴づけられるが， 日ヌド海側ではチシマザサ，

チマキザサの分布が広く，太平洋間のスズタケ， ミヤコザサにくらべ密度も高く施業上の大敵

となっている。

一般に表日立i玄関のブナ林では針葉樹の人工撞栽可能地が広いが，裏目本｛郊では多雷環境や土

じよう環境が針葉樹人工林｛じを容易にφるさない。したがって天然林施繋が問題となるのはも

っぱら日本海型のブナ林地帯である。

12) 更然上の特性
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1）一般に原生的なブナ林でも林内の前生稚樹はきわめて食時である。結実の翌年には林内

にも多くのHt：樹発生がみられるが，大半ば 1年以内に枯死し，数年後にはほとんど消失すると

いう経過をくりかえしている。

この点上述の亜高山の針葉樹林内の稚樹の様相とは全然ちがっており，前生tffi樹にたよった

更新施業は特別の場合言どのよどいてj招待できない。しかもブナの種子の飛散は母樹に近い範囲に

限られるので，大面積の皆［りむ業：立直新上からは問題にならない。

フぞナ林の天然更新の基本以前生稚樹にたよらず，適正な母損保践と地床処理によって，後生

m：樹の発生と成長に期待する方法といえる。

2）ブナの結実には畳間の周期性がある。過去の資料や試験地の調査をもとに 1915年から

1S74年までの経過をたどると，この 60年聞に豊作の間断年数は4年目が 1回， 5年目， 6年間

がそれぞれ2泊， 7年目が 3問， 8.fj三宮i),I回となった。資料には各地の資料がまざってお

り，地域差も考えねばならないが，ブナの豊作年はおよそ 6～8年ごととなる。この間に並作年

がおよそ隔年ごとにでる。

タネの飛散を調査すると，更新に有効な飛散距離は並作年で母樹の樹冠の縁から約 5m程度

までである。豊作の場合はその 3倍桂麗になり，また見下側にはより遠くまで飛散する。しか

し更新施業上は並作年の平均飛散距離を基準と考えるのが安全である。

3）林内の前生稚樹は上述のように浪長をくりかえしているが，上木｛え深後発生した後生被

樹は地床処理や疎開によって残存率もはっきり高まり成長も促進される。消失原因として光不

足，蘭害，鼠害，兎害，虫害など多くのものが関係している。

ブナの稚樹は幼時直根性であるので，その様が堆穣腐植層をつらぬいて鉱物質土じよう

すると，急激な伐採や林床植生の除去にも耐え，亜高山の針葉樹雅樹のようにはげしい枯損を

しめさない。

4）直径 15cm程度までの小さいものの璃芽性はかなり高い。椎樹も刈払，兎害，虫害など

によって傷つけられても回復する場合が多い。保残されたブナは，孤立木状でも立枯れ，風間

lこ耐性が強い。また酎雪1出土多雪地帯の高木中もっとも優れている。

(3）更新技術の要点

。以上の更新上の特性は，ブナの天然買新施業を母樹保残の方式で行なううえで大きな利

点ともなっている。フぞナの天然更新の成否は，母樹の適正な保残と地床処理のいかんによって

いる。

タネの有効な飛散範囲は，母樹の樹冠の大きさに関係し，樹冠の大きさは，胸高＠：径と密接

な関係がある。したがって保践する母樹の経級ごとに，更新面をカパーするのに必要な本数が

算出できる。並作年の場合胸高直径50cm糧度の母樹ならば32～33:,fζ程度の配置を考慮して

保残することによって車新に必要な扇子の確保が可能である。しかし立枯れ，風倒に強いブナ
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でも，単;;j三保設の場合被害をうける事例が多いので，保護樹品：などによって賀新部省三小さく区

翻したり，群状，帯状に母i樹を保践することが有効である場合も多い。母樹は更新完了後｛之氏

した方が琵；:vJr~tの成長によいが， 2 

ある。

をふくむ 10年程疫が更新ラ王子の目安となるようで

2）地床処理も不可欠な作業であるが，処理試験によればその基本は刈り払いとなる。地が

き作業はあまり効果なく，また除草剤（塩素隠ソーダ）はササ塑林床の地ごしらえ段l；皆では広j

な語｛f,むのもとで利用できるが，稚樹の薬害があって下刈り段i告では使用できない。

3. 今後の問題点

これまで天然、林純業の歴史は古いが，その確実な~新法となると，その基本が以上のように

明らかにされた段階である。今後以上の方針によって，より確実な技術体系を組み立てる必要

がある。

吏新地における補f＠，保育の問題も今後さらに検討を進めねばならない。さらに過去におい

て天然更新や人工造林の不成結地が広く践され，記長林や抵木林，ササ地となっているところも

多い。これらの改良は新らたな開発以上；こ重要問題であり，そのための技術開発を急ぐ必要が

ある0 !.lli~i山苦でも郷土性の針葉樹mの造林，ブナ帯でもブナをはじめとする広葉樹林の造林

が十分考えられる立地も多い。 (1:i/1言欣二）

文献

1) 草下IE犬ら：波高山地，；g：のi生林技術，創文，（1970)

2) 前回禎三ら：ブナの新しい天然更新技術，新しい天然更新技術，創文，（1971)

3) E王i¥TI行g:i：シラベミ手ill!；臼山；tg;

4) 前図？貞三：フマナの天然92新施主さ， これからの主主林施業，全国林業改良普及協会， (1975)
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IV. 各支場の地域林業に対応した試験研究

1. 北海道支場

明治41年6月，札幌郡江別村志文別野1幌国有林内：こ，はじめて当支場の前身である林業試験

場が設置され，関年 11月野韓国有林がその試験林；こ編入され，試験業務が本格的：こ開始されて

から，今回：こいたるまで幾多変遣を繰返してきたが，当支場：土常：こ北海道林業の振興；こ資する

ことを最大の目探として，運営されて来たc その間の経緯については当支場刊行の「研究60

年JI）によって知ることができるが，ここ 10か年間，（昭和 41年以降）北海道林業；二対応した試

験，研究の動向とその成果をながめてみることとする。

(1）林業経営部門

1) 森林測定および施業に践する研究

北海道における林業経営にあたっては，本道の自然条件を土台として，さらに社会的経済的

諸条件を総合的に検討しながら施業を進めていかなければならないが，このような諸条件のな

かで，森林施業の基本となるのは残された天然林をどう活用し，育成してゆくか：こある。この

ため天然林施業に関する試験研究が古くから実施されてきたところであるが，最近この部門が

担当している命題は天然林の構造と成長；こ関する研究に集約できる。そのため野i幌トドマツ 2

次林施業試験地や札幌営林局定LL!渓営林署空協笑験林にそれぞれ冨i定ブロットを設定してその

解析にあたっている。また本道は明治末期から昭和初期にかけた山火事により 30万ヘクター

ノしに達する再生林が生じたが，これらの取扱い法について広葉林資源の減少とともにその活用

が開題となってきた。そして当支場は北見営林局管内 2万2＝子4百ヘクターノLの再生林を対

象としてサンブロング調査を行ない，その林分の構成状態と成長室を拐らかにし林分ごとの施

業基準を示した2)3）針。

いっぽう本道における人工造林事業が本格化したのは戦後であり，とくに組織的な計画造林

が実施されたのは昭和33年開始の拡大造林以降である。そして国有林をはじめ各界から人工

林の収護予想、表の作成が要請され，その諮裂が3支場の重要な業務であった。さらに戦前戦後

にかけ植殺されたトドマツおよびカラマツ人工林が部伐期に達し，施業指針，施業コースJJIJ収

穫予想のために各方面から林分密度管理図の作成が要望さわした。このため昭和48,49年の 2か

年にわたり，両樹穫の林分密度管理図を調裂した幻針。

立木幹材積表の調製については昭和 39年までに道内 5営林局ごとのトド、マツ，ニソeマツ立木

幹材積表を当支場が調製したが，最後に残された広葉樹については，これまで使用されてきた
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北海道立木幹材積表が適当でないことが判明したので，昭和43年函館営林局より要望されたブ

ナ天然林およびヒバ天然林の立木幹材積表とともに新材積表を調製した九

2) 営農林牧野に関する研究

北海道における混牧林施業は戦記jは'.IfI,r;！）を1:j:1車Illとした馬の林地放牧であり，戦後は農家経済

のillて寵し喜三罰的とした少頭数の乳牛の林地放牧｛こ重点がおかれた。

昭和40年代にはいると高度経済政策に却して多頭数肉牛放牧の技能が要請されるようにな

り，従来の天然生広葉梅林内だけの放牧8）では牧養力が不十分であるので，針葉樹幼鈴人工林

に対する放牧技街の研究が緊急課題となった。

当支場は戦前から混牧林施業技能の解明にあたっているが，人工林での放牧には造林木の被

害が付随するので 40年代の全期間にわf、こってこの開題ととり組み，放牧による被害発生機織と

その対策をほぼ完成した9)10）。

(2）育林部門

1) 森林土壌および鵠生に関する研究

トト、、マツl土木造の主要造林樹種として広く各地に造林されているが国有林野土境調査事業の

進展につれて，そのi産地が明らかになり掲急森林土では， Be,Bo, BE，黒色土では， Blc,B]D 

型に属するものが遥地と考えられるようになった。しかしこれらの土漆型に属していても林地

土壌生産力に相当の差があることはすでに認められているところでめるが，当支場；土地位指数

と土壌の理化学性との関係を道内の主要造林地について検討を行なった。その結果， トド、マツ

の成長は土壌の有効探度が探く，透水性が良静の場合に大きいことが判明して， トドマツ造林

適地判定技術の高度化を計った11）。

同様な手法でアカエゾマツ人工林の成長と土壌について研究が進められ，最小容気量が大き

く，透水性の良好な土壌での成長が良好であることが認められた12)1九

トドマツ，エソeマツなど北方の針葉樹林の林床には粗臨描躍がj写く堆積して，林地，林71ミi習

の養分循環をさまたげているだけでなく，地力を著しく低下させている。そのため堆積腐植の

分解を促進させる試みとして，間伐，施／JE，広葉樹混交の開題を研究している。

その一環としてエソ守マツ造林地に尿素と炭絞石灰の施把を行なって堆積病揮の分解能進効果

のあることが報告されている14）。

また森林生態系における養分分布状態、を把恕するため， トドマツ，プカエソママツ；I上鈴人工林

で比較調査が行なわれ，アカエソ。マツ林はトドマツ林より落葉分解の段諮で養分循環が停滞し

ていることを認めた15)16）。

ill！・1却昆交天然材についても同様の手法で謂査を行ない，伐採による養分持出量の計算が行な

われ，地力維持および林地肥培の基礎資料を提供した問。
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森林気象および災害訪止に関する研究

げる寒さの害の研究をみると，昭和30年代にかけて苗木の生育と弼；束性との関係

お

当

なると研究の視点、が本道の本雪土壊凍結地ることに主力が注がれてきたが， 40

そして寒乾害の発

r‘』d降、。；つ U、

アカエゾマツなどの寒乾警の研究：こ移行した18)19）。

よるととその訪除法について，被害地の実態謂査およ

よる聖子外実験：＇.）；進められた。

域；二発生するトドマツ，

る。また空中；盟度のlg下や強い日射が被害を大きくする主な要因の一つであることを明らかに

した。その防止泣ミは樹下描栽などによる土壌凍結の防止，

Yヂー」られ，と1～2丹

空中湿度の上昇および造林水にあた

るもので

Jbることも明らかにした20）。

またノfイロットフォレストを中心とするカラマツ造林木の成長障害，枯死について木地域の

気象異状の解析，低温域の発生の確認およびカラマツ造林木の斡の耐凍i生と臼最低気温の変化

の原田を解明した2九

どにZ量点がおかれ， i功成が主体となる従来の寒風害の防止法とる日

林業経営の主な対象地となる山地の月平均気温推定法の研究が行なわ森林気象の分野で

の任意の場所における計算法を検討し，この方法によって 1200点、余りの｛直を

もとにして．隠侯期における温室指数分布図を作製した22らまたこの研究を発展させ，道内主

要針葉樹7種の天然分布域の温琵を求め，それぞれの樹種の生育適温範題を温室指数幅で、示

し，事業面への醒接利用をはかった2ヘ

:rし，

林木育謹；こ関する研究3) 

トドマツ天然林の遺｛云的解析については，産地試験やアイソザイム分析によって行なってい

天然分布の上からみて，北見山地；二拡がるトド、マツ集屈が大きい選法変異をもち，東ま~ 

Q 

あるし、は南：こ向うにしたがって変異隠が小さくなる傾向を明らかにした24）。たは西，

カラマツの抵抗性育種に関する研究の一端として，道内の 3か所のカラマツ産地試験地でカ

また下旬病とも産地問にちがいがあり，ラマツ先枯病および落葉病の摂病性が調べられた結果，

これらの病気の擢病程度は全く逆の傾向を示し，先枯病挺

抗i会と落葉病抵抗性とはそれぞれ独立した遺伝機構によるものと推定された。また環境によっ

て病気の発生しやすい地域が異なっていることを示しており，年ごとに確病率：立大きく異なる

が産地による被害Jil員位の変動はあまり大きくないことが判明した2九

試験地問にもらがいが認められた。

人工造林；こ関する萌究

おける人工透林の盤史：／土木外！？こ比較し

4) 

しくあさく，戦前は主として山火事跡など

人工

このように造林の経験が浅いことと，気象条件が著しくきびしいこ

の米立木地造林が主流をしめ，戦後はじめて大規模な造林が開始されるようになったが，

しく抵い。1せくZ容はいま
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とと相｛突って，過去の成林率をみると本外｜に比べて低いのが通例であったO それを改善するた

め，多くの試験研究や技術開発が要請された。

当支場ーはこれらの要請に答えうるよう戦前から多方面にわたり研究を展開してきたが，昭和

40年代にはいると，トド、マツの成長条件｛こ関する研究として，山行苗木の形質と山地植栽後の

成長との関係，山行苗木の取扱いや倍付方法のちがいが植栽後の成長との関誌について主とし

て栄養生活！の而から研究を進めた。その結果， トドマツ山行苗の活着向上および山地植栽後の

成長促進を計るための理論的なよりどころが与えられた26)27）。

またトドマツ，エソ。マツ類は山地植栽後の初期成長が遅く，要下刈間数が多くかかるうえに，

林地の 60～7036がササ型林床主主に占められているのでササ生地の地ごしらえ，下刈りなどをど

う取扱っていくかは，造林の成綴や労力の省力fとにつながる本道の育林上重要な課題である。

そこで当支場は昭和37年ころより捺溶剤を中心とした化学的手法を林地にとり入れ，機械的

な処理法と比較しながらその可能性の検討を開始した。この結果下草の林木に与える障害の程

度，下刈の厳密さの必要度などを下刈の時期，方法，下車の処理方法別に明らかにするととも

に下刈の効果判定法として生産構造解析手法を応用して，下河効果圏を見出し，各処理方法に

共通の客観性のある判定法を可能にした28）。またササ型描生，キク科草木型植生などの生育パ

ターンを明らかにし，それに対応した季節ごとの祢床内照度の変動そ明らかにして有効な下刈

時期の検討が行なわれた29）。林地除草剤についてはササ型植生に対する薬剤として，

除草剤が最も効果が霞れていること合見出すとともにその薬剤効果がこと肢の性設によって

り，さらにササll下落の地下部構造と相関が高いことを明らかにすることにより合玉虫的な施用基

準長を確立するまでの成果を得た30）。

5) 天然更新に関する研究

天然更新に関する研究がそれぞれの時代に即応して試験研究が実施されてきたが昭和37

から当場天然林研究グルーフ。によって新しい林型区分により，天然林の更新や枯損を検討しよ

うとする研究が進められ，その成果が昭和42年に発表された制。

そのごトド、マツ，エソやマツを主とする天然林施業の基礎的研究が昭和43年より 5か年計部で

実施され，更新班としては稚苗の発生消長の季節的変化とその原田解明が中心課題として進め

られた。そのうち稚苦の発生消長を蘭害の酷からとらえた研究から Rhαcodiumtherryαnum 

菌はトドマツ種子安犯す強い病原性をもっていることが確認され，この菌によってどのような

条件のとき，様子の発芽題害が多く主主ずるかな明らかにした。

その他6～7月にかけ Botrytiscinerea障による菜葉部寄生による枯死が発芽当年の消失に大

きな原因を占めていることを示した32）。

本道の山岳上部を占めるダケカンパの疎林地域は一般に人工造林がきわめて閤難であり，そ

の不成績地も少なくない。このような地域の速やかな緑化を計る手段として，ダケカンパの天
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然下種更新技術の確立が箆有林をはじめ各機関から要諒されていた。そこで当支場として昭和

34年以降酉舘営林局署と共持してカンパ類の更新試験を実施してきたが，43年にその施業指針

舎を作成したね｝。そのご桂川営林尾上JII営林署部内調査地の成絡も追加され，なおいっそうの

施業技術の完繋が期せられたω。

(3）保護部門

1) 野兎鼠に関する研究

昭和25年当支場：こ野鼠研究室が設置され以来野i誌の生態とその訪除：こ関する研究が鋭意進

められてきたが， 40年代になると野鼠の発生予察法の確立をめざして，その基躍的研究を中心

に展開されている。

これは道内 5営林局をはじめ道，畏有林においておこなわれている年3自の野鼠発生子察調

査資料を基にして，年次的，季節的変動が示すパターンの類型化と環境条件の培＇ 1ととの相互関

連の意味づけを行なっている。

すなわち現在野外における各種の生息、場所における環境条件の相違により，個体群密度がい

かに変化するか，主要環境要殴の選出のため，温度，湿度，植生（食物）などについ

おいて，これらの条件を制御い 死亡率がいかに影響されているか，立証的裏付・itと

して諸種の実験が進められている。また大発生の前兆として，生理的機能上にいかなる変｛とが

あるかを政治組織，解部的な方miからの検討を行なっている36)-37）。

野兎の研究は昭和26年ころからはじめられ，昭和31.t手から集団鰐育による生活史の観察が

はじめられ，現在にいたるまで継続調査されて繁殖に関する実験データーを袋詰しつつある。

また野兎生息数算定は雪上の足跡追跡法を基践とし，さらに野外個体ll手の構造解析として，

骨による年齢判定の調査を行なっている38）。

2) 森林昆虫に関する研究

最近 10年院に研究対象となった害虫はトドマツのノ、マキガ類，マイマイガパ、ドマツキクイ，

ヤツパキクイそのf!h穿孔虫39¥ とラタキタイムシ， ヒメカサアブラムシ， トドマツオオアブラ

ムシおよびトドマツノハダニ剖）などである。これら害虫の生活史の究明，被害実体調査を通じ

て，害虫による被害の発生を閤避，もしくは軽減しうる森林の造成法，天敵の利用法など各種

防総方法の体系化を目標として研究が進められている。

これらの研究のうち主力を注いでいる研究はトド、マツオオアブラムシの被害に対する総合的

防除法に関する研究であって，特別研究「害虫の総合的防除法に関する研究」の一部をなすもの

である41)42）。

3) 樹病に関する研究

昭和33年拡大造林計画が実施され，年々造林地が増大するとともに各磁の病害の発生がみら
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れ，これの対策におわれるようになった。そして本，支場共同研究としてカラマツの三大病害，

先1'li病の研究 るようになった。昭和40タ一ブナすなわちカラマツ落葉病，

る研究；立一段落したが，先枯病についてはなお感染擦構，

！ホ業的防i注予察法の研究が続げられた。

すなわちその結果，

年代にはいると前2

あることがつきとめられ

あることが証明された日）。

これが病原菌の性質，

られた。トドマツ技lili病；立 10.t手前後の林齢の造林

られるようになり，

たは｛来校フドの活用たc そして造林地におげる

いっぽうトドマツ造林木；こ対ナる

発生環境，感染機構などについて

般病j木分はすべて寒冷多宮地のいっせい皆伐跡の造林地である。

として，当年生技；こ感染をおこ

地に集中的？こ発生する

本病病原留は6・7月 ヨヨ春高』雪時までの長期間i枚組

る。寒冷多雪の激害地帯でも

上木のある造林地では被害が発生しにくいことが明らかにされ，現在上木密度と発病ならびに

この期間の環境条件いかんが発病織内にi詩在しており，

造林木の成長との関係を追求中である44）。

妨災部門

山地荒廃の予防と復旧に関する研究

(4) 

れたがその方向として111くずれの発生

機構の研究と荒廃地の結化技舗の研究：こ重点がおかれたっ

w地荒廃の実態謂査として本道の第3紀培地帯の造林地崩壊，凍結地帯の崩壊斜面の侵金過

当支場におけるこの分野の研究は昭和36年

よる崩壊調査などが行なわれた。そして山くず

並行して，森林の山くずれi坊止の機能に関する実験的研究と実態調査が行なわれ，森林の｛来安

的理扱いのよミ体的な基準の設定が行なわれた品川）。

樹木の山崩れ訪よとの勤きについての実験から，根系は土の粘着力を強化するように働き，土

のせん断の強さはせん断面の恨系の断面積合計iこ比例して増加するという結果がえられた47）。

また野外調査の結果から地上高 50cmでの鼠径が 10cm以下の小径木は山崩れ訪止に効果が

ないことがわかった。また本道の急斜閣の保全にはカツラやシナノキなど璃芽力の強い深恨性

の大中箆木を積極的に利用すべきことを示した48）。

荒廃地の復旧に関しては荒廃斜聞の立地条件の評舗と分類，摘生の寝入状態などが検討さ

程調査，

ペーパーポットなどを用い躍夏服栽試験など荒廃地の緑化技術に関する一連の試験が行なれ，

われたω。

防災林に関する研究

本道の海岸緑化は道南の一部を除いては頗る菌難であり，従来の方法は一面的，部分的改良

にとどまり，海岸緑化の成果がえられていない。そこで昭和44年より海岸林のうける被害の実



-209-

態解明を行ない，技枯が冬季：こ起ること，またその主要原因は海風仁pの塩分であることを確め，

海岸の立地環境の一つの指標と考えられる成街林形の性立を明らかにした50）～52）。これらにも

とずき海岸緑｛ヒのための環境評価法さと確立し，これにもとずく新訪成工を中心とした海岸緑化

技術を開発中である。
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治JE原悶の解明，林試；iと支年報， 1970, (1971) 

22) t民間久夫：北海道任意地点のrl平均気温治定法，林試！i)f報， 206, (1967) 

23) 一一一一．北海道主!Jl.'Hi完結iの天然分布とilt.l主指数， 日林；／Ii,83, (1972) 

24) 松浦 発：｜可［切手2去によるトドマツの系絞的変災の究明，北海道の林水芳怒， 15, (2), (1973) 

25) 岸田照雄ら：産地を呉；こしたカラマツ，先枯病ならびに落葉/viの抵抗役，J本試北支年報， 1973,(1974) 

26) 共同研究およ：向寒俊樹磁の槌殺技術 1.トドマツ山行芯の形質；jlj主主Eミ 2.トドマツ経if;J方法）jlj生長，

昭和 44年度国有林野事業特別会計会林業試験成総報告」；一（完了分），林試，（1970)

27) 民国 勝：トドヴツ芯木の形笠と山行後の生長，林試二iヒ文年報， 1970, (1971) 

28) 中里子 尖ら：造林地の下刈｛こ関する研究1'!&3報，下メljり効来留について，；！と方林業， 215, (1967) 
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29) 絞iサ好子ら：／f,]ZJ'S9抵除草剤の；；！｛｛ff主訂正l生選移， j本試北支年報， 1968, (1969) 

30) 民／；司 決ら：林地／\i＼草剤のあlj殺効果にl~lする研究（？j'S2 報），グマイザサの生態的主災と jぷ禁罪主ソーダ

の効＊・ iキみuじ支年報， 1968, ( 1969) 

31) 天然林研究グループ：北海道天然林のJ;j:'f.＇－！からみた更新と枯損

32) i主総克明ら：天然更新とJ:i;f答，林業以前， 384, (1974) 

33) 間f1'i'i三i本局，林業試験jお北海道支j対処［己j研究m~·；·;i：：カンパ類の下筏更新一一ダケカンパを主として，

ぷ1m'i'i：日本j二iJ, (1968) 

3,1) r/1 ~'f ＇.）ミ ：カンノ，｛lJJコ釈しい天然YJ符以前， J可しL、天然更新技術，創文，（1971)

35) ！日ill] ／，おら：エゾヤチネズミの食性について合性の栄安frffi, 13 ~·キ；It 81, (1971) 

36）忠／！10千IIJ'l／；ら： Serumtranferrim plolymoτphism in the red-backed vole, Clethr・ionomysruf ocaηus 

bedf ordine, Ann. Rep. Nat. Ins. G巴net.,23, (1972) 

37) JllflTJ ／，お： Ecologyof Field Mice in Forest Lands in Hokkaido Report 4. Food habit and nutri-

tion of the redゐackedvole, Clethionomy’＇S ruf ocanus bedf ordiae，林試統報，258,(1973) 

38) 柴JTli'd打バエゾノウサギの生態(Ijーカラマツ迭林地における生忍数の密度一一，林試北支:fr,報，

1968, (1969) 

39) ノト5iz :JJ：スニソ手マツ， トト：，ツ天然林の伐主主：こともなう穿孔虫被害，林試北支年海， 1968, (1969)-

40) 秋国米？の：北海道におけるトドマツノハダニの生態，林試統報， 236, (1971) 

41) 山仁I[l.~!I［＇.：森林容虫の総合防｜恥総合防除，諮談社，（1973)

42）一一一：これからの制械設一答虫の総合防除の問題と関連してー林業技術， 376, (1973) 

43) :f_l1'i1IH交ー： Ecologicalstudies on Guignardiαlaricina (SAWADA) w. YAMAMOTO et K. ho, the causal 
fungus of the shoot blight of larch trees, and climatic factors in世uencingthe outbreak of the 

disease，林試11汗報， 184,(1966) 

44) 機関ft:ーら： Sclerod巴rriscanker of Todo-fir in Hokkaido, northern Japan, I, II, Eur. Jour. For. 

Path. 4, 65 74. 155-166, (1973) 

45) 遠藤奈；11：二日沙崩れを怨した雨量の確率分布， j本試；！じ文｛j'.搬， 1969, (1970) 

46) 迷1係者手巡ら： ii'llll;J/・阪における危険度判定技術｛こi認する研究，昭和 48

術開発試験nx:ti'tfrn；・た（完了分）， t本試，（1974)

47) 一一一一一一：！？甘え〈のj授が土のせん続強さに与える作用，林試北支年報， 1968, (1969) 

48) 一一一一一一：；：との抗張力に与える採の補強作用について，林試北支年報， 1968, (1969) 

49) )j初出5ーら：治山J琵桜訟としてのハンノキ潔の生長について，林試北支年札 1967, (1968) 

50) 工務官むら：カシワ海岸林の若校の枯死II年間とその合水荒の季節約変化，林試ゴヒ支年報， 1970,( 1971) 

51) ……………：日本海磯谷海岸におけるカシワ休内でiJ11J定した冬季のrf；［，＿分長， 林試二iヒ支主計[l, 1971, 

(1972) 

52) 一一：海岸林の林冠上級がfおく［［［j泌！の形状について，日林北支議， 21, (1973) 

2. 東北 支場

東北地方は，本弁｜の北端部にくらいし，その面積はわが国の総面積の 18%を有し，北海道に

つぎ，また，奥羽山脈を背梁として東西に二分せられ，東に北上，阿武隈の高i也，商に出羽丘

綾，越後i制限が南北に縦走してお竹一般に山地，傾斜地形で占められている。うち林野面積は
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当地域間積の約70%で，わが国の森林資源の留からみても しめている。また林野

1m誌のうち原野のしめる割合は7% している。

このように，広大な面積とかなりの資源を保有しているが，上述のとおり，地形はきびしく，

気象も南北にら00km余にわたる背染山開；こより， 太平洋測は少雪寒冷型， 日本梅慨は多雪多

それぞれ託分されて，複雑かっ，きびしいものがある。

なお， E当地域の森林は， ヒパ，秋賠スギ，北上山地のアカマツなどわが国でも有数な天

然美林もあるが，開発の進展；こともない数少なくなりつつある。また，奥羽山脈，出羽丘陵等

の奥地の多雪奈雪地帯には，フ会ナを主とするf五葉樹天然林が未開発のまま残されているところ

もあり，他方，呈出丘陵地帯は多年；こ亙る馬産と薪炭の生産などのため，広大な低質広葉桜林

となっている。

また東北地方はかかる自然条件のほかに，道路とその地の交通条件の立ち返れが原鴎となっ

て，土地利躍の器さ，加えて人口の流出化とあいまって，第l次産業を主とする経済的後退地

域である。林業にあっても一部の地域をi添いては，人工林化率も低く，森林生産力は一般に抵

位であるといわざるを得ない。

近時社会経請の発展，都市北の進展等：こともない，森林のもつ公益的機能の維持増進は，内

外を間わず強く要諾されているが，当地方もようやく東北新幹線，東北統貫自動車道の関連な

ど高速交通時代を間近にひかえ，土地利用の飛躍的な開発が期待されるだけに，森林に対する

もとみに高まってきている。

したがって，これらの諸要誇に応えるとともに，林業の後進性からの税却は，現下，当地域

；こ与えられた大きな課題といわなければならない。東北支場においても，かねてから，これら

の諸要請に！志え，技術開発推進のために，寒冷，多r雪ならびに高海抜地帯の更新技調子の確立，

農家林業の振興，土地利用の高度化，国土保全および森林の公益的機能の解明などを主要研究

呂擦として，関保試験研究等諸機関と協調しながら，これが地域に即応した調査研究を行なっ

てきた。

まづ，調1E研究の概要についてとりあげてみると次のとおりである。

育林部門においては，自然環境，青苗，森林の賀新・保育にいたる，いわゆる，東北を対象

とした高位生産の森林造成技舗の解明のため研究を進めている。

これまで、に，森林土壌と森林生育の研究により，森林造成の適地開題を解明し，とくに，

冷地向けの育苗について，スギを対象とし，寒害の発生楼講および笛木の形質・系統の側聞か

ら追究し，さらに，優良人工林造成のための保育技術， ;l:fu力維持・生産力増強のための施肥技

術などの解明につとめ，それぞれ成果を得ている。

経営部門においては，土地経営の高度化についての調査研究および国土保全，森林のもつ公

主主的機能の数量化などの解明のため研究を進めている。
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これまでに，地域開発，

林気象，森林の構造，

農山rf.ifl.付の探夙lなどに必要な鵠査をとりまとめているが， また，森

山地傾斜地の草・ 7］（.土砂の相互関係の実態把慢，

扱い方法，混牧林施業等の地域的経営の特色なと＼ よとの分析にあたって，

それぞれ地峡の林業の振興に寄与している。

天然林や人工林の寂

これらの諸資料は，

保護部門においては，奥地開発，いっせい造林地のよ（ii加など環境の諸条件の変化により，病虫

獣害の発生も多くみられるようになったので， これが被害回避技術， さらには，生態的防除技

術等の部から解明，

研究も進めている。

また，近時高まってきた自然保護の見知から， 野生鳥獣の保護増強などの

これまでに， カラマツ先枯病，落葉病， スギの技干ilif生病害， っちくらげ病等の解明とj防i恥

マツカレノ＼，マイマイガならびにノネズミなどの防除法の確立など，それぞれ成果を得ている。

山形分場においては， 以前から森林の雪害の研究にとりくみ， これまでに，雪害の実態につ

いて多くの調査研究が行なわれ， 被害機構などを明らかにし，雪害対策のための

部分的な技術など，多くの成果をあげ，多雪地帯の林業技術の指針として一般に活用されてい

'7 
9。

次に， 地域ないし全国的に関心のある課題のいくつかの慨について具体的に， その内容をの

べることとする。

(l) 寒害の発生機熔およびぞのl坊｜玲対策

5 

東北の寒害は， 冬季少雪寒冷の太平洋側

ころまで弘の造林地に多く，また， 地域J)!J,

みると，植栽後

局所地形別， !'i'i木の形n・系統別，森林の更新

" 
’ごしwご，

方法別により，催病程度；こ差異があり， そこで，低温風間装震を使用し， 種々の条件の苗木に

ついて， 必要な前処理を施し，寒害の発生機構を解明するとともに，さらに，成果の応用によ

り，防除対策技指が解明されつつある。目下，耐寒性を具備する高木の開発，耐寒性の形質を

もつ育苗法の検討， および， 山地植栽初期の寒害回避の究明など、について実施中で、あるが， ア

'-

れらについては今後とも研究をしていかなければならない。

(2) 多雪地帯における造林技術

日本梅muなどの多雪地帯：は， よって林業生産が阻害されることが著しい。 このため，

スギ造林地を第一の対象として多雪地帯における造林技術の改善を震視しなければならない。

とくに根元曲り， どでは， ru直系~，保育など造林的手段によってかなり軽減する

ことができる見とおしをえている。

こiーしまでに， 雪害の実態についての調査研究により，雪害の種類，被害機防などを明らかに

し，損栽方法としては， 不定恨の発生を促す斜植え，寄せ植えなど，保育技術として，土寄せ，

雪起し，すそ枝払い， 間伐方法などの部分的技術が開発された。 しカ〉し， これらについては，

普遍的な普及笑行というところまでは至っていなし、。
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したがって，雪害の発生嬰構と林水の生態的特性との相互際｛系を追究し，現地に応じた経済

的に可能な雪害回避あるいは，防除技前さと体系｛ヒする研究を進めている。

(3) j昆牧林施業技術

東北地方は岩手県を中心lこ古くから山林，原野が放牧に利用され，戦後の ら，乳

－肉用牛にかわり，草地開発が進み，いっぽう林業菌においても，広葉樹林の人工林fヒが急速

に進展してきて，林業と畜産の競合がみられるようになった。したがって土地利用の集約叱の

見知から，具体的には林地の下草の活用を関るための混牧林施業技令官の問題がとりあ；アられ，

岩手山麓の国有林で放牧実験をおこない，カラマツ幼齢林の放牧については，放牧可能である

ことカ；a月らかになった。

また，アカマツ天然下種更新地における放牧については，軽度の放牧では，その影響は比較

的少なかったが，今後の調査研究の事例jの筏み重ねが必要である。

なお，環境保全が重視されておる昨今だけに，林野の放牧と土地保全の関係等について，毘

下実験を行なっているが，林内の傾斜人工草地の放牧では，傾斜によるが表層土の移動など，

-J忘解明されたが，今後の調査研究に待たなければならないものがある。

(4) 森林有益鳥類の生態的研究

近年，公害等の問題から薬都を使用しない森林害虫の生態的防除に対する研究が要諒されて

いる。しかし，これが基本資料となる鳥ー類の生態ならびに森林害虫：こ対する防桧効果について

は，現在なお解明されない点が多いので，これらの問題を，まづ研究しなげればならない。加

わえて森林生態系における潟類の役割等を明らかにする必要がある。

これまでに，巣箱による有議鳥類の誘致，鳥類と林組との関部等鳥類の生態，さらには， こ

れが調査の基礎をなす鳥類のセンサス法などの解明を行なってきた。この結果，鳥類の繁殖に

ついては，釘広混交林が針葉樹単純林よりも好適であること。鳥類の森林害虫駆除に果す役割

については，主I・広i見交林内のアカマツ幼齢木におけるマツカレハ幼虫による調査結果によれ

ば，幼虫の齢期と密度がtrll食：こ，関連あることがわかった。

なお，これらについては，今後さらに調査研究を進めて問題解決；こつとめていきたい。

3. 関 西支場

関西支場管轄地域（北龍・近畿・中園地方）林業に対応した各種試験研究のうち，下記の境問

については技箭体系化の大綱がえられた。

(1）混交林の経営に関する研究

わが国の林業は，一般に針葉樹の単純一斉林で，かっ，比較的結局期の間期的経営によって
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行なわれている。

森林の公益的機能を！近寄せず，地力の低下などを防ぐには高伐期で経営されるのが望ましい

が，成長の王手・晩の差のある樹・品種の混交（タ1］えばアカマツ・スギ・ヒノキなど）などは早期

に大きな中間収穫を得ることができるため，高段期施業をとることを経営的iこも容易にすると

られる。

また，樹種の混交は森林の諮全性を高め，公益機能の発揮や地力の雑持に寄与するとともに，

立体的な光や空間の利用によりその生産性を高める可能性も期待できる。

しかし，これまで混交林についての試験研究はほとんど行なわれていないので，当地方に多

くみられる針葉樹の混交林を対象に，その生理，生態的，技術的さらに林業経営的特性を明ら

かにすることを目的として昭和43年より研究に着手した。

これまでに，主として兵庫県氷上地方において，アカマツーヒノキおよびスギーヒノキ混交

林とこれと対比する同齢，同地位の純林（合計約50林分）の調査を行ない，混交林の林分構造，

生産量，育林諸技痛などについて成果を得た。とれらのうち，アカマツーヒノキ混交林につい

ての結果の主なものはつぎのとおりである。

ヘクタール当り本数：混交林の合計本数はとノキ純林とほぼ等しいものが多く，アカマツ純

林よりはかなり多い。

平均樹高：地位が向じならば，純林と混交林におけるアカマツおよびヒノキ（この調査の絞劉

内の立木密度では）の樹高にはほとんど差がない。したがって， i見交林の場合も艇~；；j と地｛立の指

僚として取扱うことが可能のように思われる。

平均藍筏：混交林のアカマツは純林のそれよりもやや太く，ヒノキはほぼ等しいかやや細い。

ヘグタール当り材積：混交林の材積はヒノキの純林より大きく，アカマツの純林に比べても

大きい場合が多い。混交林の材積が最多になるのは，ヒノキ：アカマツの本数比が7:3～6:4

付近でみる。

最近1年閣のヘクタール当り成長童：混交林では｛可れの純林よりも大きい。

ヘクタール当り菜室：混交林の合計はアカマツ純林より大きく， ヒノキの純林に比べても大

きい場合が多く，その生産能率から 1棋穏の葉室：こ換算した値は何れの純林よりも多い。

なお， アカマツーヒノキ混交林については昭和47年より関西地区府県林試の共同研究と！

て実施しているので，これらの資料とあわせて現在とりまとめ中である。

スギーヒノキ混交林については，さらに資料の集積を進める予定である。

また，スギーヒノキ j見交林の保育，収穫過程における諸技舗の解明，および経営的検討につ

いては，福山営林署馬染山試験地で実施中であり，昭和46年には第 1iE]目の間伐収惑を行なJ、
その伐出功程，経費， i文出材の形賀，販売価格などの調査を行なった。

これまでに発表した報告はつぎの文献のとおりである。
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(2）枝打技南の確立に関する研究

林業におけるー殺の育林諸技能；土生産対話設の増大を指向するものがほとんどであるが，生

産材の鵠踏まiI1iめる技術が，生産量増大技能と同誌あるときにはそれ以上：こ重視されなければ

ならない。

高i出｛註材生産のうち，もっとも手近なものとして枝打による る；うろこ1.0：こ

ついても体系的かっ実践的萌究；玄米だみられない。

したがって，当支場では技打：こ関する生理，生態的fg!/it {!,l/1}3出支｛芯の確立ならびにこれらの

体系化を目標；こ昭和 43年より研究；こ若手した。その結果，つぎの項自については大崎の成果を

得た。なお，今後；こ設される問題の主なものは，枝打処理部付近の討にみられる

明および対進法の開発であるが，これについても現在検討中である。

l. 樹木（スギ・ヒノキ）の構造と成長一主として，樹冠構造と幹の成長，

琵構造の変化など

2. 枝打の程度と成長との罷部，およびその外観的示標

3. 枝打方法と林分構造の変化

4. 林分密度と枝打効果

5. 諸条件と枝打あとの巻込み

6. 枝打と材質

7. 枝打作業技術

8. 生産詩的材別の枝打管理技街体系

これらの検討は主としてつぎの 2つの方法によった。

1. 試験林または模型林分を設定L，各種の技打を行なって経時的に時定する。

ともなう樹

2. 節解析，すなわち，枝打の実施木および米実施木について節縦断関の調査を行ない，校

の発生，成長，枝打または自然落伎，巻込みなどの経過および斡の成長，年輪鵠成，節

の分布などを検討する。

成果のうちすでに報告すAみのものはつぎのとおrである。

文 献

1) 早稲田絞ら： i1I交林の経’泣iこ関する研究 I, ！.ラ桑山試験地の結果， J本試関西支王！＇－ Ni,10, (1968) 

2) 一一一一一一： [Ti] II ，兵隊長L山市jiilJにおけるとノキ，アカマツj見交林；f.J去の去，！／完~，林試関西支年半rl,

11, (1969) 

3) 山本久｛ニゴLら： 1見交林の経営に関する研究しとノキ・プカマツj見交林の；JU}¥ El林，；／I;, 82, ( 1972) 

4) 早稲田！奴ら：同， ヒノキ・アカマツ混交林の材秘， Elj本IJJR支認， 23, (1972) 

5) 藤森路公［，：幹村主主lli：こ対する技の役害ljとその評価について， 日林法， 80, (1969) 
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6) 一一一一：校打ちにrY-:1する研究 I，生態学的調査資料に基づく校打ちの考察，林試間報， 228,(1970) 

7) 早稲問収ら．とノキ枝打本の節解析し枝打あとの巻込み，日林関西支詩， 22, (1971) 

8) …一一一一一：｜河E，校の成長停止とn死， 日林関西支議， 22, (1971) 

9) 一一一一…ωー：同ill, ヒノキの校打指れ｜禁， 日林関西支議， 22, (1971) 

10) 藤森隆郊ら：校打iこ関する法ぬ的問究狂，枝打ちの樹幹成長におよlます影初出，林試続報，224,(1972) 

11) jj?,f森隆郎：河E，校打方法の浅いによる林分構造の変化について（1），林試のf抵 246, (1972) 

12) 一一一一：校打の校術体系にはjずる/ijf党，林試研報， 273, (1975) 

4. 四菌支場

当地方は，総体的に， i品i夜多雨で林木の生育に適し，林野間積も 70数36'2:占め，林業は111:J

国の重要な産業のーっとなっている，とくに四国山系以南の内陸部は，一般に土地が肥沃で，

降水量も多く，気候条件が林木の生育；こ適して，立派な天然生林があるほかに，スギ， ヒノキ

の人工林化もよく進み，久万，魚梁itfi，木頭などの有名林業地がみられる。しかしいっぽう，

瀬戸内側の地域は，一般に土地がやせ降水量も少なく，林木の生育が悪く，アカマツ林地帯と

なり，せき悪化の著しいところも少なくない。

このように，内陸部を含む四国山系以南の太平洋側と瀬戸内慨とでは，その森林の実態は著

しく異なっているが，これら陣地域とも，それぞれ大きな問題を抱えている。

すなわち，四国111系以降jの太平洋側地域においては， 撚正；； 1,900メ…；、えにも達するはJU1・どを

おl[し，地形は急！峻で，員百店gあるいは破Ji'iL;;g：も少なからず見られることなど，不安定な土地条件

にあるだ、けでなく，さらに降水量がとくに多いほか，台風による強い風や，これらにともなう

集中豪雨の影響をうけることなど，日本南西部の太平洋問地域における代表的な自然環境条件

が備わり，土壌侵食，崩壊，地すべり，その他民害などがi迫りやすく， 15/t全あるいは地力の抵

下にかかわる大きな問題をはらんでいる。

したがって，このような自然環境条件と林地の機能との関連について明らかにするとともに，

これら林地にふさわしい施業のあり方と方法について検討を重ねていくことは，四国支；場にお

ける地域としてのとくに重要な課題となっている。

また他方，瀬戸内沿岸および島しょ部においては，降水量がとくに少ないうえ，せき悪化し

やすい探躍風化の進んだ花こう岩地帯が主体をなし，これが古くからの人為による収奪とあい

まって，その林地は荒廃し，不安定なアカマツ林地帯となり，また著しくせき悪化したところ

も少なくないが，さらに最近は全国的に猛威をふるっているまっくい虫にともなうマツの著し

い枯損も発生している。

このようなことから，各種保全機能，あるいは風致その他公益機能の国でいろいろと問題を

はらんでいるが，四国地方のこれら地域は，花こう岩のほか，中国地方のill陽筋と異なり，か
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なりな面積をもっ讃μ炎岩あるいは安山岩を母材とする部分が介在するので，これらに対応した

取り組みも必要となっている。

以上にのべた四閣の地域性を背景とした重要課題として，四国支場がとくに大きく取り組ん

でいるのは，つぎにのべる「非皆伐施業J，「地力の維持泊進J，および「まつくい虫激寄地帯の更

新」などにかかわる試験研究課題で，またこのほか，間関地方に限ってかなりな被害をおよ；ます

スミスネズミの生態謁査，その他営林局，大学との協力による魚、梁j；，日スギ天然生林の総合調査

など、についても，地域の課題として実施している。

(I) 人工林の非皆伐施業に関する研究

林地の保全，生産力の京it持増進，その他公議機能などの窃から，非皆｛文施業；こ対する要請も

より強くなってきたが，これまで必ずしも十分な技術的な裏づけがなく，また伐採踏出などの

問題もからみ，特殊な林業地を除き，事業的な進展が阻まれている。

！周囲支場では，能述のような自然環境条件をもっ田昌均方におけるとくに重要な諜題と bて，

これを取りあげているが〆これに関連する仕事として，昭和42年から愛媛県の久万林業地帯で，

ニ段林の実態解HrにJ(IT手した。

そのご，昭和44～46.f手に関西支場との共同による「混交林の経営に関する研究Jのなかで異齢

混交林の問題として，また昭和48年からは大型別枠研究「農林漁業における環境保全技術に

関する総合研究一森林の路業による生態系の変動－Jの一環として，四国支場は非皆伐施業につ

いての試験調査を担当し，国有林にも試験地を設けて進めるほか，民陰下における林木の生理

生態的特性を知るための庇陰試験，その他物質生産の基礎となる葉の光合成長や呼吸量の測定

なども てきた。

このかんスギ， ヒノキの人工林を主体とする非皆伐施業における林内の光環境山｝，庇陰下に

おける稚樹の成長ならびに生存摂界3）汽庇陰下の雑木第の成長，生産構造si,一次生産量，成長

室5）などについて順次成果が得られ， とくに林内更新技術の初期段階の開題については，関西

支場，九州支場で得られた成果ともあわせ，かなりなことが明らかになってきたが，最近さら

としてその認識が涼まり，地域試験場との協力実施体制も整いつつあるほか，国有

林においても，事業化のための技術開発試験が進展する運びとなってきた。

このような状況下，取りあえず既往の成果を役立たせるため，昭和50年 1月に参考資料とし

て関西，九州支場での成果とあわせ総合的な集録を行ない印制に付すとともにsi,スギ，とノキ

を主体とする人工林の非皆伐施業について，適正な技指的裏づけをともなった施業指針をさら

に明らかにし，早急にその技慌の体系化をはかっていくことを目的として，龍田支場および九

州支場との共向によるブロジ z クト研究として，昭和50年度からあらためて「人工林の非皆伐j

施業に関する研究jとして強力に寂り組むことになった。
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(2）地力の維持増進に関する研究

短f定期の皆｛文施業の繰り返えし等にともない，地力が低下することは一般に知られているが

その実態、はあまり明らかにされていなし、。とくに地形が急峻で，雨が多く，気調も比較的高い

！沼田地方の太平洋開地域における自然環境のもとでは，有機設の分解や流亡，および表土の流

亡などによる地力の抵下が一つの大きな問題で，その実態を明らかにし，森林の取り扱いもこ

れに芯じて十分考慮していかねばならなL、
このようなことから，昭和35年地力低下に関する研究：こ着手し，まずヒノキ人工林について，

伐採前後の変止を調べ， ヒノキではりん片状になった落葉が移動しやすく，戎探後3年自に堆

積有機物の減少が著しくなること，そして土壌表濯もJI畏次変化し，かなり移動することJ主どの

結果が得られた7）～9)

そのこ：＇， J:ti.!力縫持：こ関する窃究として進展させ，この間スギ人工林の皆伐から 50年生林分に

至るまでの，森林の成立過程における変動の実態もかなり明らかになってきたが7), こんごさ

らに，地力の維持とともに増進方法についても研究を進めていく考えである。

(3) まつくい虫激害地帯の更新に関する研究

マツ林地帯は，近年まっくい虫にともなうマツの著しい枯損；こより，林分；）；破壊され，各種

保全機能あるいは風致その他公益機能の面からも大きな問題となってしもますが，まだ対応策が

模索されている段階にあります。

このような状況のもと，四国支場では，昭和 48年から1）毎岸林における広葉樹導入，林分改

良」のテーマで， i'Nilヨ内側の花こう岩と讃岐岩を母材とする代表的な被害地である香川県下の麗

島国有林において，それぞれ土壌条件に正、じた安定した健全掻生へ導くことを閏擦とし，土擦

および植生の爵査と，ヤマモモほか主要広葉樹の特性調査10りその他碕肥試験などに着手し

。
日
』

J
／
 

そのご，昭和50年度から関西，九州，四患の西部3支場共向の「マックイムシiZ文書地帯の更

新：こ関する研究」の課題が大きく寂りあげられ，導入可能な経済樹援について究明していくこと

となり，四国支場では，マツタイムシに低抗力があり，しかもすぐれた成長が期待されるテー

夕、、マツ，スラッシニマツ，その抱一部メラノキシロンアカシアなどの導入可能地域を，風害な

どとの関連を考悲しながら検討するため，既往慎栽地の成績等について

ノキの導入可能な条件についてもあわせて調査する運びとなっている。

凶その他

るとともに， ヒ

以上のほか，地域的な問題のーっとしてスミスネズミの被害があります。昭和33年から営林
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［思野ねずみの時期5.JIJ捕獲調査を行なってきた3か所に調査地を設け，との共i可：こより，

国地方では，本ゾ十iや九火、！な スミスネズミられず，してし、るノ、タネズミ

していることから川昭和48年度

まだ不明な点の多いスミスネズミの生態：こ重点をおき調

となるその生態についても順次あきらかになりつつあ

ヒノキの幼ヌドなどにかなりな

より「野ねずみの生懇諦査Jの課題で，

査を進め，防除対策を立てるた

がその主役となり，

ス11)12)
W 0 

t，；；＿ お， 学術よおよび森林施業上の参考として貴重な能障をもっ魚梁瀬の千本山｛来護林を含む

成立過程，

営林局，大学との

これまで少なからず調査研究資料が設されている

さらに究明し取りまとめていくため，林の構造や生態、の変｛七などについて，

協力による総合調査も進めている。

すぐれた天然生林があり，

1) 安授 賞ら：二段林の下木の光環境（1）相対限度の季節変化，弓

2) ：河12）相対照度の捻定，尽林関西支議， 22, (1971) 

3) 一一一一一一：スギ荷の成長に及ぼす光の強さと情殺密度の彩怒， lヨ林誌， 54, (2), (1972) 

4) 谷本丈夫ら：蕊陰下におけるスギ芯の生育絞過，日林務， 83, (1972) 

5) 安藤 安ら：人工二段ttにおける物資生産量の測定仔I］，日林誌， 51, (4), (1969) 

6) 一一一一一一：非皆伐施業法；こ関する研究資料“主として林内人工費Z新に到する中間報告”江間関支場

における研究の筏~，林業試験場， (1975)

7) 井上初；佼i；ら・地力維持に関する研究，

8) 一一一一一一一．河，林試日立国文場年抵 41, (1967) 

9) 一一一一一一一：ヒノキ林の地力維持：こ関する研究，林試ll]国文場年認， 48, (1974) 

10) 滋同志；!'l}Jら： tJ,;内植物のft分吸収；こ関する研究ーヤマモモとヒサカキ，日林務， 86, (1975) 

11) 伊総武夫：野E誌の被害防i出こ関する研究，林試自国文場年報， 39, (1965) 

12) 五十嵐豊ら：聖子ねずみの生態調:i'J:，林試問国文）：£；年報， 48, (1974) 

22, (1971) 

献文

39, (1965) 

場支
JHソ’’九.:>. 

九州はmi観的；こいえば温暖多雨の気象条件下にあり，！l妥帯性樹穫の天然t~くを含む林水の成長

室の大きい地域である。そのうえ人工林の麗史は古く森林の開発は進んでおり，将来とも強力

な林業基地である。また林業物としての乾燥シイタケの生産量は多く，林業としての要素は非

常に大きい。

まつくいマツノザイセンチュウ，その反面，病虫害，気象害などの諸害の被災性も大きく，

スギハダニなどの被害はほとんど九州に集中している感じ

である。また，台風と梅雨前線による集中索開の被害が大きく，そのうえ， l菊丸刈｜にはシラス

スギタマノぐエ，マツケムシむし，
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ボラなどの特殊火山灰土壌が広く分布し，妨災的訪究，さらに予防治山，復旧治山の研究が重

要である。

このようなIJJJ:克のもとに，下寺林部5 保護きJI3研究室に分れてそれぞれの研究に落手

している。

まず，過去 10年間における，九州支j品ーの主点的な研究として取組まれた共同研究項自をあげ

れば，森林の寒害訪止，林地生産力，まっくいむし→材線虫の防捺，環境保全対策（以上前出）

およびヒノキ林の実態調査があげられる。

近年，九州、｜におけるヒノキ造林は，マツ村のわZ水需要減少 ヒノキ良質材の価格上昇，拡大

造林の進展，マツ枯損の激増などのため急射してきた。九チ！？でのヒノキ造林についての萌究は

スギにくらべて少なく，造林面積の拡大はいろいろな開題を生ずることが予想され，九州にお

けるヒノキ造林の問題点の摘出のためヒノキ林の実態調査を行なった。

従来，致命的病害の少ないとされていたヒノキも予想外に病害が発生しており，とっくり病

のほかに根株筒病や海路状被害が各地に分布している。潜腐状被害はこの調査で，はじめて九

州で見いだされたものである。

土壌が適i間～湿性で深い綬斜地で，スギの造林j産地とみられる立地条件ではこのような病害

発生の危険度が高い。海腐状被害には気象因子も関係がある。また根株腐病は各種の被害形態

があり， i菊丸刈・｜ではキゾメダケによるも

南九州、｜でのとノキの成長は Bo

あるが，北・中九州、｜では異なっていた！）。

：こft:fiくほど低下する傾向があるがスギ

ほど顕著ではない。土壌条件の良好なところではス ヒノキに優るが，土壌条件

が不良となるとヒゾキがスギにまさり，その境：立地位福数 13m付近と認められた。

生産構造解析を数個の林分について行ない，単位葉量あたりの斡材私生産能率は， ヒノキの

施肥林では無肥林の 128%, 地位上の林分：土地位下の林分の 159%, ヒノキ林は隣接スギ林の

93%という｛直が得られた2）。

なお最近，九州の低山地帯のマツノザイセンチェウによる被害の急激な増加にともない，枯

損跡地へのヒノキ造林の拡大が進行しているが，立地条件の比較的不良なこの地帯でのヒノキ

造林の可能性の誤界を明らかにすることが緊急の重要問題となってきた。そこでヒノキの不成

績壮齢造林地の調査を行なって， ヒノキ不適地の立地条件について若干の知見を得fこが，さら

に研究をつづけている。

九州、｜における病虫害，凍害，乾害の発生は多く，諸害抵抗性品種と健全育成技filrrの選択が必

要である。このため，林木の健全性に関して研究を進めており，そのうち，スギ精英樹の耐凍

性については抵抗性クローンの存在，謝凍性総定方法が明らかになりか5），抵抗性育種事業に

役立っている。スギのスギタマパェ抵抗性についても，それに遺伝性があり，抵抗性成分とし

てフェノール性物質の存在が明らかにされたヘ
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九州のスギ造林は昔からさし木｝立が使吊され発達してきている。しかし育在君事業で選抜され

た精英樹のうちざし木の発恨率が悪いものが比較的多く，さし木増績が危ぶまれ増殖法の：再換

され，その発限不良の原因；土，乾燥や腐敗：こ対して弱いというような単純な特性でな

く， i宣伝的な発際調整物質の欠乏にあることが明らかとなり，このようなさし穏に対する発根

促進物質としてはインド…；！，.，酪騒が有効であることが確認され7＼他の発摂困難なヒノキやマ

ツ類をはじめ造国用緑化樹のさし木にも広く普及されている。

森林の取扱い｛こ関して生態的手法を基礎とし，更新，保育の諸問題から成林後伐期iこいたる

までの林分の取扱いかたまでの研究を進めている。九州でほとくにさしスギ品滋が多いので，

それら在来品種の造林的特性について検討を行ない，多数の品種を王手生型（クモトオシ，イワオ

スギなど），中生型（オビプカ，ヤブググリなど），晩生型（メアサ，アヤスギなど）の 3グループに

分；九品種選抜の単純化をばかりブリ！？におけるさしスギ造林技術の基礎資料を提示した8）。

林ti主捻革については，ススキのfilliH本，群寝レベルでの生態的特性を明らかにし，造林木の成

長i塩害度と取量の関係を定量的に求め，抑草目標；こみあったススキ群落コントローノLの理論を，

i徐草剤使吊理論とともにみちびき9＞，従来のけつべきな下刈り体系に対し， 下メljり終了時期を

1～2年平め，また途中の下メljり罰数を省略する可能性の期待など，新らしい下刈り体系の基礎

的資料を提示した。

非皆伐更新作業iこ属するとノキ人工林からの天然下穣更新に関して，種子生産，落下，飛散，

雄樹発生，定着を経て，後継林成立までの量的プロセスの試算を行ない，九州におけるヒノキ

天然下種車新の可能性を予測j的に立証することができ10)11とその実証林分数も増加しつつあり，

稚樹の消失要因とその回避方法の究明など，天然下種更新研究の手がかりが得られた段階であ

マ
Q 。

阿蘇， iL重および霧島を中心とした周辺に広く分布している黒色土擦は，採草地や放牧地と

して組放な取扱いを受けた部分が少なくないc しかしこの地域もしだいに造林地として開発利

用されようとしているが，原野造林によって生ずる土壌の理化学的諸性質の変化を土地保全，

地力維持の面から明らかにし12）～14＞，合理的な土地利用をするための有力な示唆をえた。すなわ

ち，各種林齢の原野造林地を対象；こして，原野こと擦と森林土壌との対比だけでなく，鼠野より

森林が成立していく過程において生ずる土境変化を明らかにして，森林のもつ意義および森林

土壌としての機能をもっ；こいたるまでの経過を経時的に解明してきた。

経営研究では，収穫試験地の定期調査とともに， とくに測樹学的な研究を進めてきた同～17）。

そのほか，阿蘇を中心とした草原地帯の放牧，採草，林間放牧などを対象：こした混牧林の研究

や，林業経営の問題∞，統計的方法を林業lこ取入れるための研究が行なわれた19)20）。

台風常習地帯でありまた温暖多爵地替である九州，四国，南紀を代表する水源かん護林の理

水試験地が昭和33年に宮崎県大淀川上流の高間営林署管内去川国有林に設霊され，常緑広葉梼
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林2me域とスギ林 1流域で，流域内の皆｛えが流7Jくにおよ；ます影響を検討している。昭和34～39

2ドまでをf:li:j右前の観測期間とし， 40, 41 年に常結広葉桜の 1流域を標準流域（宜流域 9.2ヘク

ターノl,）として践し，他の広葉樹林(I流域6.6ヘクタール）とスギ林（ill流域8.2ヘクタール）の

2流域を皆伐し， 42年以i海を伐採後の観測期剖とし（＇＜： Ji前後の流量を比較している。 43年まで

に同試験地各流域の地形，地質，土壌，植生iil,tfiを完了し21），また，雨量と増水量，消失童と

の~i系を比較し，張関川：の林地保官主主や最大流設の流域別比較を行なった21ト23）。

保雨前線および台風による安時のため，山地災害が九州；こは頻発しており，災害原由およびそ

の対策の調査研究が強く ~~jliされている。43 年のえびの地震， 44 年の鹿児島地方のシラス災害，

47 i:手のえびの，天草災害などが頻発し，これら諸災害に対してそれぞれ調査を行なった24)25)0 

え校条件；こ恵まれた九州、｜では病害の発生も多く，苦1:！立ではマツの苗木生産上問題となるマツ

の葉枯病があり， この病原菌の越冬および伝染経路を明らかにしその肪除法が確立された問。

林地における病害についても，スギの溝！お病や陪f三十支枯病の研究を手掛け， とくにさしスギで

も品種によっては滞腐終に感受性のものがあることがわかり 27)28¥ これら隔病性検定方法につ

いて検討した29）。マツについてはマツ枯損被害の表弱現象を病理学的に追究し，今日の材線虫

発見の手掛りとなった。

害虫による森林の被害：主九ナ！？に集中し，被害面積の占める割合は全国平均の 6倍以上である。

このうち，まつくいむしゃタマパコニ類（こは特別研究で対r,t;し，マツカレハやマツのしんくいむ

し類にはヴィノレスや寄生峰など天敵の研究を30)31), また，大発生したコガネムシ五！の成虫と幼

虫には BHC代替薬剤の開発を行なった32）。九州地区研究担当者によって昭和42年に発足した

fまつくいむし懇話会」は 45年から保護研究者会議へと発展し各県共通の問題は共向で研究を，

進める体制ができ上り，まつくいむしを中心に共同研究で大きな成果をあげてし、る。

温暖多湿な気候に恵まれ，九州での乾燥しいたけの生産量は全毘の6害ljに達しているが，栽

培技能の改善，ほだ木の客菌防除対策，優良種菌の開発ならびに原木の育種と育林技術の確立

など未解決の問題が多い。これらの問題を解決するために研究を進め，栽培技術に慢しては，

しいたけ原木の伐倒設の合水率，重量の変化とぽだっさの関係からみた種蕗譲種の遊j弘原木

の大きさと収章、の関誌，原木伐採時期と穏菌接種時期との相互関係などについてある程度明ら

かになった33）。

害菌防除対策：こ隠しては，ほだ木を汚染加害するトリコデルマなどかび類の野外汚染実態と

季節的消長，かび類汚染とほだ木不良化の量的関係などが明らかにされつつある。また， しい

たけなど坦子菌類へ影響が少なく，かび類には殺菌効果の大きい選択性のある薬剤（TB2）が，

見い出され，その薬剤j功除試験を急いでる。

品穣改良については数多くの品種について交雑を行ない，若干の優良品種が見い出され第ニ

次検定の段暗にはいっている3心。基礎的研究として， しいたけ子実体の発生機構に関する研究
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を進めており 3へその一部を第9思国際食用きのこ て発表し，また，

よりしいたけ笥糸の微細構造についてその大国告を明らかにした36）。

文 献

1) 橋本平ーら：九州；こおけるとノキ林地約答の実態，森林立地，（1972)

2) ！？三方信夫ら： Bl(m）林地におけるヒノキ成木花月己株の現存量など，沼j本九支誌， 25, (1972) 

3) 高木材タミら．切り技；京総実験によるスギ総予HMグ戸ーンの前；郎会比絞， 日村；ブL文；／ii,26, (1973) 

4) 一一一一一一：凍害常習地におけるスギお英樹クローンのiffiJ；束性検定， 日林ブし支議， 27, (1974) 

：陵地と1主＜令治；こ造林されているスギ清英樹グ口一ンの郎；来性，臼林フL文談， 27, (1974) 

6) 斉藤 明ら：スギタマパェによる被害率とスギ奨茅内ロイコプントシアン合守主， a林~.t, 54, (1972) 

7) 大山j肘1t：スギ務英樹のさし？？＝発摂不良系統｛こ対するインドーノL酪殺の効果と処3受注ミ．休業技術，
336, (1970) 

8) 馬方｛言犬：スギの苓名品授とその性質一九州地方スギぷ怒，スギのすべて， 44, (19) 

的 見方信夫ら：林地除草剤に関する研究 I～12，ヨ林九文議， 19-26, (1970～1974) 

10) …一一一：ヒノキ天然下径更新の成立に関する研究 1～16，隠ネドプL文~／1/, 21～27, (1968～1974) 

11) 足方信夫：新しい天然更新技？符（ヒノキ），創文，（1971)

12) 佐伯お滋ら：植被の泣いがこと壌に及ごす；;15＇忍 13 i本務， 81, (1970) 

13) 脇 孝介ら：［荻野造林によること擦の変化， 日林ブL文誌， 24, (1971) 

14) 一一…一一 ：土壌構造の耐水性について，日林ブl~誇， 24, (1971) 

15) 梁毘仁志：局所密度と成長；二関する研究， I～E，臼林ブL支；ふ 22～23, (1969～1970) 

16) 本間健二郎ら：過去の直径一樹高必線の推定方法について， a林ブL支誇， 21, (1969) 

17）一一一一一：林［約加えた鼠径一松山曲線I～江日林ブL支誌， 24～20, (1971～1972) 

18) 中村三省：慈絞経理に関する一考察，林業経済， 288, (1972) 

19) 森岡栄一・電子計算機による林？？潟変データのとり玄とめ I～立，日林誌， 49, (1967) 

20) 一一一一一：間伐率の変化：こともなう成長予測 I～班， 認林ブL文；；＇Ii,20～27, (1972～1974) 

21) 白井純郎ら：去JII森林理水試験第三～旬報告，林試絞殺， 176～216, (1965～1968) 

22) 河野良治ら：去川王室水試敷地の伐採後の増水量ピーク流量，日林ブL支計~＇ 24, (1971) 

23) 竹下 準：流域処理後のどーグ流出金と流出土砂j立の経年変化， Si本九支払 27, (1974) 

24）竹下準ら：五木の災答解析， i合山， 12, (1967) 

25) 河野良治ら： 47年 7月天草災答について， a林務， 84, (1974) 

26) ｛恋愛鴻山ら：マツ奨拾病菌の越冬について，日林プL文総， 19, (1966) 

27) 一一一一一一：みぞ、協約にかかっているスギ在来品積および＇ fl'i英樹， 日村；ゴL文諮， 19, (1966) 

28) 一一一一一一：スギ赤袷病菌とスギ浴腐約の関係， 臼林ブL文諮， 22, (1969) 

29) 橋本平…ら：スギの赤松約に対する精英医クローンの溺約注調資，臼＊＊ブL支談， 26, (1973) 

30) 会永話一太郎ら：スミシアウイルスによるマツカレハの防除試験，日林九支議， 20～22, (1967～1969) 

31) 一一一一一一…ー：マツカレハの生命表解析， 日林ブL文諮， 27, (1974) 

32) 一一一一 ：浪切虫の？：＼日lj［坊徐試験， 1～2，森林防主主， 19～20, (1970～1971) 

33) 潟水竹烈ら：しいたけの種類および原水府村と生産量，わかりやすい林業研究解決シリーズ， 48,
(1971) 

34) 安燦正武ら・シイタケ各系統の生態および形態的特性，林試研報， 224, (1969) 

35) 安終lEiit：シイタケ子災体の発生条件，日林誌， 54, (9), (1972) 

36) 一一一一一：シイタケ蕊糸の微細構造， 日商会報， 13, (1972) 





V. 本・支場の移転と整備





-227 

V. 本－支場の移転と整備

1. 筑波研究学盟都市建設をめぐって

(1）筑波研究学歯都市建設の発想と経緯

昭和30年代にはいると，人民産業の集中によち首都の生活環境は急速に悪化し，過大都市

の弊害が顕著となり，集中の抑制と分散のための施設が強く要望されるようになった。昭和33

は首都から分散する人口および産業を受入れる近郊を計閥的開発整備を行なうための法律

が陪 34年には市街地に一定規模以上の床面積の工場などの建設を原則として禁止する法需が

制定され，いっぽう民間の都市問題の専門家のあいだ、において， j望都議が盛んになり，新時代

に対応した都市対策の提案がつぎつぎとなされた。この楼遂を受けて，同 36年9月の部議にお

いて「首都への人口の退度集中を緩和するため必ずしも既成市街地に誼くこと安要しな

の集団j を速やかに検討すべき旨の決定がなされたのが，政府として具体的に率先して官If移

転を行なう意志を表明した最初である問 37年6丹には人口 30万の官庁都市構想、が首都改造怒

談会で提案され，このとき初めて官庁と大学と民間試験研究機関をひとつにまとめた新都市構

想が打出された。 7月に科学技術会議が，わが国の科学技手llfの振興を揺るため，過大都市を離れ

た地域に国立試験研究機関を集中的に移転させる必要がある皆の答申を行なっている。このよ

うな背景のもとに昭和37～38年に精力的に；美術地の選定が進められ，最終的には富士，赤城，

那須，筑波の 4地区にしぼられ，各種の調査の結果，同 38年9月に研究さま：罷都市約4000ヘク

タールの建設地は筑波地豆とし，用地の取得造成は日本住宅公団に行なわせること

解された。同 39年12月には首都圏整備委員長を本部長とし，関部省昨の事務次官クラスより

構成される研究学盟都市建設措進本部が組織され，その庶務は首都圏整描委員会事務局で行な

うこととなり，首都盤整備委員会，建設省および日本住宅公団はもちろんのこと，都市計調学

会，建築学会等の学慌団体も動員して基本計翻の策定を開始し，昭和41年には具体的な用地買

収に若手するに至った。同 42年9月の隠議で，林業試験場を含む移転予定機関の建設の基本方

針が了承された。移転の促進を計る自的で同 44年6月の閣議において 43年度を初年度とし，

おおむね 10か年で建設を実砲することを決め，移転機関を前期・後期移転機関に 2分された。

~場は前期のグループ iこはいった。昭和 45 年 5 月には筑波研究学関都市建設法が施行さ

れ，同 46年2月の建設推進本部会議において（1）研究学園都市建設計聞の大綱（2）公共公益事

業等の整鱗計闘の概要が策定され，陪 47年5月の建設推進本部会議と閣議において，筑波続

究学盟都市に建設する研究および教育接関， 43機関が決定され， 8月末までに移転計商の視要
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を策定することになった。ここにおいて当場の移転は本決りとなり，昭和51年度までに建設が

するよう予算要求を行なうこととなった。 8月の閣議で全移転機関の建設を昭和50年度

までに概成し移転することの口頭了解があり，建設年次計画を修正した。建設実行の体制とし

ては 48 年 9 月に建設省に筑波研究学［~l］都市営繕建設本部が設置され，施設設計，実行を担当す

ることとなり，急速に各種の計画はmnまり，つぎつぎと施設が建設されるようになった。しか

し48年末の石油危機の影響を受け，昭和49年度予算の大蔵査定はきびしく，昭和50年概成は

fill維な状況になったが，公共公益事業については特別の艶底が払われた。昭和49年6月に国

土庁が発足し，研究学医都市建設推進本部の庶務は国土庁大都市整備局，研究学園都市推進室

（新設）で行なうことになった。 50年度予算要求は 51年既成をめどとしたが，国内の経済靖勢

のため総需要抑制は解除されず，昭和49年12月の大蔵査定の結果からみて，概成時期は数年

遅れる見込みとなった。

(2）林業試験場の移転計画の推進

第2次世界大戦中に戦災を受げ灰燈；こ帰した当場の研究施設は昭和30年ころまでに一応は

復興したが，林政統ーによる本支場の研究組織の整儀，林産研究部門の木場集中等が行なわれ

たため，戦前の数倍の施設が建設され，敷地は狭く，研究に支障をうけるようになった。その

多くは戦後の急造施設で不便であり，移転建設が考底されるようになり，いっぽう大気の汚染が

はなはだしく，場内の自然環境は次第に破壊され，動鎚物の生育試験のための研究環境は年ごと

に悪化した。 32年に；土木場敷地の大半は東京都市計画で悶 ；こ指定されるなど，本格的な

研究施設の建築は著しい制践を受けるようになった。これらのことから，当場として真剣に移

転先について検討調査を始め，昭和35年8月には調布水耕農園跡地に，農業研究所，蚕糸試験

場を含めた農林研究センターを造成する案をまとめ，昭和36年7月：こ農林省から関係機関に用

地取得について依頼主とするまでに至った。林業試験場の要求は用地24.7ヘクタール，施設費，

宿舎建設費あわせえ 14f意程度の捜算額であった。昭和36年の集中移転の閣議決定により，こ

れらは総て自紙に戻されることになった。昭和38年に行政管理庁事務次官および首都密整備

委員会事務局長より，農林事務次官あて，移転機関について照会があり，農林省から冬場所の

意向を尋ねてきた。これに対し当場としては，この計画のなかで萌究環境の飛躍的な改善と施

設整備の拡充を図ることとし「農林研究団地Jの一部として建設計画を進めることな決め，前期

（着工時期が41～44年）移転機関となる旨連絡した。要求面積は牛久地底 57ヘクターノ九千代

田区 13ヘグタール，合計70ヘグターノLで、その内訳げは実験林20ヘクタール， 高畑見本国30

ヘグタール，建設敷地20ヘクタールとなっている。新都市が筑波地区と決定し，土地買収が開

始され，計画は次第に罰まり，同 40年 12月に農林水産技術会議においては農林センター建設

専門委員会合設置い同 41年3月には RI，分析，工作，計算，研修，国書，厚生等の共間利用施
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設に関するワーキンググループが各場所から，それぞれl～2名の代表者でもって構成され，

活動を開始した。当場においても同41年 1月：こは林業試験場農林研究センタ…建設対策委員

会が設置された。委員会は総指調整部会および建設計器部会の 2部会から構成され，

総務部長，副委員長に会計課長（42i:手に調査部長になる）委員 30数名が在命された。問 40王手7

月には技術会議に建設概算要求書を，｜可 41年2月に施設配置図案および主要時設平面図案を作

成し提出した。その概算要求額は千代田地区 13ヘクターノLの購入賞’ 1f:窓3千万円，建物 53,000

m2, 44 i意1百万円，屋外施設 10億9千百万円， 合計56i意2ヂ2百万円を掲上している。技

手！？会議は42年6月に施設計菌室を設置し建設推進の体制を強化した。 SJ=!：こは 41与の概算額

をみなおし，技術会議に提出した。概葬額は新規接械，｛ま場造成，移転費支で含め 69f:意3千6

百万円，問地外iま場整備費として 4f:若：7千9奇万円を掲上し，ほ場造成を 45年ころまでに終え，

昭和44年度から施設の主主設を開始し 46年ころに移転する一応の建設計図を作成した。昭和42

年9月｛こ総理府総務部長官，行政管理庁事務次官および首都鴎整鍛委員会事務烏長の照会に対

し，農林容事務次官は研究施設の規模，内容等；土佐界的水準のものとすること，｛ま場その他研

究雄設について十分な用地を確保すること，都市の建設は近代的かつ文化的で、あり，公共施設，

生活環境施設等の整備を鴎ることなどsの条件をつけ，移転予定機関として林業試験場ほか 12場

所をあげ返答している。昭和43年5月に農林省が移転予定地域に対し行なった病虫害，撞主主，

土じようなどの調査には，それぞれ専門の研究員が参加した。事！？都市内の用治買収が進むとと

もに土地利用許面もかたまり同43i:手5月には官公庁施設培地 1498ヘクタールのうち生物系は

536ヘクタール（公共用地を含む）が割り当てられ， 12月にその地域は新都市の南部の筑波郡谷

田部UIJ，稲敷郡茎崎村の一向に決定した。農林由地内の各場の配置について， 44年3月の場所

長会議で，本決定の時期を 44年度末として， 当場は 9号団地35.2ヘクターノ！，， （茎崎村）に害iJり

当てられることに仮決定した。林業試験場など前期（43～47年）に建設を開始する農林省の 5機

関は土地利用計画，施設配置，概算額を至急44年度中に検討し案を作成することになった。 9

号団地；こ対する土じよう，地下水位等の諸調査を実施しながら計画を関め， 10月には 200人以

上の場員が現地を視察し，慎重に検討を重ねたすえ， 12月に場長は技術会議事務崩長：こ対し，

9号団地は全面積が言十回面積より少なく， 1診が不整， 中央部の湿地帯等の理由をあげ， 樹木

国，見本罷として 5ヘクタール程度をJ]ljに準備すること，団地外ほ場を確保することを条件と

して了承する旨返答した。（後に 7号団地（谷田部町）に約5ヘクターノLの用地が追加割当てら

れた）とくに移転時期については，公共公益事業の整舗を前提としていることを強調した。岳

地外ほ場用地の選定および取得の見通しの調査を昭和44年末までに県の協力で行なうことに

なり，設補地を 14か所にしぼり，最終的には美浦村の策総合と大形の 2か所を適当であると判

断し，技術会議にその取得を要望した。開45年 1月に場長は全場員に対し，建設計画の現状を

説明し， 理解を求めるいっぽう， 建設計商や概算要求の見夜し， 調整のための作業：こ協力を
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求めた。数多くの資料の作成，特殊実験i持！や楼披施設についての検討，調整に全場あげて専念、

し， 5月には第一次概算要求書を，昭和 46'rj三1月に第二次概算要求書含まとめ，技術会議のヒ

ヤリングも行な 建設計額はにつまってきた。茨城県に依頼していた団地外ほ場用地の買

収資7が昭和46年涯に 1／：意8千 4s万円認めら

断念、し，果樹試験場と共；こ新らたな観点、から

新治郡千代田i寸上正；筑：こことt訟を求めること

価格の点で、折合わず，上記の 2候補地は

り，調査の結果8月に茨城県

い技術会議を通じ県に依頼した。昭和46年

7丹？こ農林省として 7月に務転機関 ることになり，各場所に建設移転計酪を示し，

容を要求したため， 7月中旬；二場長は会場員に計甑を説明し同意を求8月10日の期i浪づき

め，場内で のち， 8月 10日 は技術会議事務局長に対し研究， 生活環境整

備が完全に行なわれることなど4項目にわたる条内二をつけ， 建設移転計調をすすめることを了

解する岩間答した。場内の移転建設業務を推進するため，建設対策委員会を廃止し，新らたに

建設委員会を伺 46年 9月；こ発足させるとともに建設年次計画，捜算要求書を作成した。その内

47年度から 51年度までに建設を完了することとし， 建物63,839m275億 7千 2百万円，

と実験林整｛庸費 1／：意8千 1百万円，新規機械施設 16j意7千 3百万円なども合め全体要求額 101

億 3千1 を掲上した。概算要求書の精縮な施設，機械等についての積算資料や説明資料

を調整検討を加えながらまとめて った。昭和47'r手3月 ：こ千代閏村の団地外ほ場用地 15.5

ヘクターノL した。 一一万二

された。同 48ii三授から晦設の建設 るたふう， l言J47 'rド6月に ること

になり，初年度は苗対ll器係施設と ることになっ 9月；こ

概成時期を早めるように掲示があり，機械化第 1，第2特殊実験掠も追加l要求することになっ

た。全体要求額は建物60,232m2, 75 I意7百万円，産外特殊施設7i:定；3千万円，ほ場造成7t意2

千 3百万円，合計891:意6千万円， 48年度要求として上記の着工施設の初年度分4倍、9千 8百

万円，ほ場造成 31：意5百万丹を計上した。 12月の大誠査定の結果，建物施設に 3j定：8千 7召万

円，（ま場造成 21意5千 7百万円が認められた。昭和47年末に建設省は設計専門業者fこ各場所の

建設の基本計酒の作成を発注し，林業試験場；計百支計株式会社が担当することになり，；場開と

密接に逮携をとりながら， 昭和48年 3丹に を少し残すとはいえ建設基本計揺は完成し

た。 49年度の予算要求は，この基本計闘をみなおして提出することとなり，前年度まで要求し

ていなかった， RI 実験廃棄物処理施設も含め8月に要求書を作成した。全体要求綴は建

物51,618m2, 85 f；む8千 6百万円，屋外施設21I立3千 9百万円， ほ場造成 7｛怠9千 5百万円，

RI施設と実験廃棄物路設7箔8千 7s万円， 123億 91:'i万丹， 昭和49年度分として合計

41 I意l千7百万円三宮掲上したが間 48年 12月の大蔵省の査定では，新規の建築はーさい認めら

れず， 建設中の施設の継続分71意5千万円と依内幹線道路，樹木関空手の外部構造分の初年度分

3f意6千8百万円，ほ場造成 31意向，合計 14箆：2千万円が認められた。 49年 5J=Jに建設省は
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J交の一fJ~~：求；q：ーを 7 月；こ作成した。全体婆求額は建物 51,618m2, 169 f怠3千 4(i万円屋外持

殊施設 33f立7千 2ff万円， RI，廃棄物処礎施設 1,141m2, 16 f立l千万ffj，；ま場造成 11fな5千

7百万円，合計230f:立7千 4百万円， 52年度；こ完成する計画で 50年茂分の要求額として

設中のもの，本館その他の新規の建設11!:合計89f；立7千 1~i万p=J を要求した。 12 月の大蔵宜定

の結果は，建設中のものに 12億7千 4Ii万円と新規に研究本館，｛呆；笠，防災，＊文，林産第 1,

2特殊実験被の初年産分 24f怠8千7百万円カ；百:gめられた。さな施設の蹴成II年期は 52年度以降

と推測せざるを得ない状況である。

(3）施設建設の経過

昭和46年茂中に土地買収の終わった千代出村の団地外ほ場について向，17ifミ［立に進入道路，

つけ替え道路，同48}j三度に構内道路fit官ほ場0.84ヘクターノ九一投；ま場5.42ヘクターノL，樹

木国 1.15ヘクタールが農地開発機械公団により既成した。昭和48i:ド4月

れ，成事務所で職員 2名が一部のほ場で， Wi木の詫成，緑肥作物の栽培な開始した。戸J49 

年になり 9号団地のほ場造成工事も し，同 50.tド3月；こ干！？密古jj：日11.10ヘクターノL,,

;i:l!l 1.93ヘクター；L,，実験;l:f!!2.50ヘクタ…ノLぷ完成した。施設については 49年 3月に 9号団地

に機械化策l(SRC…1 925m2），第2特殊実験掠（RC-1 756 m2），；ま場管理調査室（RC-2 453 

m2）長初車1臨時（S-1 58mりの第 l期工事：5；，安藤， J:l']fl1iJ，大者fl,；旦沢建設共同企業［ホおよ

大栄ほか建設共同企＊j本：こよう荒ヱされ， 12月：こ完成した。 49年 9Jヲ；こは千代田試

験地のほ場管理調査室（RC-2 527 m2），長!JI草稿庫および車隊（RC-1 210 m2）），宿舎 2

(RC-1 110 mりが葵建設によって着工され，問 50年3月に完成した。向 49}j三12月には人工

気象実験陳（RC-1 1302.9 m2), エネルギーサブステーシ三ン披（RC-1 432mりが上記の共同
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企業体によりXi工し，間 50年 11月に完成する予定である。つづいて千代間試験地のライシメ

ーター， J（［肥汗等について；.三住設により同 49iド12月五百工され陪 50年3丹に完成した。同 49

られた？；土地内幹純道路，共同i九粁定処理施設等の外部構造物については，そ

49 ff 12 JJ；こ終ふ実施設許‘lこはいり，その一部は j可50年3月｛こ着工し

7号［JJf訟のほ1弘治成計示lijについては 49年秋から基本設計にはいっている。同 50年度に認めら

れた研究本館や労IJl'H! 1,¥' 14実験保守：は1nm:に検討を重ねながら設計を行なっている。実験林に

ついては，東京営林間竹内笠間，gg林署部内の千代田試験地に近い国有林（18,19林斑の一部）約

140ヘクタールで営林局と共i可試験を行なうこととなり，その試験計画を検討し，舟 50年度よ

り一部試験地の設定を開始することになった。

2. 支場の移転と整備

1. 北海道支場移転整錆

(1) 移転に造るまでの経緯

当支場は明治41年6丹野松原生林の中央部にあたる江J]ljや！と戸忠文郎（現在札幌営林署野1/1足・111'i

:J:111) に設けられたのが始まりである。当時は小さな庁;'7で，；な灯も＇， I.U:Sもなく，野1／児釈から 6

kmの距離にあって道も満足になかったという。

昭和2年に現在北海道林木育種場となっている西野校に庁舎な新築移転，いっぽう昭和 15年

1丹帝室林野局北海道林業試験場合が設置され，翌年豊平に庁舎を置いた。

戦後の林政統一で再試験場は合併，竪J1／見と豊平で，それぞれ業務をつづけたが，当時野lおむ土光

熱・水道などの試験に必要な施設が不便であった。そのご木材利吊と林産化学部門の本場（毘黒）

集中化により，施設のあった般地は不用となり普通財産に所管換の代替として，豊平への集中

化予算が容易に認められ，・－－／fl¥i主物を移築して統合ができたそれは昭和28年のことである。

豊平の敷地は約 10ヘクターノLで，このなかに庁舎・ 71'-f会・苗焔・樹木闘があったが，当時と

しては試験研究の場所として支持はなかった。しかし年を経るにしたがって建物の老門化と施

設の狭陸により整備が唱えられるようになりつつあった。

昭和 38 年 6 月上旬大蔵：r:rの戸塚岩夫氏が，来場規察された当時としては，＇.l~： 'fに改築する考

え方が強かった。その要lz;Iは｛＇.~：平の地が都市計岡上将来も緑地保全上現だ地にyjえることが望ま

れていること，敷地田知が 10ヘクタールで不自由でないこと，月寒羊ケ丘地域の労務事情や生

活条件の劣悪，その他：こ適当な悶有地のないこと，関係諸機関との連絡よ豊平の方が便利なこ

となどがあげられ，このような状況のもとに支場内では老朽化の進む施設改善策として，~替
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案を作って本場に提出したり， した経過があった。

日 わJこる高麗経済成長政策により急速な都市発展の傾向が現われ，札続市において

も人口I強力日がめさましく，

fこ。

も市街化され自然環境の悪化が心配されるようになってき

こうした情勢の変遷により，昭和信年他支場の整備も一段落し残るは当支場のみとなり整舗

のチャンスを迎えて移転か改築かその利害得失の比較険討が重ねられ，今後の研究を発展推進

させるためには，施設の整舗拡充を困ることが必要であり，そのためには「移転」によることが

予算の箆得が容易であるなどの理由で，移転の方針を打ち出した。

このような支場の意志決定により，その年の秋から事務的処理が進められ多少の有余曲折は

あったが，昭和47年度に正式に羊ケ丘への移転整備計画が承認された。

(2）移転場所の概況

ケ圧は都市計岡上，市街化調整区域で，かつ都市化しない緑地保全IKJ-戎と風致地iまの指定

を受けている。さらに周辺の水源滋養林に指定されている西岡および月寒川上流域の山地，丘

陵地が速なるー替は，札11琵都市留における主要緑地帯の一つであり，都市周辺における自然環

境に恵まれた地域である。そして札幌市中心街からは東南へ11kmの距離にあって，問地域内

には，北農試・家街試・植訪の農林省機関があって，農林技術センターとしての機能を発揮し

得る地理的条件を具えている。

当支場の羊ケ丘移転先は，農林省北海道y史：業試験場の沼地で‘あったが，その一部の所属替を

受けた。 ・1別問・樹木陸・実験林などの敷地として，その面積は 1,744,203m2で，焼山

j誌、標高262mからなだらかな北より斜菌をなし，その北東隅は羊ケ丘展望台の有料観光道

路（標高 122m）に至っている。

コts::舘の位置は北梓43°01，東経 141。24＇，襟高 140mの高台にあって，北から東にかけ札幌・

江加の両市街が一望でき，南；こは苔畑・実験林と透か彼方に恵宣言缶・無意根L1.Jの嶺々

れる。なお地籍は干し11琵rlH豊平医学ケ丘 1番地となっている。

(3）整備計画の内容

1) 土地の利用区分

a) 建物数 6.10トタタール：庁舎敷4.00ヘタターノレ。宿舎敷2.10ヘクタール

占F

C士

b) 道路敷 5.05ヘクタール：幹線道路8mおよび6mアスフアルト舗装。林内道路 3m砂

利敷

c) W-i:/:111 2.40ヘグタール：結密苗畑0.8ヘクターノL。一般苗畑 1.6ヘグター；I,。給排水・

気設備付き
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d) 樹木園 4.83ヘクタール：52科317種の樹木を豊平樹木園から移植

e) 見本林 22.50ヘクタール：樹種別見本林 9.0ヘクタ ール（ 1樹種 1.0ヘクタ ール単位で，

トドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ，グイマツ，ニ ホンカラマツ， ミズナラ，ウダイカンパ，

ケヤマハンノキ，コパノヤマハンノキの 9樹種植栽）。群落見本林 13.5ヘクタ ール（道内天然

林の主要群落型を再現する）

f) 試験林 122.40ヘクタール：密度試験林 5.8ヘクタール（トドマツ，アカ エソ’マツの針葉

樹を主体にして，シナノキ，センノキ，カツラ， ミズナラ，シラカンパの広葉樹を混交し，方

形植，三角形植，並木植の各種植栽保式による試験林）。モデ、ル実験林 11.7ヘクタール（樹病試

験林，育種母材集植林，土壌肥料試験林，被害解析試験林， 被害推移試験林， 植生涯移試験林）。

その他試験林 104.9ヘクタール（広葉樹二次林で，シラカンパ， ミズナラ， シナノキ， ドロノキ，

ヤマナラシ，センノキなどで，平均蓄積は 114m3/haである。この森林は種々の試験に利用さ

れる）および防風林，沢敷など 11.14ヘクタールがある。

2) 施設の整備状況

1112 

車庫Jj(・工作室 － RC-1 本 館 RC 33,893.36 
自 発電室

298.49 

付属実験棟 RC-1 851.19 
危険物倉庫 CB-1 29.16 

~i境調節笑験室 R C-1 377.25 Iで 本 館 RC-1 392.76 

肝兎実験室 Cvf-1 
145. 39 

実験林管理室 RC-2 345.39 258.00 

,I} )'yj笑験室 C/-1 56. 52 JK古予防監視合 S-1 19.87 

58.59 ｝佐 II巴 JJ} RC 77.76 

束・西温室 R/-1 300.87 プロノとン JilI C B-1 16.70 

ブ ロ ア ー 庫 CB-1 3.76 

m 病温室 RC ー1
s 135.36 公務員宿舎 RC-3 2,850.59 ( 3棟42戸）

育種温室 R/-1 
／／ RC-2 770. 98 ( 1棟12戸）

129.60 
公務員宿舎物置 S-1 93.84 (24戸）

I度り 廊 下 S 1 301. 65 建物総面積 11,407.08 

建物以外の主たる設備は，6,600V高圧受電 1系統で受電容量600kW，自家発電装置200kW

の電気設備。CP-100型グロスパー自動交換機に局線7回線の電話設備。昭和ボイラー S8-12

型 1,403千cal/hr2台で，本館および付属実験施設にスチーム暖房と給湯を行なっている。その

他貯水池（300トン）と苗畑への給水施設や実験林内電気引込線などが設備されている。

3) 予算の概要

特定固有財産整備特別会計により，昭和 47年度から 3か年計画で， 49年完成をめどに工事

にとりかかったが物価の異常な高騰によって一部残工事を生じたため， 50年度予算要求をし，

その全額が大蔵省内示として認めらている。

なお工事費区分は次表のとおりであるが，付帯事務費は掲上を省略した。

昭和 50年度要求額をもって，環境調節実験室の内部諸施設，ライシメーター，外来研究負宿
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ヱミ，＿
AC  J 正｝三

117, 415単年度工事

837,453 

203,984 

537,326 

l, 696, 178 217, 019 

l, 276, 188 

1, 375, 871 

1, 913, 197 

1, 913, 197 

113,262 

99,683 

537, 326 

750,271 

1, 

1, 162,926 

47 

48 

49 

50 

総ヱ笠

内部仕上げ 30

初の許翻はー

ぼ：コド展示室

子。、

北海道交拐の研究開｛系被

治問， j革路；ill装，

らびに拘置と付；許工事が計調されており，

する。（グラビア貰参照）

以上述べたような整｛読経過ごょっ，昭和幼年 9月末；こ，当部試験研究遂行上；三

これら建物，

ない

を開始した。

；こ活用して，

ケ日：に移転をi斉ま程度の施設が完成したので， 10月

ふ
L

P4Z1 

コ勺戸
」 4し少最後に貴重な投資により，近代的設備が整摘されたもので，

を理解し，森林と 菌兵の付託にこたえるした試験研究：こ進退し，/.:>-

一一
（須野田ょう支場員一同努力いたしたい。

東北支場の施設整揖2. 

ならびに付料施設が当支場：土，昭和 34年 7Fl：こ発足し，引きつづき昭和 35年 12月に

研究範囲の拡大，そのご試験研究の進展；こともない，

みでは不十分となった。

一応の罰究態勢がととのい，落成して，

研究手法の変化等によっ

なお，盛岡市間J11地院には， ifili芸試験場践限支場

果樹試験場接詞支場と野菜試験場盛関支場：二分割むと農林省の試験研究機関ジ集中したので，こ

れら諸機関の研究の一大発展を期するために，農林水産技術会議では，昭和 42

当支場のほか，東北農業試験場，

7月に研究セ

II整備計蕗を立てることになった。もとづいて，ンター



236 

傾斜商没透袋fi'i:；〔ir;t：災救のために設0±，：された低減l:i'lif;,J浜市

引きつづき／HJ43年から 3か年計画により実施しこれが計画の一環として，東北支場の整備

研究施設に主体をおき，約 1億円の予算で，寒害実験室（低温風間装置），傾斜面浸透装置

等の大型施設を始めとし 11にわたる総設整備拡充がなされ，名実ともに支場の態勢が確立され

日に至っている。

整備された施設の内容をあげれば次のとおりである。

？土，

({i詰考）

ふ
れ

Mν

E
H
E
H

批
正

断

m
u
f
／

昨

叶

芯

↑

計

十

／

f

4
晶

f

ノ
I

’

q
G
4
A

イま

aは
A

S

仏
A

d

A

τ

(li:訴え）

90m' 

l式

297m' 

255 II 

（構造）

C B-1 

CB 

RC-1 

（名称）

E程 庫

給水設備

変＇， !l 設備

公 J;5n ・r;u 合

集；1；：尖激変

( {f/fi考）

43年整備

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

(jj'ijf]D 

333田空

137 II 

101,, 

68 II 

64 II 

1式

（構造）

C B-1 

s 
C B-1 

A L-1 

CB 

（名称）

鳥獣実験 室

l¥XJfi生態飼育会

見虫飼育室

温室

林地保全実験室

傾斜面浸透装段

その概絡を述わが国では数少ない施設であるのl:',と傾斜国浸透装置は，なお，

べることにした。

よび実験準備室からなり，低温風間装震は循環式で寒害実験室は，低温風間装置

全長33.8m,r:j:i央部（こ lmxlmの風の吹き出し口をそなえた試料処理室（賠ロ 2.2m，奥行2.8

さ3m）がある。処理温度は－25°C～十25°C，風速は 3m/sec～25m/secの範由で，（湿度m, 

ーフソL上に切り枝，鉢撞えともに処理できるようになについては調節できない）試料はターン

っている。なお坦温室は，風間実験のT予T・後処理のために使用するものである。

傾斜角度 40°,20°, 0° の3区分別に，各3基から構領斜面浸透装置（ライシメーター）は，

ooのものは，深さ 2mであるが，斜面長 10m,1/1話3m,成されており， 40° と20。のものは，

j奈さ別（0.0m, 0.2 m, 0.5 m, j奈さ 2mとなっている。本装量の特色は，長さともに 3m,幅，

人工

これは20～20.0mm/hrの範囲で，髄時，降雨が制御す

1.0m, 2.0m）の各5つの位置から出水を11nそくできることである。また， 49年度からは，

降雨装置が，その一部に併設されたが，

ることができることになっている。
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3. 九v11il支場の整備

熊本営林局内に併霞されていた林試熊本支場は，昭和28年度現在地；こ移転独立以来，研究諸

施設の建設， 実験林の入手を行なうとともにその名称も九州支場と改称し， 宮崎分場を下部組

織とし試験研究の推進を図ってきた。（グラビア頁参！！の

しかし， そのご試験研究の進展，宮崎分場の統合問題，木造諸施設の予想外の自践による被

に，さらには今後の飛控的試験研究の発展を期待し，昭和42年；こは宮崎分場

が廃止され九州支場：こ統合された。 これを機会に研究部が設置されることになっ， 現在のJ任務

課， 7等林部， f呆護部の一課一室二部制がしかれ， さらに 43年8月：こは鉄筋コンタジー

ト2桔建共問実験棟（延2,026m2）が完成した。（グラどプ頁参！！？｛）

そのご符政需要に対正、した特別研究を初めその他研究の拡大にともない， 47i:ド3月には大型

ガラス (182 m2）が， 48年2月｛こ (123 m2）およびしいたけ人工；まだ場（38mりが，

49 3月：こは材線虫実験室（112mちがそれぞれ相ついで建設整備されるとともに近代的諸機

械類も逐次導入され， 現在では九州地1Kを基盤とする唯一の国立林業試験場としてその試験研

究体勢はますます充実されてきた。

し3う〉し， 今なお，老朽化したむf究砲設p 標本館その他が場内：こ点在し， また研究推進上必要

施設のI層強など今後いっそうの整備強化が望まれる。

マツの材線虫笑m11窓





VI. 付図・付表

1. 本・支・分場・；試験地位霞罰

2. 組織

3. 定員の推移

4. 歴代幹部

5. 歳出予算年次投移

6. 特許・実用新
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九州支場
熊本市黒髪4-11-16

1. 林業試験場本・支・分場・試験地位置図

（昭和 50年現在〉

主）1l訊験対
群毘県;fllオ賠聞に上町藤原

日山富貴験地
田山市キ底圏 954 自由支場

六都市伏間三村t山町
永井久太郎宮高土色

2623 

＼ 



山形分場
山野県最上郡

北海道支場
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麗主JI1BlT大写造前j ＼ 
札幌市豊平区平ヶ丘 i番地

p 

東北支場
盛岡市下厨Jii写鍋屋敷72

十巴町訊験士芭
新潟県十日町市辰乙 S14 

晶萩訴；験地
茨城県多賀郡十王町穴写友部 3067-3

千代田訊験地
茨城県新市部千代田村大事上志筑11辛抱荷原52

＊＇沼訊験地
埼玉、黒比企郡n島山材大事赤m1121 

林業誌験場本場
東京在E目黒区下目黒 5-37-21

＊笠原訟験党
東京都小笠原村岳町
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3. 定 ，向：ご、ま、 の J住 移

(ll/1,和 41:fjo以降）

JXJ ii~ 
年 度 I;'i:立 J肉 ：；！ぐ,; 

研究l[ii点

41. 256 62 511 830 

42. 248 62 516 827 ; f！也f÷ 5 （娠行トしf｝よ
; 会jjj・へ ， 

43. 2,,s も2 516 827 

ー＂まな4． 248 62 515 826 行定け員削十減lf-}f初一）よムりl 

令ιD向 ． 246 62 514 823 filム l （？，？，行＇¢＼J寸1Jfセンタ－
lll'iUihえム 2

46. 244 62 514 821 ム2

47. 242 己l 512 816 ／／ 
ム2/i}fム2
ムi ;n 5 'fl 

48. 241 る0 50ヲ 811 ／／ 
IJ.1 IムiliJfム3
山ム i ,ii' 5名

4ヲ． 237 己C 508 8J6 ／／ 行｛一｝ム 4幻Iム 1,i!-5名

50. 232 己0 507 800 ／／ 行けム 5liJfム 1;n-6名
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H H,IJ i改 ）[ff 42. 4. l～ 

会 ~I ぷ長 II 34. l～41. 4. I 7. 0 

3;, ;1、rfc ；大 41. 4. l～43. 4. l 。
3］三＞；；ヨL タj 勺3. 4. l～47 8. l 

／／ 後白玉 1,；安 47. 8. l～ 

I司度課長｜ II JJ;( 土と 41. 4. 1～42. 4. I 0 t二3

／／ J；，オ； 1111 氏II 42. 4. 1～45. しめ ワ 。〆
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歳出予算年次推移5. 

7考KB h ’” IすJJ-
E
4
F
 

勺「
J予 算現段区分t大年

932，己正5,

IP 
ふた｝

i京二iヒ文場

弓ζ

;, ・158, CC'.:: 

8, 5i4，乙cc
21, C55, CCO 

], 377，むcc
59, 441, cco 

sco,cco 
l, C28, 31C, CCO 

特別研究促進お主主波

長林水産業技術探9l{1ミ
土地みな主t 1'i: 
罰有林野事業交

爵有林野洋； UJ卒業1'1:. 

!IP,手l:f4Ci'l'.

72C, 247, C:O 
358,4ヲ2,cco 1, 078, 73ヲ，

4, 322,CC心

8, 35ヲ，cco
62, 492, C亡。

], 472, cco 
57, CJO, CCC 

8CO,COO 

1,213, 194, CCC 

特 7jlj研究促進調整ti:

£'1林水産業技術保興1'l
国土潟ヨl 1'i: 

I]！下I林 mi:IJr. * 1'1 
思有林型fit，山本業1S:

II臼手口4].fj'.

814,838,000 
3ヲ0,817, occ 

げし外i：支場j四国文湯浅jll実験林
東北支場

1, 2C5，る55,0むO

8, 3る1,Cむ0

5, 214, cco 
55，ヲ25,CCO

1, 184, coo 
58, 225, cco 
i, 2CO, OCO 

1, 335, 7る4,COO

i沼京J42ij'.

ヲ04,696,CCO 
422, 632,COO 

{l~tl）号
事業i'J:

i東北文場
i問国文湯
浅jI i実験林

1, 327, 328, cco 

4,456, oco 

51,061, oco 
1,415, cco 

71，己55,COO

l, 5CC, CむG

1,457,415, occ 

長十本水1五議ru支持5；辰野！J'.( 

I]］土調査資

箆有林聖子事業質

問有林野 itLL! ミjl'5主：1'1:

i沼和43王手
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C:j:. 

11g和44:fjミ

昭和45年

子 JlIf[阿 区 分 予算額 ヨ5・

I, 519,722,000円｜｛人ド｜二位 1, 034, 852, 000 
It事業Ti'. 484, 870, 000 

4, 898, CCD 

4, 194,000 

37,097,000 

1, 443, ODO 

68,643,0DO 

1,310,000 

1, 637,307,0DO 

1, 745, 474, ocコ

5,863,0CD 

35, 130,0CO 

I, 792, OCO 

59,584,000 

国有林野治山事業 Ti'.I 1,500,CCO 

計 I i, 849,343, oco 

事工
事

築
工
築

新
備
新

室
設
室

験
温
験
む

実
低
｛
六
合

セ
口
病
＋
%
を

寒
川
例
鋼
等

場
札
相
場

文
支

北
西

東
関
本

（人件費 l，礼 I仏 側
事業費 504,328,o:o 

（高問地共闘室新築工事
浅川実験林変電設備新設
東北支場寒害実験設備

等を含む

昭和46年

昭和47年

林業試験場 i主日 i'i:
国立機関原子力試験研究
1'i: 
特別研究促進部l笠 '.i'l
農林水産業技術振興 i'i:
国土調査 i'i:
国有林野事業 1'i:

国有林野；山事業白 ｜

林業試験場運営立

国立機関原子力試験研究
資

農 林 水 産 技 術 振 興 J'i:
国土調査 1'i:
固有林野事業 i'i:

林業試験場運営愛

国立機関原子力試験研究
費

特別研究促進調整費

農林水産業技術振興費

国土調査資

固 有林 野事 業費

固有林野治山事業費

特定固有財産整備費

計

林業試験場運営費

国立機関原子力試験研究資

特 別 研 究 促 進 調 整 '.i'l
国立機関公害防止等試験
研究資
環境保全総合調査研究促
進調整費

農 林 水 産 技 術 振 興J'i:
農林本省 ｜

国土調査 1'i:I 
特定固有財産整備 J'i:'
国有林野事業技 ｜

固有林野治山事業資 ｜

1,989,596, ODO 

3,013,0CO 

4,215, coo 

41,022,000 

1,988,000 

69,877,000 

1,500,000 

184,035,000 

2,295,246,000 

2,214,027,000 

4,064,000 

6,438,000 

11,303,000 

3,563,000 

65,063,000 

1,076,000 

1,793,000 

16,853,000 

44,200,000 

3, 100,0CO 

2, 371, 480, 000 

（人件費 I, 413, 93 
事業費 575,661, CD 0 

ir，，支場浅川実験林
凹国文場

オζJX}

ガラス主新築工τJr.
j止止tfi,,J育室新築工事
j七J,iJ,,A午、n，司笠室新築その他工

;;¥iITIJ尖験室新築
＇：；｝を含む

（人件質
事業JJj:’

1,613,936,CCO 
600, 111, ODO 

18＇＂ん一一の他新築工事
九州支場冷房設備その他工事
東 北 支 場 薬 品 庫 新 設 工 事
関 西 支 場 境 界 ょ う 壁 工 事

等を含む

北海道支場新研究庁舎等建設開始
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予算攻問区分
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罰こと調査 15:
特定 国 有 財 産 整 備15:
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6. 特許・実用新案・意匠

i主主二次験i誌の幻f究成；j~マネ＇：＇＂＇！＇，’UlHli雪長；三どjザHT'E'i しくはH＼照ゅのものは；Xのとおりである。（50.1 J!I{E) 

特許

1. 

特許芯号 'if~ 300443号（n日n37 of二）考：ヨ三者 三宅男（造林rm>

2. リグニンまたはリグニン含有物質よりフェノール類を製造する方法

!/:¥"J午率一号 w425243 c号（ilB和 38年）考案者榊原彰（林政化学部）

3. if{[約泌総出；訂？とする硬質成型杓の製造方法

i/ir;;'i:lff号 1H425244 2;; C昭和 39年）考案者高村芯男（林産化学部）

4. どけにl；：出0）細胞rl:'.c\~ 多角｛料おりイノレスを主成分とする殺虫剤の製造方法

村山？？？号 -Zt443379 2号（m3おI40匁）考案者小山良之助（浅川実験林）

5. I!El流読をノミルブ涜il支よりリグニンてど沈殿採集する方法

特許番号第 466646号（昭和 40年）考案者榊原彰（林立主化学部）

6. 木村の繊維走向の制定法

特許番号第 575387号（昭和 45年）考案者加千！な孟，斉藤久夫（木材部）

7. 地形傾斜測定方法

特許容号第 561772号（昭和 44ij三）考案すぬ；1立さドヲ），仁／:iXb lfi兄 ( ~刊訂；1;)

8. ー工程気籾処理による木質材料のホノレγ ーノk（七万三；

特許悉号 :i!ri684762号（昭和 48年）考案考 古ー谷 間（林立変化学部）

9. つる性泌物の枯殺方法

作~＇f涜"l- 1:n 696132号（昭和 48:f手）考案者真部辰夫（；吉林市；）

10. ピニールアルコーノレ（オリコ、マー）による水質材料の寸度安定化

!jお＇1:1±1,,駁r/1 考案者古谷翻（林立主化学部）

11. 

特計出願中 rs-谷間，谷口実（林度化学部）

12. 日j民高庄支合法による合成樹脂法入てj司法安定化木質材料の製造法ミ

特許出願rj:i 考案者古谷路lj，谷口 実（林度化学部）

13. 構造用長尺広限条成材の製造ii,

特許出願i:jコ考案者千禁係人，菅野義作，森麗和美，桜井毅（木村；111>

14. オミ質セメント板の製造法

特許出顔中岩下総（木村吉11)

15. 木材のねじりびき法

特許出願中 山口寄弥太（木材部）
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16. 放射線によるプラスチック充坑木材の裂造法

,J:i谷測， Jす山敬i専

実用新案

1. 1副本用情穴沼機

災m新案怒号 ZH 756982号（昭和 40王手） LL!脇 三王子（！む或化部）

2. 傾斜計

実用新案溶号第 766936c号（昭和 40年） 予寺務敏彦，右指古ti?;( 

3. 動力投J了後

尖｝：日新案l:l:l頗rl1 ゴ5案者 ネ！会 修（！主計変｛ヒ部）

4. あてオミブロッグ

ゴミj召新築／：JJ,殿中 小沼 野茂一

5. 携帯別小形コニンジンの消音装置

実用新案上JJ,額仁jコ 鈴木 陪央（！妥被fと部）

6. :£:i市ff駆動式パッグホウによる横穴掠りおよ

実用新案出額rjJ 三村 和男（波紋化部）

7. 務苔泌物を検体とし

実用新案！日額1:p 時間 安（浅!Ii実験林）

意匠

ft立会、'f1il'

第 230493号（昭和 3811ミ）考案者 紋彦，石tlii 3詩彦（！針変化部）
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